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小笠原エコツーリズムは
「Ogasawara SMILE Tourism」へ
渋谷正昭（小笠原村長）

エコツーリズム
普及と定着にかけた思い
中島慶二（江戸川大学）

日本型
エコツーリズムを語る
～復興エコツーリズムからの
気づき～
海津ゆりえ（文教大学）
堀上 勝（環境省）
山本清龍（東京大学）
菅野正洋（JTBF）

巻頭言

特集 1

特集 2

エコツーリズムが
もたらすこと
～地域づくりへの貢献
経済そしてコミュニケーション～
岡野隆宏（環境省）
細野顕宏（日本エコツーリズム協会）
五木田玲子（JTBF）

特集 3

私たちにとって
エコツーとは
何だったのか
～日本、北から南

10エリアで
現場の声を聴く～

特集 4

❶北海道 弟子屈町
白石奈津美

❷福島県 相馬市
（松川浦地区）

管野貴拓／久田浩之／井島順子
❸宮城県 塩竈市

（浦戸諸島）
遠藤 勝

❹埼玉県 飯能市
村中 翔

❺東京都 小笠原村
吉井信秋

❻岐阜県 白川村
加藤忠利

❼京都府 南丹市
(美山町)
青田真樹

❽宮崎県 串間市
秋田 優

❾鹿児島県 屋久島町
小原比呂志

10沖縄県 竹富町
（西表島）
通事太一郎

視座

エコツーリズムの本質を問う
出会い、つながり、そして「こころざしの共感」

寺崎竜雄（JTBF）

連載

観光を学ぶということ 第18回
北海道大学 大学院農学研究院
花卉・緑地計画学研究室
愛甲哲也（北海道大学）

わたしの1冊 第30回
『深夜特急』
沢木耕太郎 著 新潮社
佐々 木文明（藤里町長）
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　2
0
0
3
年
秋
、
環
境
省
が
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
た
。そ
の
後
、2
0
0
7
年
に
は
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
成
立
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
本
格
的
に

取
り
組
ん
で
か
ら
ち
ょ
う
ど
20
年
と
い
う
節
目
で
あ
る
今

年
、
政
策
の
流
れ
、
法
律
の
役
割
、
推
進
地
域
の
実
情
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
意
義

を
探
求
、
今
後
の
課
題
を
考
察
し
、
一
層
の
拡
充
に
向
け
た

諸
提
案
を
試
み
た
。



　小
笠
原
諸
島（
東
京
都
小
笠
原
村
）は
、
東
京
都
の
南
約

1
0
0
0
㎞
に
位
置
す
る
父
島
列
島
及
び
母
島
列
島
、
硫
黄
列
島

な
ど
太
平
洋
上
に
散
在
す
る
多
く
の
島
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
一
度
も
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
の
な
い
海
洋
島
と
し
て

独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　戦
後
、
1
9
6
8
年
に
米
国
の
統
治
か
ら
日
本
に
復
帰
し
小
笠

原
村
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
復
帰
か
ら
55
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

い
ま
も
小
笠
原
へ
の
交
通
手
段
は
海
路
に
限
ら
れ
、
現
在
は
3
代

目
の「
お
が
さ
わ
ら
丸
」が
東
京
竹
芝
港
と
父
島
を
約
週
に
1
便
、

片
道
24
時
間
、
で
結
ん
で
い
ま
す
。

　村
で
は
、
1
9
8
8
年
に
小
笠
原
諸
島
返
還
20
周
年
記
念
事
業

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
母
島
で
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
事
業
化
に
向
け
て
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
協
会
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な

ど
を
決
め
た
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
改

定
を
重
ね
な
が
ら
い
ま
も
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
小
笠
原
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
始
ま
り
で
す
。

　そ
の
後
、
2
0
0
0
年
に
策
定
し
た『
小
笠
原
諸
島
観
光
振
興

計
画（
ブ
ル
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
）』で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
観
光
振
興
の
基
軸
に
据
え
、「
か
け
が
え
の
な
い
小
笠
原
の
自
然

を
ま
も
り
な
が
ら
、
旅
行
者
が
そ
の
自
然
と
自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ

た
歴
史
文
化
に
親
し
み
、
小
笠
原
の
村
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
島

づ
く
り
」を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
と

し
て
、
観
光
利
用
行
動
を
調
整
・
制
御
す
る
ル
ー
ル（
法
律
や
条
例

か
ら
制
度
、
申
し
合
わ
せ
程
度
ま
で
も
含
み
ま
す
。）が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
1
9
8
9
年
に
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
自

主
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
り
、
2
0
0
2
年
に
東
京
都
知
事
と
小

笠
原
村
長
の
間
で「
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
促
進

地
域
の
適
正
な
利
用
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
、
南
島
と
母

島
石
門
に
お
け
る
入
域
制
限
を
始
め
ま
し
た
。
2
0
0
4
年
に
は

巻頭言

小
笠
原
村
観
光
協
会
が
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
自
主
ル
ー
ル
、
翌
年
に
は
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ

ム
の
ル
ー
ル
な
ど
を
相
次
い
で
設
定
す
る
な
ど
、
観
光
事
業
者
ら
が

率
先
し
て
自
主
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
環

境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
、
環
境
省

や
専
門
家
ら
に
も
数
々
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　2
0
1
1
年
に
は
、
小
笠
原
に
お
け
る
生
物
進
化
の
過
程
を
示
す

生
態
系
の
価
値
が
認
め
ら
れ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
研
究
や
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
自
然
環
境
を
保
護
・
保
全
し
な
が
ら
、

ガ
イ
ド
の
専
門
的
な
解
説
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
を
来
島
者
に
伝
え
、

深
み
の
あ
る
観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
小
笠
原
に
お
け
る
観

光
の
使
命
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に

基
づ
く『
小
笠
原
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
』と
し
て
と
り

ま
と
め
、
2
0
1
6
年
に
環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　私
が
今
回
の「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
」と
い
う
特
集
の
巻
頭
言

の
依
頼
を
お
受
け
し
て
改
め
て
思
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
自
然

環
境
を
対
象
に
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
を
図
っ
て
は
き
た
も

の
の
、
そ
こ
に
介
在
す
る
の
は
そ
れ
を
守
る
人
で
あ
り
、
利
用
す
る
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　今
般
、
村
の
観
光
関
係
者
ら
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
小
笠
原
村

の
観
光
振
興
の
方
向
性
を
示
し
た『
小
笠
原
村
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
』

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
訪
れ
る
人
、
観
光
振
興

に
携
わ
る
人
、
自
然
を
守
り
育
む
人
、
そ
し
て
村
民
が
観
光
と
関
わ

り
・
つ
な
が
る「
人
が
主
役
の
観
光
振
興
」を
柱
と
し
、
小
笠
原
村
が

目
指
す
観
光
を「O

gasaw
ara SM

ILE
 T
ourism

（
ス
マ
イ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
）」と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
S
M
I
L
E
はSlow

 M
eet 

IsLand E
co

で
す
。
こ
れ
を
皆
で
共
有
し
、
一
人
一
人
が
小
笠
原
の

観
光
を
支
え
、
小
笠
原
の
将
来
に
向
け
て
協
働
し
て
、
諸
活
動
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
小
笠
原
の
観
光
資
源
は
自
然
と

人
」と
い
う
基
本
を
忘
れ
ず
、「
心
豊
か
に
訪
れ
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
島
」の
実
現
に
向
け
て
観
光
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

渋谷正昭
（小笠原村長）

（しぶや・まさあき）１９５７年生まれ。１９８３年小笠原村役場入
庁。１９８８年返還２０周年記念実行委員会事務局員として日本
初のホエールウォッチングに従事。２００９年産業観光課長となり
エコツーリズム協議会の運営やエコツーリズム全体構想とりまと
めに従事。２０１５年小笠原副村長。２０２１年より現職。

小笠原エコツーリズム
は

「Ogasawara SMILE Touri sm」へ
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観光を学ぶということ

わたしの1冊

第18回

連載

連載

第30回

愛甲哲也
（北海道大学大学院農学研究院准教授）

渋谷正昭
（小笠原村長）

佐 木々文明（藤里町長）

『深夜特急』
沢木耕太郎 著
新潮社

北海道大学
大学院農学研究院
花卉・緑地計画学研究室
みどりを体験し、
研究する 
～さまざまな体験が
多くの引き出しをつくってくれる～

  小笠原エコツーリズムは
「Ogasawara SMILE Tourism」へ

【巻頭言】

特
集

中
島
慶
二（
江
戸
川
大
学
社
会
学
部
現
代
社
会
学
科
教
授
）

聞
き
手
：
寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

海
津
ゆ
り
え（
文
教
大
学
国
際
学
部
国
際
観
光
学
科
教
授
）

堀
上
勝（
環
境
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

山
本
清
龍（
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻
森
林
風
致
計
画
学
研
究
室
准
教
授
）

菅
野
正
洋（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
地
域
マ
ネ
ジメ
ン
ト
領
域
上
席
主
任
研
究
員
）

進
行
：
寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

エコツ
ー
リ
ズム
が
も
た
ら
す
こ
と

〜
地
域
づ
く
りへの
貢
献 
経
済
そ
し
て

コミュニ
ケ
ーション
〜

岡
野
隆
宏（
環
境
省 

自
然
環
境
局 

国
立
公
園
課
国
立
公
園
利
用
推
進
室
室
長
）

細
野
顕
宏（
一
般
社
団
法
人
日
本
エコ
ツ
ー
リ
ズム
協
会
理
事 

事
務
局
長
）

五
木
田
玲
子（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
市
場
調
査
領
域
上
席
主
任
研
究
員
）

進
行
：
寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

私
た
ち
に
とってエコツ
ー
と
は

何
だった
の
か

❷
福
島
県 

相
馬
市（
松
川
浦
地
区
）

地
域への「
気
づ
き
」を
通
じ
た
震
災
か
ら
の「
再
生
」

管
野
貴
拓（
ホ
テル
み
な
と
や
／ホ
テル
飛
天
）／
久
田
浩
之（
亀
屋
旅
館
）／
井
島
順
子（
ホ
テル
飛
天
／
元
相
馬
市
観
光
協
会
復
興
支
援
員
）

❸
宮
城
県 

塩
竈
市（
浦
戸
諸
島
）

人
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
島
の
魅
力
を
伝
え
てい
く

遠
藤 

勝（
遠
藤
マ
リ
ン
サ
ービス
／
野
々
島
感
動
支
援
隊
）

❹
埼
玉
県 

飯
能
市

大
都
市
近
郊
に
広
が
る
里
地
里
山
型
エコツ
ー
リ
ズム
の
先
進
地

村
中 

翔（
飯
能
市
産
業
環
境
部
観
光・エコツ
ー
リ
ズム
推
進
課
主
任
）

❺
東
京
都 

小
笠
原
村

小
笠
原
の
ル
ール
の
流
儀
〜
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オコ
ウ
モ
リ
の
自
主
ル
ール
作
り
か
ら
振
り
返
る
〜

吉
井
信
秋（マルベリ
ー
代
表
）

❻
岐
阜
県 

白
川
村

白
川
村
エコツ
ー
リ
ズム
の
取
り
組
み
状
況
に
ついて

加
藤
忠
利（
白
川
郷
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
事
務
局
長
）

❼
京
都
府 

南
丹
市（
美
山
町
）

行
政
で
は
な
く
民
間
主
導
に
よ
る
観
光
の
深
化

青
田
真
樹（
南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

❽
宮
崎
県 

串
間
市

「
エコツ
ー
リ
ズム
の
日
常
化
」に
向
かって

秋
田 

優（
串
間
市
商
工
観
光
ス
ポ
ーツ
ラ
ン
ド
推
進
課
エコツ
ー
リ
ズム
推
進
室
主
査
）

❾
鹿
児
島
県 

屋
久
島
町

屋
久
島
エコツ
ー
リ
ズム
の
こ
れ
ま
で
と
将
来への
課
題

小
原
比
呂
志（
一
般
社
団
法
人
屋
久
島
ア
カ
デ
ミ
ー
）

10
沖
縄
県 

竹
富
町（
西
表
島
）

西
表
島 

エコツ
ー
リ
ズム
取
り
組
み
の
実
情

通
事
太
一
郎（
竹
富
町
自
然
観
光
課
長
）

❶
北
海
道 

弟
子
屈
町

エコツ
ー
リ
ズム
大
賞
受
賞
ま
で
の
15
年
に
わ
た
る
取
り
組
み

白
石
奈
津
美（
弟
子
屈
町
観
光
商
工
課
観
光
振
興
係
主
任
）

エコツ
ー
リ
ズム
の
本
質
を
問
う

出
会
い
、つ
な
が
り
、

そ
し
て「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」

寺
崎
竜
雄（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

常
務
理
事
）

ゼミを通して見る
大学の今
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光
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リ
ズム
協
会
理
事 

事
務
局
長
）

五
木
田
玲
子（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
市
場
調
査
領
域
上
席
主
任
研
究
員
）

進
行
：
寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

私
た
ち
に
とってエコツ
ー
と
は

何
だった
の
か

❷
福
島
県 

相
馬
市（
松
川
浦
地
区
）

地
域への「
気
づ
き
」を
通
じ
た
震
災
か
ら
の「
再
生
」

管
野
貴
拓（
ホ
テル
み
な
と
や
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中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

1

江
戸
川
大
学
社
会
学
部
現
代
社
会

学
科
教
授・国
立
公
園
研
究
所
所
長

／
小
学
6
年
よ
り
探
鳥
活
動
、山
野

跋
渉
。京
都
大
学
農
学
部
林
学
科

（
及
び
探
検
部
）を
卒
業
後
、環
境
省

で
主
に
国
立
公
園
管
理
、野
生
生
物
保
護
を
担
当
。本
省

で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ほ
か
、野
生
生
物
保
護
等
の
制
度

に
も
関
わ
っ
た
。

中
島 

慶
二（
な
か
じ
ま
・
け
い
じ
）

普
及
と
定
着
に
か
け
た
思
い

エコツ
ー
リ
ズム

〜
環
境
省
エコツ
ー
リ
ズム
推
進
会
議
・

エコツ
ー
リ
ズム
推
進
法
を
振
り
返
り
な
が
ら
〜

2
０
０
３
年
秋
、
環
境
省
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
本
格
的
に
着
手
。

2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
が
経
過
す
る
が
、

い
ま
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
は
増
え
て
い
る
。
な
ぜ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
い
ま
も
支
持
さ
れ
る
の
か
。

日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
普
及
・
定
着
す
る
出
発
点
と
な
っ
た
こ
の
政
策
に
深
く
関
わ
り
現
場
を
動
か
し
た
中
島
慶
二
さ
ん
に
、

そ
の
頃
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

座
談
会

1

聞
き
手
：
寺
崎
竜
雄

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
・
常
務
理
事
）
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中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

1

江
戸
川
大
学
社
会
学
部
現
代
社
会

学
科
教
授・国
立
公
園
研
究
所
所
長

／
小
学
6
年
よ
り
探
鳥
活
動
、山
野

跋
渉
。京
都
大
学
農
学
部
林
学
科

（
及
び
探
検
部
）を
卒
業
後
、環
境
省

で
主
に
国
立
公
園
管
理
、野
生
生
物
保
護
を
担
当
。本
省

で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ほ
か
、野
生
生
物
保
護
等
の
制
度

に
も
関
わ
っ
た
。

中
島 

慶
二（
な
か
じ
ま
・
け
い
じ
）

普
及
と
定
着
に
か
け
た
思
い

エコツ
ー
リ
ズム

〜
環
境
省
エコツ
ー
リ
ズム
推
進
会
議
・

エコツ
ー
リ
ズム
推
進
法
を
振
り
返
り
な
が
ら
〜

2
０
０
３
年
秋
、
環
境
省
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
本
格
的
に
着
手
。

2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
が
経
過
す
る
が
、

い
ま
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
は
増
え
て
い
る
。
な
ぜ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
い
ま
も
支
持
さ
れ
る
の
か
。

日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
普
及
・
定
着
す
る
出
発
点
と
な
っ
た
こ
の
政
策
に
深
く
関
わ
り
現
場
を
動
か
し
た
中
島
慶
二
さ
ん
に
、

そ
の
頃
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

座
談
会

1

聞
き
手
：
寺
崎
竜
雄

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
・
常
務
理
事
）

第258号 August 20235
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中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

エコツーリズム 普及と定着にかけた思い1
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図 1 エコツーリズムの成立
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モデル事業＜類型I＞白神地区

中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

エコツーリズム 普及と定着にかけた思い1
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図 2 5つの推進方策（2004年6月）

図 3「モデル事業」対象地域の類型区分

図 4 モデル事業実施13地区
（2004年選定）

モデル事業＜類型Ⅲ＞飯田地区

中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

❶　エコツーリズム憲章
エコツーリズムの理念を分かりやすい形で普及するため、エコ
ツーリズム憲章を制定
❷　エコツアー総覧
エコツアーの参加を促進するため、全国のエコツアー事業者、
ツアー内容、環境配慮の取組等の情報をインターネットで公開
❸　エコツーリズム大賞
エコツ－リズムを展開する各地域や事業者の取組のうち、特に
優れた事例を表彰し、広く紹介
❹　エコツーリズム推進マニュアル
エコツーリズムの推進に取組む地域を支援するため、推進の
ための基本的な手法やポイントをまとめたマニュアルを作成
❺　エコツーリズムモデル事業
エコツーリズムの良い事例をつくるため、モデル地区を選定
し、各地区の状況に応じた支援を今年度から３年間実施

＜凡例＞
★…類型Ⅰ
■…類型Ⅱ
●…類型Ⅲ
　　　　　

原生的な自然地域等におけるガイドツアーのあり方、適切な
ルールのもとでのエコツーリズムの推進 

類型Ⅰ

多くの観光客が訪れる観光地における地域資源を保全活用し
た利用の推進、マスツーリズムにおけるエコツーリズムの浸透 

類型Ⅱ

里地里山における自然体験、森林
の管理、清掃活動等の環境保全活
動自体を魅力あるプログラム化す
る等、幅広い活動の推進 

類型Ⅲ

★知床地区

★白神地区

●田尻地区
■裏磐梯地区

●飯能・名栗地区
■
富士山北麗地区

●南紀・熊野地区

★小笠原地区

飯田地区
●

湖西地区
●

六甲地区■

佐世保地区■

屋久島地区★

豊かな自然の中での取組

多くの来訪者が訪れる観光地での取組

里地里山の身近な自然、
地域の産業や生活文化を
活用した取組

し
ら
じ

エコツーリズム 普及と定着にかけた思い1
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図 2 5つの推進方策（2004年6月）

図 3「モデル事業」対象地域の類型区分

図 4 モデル事業実施13地区
（2004年選定）

モデル事業＜類型Ⅲ＞飯田地区

中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

❶　エコツーリズム憲章
エコツーリズムの理念を分かりやすい形で普及するため、エコ
ツーリズム憲章を制定
❷　エコツアー総覧
エコツアーの参加を促進するため、全国のエコツアー事業者、
ツアー内容、環境配慮の取組等の情報をインターネットで公開
❸　エコツーリズム大賞
エコツ－リズムを展開する各地域や事業者の取組のうち、特に
優れた事例を表彰し、広く紹介
❹　エコツーリズム推進マニュアル
エコツーリズムの推進に取組む地域を支援するため、推進の
ための基本的な手法やポイントをまとめたマニュアルを作成
❺　エコツーリズムモデル事業
エコツーリズムの良い事例をつくるため、モデル地区を選定
し、各地区の状況に応じた支援を今年度から３年間実施

＜凡例＞
★…類型Ⅰ
■…類型Ⅱ
●…類型Ⅲ
　　　　　

原生的な自然地域等におけるガイドツアーのあり方、適切な
ルールのもとでのエコツーリズムの推進 

類型Ⅰ

多くの観光客が訪れる観光地における地域資源を保全活用し
た利用の推進、マスツーリズムにおけるエコツーリズムの浸透 

類型Ⅱ

里地里山における自然体験、森林
の管理、清掃活動等の環境保全活
動自体を魅力あるプログラム化す
る等、幅広い活動の推進 

類型Ⅲ

★知床地区

★白神地区

●田尻地区
■裏磐梯地区

●飯能・名栗地区
■
富士山北麗地区

●南紀・熊野地区

★小笠原地区

飯田地区
●

湖西地区
●

六甲地区■

佐世保地区■

屋久島地区★

豊かな自然の中での取組

多くの来訪者が訪れる観光地での取組

里地里山の身近な自然、
地域の産業や生活文化を
活用した取組

し
ら
じ

エコツーリズム 普及と定着にかけた思い1
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図 5 エコツーリズム推進法に基づく全体構想認定状況（2023年6月現在）
認定日全体構想の名称市町村名No.

埼玉県飯能市
沖縄県渡嘉敷村、座間味村
群馬県みなかみ町
三重県鳥羽市
三重県名張市
京都府南丹市
東京都小笠原村
北海道弟子屈町
富山県上市町
愛媛県西条市、久万高原町
宮崎県串間市
鹿児島県奄美市などの12市町村
東京都檜原村
岐阜県下呂市
群馬県前橋市
熊本県阿蘇市など8市町村
奈良県川上村
広島県廿日市市
岐阜県白川村
長野県軽井沢町
滋賀県東近江市
沖縄県竹富町
香川県まんのう町

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

飯能市エコツーリズム推進全体構想
慶良間地域エコツーリズム推進全体構想
谷川岳エコツーリズム推進全体構想
鳥羽エコツーリズム推進全体構想
名張市エコツーリズム推進全体構想
南丹市美山エコツーリズム推進全体構想
小笠原村エコツーリズム推進全体構想
てしかがスタイルのエコツーリズム推進全体構想
上市町エコツーリズム推進全体構想
石鎚山系エコツーリズム推進全体構想
串間エコツーリズム推進全体構想
奄美群島エコツーリズム推進全体構想
檜原村エコツーリズム推進全体構想
下呂市エコツーリズム推進全体構想
赤城山エコツーリズム推進全体構想
阿蘇エコツーリズム推進全体構想
吉野川紀の川 源流ツーリズム推進全体構想
宮島エコツーリズム推進全体構想
白川村エコツーリズム推進全体構想
軽井沢エコツーリズム推進全体構想
東近江市エコツーリズム推進全体構想
西表島エコツーリズム推進全体構想
まんのう町エコツーリズム推進全体構想

2009年9月8日認定
2012年6月27日認定
2012年6月29日認定
2014年3月13日認定
2014年7月9日認定
2014年11月21日認定
2016年1月28日認定
2016年11月15日認定
2017年2月7日認定
2017年2月7日認定
2017年2月7日認定
2017年2月7日認定
2018年4月6日認定
2018年4月6日認定
2018年9月10日認定
2019年7月11日認定
2019年11月16日認定
2020年9月11日認定
2021年7月20日認定
2022年5月26日認定
2022年10月22日認定
2022年12月7日認定
2023年6月22日認定

中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

エコツーリズム 普及と定着にかけた思い1
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図 5 エコツーリズム推進法に基づく全体構想認定状況（2023年6月現在）
認定日全体構想の名称市町村名No.

埼玉県飯能市
沖縄県渡嘉敷村、座間味村
群馬県みなかみ町
三重県鳥羽市
三重県名張市
京都府南丹市
東京都小笠原村
北海道弟子屈町
富山県上市町
愛媛県西条市、久万高原町
宮崎県串間市
鹿児島県奄美市などの12市町村
東京都檜原村
岐阜県下呂市
群馬県前橋市
熊本県阿蘇市など8市町村
奈良県川上村
広島県廿日市市
岐阜県白川村
長野県軽井沢町
滋賀県東近江市
沖縄県竹富町
香川県まんのう町

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

飯能市エコツーリズム推進全体構想
慶良間地域エコツーリズム推進全体構想
谷川岳エコツーリズム推進全体構想
鳥羽エコツーリズム推進全体構想
名張市エコツーリズム推進全体構想
南丹市美山エコツーリズム推進全体構想
小笠原村エコツーリズム推進全体構想
てしかがスタイルのエコツーリズム推進全体構想
上市町エコツーリズム推進全体構想
石鎚山系エコツーリズム推進全体構想
串間エコツーリズム推進全体構想
奄美群島エコツーリズム推進全体構想
檜原村エコツーリズム推進全体構想
下呂市エコツーリズム推進全体構想
赤城山エコツーリズム推進全体構想
阿蘇エコツーリズム推進全体構想
吉野川紀の川 源流ツーリズム推進全体構想
宮島エコツーリズム推進全体構想
白川村エコツーリズム推進全体構想
軽井沢エコツーリズム推進全体構想
東近江市エコツーリズム推進全体構想
西表島エコツーリズム推進全体構想
まんのう町エコツーリズム推進全体構想

2009年9月8日認定
2012年6月27日認定
2012年6月29日認定
2014年3月13日認定
2014年7月9日認定
2014年11月21日認定
2016年1月28日認定
2016年11月15日認定
2017年2月7日認定
2017年2月7日認定
2017年2月7日認定
2017年2月7日認定
2018年4月6日認定
2018年4月6日認定
2018年9月10日認定
2019年7月11日認定
2019年11月16日認定
2020年9月11日認定
2021年7月20日認定
2022年5月26日認定
2022年10月22日認定
2022年12月7日認定
2023年6月22日認定

中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策
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中
島
　
そ
れ
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
場
合
、
自
然
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
さ
だ
け
で
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
し
ょ
う
。
既
に
国
立
公

園
な
り
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

し
か
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
資
源

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
自
然
そ
の
も
の

で
は
な
く
、自
分
や
お
客
さ
ん
と
の
関
係
で
、

感
動
だ
っ
た
り
、
感
激
だ
っ
た
り
、
新
し
い

気
付
き
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
資
源
で

な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
で
き
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
だ
か
ら
概
念
に
「
文
化
」

と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。
自
然
そ
の
も

の
の
資
源
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
と
人

間
と
の
間
で
紡
が
れ
て
き
た
も
の
を
対
象
に

し
な
い
限
り
は
、
広
が
っ
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

寺
崎
　
例
え
ば
ブ
ナ
林
の
解
説
は
、
ど
こ
も

似
て
い
る
な
あ
と
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ
こ

に
人
の
暮
ら
し
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
固
有
性
が
出
て
く
る
。
人
が
そ
こ
で

ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
、
歴
史
を
つ
な
い
で
き

た
か
と
い
う
話
を
聞
く
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
が
成
立

寺
崎
　
2
0
0
7
年
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
律
を
作

ろ
う
と
い
う
話
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

て
き
た
の
で
す
か
。

中
島
　
最
初
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
を
終
え
た
頃
で
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の

だ
か
ら
、
法
律
を
作
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
。
そ
の
後
、
盛
山
さ
ん
が
国
会
議
員
に

な
っ
て
、
改
め
て
や
る
ぞ
と
言
っ
て
き
た
の

で
、
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

寺
崎
　
ど
う
い
う
法
律
を
作
ろ
う
と
い
う
話

だ
っ
た
の
で
す
か
。

中
島
　
と
に
か
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

名
前
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

理
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
難
し
い
側
面
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
議
員
立
法
で
す
が
、
実
際
に
は
中
島

さ
ん
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ

の
時
工
夫
さ
れ
た
点
や
、
こ
の
法
律
な
ら
で

は
の
特
徴
、
自
分
の
中
で
実
現
し
た
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
島
　
ま
ず
ど
う
い
う
法
律
に
す
る
か
と
い

う
「
形
」
で
す
が
、
一
般
的
に
私
達
が
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
法
律
は
、
基
本
的
に
は
枠
組

み
を
規
定
し
、
国
全
体
に
と
っ
て
価
値
が
高

い
重
要
な
も
の
を
守
る
た
め
に
規
制
な
ど
の

仕
組
み
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
み
ん
な

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
守
る
た
め

に
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
流
れ
で
昔

の
法
律
は
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
法
律
で
す
。
国
立
公
園
も
世
界

遺
産
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
地
域
の
人
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
か
と
い
う
話
だ
か
ら
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
上
意
下
達
み
た
い
な
も
の
は
、
話

が
逆
に
な
り
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
大
き
な

枠
組
み
は
、
地
元
で
協
議
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
を
考
え
な
さ
い
、
そ
れ
を
国
が
認
め
ま

す
と
い
う
も
の
で
す
ね
。

や
れ
ば
儲
か
る
ん
だ
か
ら
や
ろ
う
よ
、
と
い

う
と
こ
ろ
も
つ
い
て
い
か
な
い
と
社
会
は
動

い
て
い
か
な
い
と
、
若
い
頃
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
気
に
な
っ
た
の
は
、「
人
件
費
の
高

い
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る

の
は
難
し
い
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
観

光
事
業
の
も
と
は
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
人
件
費
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
か
ら
成
り
立
ち
や
す

い
と
い
う
の
が
観
光
産
業
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

中
島
　
特
に
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

人
を
一
度
に
相
手
に
で
き
な
い
か
ら
、
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

も
う
、
最
初
か
ら
相
当
難
し
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

全
国
で
参
入
事
業
者
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
財
務
省
の
主
査
説
明
の
と
き
に
、「
本

当
に
こ
れ
は
全
国
に
行
き
渡
り
ま
す
か
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、「
い
や
、
そ
う
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
。

寺
崎
　
言
っ
た
ん
で
す
か
。

中
島
　
え
え
。「
だ
け
ど
、
う
ま
く
マ
ッ
チ

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
元
気
に

な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
説

明
を
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
ら
、

「
そ
う
で
す
か
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
（
笑
）。

三
つ
の
類
型
を
設
定
し
た

モ
デ
ル
事
業

寺
崎
　
2
0
0
4
年
6
月
2
日
に
開
催
さ
れ

た
第
3
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で

「
5
つ
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
方
策
」
を

打
ち
出
し
ま
し
た（
図
2
）。ま
ず「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
憲
章
」。
次
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」。
こ
れ
は
2
0
2
2
年

度
で
18
回
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
約
1
6
0

件
も
の
取
り
組
み
が
受
賞
し
て
い
る
息
の
長

い
施
策
で
す
。「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考

え
方
、地
域
に
お
け
る
協
議
会
づ
く
り
、ル
ー

ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
み
ん
な
で
執
筆
し

ま
し
た
。
書
籍
に
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
中
核
事
業
と
な
る
「
モ
デ
ル
事
業
」。
対

象
地
域
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
の
が
秀

逸
で
し
た
（
図
3
）。
類
型
Ⅰ
は
わ
か
り
や

す
い
。
類
型
Ⅱ
と
し
て
従
来
型
の
大
規
模
観

光
地
を
対
象
に
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
類
型
Ⅲ
の
里
地
里
山
で
す
。
こ
う
し

た
整
理
の
背
景
は
。

中
島
　
一
つ
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
あ
ま
り
少

な
い
数
で
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
っ
た
ん

で
す
ね
。
3
件
4
件
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で

に
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
も
う
少
し
頑
張

る
と
い
う
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
目
を
向
け
る
形
に
し
た
い
、
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
数
を

多
く
す
る
た
め
に
類
型
化
す
る
と
い
う
の

は
、
予
算
要
求
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
あ
る

の
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
10
件
や
り
ま
す
と

言
う
と
、
5
件
で
い
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
。
い
や
、
類
型
ご
と
に
数
件
ず
つ

必
要
な
ん
で
す
と
言
わ
な
い
と
、
10
件
以
上

に
で
き
な
い
。
そ
れ
で
3
類
型
に
し
た
わ
け

で
す
。

寺
崎
　
結
局
、
初
年
度
に
は
13
の
地
区
が
選

定
さ
れ
る
の
で
す
が
（
図
4
）、
募
集
期
間
が

1
カ
月
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
全
部
で
53
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
類
型

Ⅲ
に
は
30
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

類
型
Ⅲ
は
、
環
境
省
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
エ
リ
ア
で
す
が
、
何
か
思
惑
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。

中
島
　
そ
れ
ま
で
環
境
省
は
、
法
律
の
規
制

を
根
拠
と
し
て
国
立
公
園
の
よ
う
な
保
護
地

域
の
中
で
し
か
自
然
環
境
保
全
施
策
の
展
開

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
国
立
公
園
の
外
で
で
き
る
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
絶
対

に
こ
の
里
山
の
パ
タ
ー
ン
は
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
。「
白
地
地
域
」
と
我
々
の
言
葉
で

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
て
行
っ
て
、
自
然

の
大
事
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
私
に
と
っ
て
は
わ
く
わ
く
す
る
話
だ
っ

た
の
で
す
。

寺
崎
　
類
型
Ⅲ
は
見
た
瞬
間
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
背
景
に
物

語
が
な
い
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
ら
な
い
も

の
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
た
生
活

文
化
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

寺
崎
　
そ
う
い
う
捉
え
方
も
あ
る
の
か
。

中
島
　
み
ん
な
が
期
待
し
て
、
ど
ん
ど
ん
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
こ
こ
は
こ
う

い
う
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

要
望
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。

寺
崎
　
一
方
で
こ
の
20
年
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
全
体
構
想
の
認
定
地
域

は
23
カ
所
に
な
り
ま
し
た
（
図
5
）。
法
律

が
で
き
た
当
初
よ
り
、
む
し
ろ
最
近
の
方
が

勢
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
島
　
ま
だ
法
律
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
諸
々
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り

に
惜
し
い
と
思
い
ま
し
た
。他
の
と
は
違
う
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
理
想
を
追
い
求
め
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
み
ん
な
が
理
想
と
か

未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
描
き
た
く

な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

最
初
の
頃
私
は
、
そ
こ
を
あ
ま
り
や
り
す
ぎ

な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

う
い
う
要
素
こ
そ
が
長
続
き
す
る
理
由
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

つ
は
、
法
律
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
法
律
に

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
予
算
要
求
上
の
根
拠

に
は
な
り
続
け
ま
す
。
そ
こ
が
、
他
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
の
違
い
で
す
。

寺
崎
　
そ
れ
は
政
策
と
し
て
続
く
一
つ
の
理

由
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
賛
同
す
る
地
域

が
続
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

が
か
り
な
支
援
事
業
や
補
助
金
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
れ
で
も
地
域
の
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
、苦
労
し
な
が
ら
全
体
構
想
を
考
え
て
、

諸
機
関
と
の
調
整
を
図
る
。
結
構
た
い
へ
ん

な
の
に
、
こ
う
し
た
動
き
が
絶
え
な
い
。
そ

こ
に
何
か
も
の
す
ご
く
大
切
な
こ
と
が
潜
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
当
時
考
え
た
こ
と
の
一
つ
に
、
国
の

役
割
と
地
域
の
役
割
は
ど
う
違
う
の
か
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
役
所
が
政
策

を
つ
く
っ
て
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
い
く
と

い
う
よ
う
な
昔
風
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
画

一
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
違
う

だ
ろ
う
と
。そ
う
で
は
な
く
、国
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
地
域
に
提
示
し
、
そ

の
中
で
地
域
と
し
て
「
使
え
る
！
」
と
思
っ

た
も
の
は
残
る
し
、
使
え
な
い
も
の
は
廃
れ

る
。
だ
か
ら
本
当
に
使
え
る
制
度
だ
っ
た
ら

地
域
の
方
か
ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
直
し

て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
、
も
っ
と
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
。
ダ
メ
な
政
策
は
ど
ん
ど
ん
淘

汰
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い
と

中
島
　
と
に
か
く
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意

形
成
を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
私
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、

利
用
の
制
限
で
す
。

寺
崎
　「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定
で

す
ね
。

中
島
　
そ
れ
は
「
法
律
事
項
」
と
い
っ
て
、

法
律
を
作
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

根
拠
と
な
る
か
ら
で
す
。
法
律
と
い
う
の
は

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
大
き
な
意
味
で
の

自
由
を
、
理
由
を
つ
け
て
制
限
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
制
限
が
な
い
な
ら
法
律
で
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
み
ん
な
が

大
事
だ
と
思
う
資
源
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で

は
な
く
他
の
人
た
ち
に
も
大
事
に
し
て
も
ら

う
た
め
に
「
特
定
自
然
観
光
資
源
」
の
指
定

を
し
、
制
限
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
内
容
を

入
れ
た
の
で
す
。
自
主
ル
ー
ル
を
罰
則
つ
き

の
ル
ー
ル
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寺
崎
　
当
時
、
法
律
名
に
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ

る
の
は
難
し
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

中
島
　
そ
れ
は
相
当
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
盛
山
さ
ん
が
絶
対
に
入
れ
ろ
と
法
制
局
に

掛
け
合
っ
て
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
カ

タ
カ
ナ
の
ま
ま
法
律
名
に
入
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
こ
の
法
律
で
現
場
に
求
め
て
い
る
の

は
地
元
の
総
意
に
よ
る
「
全
体
構
想
」
の
策

定
で
す
。
そ
れ
が
法
律
の
基
本
方
針
に
合
致

し
て
い
れ
ば
、
大
臣
が
認
定
し
ま
す
よ
、
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
れ
が
中
島
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
、
究
極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

法
律
で
す
ね
。
先
日
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く

特
定
自
然
観
光
資
源
を
指
定
し
た
「
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」
と
、「
竹
富
町

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
の

関
係
者
に
、
な
ぜ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

に
よ
る
利
用
制
限
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整

地
区
制
度
も
念
頭
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、「
や
は
り
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち
で
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た

ル
ー
ル
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
枠
組
み
が
活
動
方
針
に
合
致
し
た
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
法
律
に
よ
ら
な
く
て

も
条
例
等
で
も
立
ち
入
り
制
限
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
。
た
だ

法
律
が
な
い
中
で
、
市
町
村
が
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
の
条
例
で
立
ち
入
り
制
限
ま
で
や
る

の
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
す
。
法

律
の
枠
組
み
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分

た
ち
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
、

精
神
的
な
後
押
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え

た
の
で
す
。

寺
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
出
向
い
て
話
を

聞
く
と
、
最
も
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
る

の
が
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
の
活
用
で

す
。
い
わ
ゆ
る
白
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
お
客
さ

ん
を
最
寄
り
駅
や
宿
泊
施
設
か
ら
エ
コ
ツ

ア
ー
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
、
諸

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
を
つ
く
っ

た
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
国
交
省
で
規
制
緩
和
し
て
く
れ
た
の

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う

話
が
も
っ
と
出
て
き
て
、
役
所
同
士
が
協
力

し
て
規
制
緩
和
が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
い
い
政

策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
も
う

や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
!?

寺
崎
　
中
島
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
を
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

中
島
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と

に
、
い
い
こ
と
を
や
ろ
う
、
地
元
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き

込
め
た
と
い
う
意
味
で
は
、
一
つ
の
成
果
で
し

た
。
具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ

が
う
ま
く
実
を
結
ん
だ
の
か
ど
う
か
は
、
私

自
身
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
の
で

な
ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
で
も
も
う
20
年
で

す
の
で
、
や
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
ね
。

寺
崎
　
え
っ
、そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
！

中
島
　
法
律
が
で
き
て
か
ら
で
も
、
も
う
15

年
経
つ
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
策
に
し
て
も
法

律
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
や
っ
て
い

る
の
に
、
新
し
い
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
法
律
も
変
え

て
い
な
い
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
問
題
点
が
出
て
く
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
な
か
っ
た
こ
の
20
年

間
、
と
い
う
よ
う
な
気
も
し
て
。

い
け
な
い
。
自
分
の
や
っ
た
こ
と
も
ダ
メ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
う
ち
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。
こ
の
政
策
も

ね
。

寺
崎
　
そ
の
政
策
が
、
地
域
に
と
っ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
す
。

中
島
　
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
決
め
る
っ
て

い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

寺
崎
　
そ
こ
で
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
て
、

国
が
認
め
ま
す
と
い
う
枠
組
み
で
す
。
地
域

主
体
で
す
。
も
う
一
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が

あ
る
と
い
う
多
様
性
。
画
一
的
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
だ
か
ら
三
つ
の
類
型
が
あ
り
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
ま

せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。

中
島
　
今
か
ら
考
え
る
と
、
三
類
型
す
ら
要

ら
な
い
で
す
。
地
域
が
自
分
た
ち
主
体
で
考

え
て
や
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
な
の
だ
か
ら
、

類
型
な
ん
て
国
に
決
め
て
も
ら
う
必
要
な
ん

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

稼
げ
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

寺
崎
　
さ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
先

ど
う
進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
、

ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島
　
や
は
り
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、廃
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
円
が
安
い
の
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
思
い
ま

す
。
外
国
語
が
で
き
る
人
た
ち
が
も
う
少
し

参
入
し
て
く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
価
値
が
下
が
り
に
く
い
ツ
ア
ー

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。
国
立
公
園
の
美
し
い

景
色
だ
っ
て
、
最
初
は
見
た
こ
と
も
な
い
景

色
だ
っ
た
の
が
、
1
回
見
て
し
ま
え
ば
次
は

そ
れ
ほ
ど
の
感
動
は
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
る
体
験
は
、
そ
こ
に
少
し
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。

寺
崎
　
こ
の
先
に
大
切
な
こ
と
は
、
ガ
イ
ド

事
業
が
地
域
や
観
光
市
場
に
お
い
て
し
っ
か

り
認
知
さ
れ
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

中
島
　「
産
業
」
と
い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ

く
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的

な
魅
力
の
あ
る
事
業
あ
る
い
は
仕
事
に
な
っ

て
い
か
な
い
と
、将
来
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を
、
ガ

イ
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
も
、
あ
る
い

は
そ
こ
が
国
立
公
園
で
あ
れ
ば
関
係
し
て
い

る
行
政
の
人
た
ち
も
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

寺
崎
　
平
成
時
代
に
芽
生
え
、
普
及
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
が
、
令

和
時
代
で
は
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
子
供
た

ち
が
憧
れ
る
職
業
と
な
り
、
地
域
経
済
を
支

え
る
産
業
と
な
る
よ
う
な
流
れ
が
で
き
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
ア
メ
リ
カ
で
は
国
立
公
園
で
行
わ
れ

る
環
境
教
育
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
国
立
公
園
の

認
知
度
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
う
や
っ
て
国
立
公
園
制
度
の
地
盤
沈

下
を
防
ぐ
か
と
い
う
と
、
国
民
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
ば
ん
大
き
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
要
な
要
素
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
で
そ
れ
を

担
う
主
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
な
の
で
、
ガ
イ
ド
に
も
っ
と
頑
張
っ
て
も

ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
あ
る

程
度
公
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。

寺
崎
　
地
域
や
産
業
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
楽
し
む
人
た
ち
の
中
で
エ
コ
ツ
ア
ー
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
す
ね
。
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
始
ま
り
、
広
が

り
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。

渦
中
の
視
点
か
ら
、
20
年
の
経
緯
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
管
理
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、「
こ
う
い
う
管

理
手
法
が
必
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で

す
が
、
具
体
的
な
行
動
や
行
為
が
ぼ
け
て
見

え
る
気
が
し
ま
す
。

中
島
　
結
局
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
理
屈
な
ん
で
す
よ
ね
。

寺
崎
　
そ
れ
に
比
べ
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
現
場
で
何
を
す
る
の
か
が
先
に
あ
り
ま

す
。ガ
イ
ド
の
案
内
付
き
の
ツ
ア
ー
を
す
る
。

ガ
イ
ド
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
な
が
ら

歩
け
ば
よ
い
と
い
っ
た
解
説
道
具
を
用
意
す

る
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
知

識
や
興
味
が
広
が
り
、
深
ま
り
、
楽
し
め
る

よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
、
つ
ま
り

資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
人
々
の
行
動
を
調

整
・
制
御
す
る
方
法
を
み
ん
な
で
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
　
そ
の
当
時
、
毎
週
日
曜
日
に
家
の
近

く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
行
っ
て
、
悩
み
な
が
ら

鉛
筆
で
手
書
き
の
メ
モ
を
取
っ
て
概
念
図
を

作
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る

う
ち
に
行
き
着
い
た
の
が
、
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
こ
の
二
つ
し
か
な
い
と
、
頭
の
中

を
整
理
し
ま
し
た
（
図
1
）。

寺
崎
　
そ
の
頃
、
研
究
者
ら
と
「
資
源
管
理
」

が
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
、

合
意
形
成
の
場
と
な
る
「
協
議
会
」
が
な
い

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
立
し
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
激
し
く
議
論
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

中
島
　
局
長
と
課
長
か
ら
は
、
施
策
の
細
か

な
内
容
は
ほ
ぼ
全
権
委
任
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
自
分
の
思

い
を
入
れ
た
も
の
を
つ
く
り
た
い
、
考
え
た

こ
と
を
実
現
す
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
す
ご
く
端
的
で
、
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら

は
今
も
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に

は
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
必
要
だ
」と
言
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
絞
っ
た
こ
と
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

普
及
を
支
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

元
々
経
済
的
に
難
し
い

寺
崎
　
こ
の
時
点
で
、
中
島
さ
ん
の
日
本
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
省
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
な

い
。
高
い
理
念
を
最
低
基
準
と
し
て
現
実
を

評
価
す
る
と
、ほ
と
ん
ど
不
合
格
で
あ
る
」と
、

だ
い
ぶ
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
理
想
を
当

て
は
め
よ
う
と
す
る
と
ほ
ぼ
み
ん
な
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
も
う
そ
う
い
う
ふ

う
に
は
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も

理
想
に
近
づ
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
ね
。

中
島
　
国
立
公
園
の
行
政
を
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
の
よ
う
な
優
れ
た

自
然
環
境
、
自
然
景
観
は
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
社
会
的
合
意
は
既
に
で
き
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
実
際
に
地
域
の
人
た
ち
が
本
気

で
そ
の
自
然
を
守
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
現
地
に
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
赴
任
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

本
気
で
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
結
局
、
経
済
的
な
と
こ
ろ
に

行
き
着
く
の
で
す
。
国
立
公
園
が
あ
る
こ
と

で
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事
に
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
み
ん

な
で
や
り
な
さ
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

た
こ
と
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ

の
入
り
口
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

の
中
で
も
、
な
に
か
小
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
み
た
い
な
も
の

が
、
い
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
少
し
重
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
特
に
現
場
で

取
り
組
む
人
た
ち
に
は
、
も
う
少
し
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
と
感
じ
た
の

で
す
。

寺
崎
　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
こ
う
な
ん
だ
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
合
う
ば
か
り

で
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
懸
念
し

ま
し
た
。

中
島
　
そ
の
あ
た
り
は
当
時
、
寺
崎
さ
ん
と

か
海
津
ゆ
り
え
さ
ん（
当
時
N
P
O
法
人
日

本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
）
と
か
、
現
場

を
よ
く
知
る
人
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
話
を
聞

い
て
、
わ
た
し
も
同
感
で
し
た
。
い
く
ら
推

進
会
議
を
や
っ
て
新
し
い
概
念
な
ど
を
つ

く
っ
て
も
、
現
場
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旗
を
振

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
れ
を
楽
し
む

人
が
増
え
て
い
か
な
い
限
り
、
意
味
の
な
い

政
策
な
ん
で
す
ね
。
現
場
が
動
く
と
い
う
こ

と
が
い
ち
ば
ん
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
か
ら
、
定
義
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
の
は
や
め
よ
う
と
。

寺
崎
　
そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会

議
で
は
定
義
で
は
な
く
「
概
念
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
し
た
ね
。
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
会
議
の
配
付
資
料
に
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

①

 自然
の
営
み
や
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
と
と

も
に

②

 その
対
象
と
な
る
地
域
の
自
然
環
境
や

文
化
の
保
全
に
責
任
を
持
つ

観
光
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
楽
し
む
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
対
象
に
「
文
化
」

も
加
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
責
任
」
と

い
う
言
葉
を
入
れ
た
こ
と
に
、
は
っ
と
し
ま

し
た
。

中
島
　
そ
こ
は
一
人
で
悩
ん
で
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
、「
文
化
」
が
な
い
と
、
日
本
の
場
合

は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
直

感
的
に
あ
り
ま
し
た
。
自
然
だ
け
だ
と
、
世

界
自
然
遺
産
の
よ
う
な
と
こ
ろ
し
か
や
れ
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
、
何
か
文
化

的
な
も
の
を
入
れ
た
い
な
と
。
ま
た
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
な
の
だ
け
れ
ど
、
楽
し
む
だ

け
で
は
さ
す
が
に
環
境
省
が
と
り
く
む
施
策

と
し
て
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
言
い
方

で
、
少
し
前
向
き
な
感
じ
を
出
す
言
葉
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
国
の
定
義
に「
責
任
」と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
が
い
い
と
使
っ
た
の
で
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
考
え

る
に
は
、
他
の
同
類
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
比
べ

て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、

例
え
ば
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
説

明
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

中
島
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ま
で
い

く
と
、完
全
に
概
念
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
場
の
話
が
抜
け
て
し
ま
う
。
最
終
的
に
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
そ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
広
げ
て

し
ま
う
と
、
楽
し
み
の
よ
う
な
も
の
が
な
く

な
っ
て
責
任
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
、「
楽

し
む
と
と
も
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
け

に
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
出
て
き
た
の
が
、「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
す
。

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

2
つ
の
ワ
ー
ド
が
鍵
に

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
で
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
、

①

 地域
の
自
然
や
文
化
に
対
す
る
知
識
や

経
験
の
案
内
＝
ガ
イ
ダ
ン
ス

②

 地域
の
自
然
や
文
化
を
保
全
・
維
持
す

る
た
め
の
取
り
決
め
＝
ル
ー
ル

で
あ
る
。

と
し
ま
し
た
ね
。

中
島
　
ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
二
つ
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
語
る
上
で
本
質
的
な
要
素

で
す
。
実
際
に
現
場
で
活
動
す
る
中
で
は
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
利

用
者
の
立
場
で
考
え
た
ら
、
本
質
的
な
の
は

こ
の
二
つ
で
す
。

寺
崎
　
そ
こ
が
大
き
な
キ
モ
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考
え
方
や
概
念
は
地
域

を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
1
9
9
0
年
代

の
初
め
、
国
立
公
園
課
に
い
た
と
き
に
、
西

表
島
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
調
査
事
業
の
予

算
を
は
じ
め
て
と
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
推
進
会
議
は
も
の
す
ご
く
大
規
模
で

大
が
か
り
で
し
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
が
す
ご

い
。
し
か
も
委
員
27
人
と
幹
事
会
委
員
24
人

の
2
階
建
て
で
す
。

中
島
　
中
身
だ
け
で
は
な
く
、外
面
も
大
事
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
や
る
の
だ
か
ら
、
形

も
整
え
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
、
小

野
寺
自
然
環
境
局
長
や
盛
山
総
務
課
長
（
現

衆
議
院
議
員
）
の
考
え
方
で
し
た
ね
。
ま
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
の
に
な
ぜ
環
境
省
が
」
と

言
わ
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
他

の
役
所
も
い
っ
し
ょ
に
や
る
と
い
う
体
制
に

し
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
そ
れ
以
前
に
も
関

連
施
策
を
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
を
守

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
、
と
い
う
思
考
で
し
た
。
環
境
省
が
や
る

の
だ
か
ら
こ
う
な
ん
だ
、
と
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
、「
環
境
省
だ
か
ら
」
と
い
う
の
は

や
め
よ
う
。
他
の
役
所
と
い
っ
し
ょ
に
一
つ

の
こ
と
を
や
り
、
観
光
振
興
を
環
境
省
が
頑

張
っ
て
支
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
構
わ
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
空
気
で
し
た
。

定
義
で
は
な
く
概
念
、

そ
れ
も
ざ
っ
く
り
な

寺
崎
　
一
般
に
は
、
あ
ら
た
な
政
策
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、
例
え
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
、
定
義
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
格
に
決
め
て
か

ら
進
め
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
議
が
始
ま
っ

た
頃
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
環
境
省
側
か
ら

「
体
験
観
光
の
総
称
」
と
い
っ
た
発
言
も
出

る
な
ど
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
形
で
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
島
　
世
の
中
全
体
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

従
来
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎
　
当
時
、
事
務
局
の
中
心
だ
っ
た
中
島

さ
ん
や
僕
は
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
普
及
と

定
着
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
話

し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。「
理
念
の
先
行
、
定

義
の
乱
立
、
理
念
に
合
致
し
て
い
な
い
ツ

ア
ー
実
態
に
対
す
る
批
判
が
阻
害
要
因
だ
と

考
え
た
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
（『
国
立

公
園
』
2
0
2
3
年
4
月
号
（
一
社
）
自
然
公

園
財
団
刊
）。

中
島
　
局
長
ら
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
狭

い
概
念
で
捉
え
ず
に
、
広
く
や
ろ
う
と
考
え

環
境
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
考

え
方
が
伝
わ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
た

ツ
ア
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

1
9
9
0
年
頃
。
屋
久
島
で
は
、
専
門
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
森
歩
き
や
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
が

参
加
費
1
万
5
0
0
0
円
ほ
ど
の
商
品
と
し

て
誕
生
し
、
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
小

笠
原
で
は
返
還
20
周
年（
1
9
8
8
年
）を

き
っ
か
け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
開
始
。
こ
の
時
、
ハ
ワ
イ
の
事
例
を
参
考
に

ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

自
主
ル
ー
ル
を
導
入
。
そ
の
後
の
地
域
資
源

の
利
用
と
保
全
に
配
慮
し
た
枠
組
み
づ
く
り

の
お
手
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
黎
明
期
か
ら
お
よ
そ
10
年
が

経
過
し
た
2
0
0
3
年
11
月
12
日
、
小
池
環

境
大
臣（
当
時
）を
座
長
と
し
た
第
1
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
開
催
。
い
よ
い
よ

環
境
省
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着

に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
島
　
私
は
そ
の
年
の
夏
に
出
向
先
か
ら
環

境
省
に
戻
り
、
直
後
の
9
月
に
小
池
さ
ん
が

環
境
大
臣
に
就
き
ま
す
。
小
池
大
臣
は
と
て

も
前
向
き
で
、
就
任
早
々
い
く
つ
か
や
り
た

い
項
目
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
に「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
入
っ
て
お
り
、
早
速
や

り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
自
然
環
境
局
長
か
ら
、
自
然
ふ
れ
あ

い
推
進
室
長
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に
、

そ
の
役
割
が
降
り
て
き
た
の
で
す
。

寺
崎
　
僕
は
、
小
泉
内
閣
の
「
観
光
立
国
」

宣
言
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
島
　
気
運
と
し
て
は
、
政
府
の
中
で
観
光

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府

全
体
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
と
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
出
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
、
小
池
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
始

ま
っ
た
個
別
の
動
き
、
と
い
う
の
が
正
し
い

見
方
で
す
。

寺
崎
　
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
何
を
考
え

ま
し
た
か
。

中
島
　
元
々
、
私
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策

12



に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。

2

日
本
型
エコツ
ー
リ
ズム
を
語
る

〜
復
興エコツ
ー
リ
ズムか
ら
の
気
づ
き
〜

海
外
か
ら
学
ん
だ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
は
、

日
本
の
実
情
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
、独
自
の
展
開
を
み
せ
た
。

こ
の「
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、2
0
1
1
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
後
に
は

「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
し
て
被
災
地
の
復
興
に
活
用
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
30
年
、そ
し
て「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
経
験
を
通
じ
て
、

わ
が
国
で
の
普
及
と
定
着
の
カ
ギ
と
な
っ
た「
日
本
型
」と
は
何
な
の
か
を
語
り
合
っ
た
。

文
教
大
学
国
際
学
部
国
際
観
光
学
科
教
授
。立
教
大
学
理
学
部

卒
、農
学
博
士（
東
京
大
学
）。専
門
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。フィ
ー
ル

ド
は
岩
手
県
宮
古
市
、鹿
児
島
県
奄
美
群
島
、東
京
都
八
丈
島
、ガ

ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
、フ
ィ
ジ
ー
な
ど
。著
書
に『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学

ぶ
人
の
た
め
に
』（
世
界
思
想
社
）な
ど
。

海
津
ゆ
り
え
（
か
い
づ
・
ゆ
り
え
）

環
境
省
大
臣
官
房
審
議
官
。
1
9
8
9
年
に
環
境
庁
に
入
庁
。

2
0
0
9
年
か
ら
4
年
間
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
業
務
を
担
当
し
、そ
の
間
に
三
陸
地
域
の
グ
リ
ー

ン
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
る
。

堀
上 

勝
（
ほ
り
か
み
・
ま
さ
る
）

進
行
：
寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

座
談
会
撮
影
○
村
岡
栄
治

構
成
・
文
○
井
上
理
恵

出席者

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻
森
林

風
致
計
画
学
研
究
室
准
教
授
。1
9
7
3
年
高
知
県
生
ま
れ
、50

歳
。東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
助
教
、岩
手
大
学

農
学
部
准
教
授
を
経
て
、2
0
1
7
年
10
月
よ
り
現
職
。東
京
博

士（
農
）。専
門
領
域
は
、国
立
公
園
等
の
保
護
地
域
の
計
画
管
理

と
観
光
地
計
画
論
。

山
本
清
龍
（
や
ま
も
と
・
き
よ
た
つ
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域 

上
席
主
任
研
究
員

菅
野
正
洋
（
か
ん
の
・
ま
さ
ひ
ろ
）

座
談
会
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に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。

日本型エコツーリズムを語る2
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に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。
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に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。



に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。
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に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。

日本型エコツーリズムを語る2



に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。
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に
な
っ
た
こ
と
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　菅
野
さ
ん
か
ら
最
初
、
人
材
発
掘
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岩

手
に
は
昼
に
女
性
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
す
る

「
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
あ
り
、
夜
に
は
主
に

男
性
と
お
酒
を
飲
む
お
酒
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
参
加
す
る
と
地
域
の
歴
史
を
語

れ
る
人
、
お
世
話
好
き
な
人
な
ど
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
実
は
か
な
り
人
材
が
豊
富

だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
も
宮
古
で
活
動
さ
れ
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
地
域
の
受
け
取

り
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

海
津

　ツ
ア
ー
が
完
成
し
た
時
は
「
こ
れ
は

エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
ん
で
す
」
と
伝
え
ま
し

た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら

は
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
呼
び
方
は

ど
う
で
も
い
い
か
な
と
。「
地
元
の
料
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
形
で
、
宝
の

掘
り
起
こ
し
と
い
う
文
脈
で
ず
っ
と
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
最
初
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
と
、
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
た
ち
の
説
明
会
も
、
冒
頭
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

寺
崎

　環
境
省
は
予
算
を
つ
け
た
関
係
上
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
推
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

堀
上

　特
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
そ
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

と
に
か
く
、
国
立
公
園
を
核
に
し
て
地
域
を

元
気
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ト
レ
イ
ル
を
装

置
と
し
て
人
が
何
度
も
来
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
、
歩
い
た
地
域
を
紹
介
す
る
仕
掛
け
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

地
域
の
特
産
物
も
、
文
化
、
歴
史
を
紹
介
で

き
る
人
も
、
場
所
も
作
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　菅
野
さ
ん
が
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象
地
5
ヶ
所
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ま

だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
い
い
資
源
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
を
通
し
た
ら
地
域
の
核
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
選
び
ま

し
た
。
例
え
ば
ト
レ
イ
ル
の
起
点
と
な
る
松

川
浦
は
、
原
発
の
影
響
で
漁
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
見
た
自

然
を
漁
師
さ
ん
た
ち
が
紹
介
で
き
る
形
を
目

指
し
ま
し
た
。

明
確
に
定
義
し
な
い
か
ら

継
続
、
拡
大
し
た

寺
崎

　そ
う
す
る
と
逆
説
的
で
す
が
、
日
本

型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

海
津

　ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
計
画
概
念
で
は
な

い
の
で
、
懐
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
シ

ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ま
り
、
循

環
す
る
地
域
づ
く
り
の
姿
を
日
本
で
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

　今
の
話
は
す
ご
く
興
味
深
く
、
研
究

者
の
視
点
で
は
明
確
に
限
定
す
る
定
義
を
求

め
が
ち
で
す
し
、
そ
の
方
が
楽
な
の
で
す

が
、
定
義
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
こ
と
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

海
津

　き
っ
ち
り
定
義
や
概
念
づ
け
を
し
た

り
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
た
ら
、
多
分
こ
こ

ま
で
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
人
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
け

ど
、
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
持

っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
定
義
も

す
ご
く
幅
広
い
で
す
よ
ね
。
地
域
の
宝
を
持

続
可
能
な
形
で
生
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
考
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
地

域
の
違
い
も
あ
る
の
で
、「
こ
う
だ
」
と
決

め
付
け
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　余
談
に
な
り
ま
す
が
、
環
境
省
で
は
国
立

公
園
と
そ
れ
以
外
の
保
全
地
域
を
合
わ
せ
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

保
全
す
る
「
30
b
y
30
」
と
い
う
目
標
を
立

て
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

と
似
て
い
る
の
は
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
た

り
、生
活
し
て
い
る
場
所
も
含
ま
れ
て
い
て
、

行
き
な
さ
い
。
地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
神
楽
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
あ
り
、

文
化
の
力
が
強
い
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　何
が
で
き
る
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
と
に
か
く
地
域
の
方
が
誇
り
を

取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
1
1
年
5

月
か
ら
調
査
を
始
め
、
8
月
か
ら
学
生
た
ち

と
毎
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
入
り
ま
し
た
。
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、自
然
は
壊
れ
て
お
ら
ず
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、

2
0
1
2
年
に
内
陸
部
の
黒
森
神
社
参
道
と

海
岸
部
の
田
老
地
区
の
2
つ
の
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
を
作
り
ま
し
た
。
40
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

す
ぐ
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
需
要
が
戻

る
と
思
い
ま
し
た
。

　理
論
立
て
て
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
よ
り
、
人
と
人
が
出
会
う
機
会

を
作
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
形
で
す
が
、

自
分
た
ち
よ
り
現
地
の
人
の
方
が
明
る
く

て
、行
く
た
び
に
こ
ち
ら
が
元
気
付
け
ら
れ
、

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
は
敢
え
て
使
わ
な
い

菅
野

　私
を
含
め
社
内
の
数
人
が
、

2
0
1
2
年
度
か
ら
4
年
間
か
け
て
行
わ
れ

た
環
境
省
の
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。
東
北
の

5
地
域
が
対
象
で
、
私
が
最
初
か
ら
最
後
ま

で
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
唐
桑

地
域
、
途
中
か
ら
関
わ
っ
た
の
が
宮
城
県
塩

竈
市
の
浦
戸
諸
島
と
福
島
県
相
馬
市
の
松
川

浦
で
す
。「
地
域
自
立
型
」
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
農
林
漁
業
や
語
り
部
の
活
動
な
ど
と

も
連
動
し
、
地
元
の
方
が
自
分
で
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
、
そ
れ
を
外
の
人
た
ち
に
向
け

て
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　最
初
は
と
に
か
く
手
探
り
で
、
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
人
探
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
説
明
会

を
行
っ
て
地
元
で
魅
力
探
し
を
し
よ
う
と
呼

び
か
け
、
地
元
の
魅
力
に
詳
し
い
先
生
を
呼

ん
で
勉
強
会
を
し
た
り
、
松
川
浦
で
は
自
分

た
ち
も
干
潟
に
入
っ
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
外

に
向
け
て
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
り
し
ま
し
た
。

寺
崎

　地
元
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

菅
野

　最
初
の
説
明
会
は
、
地
元
の
行
政
か

ら
呼
ば
れ
た
か
ら
と
り
あ
え
ず
集
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
も
、「
そ
れ
何
？
」
と
い
う
反

応
で
し
た
。
言
葉
の
定
義
を
説
明
す
る
よ
り

も
、
海
外
の
事
例
の

写
真
な
ど
で
ど
ん
な

も
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
だ
き
、
と
り

あ
え
ず
動
い
て
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
形
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
本

　私
も
岩
手
大

学
で
、
み
ち
の
く
潮

風
ト
レ
イ
ル
の
路
線

選
定
の
検
討
過
程
な

ど
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
最

初
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
な

か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
勉
強
会
で

古
い
写
真
や
地
図
を

見
せ
る
と
一
気
に
議

論
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
を
外
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が

湧
い
て
く
る
場
面
を

目
に
し
ま
し
た
。

　昔
、
遠
洋
漁
業
に
出
た
一
家
の
主
を
迎
え

に
行
っ
た
古
い
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
見
て
「
昔
こ
こ
を
歩
い
た
ね
」
と
感
動
し
、

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
態
を
手
入
れ
し
て
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
り
、
震

災
を
契
機
に
も
う
一
度
地
域
を
見
直
す
機
会

ま
し
た
。
海
津
さ
ん
、
世
界
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
ど
う
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

海
津

　コ
ス
タ
リ
カ
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
国
立

公
園
の
あ
り
方
が
日
本
と
異
な
り
環
境
保
護

の
色
合
い
が
強
い
で
す
ね
。
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
観
光
庁
が
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
自
然
保
護
地
区
も

あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
経
済
的
に
は
う
ま
く

回
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
の
過
剰
参
入
も

起
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
協
議
や
合
議
を
ベ
ー
ス
に
自
然

を
守
り
な
が
ら
利
用
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
て
、
そ
こ
が
海
外
と
の
大
き
な
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
海
外
の
ガ
イ
ド
は
制
度
や
法
律

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
そ
の
よ
う

に
守
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
位
置
付
け
も
海
外
と

日
本
で
は
異
な
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　冒
頭
で
堀
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
重
要
な
希
少
種
を
守
る
た
め
に
は
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
」と
い
う
お
話
に
再
び
戻
る
と
い
う
か
、

地
域
が
守
る
の
か
、国
が
規
制
で
守
る
の
か
、

両
者
の
比
重
に
日
本
型
の
特
徴
が
あ
り
そ
う

で
す
ね
。

堀
上

　国
有
地
や
、
人
の
手
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
に
希
少
種
が
い
る
場
合
は
国
が
管
理

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
い

ろ
ん
な
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
の
こ
と
が
地
域
や
地
域
経

済
に
と
っ
て
問
題
な
く
、
う
ま
く
循
環
す
る

形
に
な
る
な
ら
一
番
い
い
と
い
う
の
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
あ
り
方
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

山
本

　国
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
は
、
例
え
ば
情
報
系
だ
と
I
T
、

I
C
T
、
D
X
と
次
々
に
新
し
い
言
葉
が
生

ま
れ
ま
す
よ
ね
。
観
光
の
世
界
で
は
地
産
地

消
、
循
環
型
経
済
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
言
葉
は「
手

法
」
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

　一
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は

「
器
」
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
り
、
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

大
き
さ
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
理

由
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で

膨
ら
む
か
、
陳
腐
化
し
な
い
た
め
に
ど
こ
に

限
界
を
設
け
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
。　海

外
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
は
自
然

保
護
と
い
う
目
的
が
明
確
で
す
が
、
そ
れ
に

比
べ
日
本
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
地
域
振
興
を
図
る
と
い
う
一
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
世
界
で
も
独
自
の
立
ち
位
置
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
堀
上
さ
ん
の
お
話
に
出
た
環
境
省

の
「
30
b
y
30
」
も
、
海
外
の
I
U
C
N
の

研
究
者
は
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
か

注
視
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
と
の
付
き

合
い
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
あ
ま
り
独
自

の
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
と
世
界
に
普
及
し

な
い
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
同
じ
考
え

方
で
推
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
事
例
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

堀
上

　地
域
の
経
済
に
も
活
性
化
に
も
広
く

資
す
る
地
域
づ
く
り
の
側
面
が
、
日
本
に
合

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ガ
イ
ド
業
で
経
済
を
回
す
形
が
主

体
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は
ガ
イ
ド
業
以

外
の
観
光
業
や
地
域
の
製
造
業
な
ど
も
含
ん

で
い
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

　日
本
で
は
野
生
動
物
観
光
な
ど
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
野
生

動
物
の
保
護
と
地
域
経
済
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。　自

然
と
の
共
生
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し

て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
と
、
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
経
済
が
回
る
流
れ
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
性
の
輪
が
広
が
る

大
き
な
「
器
」
の
役
割

寺
崎

　今
後
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　先
日
伺
っ
た
松
川
浦
の
方
が
「
今
ま

で
は
浜
の
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
復

興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

町
や
山
に
住
む
人
た
ち
と
つ
な
が
る
よ
う
に

自
然
を
経
済
の
糧
に
し
て
い
る
形
が
持
続
可

能
で
い
い
と
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　海
外
か
ら
見
る
と
違
和
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
自
然
と
の
共
生
を
地
域
の
経
済
活
動

に
も
生
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
日
本
型

O
E
C
M
（
注
）」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎

　今
ま
で
の
話
で
多
く
聞
か
れ
た
の
が

「
地
域
」「
人
の
暮
ら
し
」「
経
済
」
と
い
っ
た

言
葉
で
す
が
、僕
が
改
め
て
問
い
た
い
の
は
、

な
ぜ
日
本
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
ま
で

ず
っ
と
支
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

菅
野

　先
日
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
で
関
わ
っ
た
東
北
の
方
々
と
意
見
交
換

を
し
た
の
で
す
が
、
松
川
浦
の
方
た
ち
に
聞

く
と
、
も
と
も
と
「
ふ
く
し
ま
遊
学
」
と
い

う
J
R
東
日
本
が
主
導
し
た
地
元
の
良
さ
を

発
見
す
る
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
あ
っ
た

と
き
、
ふ
く
し
ま
遊
学
み
た
い
な
も
の
と
い

う
感
じ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で

し
た
。

　唐
桑
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ご
主
人
が
観

光
協
会
長
を
務
め
て
い
て
、
昔
か
ら
宿
泊
者

を
近
隣
に
案
内
し
た
り
し
て
い
た
の
で
、「
そ

う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
」
と

理
解
が
早
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
人
を
も

て
な
し
、
案
内
す
る
素
地
が
東
北
に
は
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
に
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
話
が
来
て
、
言
葉
と
し
て
は
理
解

し
に
く
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
、
取

り
組
み
や
す
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

海
津

　先
日
行
っ
た
箱
根
で
は
、
旧
街
道
に

一
軒
だ
け
茶
屋
が
あ
っ
て
4
0
0
年
間
、
ず

っ
と
甘
酒
と
お
餅
を
出
し
て
い
る
ん
で
す

ね
。
営
み
が
続
い
て
い
る
理
由
は
、
訪
れ
た

人
と
の
一
期
一
会
が
お
互
い
の
喜
び
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
紹
介
し
た
宮
古
の
黒
森
神
社
ツ

ア
ー
は
2
0
1
2
年
か
ら
今
も
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
誇
り

の
共
有
」
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は
自
分
た

ち
が
守
っ
て
き
た
大
事
な
宝
を
伝
え
た
い
、

教
え
て
も
ら
っ
た
相
手
は
そ
れ
が
嬉
し
い
。

そ
う
い
う
シ
ン
プ
ル
な
や
り
と
り
が
経
済
を

循
環
す
る
と
い
う
大
小
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
各
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
途
絶
え
な
い
理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

　勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
政
策
や
事
業
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
法
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
シ
ン
プ
ル
な
循
環

を
、国
が
支
え
る
し
く
み
だ
と
関
係
者
が
皆
、

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
崎

　国
の
政
策
あ
り
き
で
は
な
く
、
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域
を
国
が
応
援

す
る
構
図
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
も
「
規
制

法
」
で
は
な
い
と
い
う
の
が
重
要
で
、
地
域

が
頑
張
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
ら
続
い
て

い
る
の
で
あ
り
、歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、

政
策
で
は
な
く
地
域
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
上

　私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
協
議
会

で
決
め
る
形
に
し
て
い
る
か
と
い
う
と
地
域

主
体
だ
か
ら
で
、
規
制
な
ら
国
が
や
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
国
立
公
園
は
守
る
べ
き
場
所

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
規
制
す
る
け
れ
ど
、

一
方
で
経
済
推
進
の
面
も
切
り
離
せ
な
い
面

が
あ
り
、
国
立
公
園
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
法
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。
だ
か
ら
地
域
に
よ
る
自
分
た
ち
が
伝

え
た
い
こ
と
や
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
で
は
規
制
も
で
き
ま
す
が
、
弟

子
屈
と
西
表
島
の
2
地
域
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

山
本

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
は
、
地
域

の
意
向
が
働
き
や
す
い
と
い
う
の
が
私
の
理

解
で
す
。
地
域
の
協
議
会
が
主
体
的
に
検
討

で
き
る
の
で
、
地
域
が
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
制
度
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

堀
上

　地
域
が
観
光
と
管
理
に
関
わ
る
場
合

は
、
国
主
導
よ
り
も
地
域
主
体
の
方
が
関
わ

り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
協

働
型
の
国
立
公
園
管
理
を
模
索
し
て
い
て
、

ど
っ
ち
が
い
い
か
は
一
概
に
は
言
え
な
い
の

で
す
が
。

寺
崎

　日
本
型
と
は
地
域
の
意
向
や
誇
り
を

大
切
に
す
る
、
地
域
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
方
向
に
議
論
が
集
約
さ
れ
て
き

な
っ
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
、
新
し
い
地
域

内
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　唐
桑
で
は
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

機
に
地
元
ガ
イ
ド
の
会
を
作
り
、
定
例
的
に

集
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
地

域
で
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を
決
め
た
り
、

物
事
を
進
め
る
場
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る

の
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
定
着
し
た
き
っ

か
け
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

海
津

　宮
古
と
関
わ
っ
て
13
年
目
で
す
が
、

宝
探
し
を
し
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
間
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
形

が
見
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
宮
古
は

文
化
庁
の
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
計
画
に

向
け
て
計
画
書
を
作
成
中
で
す
。
地
域
の
宝

を
探
す
と
い
う
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
巻
き
込
み
、
文
化
を
見

直
す
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
定
地
域
か
ら
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

寺
崎

　今
の
話
を
聞
い
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り
組
み
は
関
係
性
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
な
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
成
功
事
例
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

伝
わ
り
、「
自
分
た
ち
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

堀
上

　そ
う
思
い
ま
す
ね
。
屋
久
島
は
多
分

そ
の
典
型
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
外
に
出
て
い
く
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
若
い
人
た
ち
が
島
に
残

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
や
は
り
周
り
が
注
目
し
、
そ
う
す
る
と
地

元
に
誇
り
が
持
て
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　東
北
も
ト
レ
イ
ル
が
う
ま
く
機
能
し
て
海

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
国
立
公
園
以
外
の
地

域
も
歩
い
て
通
る
よ
う
に
な
る
と
さ
ら
に
発

信
力
が
増
す
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
、
今
後
の
発
展
性

が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
年
経
っ
て

一
度
整
理
し
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
本

　自
然
保
護
と
い
う
と
保
護
対
象
が
か

な
り
明
確
で
、
湿
原
や
農
地
な
ど
資
源
の
性

格
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
空
間
的
に
も
つ
な
が
る
考
え
方
な

の
で
、
応
用
が
効
く
と
い
う
か
非
常
に
実
践

的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
文
化

や
生
活
、
生
業
も
伝
え
る
非
常
に
総
合
的
な

「
器
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　ガ
イ
ド
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

な
か
な
か
プ
ロ
化
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
今
後
は
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
育
成
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
な
る
と
資
源
と

資
源
を
つ
な
い
で
地
域
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
器
」
と
い
う

言
葉
が
、
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
ま

し
た
。
簡
単
な
形
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
料
理
の
盛
り
付
け
方
は
い
ろ
い
ろ
で
、

そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
得
る
懐
の

深
さ
が
あ
る
考
え
方
な
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

海
津

　だ
か
ら
こ
そ
、
定
義
の
論
争
が
今
も

続
い
て
い
て
、
こ
れ
で
い
い
と
い
う
最
終

ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
斬
新
な
理
論
が
出
て
く
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

現
場
で
体
現
し
て
地
道
に
活
動
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
っ
て
い
た
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
地
域
と
の
関
係
や
人

の
暮
ら
し
を
尊
重
し
な
い
と
地
域
の
光
と
し

て
存
在
す
る
も
の
を
維
持
で
き
な
い
わ
け
で

す
ね
。
で
す
か
ら
環
境
省
も
管
理
と
い
う
よ

り
、
継
続
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
重
視
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
誇
り
を
見
直
し
、

経
済
も
活
性
化
さ
せ
る

寺
崎

　そ
れ
で
は
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
話
題
を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
震
災
の

発
生
直
後
、
私
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
今
後

の
観
光
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
、
研
究

員
と
手
分
け
し
て
現
地
に
入
っ
て
観
光
資
源

の
被
害
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。
当
時
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
だ
っ

た
堀
上
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
「
ハ
ー
ド

の
状
況
把
握
も
大
事
だ
が
、
震
災
以
前
か
ら

活
動
し
て
い
た
運
営
組
織
な
ど
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

堀
上

　我
々
も
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

た
地
域
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
は
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
の
次
に
来

る
復
興
で
経
済
活
動
を
興
す
時
に
、
観
光
や

体
験
活
動
は
起
爆
剤
に
な
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
「
芽
」
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　そ
れ
ま
で
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
室
は
総
務

課
に
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
国
立

公
園
課
に
席
を
移
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
を
核
に
、
自
然
体
験
活
動

の
復
興
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

寺
崎

　復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
肝
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

堀
上

　経
済
的
な
面
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
地
域
の
誇
り
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
方
た
ち

に
、
津
波
で
被
害
を
受
け
て
も
、
地
域
に
は

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
核
に
な
る

国
立
公
園
が
被
災
は
し
て
も
自
然
の
状
態
は

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
何
か
で
き
る
の

で
は
と
い
う
の
が
最
初
の
考
え
方
で
し
た
。

寺
崎

　山
本
さ
ん
は
当
時
、
岩
手
で
現
地
の

様
子
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
し
た
か
。

山
本

　被
災
後
の
浄
土
ヶ
浜
に
足
を
運
ぶ
と

道
路
こ
そ
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然

は
あ
ま
り
傷
ん
で
お
ら
ず
、
震
災
前
と
変
わ

ら
な
い
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
足

を
運
び
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
と
、
沿

岸
部
の
観
光
資
源
を
生
か
し
て
産
業
に
結
び

つ
け
た
い
と
い
う
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　岩
手
大
学
で
も
産
業
を
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
、
学
内
で
は
私
が
主

に
観
光
産
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

観
光
復
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
で
は
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺
崎

　海
津
さ
ん
は
震
災
前
か
ら
東
北
に
ず

っ
と
通
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
観
点
で

復
興
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
。

海
津

　震
災
後
、
観
光
は
二
の
次
三
の
次
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
地
域
の
宝
探

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
被
災
地
を
支

援
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
地
域
に
人
が
来
る
仕
掛
け
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
1
9
9
2
年
か
ら
岩
手
県
内
陸
の
二

戸
市
で
「
地
域
の
宝
探
し
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
当

時
の
小
保
内
市
長
に
相
談
し
た
ら
「
宮
古
に

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
2
0
1
1

年
か
ら
17
年
ま
で
岩
手
大
学
に
在
籍
し
、
最

初
は
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
地
域
を
元
気
に
し
た

い
、
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
地
域

が
現
れ
て
、
大
学
へ
の
支
援
依
頼
が
増
え
、

観
光
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
計
画
づ
く
り
や

勉
強
会
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　私
が
岩
手
大
学
に
在
籍
し
た
6
年
半
の
う

ち
、
前
半
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
形
成
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
後
半
は
地
域
資

源
の
発
掘
と
外
に
伝
え
る
こ
と
に
注
力
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
久
慈
市
で
は
漁
業
の
後
継

者
育
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
宮
古

市
で
休
暇
村
を
拠
点
に
宿
泊
客
に
震
災
遺
構

を
見
て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
し

た
。
宮
城
県
石
巻
市
で
は
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
旅
行
体
験
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

堀
上

　私
は
1
9
8
9
年
、
環
境
省
に
国
立

公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
支

笏
湖
に
赴
任
し
た
後
、
北
海
道
庁
に
勤
務
し

て
野
生
動
物
の
保
護
を
担
当
し
ま
し
た
。

　本
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
野
生
動
物
の
保
護

を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
象
が
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
と
い
う
農
村
に
棲
息
す
る
希
少
種
の
小
さ

な
魚
で
、
保
護
地
域
を
作
る
時
に
「
地
域
が

元
気
に
な
ら
な
い
と
希
少
種
も
保
護
で
き
な

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
の
後
に
石
垣
島
に
赴
任
し
て
、
西
表
島

に
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護
区
を
作
ろ

う
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
、

そ
の
時
も
地
域
の
活
性
化
と
希
少
種
の
保
護

は
表
裏
一
体
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
出
合
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
そ

の
後
に
本
省
に
戻
り
、
2
0
0
9
年
に
自
然

ふ
れ
あ
い
推
進
室
長
に
着
任
し
て
、
菅
野
さ

ん
が
担
当
さ
れ
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
わ
り
ま
し
た
。

海
津

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
1
9
8
0
年
代
後
半
で
、
関
わ
り

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
1
9
9
0
年
度
に
始

ま
っ
た
環
境
省
の
自
然
体
験
活
動
推
進
方
策

検
討
調
査
で
す
。
5
つ
の
国
立
公
園
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
西
表
国
立

公
園
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
、
調
査
を
担
当
し
た
私
は
西
表
島
に
5
〜

6
年
通
い
ま
し
た
。

　島
の
人
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ

カ
ナ
言
葉
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
意
訳
し
、

こ
れ
は
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
自

然
保
護
の
人
か
ら
は
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
西
表
島
で
地
域
づ
く
り
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
す
ぐ
に
馴
染
み
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の
観
光
と

い
う
認
識
が
伝
わ
り
、
他
の
地
域
に
も
展
開

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
枠

組
み
を
作
ろ
う
と
私
を
含
む
4
人
が
仕
掛
け

人
と
な
り
、
今
の
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
の
前
身
に
あ
た
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
を
1
9
9
8
年
3
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
2
0
0
2
年
に
東
京
都
が
東
京
都
版
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
際
に
は
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

　1
9
9
9
年
か
ら
毎
年
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
。
現
地
の
人
た
ち
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
な
状
況
を
憂
え
て
お
り
、
国

立
公
園
関
係
者
に
小
笠
原
や
西
表
島
に
も
来

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
地
域
を
巻
き
込
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

寺
崎

　堀
上
さ
ん
の
「
地
域
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
希
少
種
が
保
護
で
き
な
い
」、
海
津

さ
ん
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
体
の

観
光
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
1
9
9
0
年
代
に
、
す
で
に
そ
う
し
た

気
づ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早

く
も
結
論
が
出
た
気
も
し
ま
す
が
（
笑
）。

堀
上

　日
本
の
国
立
公
園
は
集
落
が
丸
ご
と

地
域
が
元
気
で
な
い
と

希
少
種
を
守
れ
な
い

寺
崎

　今
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も

う
と
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、

「
日
本
型
」
と
い
わ
れ
る
特
質
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
東
日
本

大
震
災
後
の
復
興
に
も
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
こ
そ
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

「
ら
し
さ
」
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
場
で
は
、
そ
も
そ
も
「
日

本
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
何
か
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
エ
コ
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

菅
野

　2
0
0
4
年
に
入
社
し
た
当
時
、
私

は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
事
業
を
担
当
し
、

2
0
0
7
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
を
作
る
た
め
、
文
案
を
作
成
す
る
作
業

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
0
8
年
か
ら
3
年
間
、
小
笠
原
諸
島

で
環
境
省
が
進
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
関
わ
り
、
2
0
1
1
年
か
ら
は
環
境

省
の「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事

業
」に
4
年
間
関
わ
り
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
国
立
公
園
の
自
然
保
護
の

た
め
、
園
内
の
住
民
に
移
住
し
て
も
ら
い
生

計
手
段
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異

な
る
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
支
援

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
本

　1
9
9
9
年
に
研
究
者
と
な
り
、

2
0
0
4
年
に
富
士
山
と
青
木
ヶ
原
樹
海
の

入
域
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
の

が
、
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り

で
し
た
。

注
）O

ECM

（O
ther Effective area-based Conservation M

easures

）

保
護
地
域
以
外
で
生
物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
地
域
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3

エコツ
ー
リズム
が

も
た
ら
す
こ
と

〜
地
域
づ
く
り
への
貢
献

経
済
そ
し
てコミュニ
ケ
ーション
〜

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
は
。地
域
に
ど
の
く
ら
い
の
消
費
効
果・経
済
効
果
を
生
み
出
す
の
か
。

地
域
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
の
か
。具
体
的
な
数
字
と
事
例
と
と
も
に
検
証
を
試
み
た
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
、今
後
の
方
向
性
を
考
察
し
た
。

3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

環
境
省 

自
然
環
境
局 

国
立
公
園
課

国
立
公
園
利
用
推
進
室 

室
長

１
９
９
７
年
環
境
庁
入
庁
。主
に
国
立
公
園
、世
界
自
然
遺
産
の
保
全
管

理
を
担
当
。阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
、西
表
国
立
公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

鹿
児
島
大
学
特
任
准
教
授
を
経
て
２
０
１
７
年
よ
り
現
職

岡
野
隆
宏
（
お
か
の
・
た
か
ひ
ろ
）

一
般
社
団
法
人 

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

理
事 

事
務
局
長

１
９
８
２
年（
株
）日
本
交
通
公
社
入
社
。J
T
B
取
締
役
旅
行
事
業
本
部

長
、J
T
B
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
社
長
な
ど
歴
任
。

東
京
観
光
財
団
常
務
理
事
を
経
て
２
０
２
２
年
よ
り
現
職

細
野
顕
宏
（
ほ
そ
の
・
あ
き
ひ
ろ
）

進
行
：
寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

座
談
会
撮
影
○
村
岡
栄
治

構
成
・
文
○
吉
田
千
春

出席者

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

市
場
調
査
領
域 

上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子
（
ご
き
た
・
れ
い
こ
）

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の

座
談
会

3
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表 1 エコツアー等の市場規模（試算）

3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

＊1 （公財）日本交通公社「JTBF旅行意識調査」
＊2 （公財）日本交通公社「JTBF旅行実態調査」
＊3 トリップベースの現地ツアー等参加率（＊2）に、旅行経験率（＊7）を乗じ、
 旅行平均回数（＊7）で除して算出した
＊4 （公財）日本交通公社「ガイドツアーに関するアンケート（2023）」
＊5 総務省「人口推計（2019年10月1日）」1.27億人
＊6 観光庁「旅行・観光消費動向調査（2019）」日本人国内旅行消費額21.9兆円、
 日本人国内宿泊観光旅行消費額10.5兆円
＊7 観光庁「旅行・観光消費動向調査」旅行経験率 2016年55.1%、2019年52.0%
 旅行平均回数 2016年 1.391回/人 2019年1.360回/人

●エコツアーの参加率
エコツアー参加率（年間/人）
現地ツアー等参加率（年間/宿泊観光トリップ）
現地ツアー等参加率（年間/人）
●エコツアー等の消費額【概算】
ガイドツアー消費単価（円/回）
エコツアー消費額（年間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現地ツアー等消費額（年間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●現地ツアー等が誘発した旅行消費額（ツアー代以外も含む）【概算】
現地ツアー等の参加者による消費額①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現地ツアー等の参加者による消費額②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2016年0.87%
2016年13.5%、2019年13.1%
2016年5.3%、2019年5.0% 

5,679円
人口 ×エコツアー参加率＊1

×ガイドツアー消費単価 ＝63億円 　
人口 ×現地ツアー等参加率
×ガイドツアー消費単価 ＝ 360億円

日本人国内旅行消費額
×現地ツアー等参加率 ＝2.87兆円
日本人国内宿泊観光旅行消費額
×現地ツアー等参加率 ＝1.38兆円

出典

エコツーリズムがもたらすこと3

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の

＊6

＊6

＊2

＊2

＊4

＊4

＊3

＊5

＊5

＊4

＊1

＊2

＊3
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表 1 エコツアー等の市場規模（試算）

3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

＊1 （公財）日本交通公社「JTBF旅行意識調査」
＊2 （公財）日本交通公社「JTBF旅行実態調査」
＊3 トリップベースの現地ツアー等参加率（＊2）に、旅行経験率（＊7）を乗じ、
 旅行平均回数（＊7）で除して算出した
＊4 （公財）日本交通公社「ガイドツアーに関するアンケート（2023）」
＊5 総務省「人口推計（2019年10月1日）」1.27億人
＊6 観光庁「旅行・観光消費動向調査（2019）」日本人国内旅行消費額21.9兆円、
 日本人国内宿泊観光旅行消費額10.5兆円
＊7 観光庁「旅行・観光消費動向調査」旅行経験率 2016年55.1%、2019年52.0%
 旅行平均回数 2016年 1.391回/人 2019年1.360回/人

●エコツアーの参加率
エコツアー参加率（年間/人）
現地ツアー等参加率（年間/宿泊観光トリップ）
現地ツアー等参加率（年間/人）
●エコツアー等の消費額【概算】
ガイドツアー消費単価（円/回）
エコツアー消費額（年間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現地ツアー等消費額（年間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●現地ツアー等が誘発した旅行消費額（ツアー代以外も含む）【概算】
現地ツアー等の参加者による消費額①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現地ツアー等の参加者による消費額②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2016年0.87%
2016年13.5%、2019年13.1%
2016年5.3%、2019年5.0% 

5,679円
人口 ×エコツアー参加率＊1

×ガイドツアー消費単価 ＝63億円 　
人口 ×現地ツアー等参加率
×ガイドツアー消費単価 ＝ 360億円

日本人国内旅行消費額
×現地ツアー等参加率 ＝2.87兆円
日本人国内宿泊観光旅行消費額
×現地ツアー等参加率 ＝1.38兆円

出典

エコツーリズムがもたらすこと3

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の

＊6

＊6

＊2

＊2

＊4

＊4

＊3

＊5

＊5

＊4

＊1

＊2

＊3
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80,000
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図 1 現地ツアー等参加有無×泊数別旅行単価

3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

（公財）日本交通公社「JTBF旅行実態調査（2019）」より作成

参加した 参加していない

1泊

4.1万円
3.4万円

2泊 3泊 4泊 5泊以上
0

7.0万円
5.7万円

9.3万円
7.9万円

12.2万円

9.1万円

14.0万円

10.9万円

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の

エコツーリズムがもたらすこと3
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120,000

80,000
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160,000

図 1 現地ツアー等参加有無×泊数別旅行単価

3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

（公財）日本交通公社「JTBF旅行実態調査（2019）」より作成

参加した 参加していない

1泊

4.1万円
3.4万円

2泊 3泊 4泊 5泊以上
0

7.0万円
5.7万円

9.3万円
7.9万円

12.2万円

9.1万円

14.0万円

10.9万円

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の

エコツーリズムがもたらすこと3
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3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の



3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の
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3
万
円
未
満
、平
均
単
価
は
5
万
円
で
し
た
。

現
地
ツ
ア
ー
等
の
参
加
の
有
無
で
泊
数
の
違

い
を
見
る
と
、
参
加
し
た
人
は
平
均
2
・
44

泊
。
参
加
し
て
い
な
い
人
は
1
・
77
泊
で
す
。

現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
は
単
価
が
高

く
、
泊
数
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
経
済

面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
、
旅
行
単
価
に

は
2
・
7
万
円
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
こ
の
2
・
7
万
円
の
中
身
に
は
ど

う
い
う
も
の
が
想
定
で
き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
者
単
価
は

5
6
7
9
円
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
2
・
7

万
円
の
う
ち
、
ツ
ア
ー
代
が
約
5
0
0
0
円

と
し
た
ら
、
残
り
2
・
2
万
円
。
結
構
大
き

な
額
で
す
。

岡
野
　
消
費
と
し
て
大
き
い
の
は
食
か
土
産

で
し
ょ
う
ね
。
現
地
ガ
イ
ド
と
仲
良
く
な
っ

て
、
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
と
か
（
笑
）。
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
行
く
と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
と
飲
ん
だ

り
し
ま
す
よ
。

細
野
　
平
均
泊
数
は
0
・
7
泊
し
か
違
わ
な

い
の
に
、
旅
行
単
価
は
2
・
7
万
円
伸
び
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
費
以
外
で
も
使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
。

五
木
田
　
泊
数
を
揃
え
て
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
の
泊
数
で
も
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
た
人
の
方
が
単
価
が
高
い
と
い
う
結
果

で
し
た
（
図
1
現
地
ツ
ア
ー
等
参
加
有
無
×

泊
数
別
旅
行
単
価
）。
例
え
ば
、
4
泊
し
た

人
は
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加
し
た
人
と
参
加

し
て
い
な
い
人
で
、
1
泊
当
た
り
8
0
0
0

円
弱
の
差
が
出
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
次
に
お
示
し
す
る
の
が
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
市
場
規
模
の
概
算
で
す
。
ま
ず
、
１

年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
消
費
額
を
、
人
口
×
エ
コ

ツ
ア
ー
参
加
率
×
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
消
費
単
価

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
参
加
率
デ
ー
タ
を

用
い
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
約
63
億
円
で
し

た
。
そ
し
て
、
も
う
少
し
広
く
捉
え
た
、
現
地

ツ
ア
ー
等
消
費
額
を
同
様
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
約
3
6
0
億
円
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
市
場
規
模
が
60
億

円
か
ら
3
6
0
億
円
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

五
木
田
　
続
い
て
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参
加

し
た
人
が
宿
泊
し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
し
た
消
費
、
つ
ま
り
現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘

発
し
た
で
あ
ろ
う
消
費
額
を
試
算
し
ま
し

た
。
2
・
87
兆
円
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行

消
費
額
で
あ
る
21
・
9
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試

算
し
た
も
の
で
す
が
、
帰
省
や
出
張
な
ど
も

含
め
た
値
を
ベ
ー
ス
に
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
の
せ
す
ぎ
感
が
あ
り
ま
す
。
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
宿
泊
を
伴
う
旅

行
に
絞
り
、
日
本
人
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
消

費
額
10
・
5
兆
円
を
ベ
ー
ス
に
試
算
す
る
と
、

現
地
ツ
ア
ー
等
が
誘
発
し
た
消
費
額
は
１
・

38
兆
円
と
な
り
ま
す
。

細
野
　
市
場
規
模
は
2
・
87
兆
円
と
言
い
た

い
け
ど
、
１
・
38
兆
円
の
方
が
妥
当
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

で
す
。
参
加
し
た
人
の
旅
行
総
額
の
最
頻
値

は
5
万
円
以
上
7
万
円
未
満
、
平
均
単
価 

7
・
7
万
円
に
対
し
、
現
地
ツ
ア
ー
等
に
参

加
し
て
い
な
い
人
の
最
頻
値
は
2
万
円
以
上

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
細
野
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
、
各
地
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構

想
を
作
る
過
程
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
地

域
の
中
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
ら
れ
、
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚

悟
が
で
き
る
こ
と
で
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所

に
親
し
み
を
感
じ
た
り
、
満
足
度
が
高
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

高
付
加
価
値
化
、

上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

本
質

細
野
　
実
は
協
議
会
を
作
っ
て
認
定
地
域
に

認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い
な
い
地

域
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
け
ど
。

五
木
田
　
う
ま
く
い
く
地
域
と
そ
う
で
は
な

い
地
域
の
違
い
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

細
野
　
違
い
を
整
理
し
て
み
た
ら
、
7
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。①
明
確
な
司
令

塔
の
存
在
（
民
主
導
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、

②
活
性
化
し
た
協
議
会
（
行
政
・
各
種
団
体
・

事
業
者
・
住
民
の
参
加
と
連
携
）、③
ル
ー
ル

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
保
全
と
利
用
の
定
期
チ

ェ
ッ
ク
）、④
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
（
外
部
か
ら
の
「
眼
」
重
視
）、⑤
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
志
向
（
デ
ー
タ
重
視
・
地
域
Ｃ
Ｒ
Ｍ
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
）、⑥
人
材
の
養
成
（
継

続
し
た
ガ
イ
ド
講
習
）、⑦
持
続
可
能
な
自
主

財
源
の
確
保
（
補
助
金
だ
け
に
依
存
し
な
い

仕
組
み
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
利
害
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
成
果
が
出
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
規
制
と
経
済
持
続
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、
人
数
や
単
価
の
デ
ー
タ
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
よ
ね
。

岡
野
　
地
域
の
人
が
地
元
の
魅
力
を
あ
ま
り

知
ら
な
い
な
ら
、
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
う

ち
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
自
然
や
文
化
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ち
ゃ
ん
と
地
域
の

人
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
、
き
ち

ん
と
残
し
、
か
つ
人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
が
す
ご

く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

協
議
会
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
大
切
に
引

き
継
い
で
い
く
も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
場

所
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
伝
え
て
い
く
ス

テ
ッ
プ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

寺
崎
　
そ
う
し
た
こ
と
が
、
岡
野
さ
ん
が
お

っ
し
ゃ
る
「
上
質
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
か
。

岡
野
　
完
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
ベ

ー
ス
に
な
い
と
、
観
光
庁
が
い
う
「
高
付
加

価
値
化
」も
実
現
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

寺
崎
　
高
付
加
価
値
、
イ
コ
ー
ル
「
上
質
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
勘
ど
こ

ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

岡
野
　
来
訪
者
の
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
。
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
自
然
環

境
な
り
文
化
資
源
な
り
が
持
続
可
能
な
形
で

保
全
さ
れ
る
と
い
う
3
つ
で
す
。
環
境
省
で

も
国
立
公
園
内
の
宿
泊
施
設
に
関
す
る
検
討

会
で
、
国
立
公
園
な
ら
で
は
の
高
付
加
価
値

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
の
で
す
が
、
施
設
が

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
そ

こ
に
あ
る
資
源
が
も
た
ら
す
感
動
や
学
び
、

そ
の
人
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
体

験
を
提
供
す
る
こ
と
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ

の
場
所
に
ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
の
か
を
ま
ず
考
え
て
、

そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な
施
設
が

必
要
で
、
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
望
ま

し
い
か
を
考
え
て
い
く
の
が
基
本
で
は
な
い

か
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
感
動
や
学
び
が
、

本
当
に
旅
行
者
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、「
こ
の
自
然
を
残
し
た
い
」
と
い
う

守
る
力
も
生
み
出
せ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
の
先
、
重
要
な
こ
と
は
高
付
加
価

値
で
す
ね
。

岡
野
　
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
単
価
を
上
げ
経
済
性
を
持
つ
よ
う

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
現
場
を
回

っ
た
経
験
で
感
じ
た
の
は
、
ど
こ
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、「
そ
ん
な
に
儲
か

ら
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
の
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
経
済
も
見
て

い
か
な
い
と
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ア

細
野
　
ガ
イ
ド
に
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
に
寄

っ
た
り
し
て
、
お
金
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

と
、少
々
高
く
て
も
特
産
品
が
欲
し
く
な
り
、

質
の
良
さ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
お
金
を
使
い

た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
地

産
地
消
を
意
識
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
地
元

の
一
次
産
業
や
二
次
産
業
が
潤
う
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
確
か
に
交
流
や
対
話
の
時
間
は
長
く

な
る
で
し
ょ
う
ね
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
旅
行
者

が
一
緒
に
歩
い
て
い
た
ら
、
地
域
の
商
店
の

人
も
話
し
か
け
や
す
い
し
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
と
の
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
地
域
で
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
信
頼
感
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

地
域
に
も
た
ら
す
こ
と

寺
崎
　
経
済
面
以
外
の
効
果
に
期
待
し
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

細
野
　
下
呂
市
で
は
、
地
元
市
民
を
巻
き
込

め
る
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
D
M
O
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
を
下

呂
市
で
は
2
0
1
6
年
か
ら
推
進
し
て
お
り
、

D
M
O
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
強
み
を
持
ち
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
資
源
の

保
全
と
住
民
参
画
に
強
み
を
持
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
が
観
光
事
業
者
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
も
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
ら
れ
地
元
愛
も
深
ま
り
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
核
と
し
た
経
済
的
な
効
果
も

高
ま
る
。
そ
れ
で
、
市
民
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て

き
て
く
れ
る
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

五
木
田
　
飯
能
で
も
そ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
住
む
人
。
飯

能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
第
1
号
は
地
域
の
獅
子
舞

を
素
材
に
し
た
も
の
で
、
伝
統
芸
能
継
承
の

活
動
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加

え
た
そ
う
で
す
。
取
り
組
み
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
露
出
が
高
ま
り
、

ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
で
、
地
元
の
方
々
の
間
で
「
う
ち
の
町

は
い
い
町
な
ん
だ
」
と
い
う
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
崎
　
飯
能
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
移
住
、
定
住
に

も
つ
な
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
し
た
地
域
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
の
効
果
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
屋
久
島
の
よ
う
に
島
外
の
人
が
移
住
し

て
ガ
イ
ド
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
そ
こ
で
育

て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
屋
久
島
が
ふ
る
さ

と
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
野
　
僕
が
見
て
き
た
奄
美
の
例
だ
と
、
地

域
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が
大
事
に
守
っ
て

き
た
こ
と
を
役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
の

も
と
に
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
多
く
通
う
島
で
も
あ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
地
域
の
良
さ
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
島

唄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身

近
な
も
の
、
し
か
も
そ
ん
な
に
価
値
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
外
の
人

か
ら
す
ご
く
賞
賛
さ
れ
て
、
自
信
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

寺
崎
　
地
元
の
人
た
ち
も
旅
行
者
と
の
交
流

で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
の
源
泉
は
人
の
つ
な
が

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

細
野
　
僕
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
い
い
と

思
う
理
由
の
一
つ
に
協
議
会
の
存
在
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
第
1
回
は
利
害
関

係
者
が
全
員
集
ま
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
回
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
地
域
を
保
全
し
な
が
ら
利
用
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
み
ん
な
が
真
剣
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
案

外
み
ん
な
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
地
元
の
有
識
者
の

方
に
、
協
議
会
の
参
加
者
向
け
に
、
そ
の
地

域
の
世
界
に
誇
る
べ
き
自
然
環
境
に
つ
い
て

講
義
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
改
め

て
地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
方
た
ち
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
き
っ
か

け
に
地
元
の
魅
力
や
希
少
性
に
気
づ
い
て
、

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

岡
野
　
環
境
省
で
も
、「
み
ち
の
く
潮
風
ト

レ
イ
ル
」
を
整
備
す
る
際
に
、
地
域
ご
と
に

地
元
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま

し
た
。
地
図
を
広
げ
て
「
歩
く
の
に
い
い
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
こ
う

い
う
場
所
が
あ
る
よ
と
か
、
昔
の
思
い
出
話

が
始
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
地
域
を
見
直
し
、
地
元
の
誇
り
の
よ
う

な
も
の
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自

分
た
ち
が
考
え
た
道
を
誰
か
が
歩
き
に
来
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
よ
ね
」
と
い
う
雰
囲
気
に

な
る
し
、「
東
京
か
ら
来
た
の
。
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
の
」
み
た
い
に
、
話
し
か
け
て

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

リ
ズ
ム
推
進
法
は
同
時
に
世
に
出
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
日
本
っ
て
国
土
が
海
に
囲
ま
れ

て
い
て
森
林
が
7
割
近
く
を
占
め
て
い
て
、

河
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
お

こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
観
光
で
や
っ
て
い
く

な
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
･コ
ン
セ

プ
ト
が
ぴ
っ
た
り
合
う
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
来
ま
せ

ん
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
最
適
で
す
か

ら
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
初
期
の
頃
は
、
観
光
地
で
は
な
い
地

域
が
新
し
い
形
の
観
光
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
で
は
、
従
来
型
の
観
光
地
だ
っ
た
と

こ
ろ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
は
お
そ
ら
く
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
観
光
に
向
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
産
業
主
体
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
地
域
は
「
消
費
さ
れ
る
場
所
」
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
さ
せ
な
い
た

め
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

岡
野
　
は
い
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

加
え
た
い
の
が
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え

て
い
く
方
法
だ
と
か
、
来
訪
者
の
分
析
、
来

訪
者
に
合
わ
せ
た
伝
え
方
な
ど
を
考
え
て
い

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
部
分
が
加
わ
れ
ば
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
適
正
な
価
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
と
し
て

も
、
過
去
の
政
策
を
進
化
さ
せ
、
ま
た
積
み

上
げ
て
い
き
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
例
を
国

立
公
園
の
中
で
、
周
辺
の
地
域
の
皆
さ
ん
と

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
次
の

フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

き
ま
す
か
。

細
野
　
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値
、
こ
れ
を

明
確
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
業
分

類
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
か
、
業
界

と
し
て
ど
う
作
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
地
域
の
付
加
価
値

を
高
め
る
役
割
は
絶
対
に
ガ
イ
ド
が
担
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
は
そ
の
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
り
、
地
域

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ

る
。
経
済
的
な
波
及
効
果
や
、
社
会
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
ガ
イ
ド
で
す
か

ら
、
し
っ
か
り
と
社
会
的
な
価
値
を
位
置
づ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
安
全
・
安
心
の
と
こ
ろ
と
か
賠
償
能

力
も
見
て
お
か
な
い
と
、
社
会
的
な
地
位
は

明
確
に
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
行
政
の
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
で
す
。

寺
崎
　
五
木
田
さ
ん
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
続
い
て
い
る
理
由
を
、ど
う
考
え
ま
す
か
。

五
木
田
　
や
は
り
「
守
り
な
が
ら
」
と
い
う

部
分
が
、
他
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
大
き
く
違
う

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
と
い
う
視
点
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
以
前
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
地
域
の
方
々
に
共
感
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
長
く
続
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
場
調
査
を
す
る
立
場
と
し
て
は
、
今
後
、

供
給
側
か
ら
見
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
捉
え
方
は
供
給
側
と
需
要
側

で
違
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
を
エ
コ
ツ
ア
ー

と
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う

に
は
、
こ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
、
市
場
規

模
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
産
業
と
し
て
し

っ
か
り
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
今
日
は
、
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
地
域
に
お
け
る
経
済
効
果
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
っ
と
調

査
し
て
み
た
い
し
、
地
域
の
産
業
連
関
図
ま

で
作
れ
た
ら
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
。

岡
野
　
具
体
的
な
数
値
を
出
し
た
こ
と
で
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
か
、
こ
う
い
う
波

及
効
果
も
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て
、

次
の
議
論
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
ね
。

寺
崎
　
こ
う
し
た
宿
題
を
整
理
し
た
上
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
、
そ
し
て

本
質
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー
自
体
が
持
続
可
能
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を

追
い
風
に

寺
崎
　
最
近
、
九
州
で
参
加
し
た
あ
る
会
議

で
ア
パ
レ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
人
気
ブ

ラ
ン
ド
が
き
っ
か
け
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
こ

と
を
知
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
、
僕
は
あ
り
だ

と
思
う
ん
で
す
。
観
光
産
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

二
次
産
業
も
関
わ
っ
た
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
み
た

い
な
こ
と
も
含
め
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
　
同
感
で
す
。
今
、
続
々
と
国
立
公
園

の
中
に
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て

い
て
、
結
構
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。
国

立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う

形
で
企
業
の
方
々
と
も
一
緒
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
入
る
に
し
ろ
、
旅
先
で

自
然
を
楽
し
む
た
め
に
道
具
を
買
う
に
し

ろ
、
自
然
を
体
験
す
る
層
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
野
　
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ご
夫
婦
が
道
具
を
揃

え
て
い
る
の
を
よ
く
見
ま
す
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
キ
ャ
ン
プ
も
流
行
っ
て
い
る
し
、
世
の

中
が
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
と
っ
て
は
追
い
風
だ
と

感
じ
ま
す
。

岡
野
　
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ン
プ
が
見
直
さ
れ

て
、
キ
ャ
ン
プ
場
も
混
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
一
方
で
、
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
流
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
目
的
だ
と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
2
、
3
回
し
た
ら
、
す
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
そ
こ

で
ガ
イ
ド
の
導
き
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
自

然
の
中
に
入
っ
て
、
自
然
の
楽
し
み
方
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
可
能
性
が
広
が
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

作
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寺
崎
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
何
と
な
く
お
も
し

ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
着
地
側
も
主
導
権
を
持
っ
て
し
っ
か

り
自
分
た
ち
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
ネ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
戦

略
等
を
き
っ
ち
り
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
旅
行
先
で
の
過
ご
し
方
と
い

う
意
味
で
は
、
地
元
の
観
光
協
会
、
旅
館
や

ホ
テ
ル
が
、
か
な
り
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
お
す
す
め
す

る
現
地
ツ
ア
ー
は
人
が
集
ま
り
ま
す
し
、
観

光
協
会
に
は
、
現
地
ツ
ア
ー
の
お
す
す
め
リ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
登
録
認
定
制
度

が
あ
る
か
と
か
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
品
質
管
理
は
も
っ

と
整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

寺
崎
　
市
場
拡
大
の
た
め
に
は
、
や
は
り
地

域
サ
イ
ド
か
ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
整

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
環
境
省
と
し
て
は
、
着
地
側
に
ど

の
よ
う
な
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
野
　
環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
を
策
定
す
る
取
り
組

み
に
交
付
金
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
国
立
公
園
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

も
し
て
い
ま
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
地
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
深
め
る
部
分
、
地

域
へ
の
配
慮
、
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
性
な

ど
に
関
す
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
る
程
度
ク
リ
ア
し
た
も
の
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増

や
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
間
口
を
広
げ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
原
動
力

寺
崎
　
日
本
に
エ
コ
ツ
ア
ー
が
紹
介
さ
れ
て

30
年
。
環
境
省
の
重
点
政
策
と
な
っ
て
か
ら

20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
地
の
皆
さ

ん
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
動
か
し
て
き

た
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

細
野
　
や
は
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
普
遍

的
な
価
値
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本

が
観
光
立
国
を
叫
ん
だ
時
代
に
、
エ
コ
ツ
ー

細
野
　
名
称
は
知
っ
て
い
て
も
、
中
身
ま
で

理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
の
旅
行
会
社
だ
と
、

「
エ
コ
」
と
い
う
言
葉
を
、
経
済
的
、
節
約

型
な
ど
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
く
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
や
「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で

至
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。

寺
崎
　
岡
野
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ま
す
か
。

岡
野
　
意
外
と
多
い
な
、と
い
う
印
象
で
す
。

僕
ら
は
日
々
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
め
る
活

動
を
し
て
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
が
何
た
る
か

を
知
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ

っ
て
は
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
言
う
人
も
い
れ

ば
言
わ
な
い
人
も
い
る
し
、
国
立
公
園
の
ツ

ア
ー
に
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
書
い
て
あ
る
か

と
言
え
ば
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
旅
行
者

に
と
っ
て
は
多
分
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
で
は

な
く
、「
生
き
物
観
察
ツ
ア
ー
」、「
カ
ヌ
ー

ツ
ア
ー
」、
あ
る
い
は
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
」
み
た
い
な
見
え
方
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

寺
崎
　
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
提
供
側
と
受
け

手
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

参
加
者
の
85
％
が

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

回
答

五
木
田
　
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
×
参
加
意
向
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ
で
分

析
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
エ
コ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」、「
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
の
合

計
が
85
・
1
％
。
対
し
て
参
加
経
験
の
な
い

人
は
54
・
6
％
で
す
。
一
度
エ
コ
ツ
ア
ー
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

寺
崎
　
知
床
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
お
客
さ
ん
が
旅
行
商
品
を
選
ぶ
と

き
は
、
ガ
イ
ド
付
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

他
の
条
件
で
選
ん
で
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
て
み
る
と
、「
次
も
必
ず
ガ

イ
ド
付
き
を
選
び
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
参
加
し
て
初
め
て

お
も
し
ろ
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
よ
く
わ
か
る
話
で
す
。

細
野
　
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
取
っ

て
い
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
も
全
く

同
じ
で
す
。
一
度
参
加
し
た
人
は
「
次
は
も

っ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
深
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
出
て
い
ま
す
。
参
加

費
の
限
度
額
に
つ
い
て
問
う
た
結
果
で
は
、

エ
コ
ツ
ア
ー
経
験
者
は
1
0
1
0
6
円
、
未

経
験
者
は
6
0
2
5
円
と
、
約
4
0
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
コ
ツ
ア
ー

の
満
足
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

1
年
間
で
国
民
の

1
〜
5
％
が

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

五
木
田
　
過
去
1
年
間
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加

経
験
率
は
、
2
0
1
6
年
で
0
・
9
％
で
し

た
。
日
本
の
人
口
1
億
2
0
0
0
万
人
の
ほ

ぼ
1
％
で
す
か
ら
、
1
年
間
で
約
1
2
0
万

人
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
当
財
団
の
も
う
ひ
と
つ
の

独
自
調
査
、
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調

査
」
で
は
、「
現
地
ツ
ア
ー
や
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
現
地

ツ
ア
ー
等
）」
と
い
う
聞
き
方
で
参
加
率
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ア
ー
以

外
の
ま
ち
歩
き
や
、
陶
芸
体
験
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
含
め
た
も
の

で
す
ね
。
2
0
1
6
年
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参

加
率
は
ほ
ぼ
１
％
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
地
ツ
ア
ー
等
と
な
る
と
参
加
率
は
5
・
3

％
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
せ
ず
に
参

加
し
て
い
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
も
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
の
市
場
は
、
1
％
よ

り
は
高
く
5
％
よ
り
は
低
い
、
そ
の
間
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

細
野
　
確
か
に
エ
コ
ツ
ア
ー
と
認
識
し
て
い

な
い
人
は
結
構
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
歴
史
や
文
化
、
風
土
も
含

め
て
自
然
観
光
資
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
る
の
で
、
ツ
ア
ー
の
範
囲
が
広
く
な
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
幅
が
出
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

日
本
人
の
約
４
割
が

「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
認
知

寺
崎
　
少
し
前
の
こ
と
、細
野
さ
ん
か
ら「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
経
済
効
果
を
具
体
的
な
数

値
で
示
し
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
資
源
管
理

に
話
題
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
今
日
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
市
場
規
模
や
経
済
効
果
、

さ
ら
に
数
値
で
は
あ
ら
わ
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
議
論
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

五
木
田
　
最
初
に
お
示
し
す
る
デ
ー
タ
は
、

日
本
国
民
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
、
参
加

率
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
国
民
の
人
口
構
成
に

近
い
パ
ネ
ル
を
確
保
し
て
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
当
財
団
の
独
自
調
査
「
J
T
B
F
旅

行
意
識
調
査
」
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
0
年
以
降
40
％
を
超
え
て
い
て
（
01

年
41
・
9
％
、06
年
57
・
6
％
、16
年
43
・
9
％
、

22
年
40
・
3
％
）、
一
定
の
認
知
を
得
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
06
年
は
57
・
6
％
と
高
い

数
値
で
す
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
が
05

年
か
ら
始
ま
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
が
07
年
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
次
に
「
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
参
加
経
験
率

は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
16
年
で
6
・
3
％
で
し

た
。
認
知
度
を
考
え
る
と
、
こ
ち
ら
は
も
う

少
し
伸
び
る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

寺
崎
　
大
体
、
国
民
の
4
割
は
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

の
旅
行
が
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
く
ら
い
に
は

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

細
野
さ
ん
は
旅
行
会
社
に
お
勤
め
で
し
た

が
、
旅
行
会
社
の
社
員
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
認

知
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

岡
野
　
宿
泊
観
光
旅
行
の
市
場
規
模
が
10
・

5
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
の
１
・
38
兆
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
観
光
旅
行
を
し
た
人
の
13
％

が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し

て
い
て
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
は
エ
コ
ツ
ア

ー
と
呼
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

寺
崎
　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
数
値
に
日
帰

り
で
参
加
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
消
費
額
が
加

わ
り
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
に
よ
る

消
費
効
果

五
木
田
　
次
は
、
現
地
ツ
ア

ー
等
に
参
加
し
た
人
と
、
参

加
し
て
い
な
い
人
と
で
、
旅

行
に
か
か
っ
た
総
額
が
ど
れ

ぐ
ら
い
違
う
か
を
見
た
も
の

エコツーリズムがもたらすこと3 座談会
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❶北海道 弟子屈町……P30

❷福島県 相馬市（松川浦地区）……P33

❸宮城県 塩竈市（浦戸諸島）…P36

❹埼玉県 飯能市……P38

❾鹿児島県 屋久島町……P48

10沖縄県 竹富町（西表島）……P50

❽宮崎県 串間市……P46

❼京都府 南丹市（美山町）……P44

❺東京都 小笠原村……P40

❻岐阜県 白川村……P42

4

私
た
ち
に
と
って

エコツ
ー
と
は

何
だ
っ
た
の
か

日
本
、

北
か
ら
南

　エ
リ
ア
で

現
場
の
声
を
聴
く

10

地
域
主
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。

自
然
環
境
や
生
活
文
化
。地
域
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
振
興
と
の
バ
ラ
ン
ス
。来
訪
者
に
伝
え
た
い
こ
と
、

次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
も
の
。

そ
れ
ぞ
れ
地
域
固
有
の
状
況
の
な
か
で
、関
係
者
同
士
で
話
し
合
い
、目
標
を
定
め
、ガ
イ
ド
ら
が
中
心
と
な
っ
て

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
創
造
し
、「
ル
ー
ル
」を
作
っ
て
き
た
。ど
ん
な
思
い
を
込
め
て
、何
を
目
指
し
て
、ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。現
場
の
声
を
聴
い
て
み
た
い
。

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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あ
っ
た
。
閉
鎖
さ
れ
た
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
活
用

し
て
、
川
湯
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
開
発
す
べ
く
、
当
時
動
き
始
め
た
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
関
連
付
け
な

が
ら
、
登
山
再
開
に
向
け
た
検
討
が
本
格
的
に

は
じ
ま
っ
た
。

　
従
来
ど
お
り
の
利
用
方
法
で
あ
れ
ば
登
山
再

開
が
叶
わ
ず
、
ま
た
落
石
事
故
に
よ
り
入
山
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
登
山
に
関
す

る
利
用
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
保
全
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
際
に
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
エ
コ
ツ
ー
法
に

基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源
と
し
て
指
定
を

し
、
立
入
制
限
等
の
ル
ー
ル
を
設
け
ら
れ
な
い

か
と
い
う
話
が
地
域
で
持
ち
上
が
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
ほ
か
、
利
用
調
整
地
区
制
度
の
活
用

と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
国

立
公
園
・
国
定
公
園
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持

と
そ
の
適
正
な
利
用
の
た
め
に
利
用
調
整
地
区

を
指
定
し
、
国
立
公
園
の
場
合
は
環
境
大
臣
の

認
定
ま
た
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
立
ち
入
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
。
周
辺
地
域
で
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
立
入
制
限
や
人
数
制
限
を

設
け
て
い
る
の
が
、
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
知
床
だ
。

　
し
か
し
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
え
こ
ま
ち
推
進

協
議
会
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
く

中
で
、
利
用
調
整
地
区
制
度
に
よ
る
環
境
大
臣

の
許
認
可
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
地

域
独
自
の
ル
ー
ル
を
地
域
で
決
め
、
地
域
が
責

任
を
持
っ
て
運
用
す
る
道
を
選
ん
だ
。

　
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
に
よ
り
立
入
制

限
や
人
数
制
限
を
実
施
し
て
い
る
例
は
、
検
討

を
始
め
た
当
時
、
国
内
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
認
定
地
域
内
に
は
な
く
、
関
係
者

間
の
調
整
や
協
議
、
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
少

な
く
と
も
５
年
以
上
行
わ
れ
た
。
特
に
保
全
が

必
要
な
地
域
資
源
の
見
直
し
や
、
保
全
す
る
上

で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
整
理
に
苦
慮
し
た
と
、
当

時
の
担
当
よ
り
聞
い
て
い
る
。

　
地
域
の
努
力
が
実
を
結
び
、
2
0
2
0
年
9

月
に
環
境
省
を
含
め
た
4
省
庁
（
環
境
省
、
国

土
交
通
省
、農
林
水
産
省
、文
部
科
学
省
）よ
り
、

特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
を
新
た
に
加
え
た

全
体
構
想
の
変
更
認
定
が
な
さ
れ
た
。

人
数
制
限
と

ガ
イ
ド
認
定
制
度
を

整
備

　
特
定
自
然
観
光
資
源
に
指
定
し
た
資
源
は

「
硫
黄
山
の
噴
気
孔
」。
硫
黄
山
に
は
1
5
0
0

あ
ま
り
の
噴
気
孔
が
存
在
し
、
今
も
な
お
火
山

活
動
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
。
ま

た
、
遥
か
昔
か
ら
長
い
時
間
を
か
け
て
で
き
た

鮮
や
か
な
黄
色
の
硫
黄
結
晶
も
点
在
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
不
特
定
多
数
の
登
山
者
の
踏
み

荒
ら
し
で
損
壊
さ
れ
な
い
よ
う
、
入
山
に
つ
い

て
は
立
入
制
限
、
1
日
あ
た
り
の
入
山
人
数
制

限
の
ほ
か
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
に
認
定
さ

れ
た
ガ
イ
ド
が
必
ず
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
認
定
ガ
イ
ド
は
公
的
な
ガ
イ
ド
資
格
だ
け

で
な
く
、
協
議
会
が
独
自
に
定
め
た
条
件
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
自
然
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
硫

黄
山
の
歴
史
的
な
背
景
を
学
ぶ
講
座
の
受
講
も

必
須
だ
。
2
0
2
3
年
7
月
1
日
時
点
で
認
定

北
海
道
初

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
全
体
構
想
」
認
定

　
弟
子
屈
町
は
、
北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
人

口
約
6
7
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
面
積
の

65
％
が
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
自
然

豊
か
な
地
域
だ
。

　
町
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て
、「
世
界
有

数
の
透
明
度
を
誇
る
摩
周
湖
」、「
日
本
最
大
の

カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
屈
斜
路
湖
」、「
今
も
な
お

噴
気
を
上
げ
る
生
き
た
火
山 

硫
黄
山
（
ア
イ

ヌ
語
で
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
は
、
屈
斜

路
湖
か
ら
始
ま
る
釧
路
川
源
流
域
カ
ヌ
ー
、
ア

ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
摩
周
湖

で
の
星
空
観
察
な
ど
が
あ
る
。

　
2
0
2
2
年
3
月
に
、（
一
社
）
摩
周
湖
観

光
協
会
が
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
観
光
庁
に
認

定
。
翌
月
に
は
、「
弟
子
屈
町
観
光
振
興
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
際
基
準
に
準
拠
し

た
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

計
画
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る

体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

　
弟
子
屈
町
で
は
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、以
前
か
ら
行
っ
て
き
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、

2
0
0
8
年
に
誕
生
し
た
、
全
国
で
あ
ま
り
例

を
見
な
い
、
住
民
主
体
の
観
光
を
基
軸
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
て
し
か
が
え
こ
ま

ち
推
進
協
議
会
（
以
下
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
）」
で
あ
る
。「
誰
も
が
自
慢
し
、
誰
も
が
誇
れ

る
ま
ち
」を
目
指
し
、町
内
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、

地
域
住
民
が
参
画
す
る
8
つ
の
専
門
部
会
に
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
年
で
活
動
16
年
目
を
迎

え
た
、
非
常
に
歴
史
あ
る
地
域
協
議
会
だ
。

　
本
協
議
会
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現

を
目
指
し
、
自
然
を
保
全
し
な
が
ら
観
光
振
興

を
進
め
る
た
め
、
住
民
も
参
画
し
地
域
の
自
然

保
護
・
活
用
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
ル
ー
ル
づ

く
り
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
地
域

の
関
係
者
が
共
通
認
識
の
下
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ
コ

ツ
ー
法
）
に
基
づ
き
ま
と
め
ら
れ
、
2
0
1
6

年
11
月
、
弟
子
屈
町
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
」
が
北
海
道
で
初
め
て
国
の
認
定

を
受
け
た
。

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ

登
山
再
開
に
向
け
て

　
現
在
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
は
、
明

治
10
年
か
ら
昭
和
38
年
に
か
け
て
硫
黄
の
採
掘

が
行
わ
れ
て
い
た
山
で
、
現
在
の
J
R
釧
網
本

線
（
網
走
〜
釧
路
間
の
線
路
）
の
基
と
な
る
鉄

道
が
敷
設
さ
れ
る
な
ど
歴
史
的
・
文
化
的
に
も

貴
重
な
場
所
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
気
軽

に
登
れ
る
山
と
し
て
親
し
ま
れ
た
山
で
あ
っ
た

が
、
2
0
0
0
年
の
落
石
事
故
以
来
、
山
の
麓

ま
で
し
か
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
そ
の
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
の
約
2
km
先
に
は
、
名

湯
「
川
湯
温
泉
」
が
あ
る
。
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を

源
と
す
る
、
こ
の
温
泉
の
泉
質
は
強
酸
性
で
、

ｐ
ｈ
は
1
・
7
程
度
、
五
寸
釘
を
2
週
間
程
度

で
溶
か
し
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　
温
泉
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
湯
気
は
、
風
情
の
あ

る
温
泉
街
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
る
一
方
で
、

成
分
が
非
常
に
強
い
た
め
、
こ
の
地
域
の
電
化

製
品
は
長
く
持
た
ず
、
車
の
エ
ン
ブ
レ
ム
は
１

年
程
度
で
変
色
し
て
し
ま
う
。
地
域
の
人
に

と
っ
て
過
酷
な
環
境
を
生
み
出
し
て
い
る
山
で

あ
る
が
、
こ
の
温
泉
街
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

山
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
地
域
住
民
か
ら
「
あ
の
山
に

再
び
登
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
声
が

を
受
け
て
い
る
ガ
イ
ド
は
5
名
。
資
源
保
護
や

安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
ツ
ア
ー
は
ガ
イ
ド
1

名
に
つ
き
6
名
ま
で
参
加
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
2
0
2
3
年
2
月
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

第
18
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

こ
こ
に
し
か
な
い
地
域
資
源
の
保
全
・
管
理
の

仕
組
み
と
と
も
に
、
利
用
者
に
高
付
加
価
値
な

特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
の
強
み
は
、
ま

さ
に
地
域
の
住
民
が
主
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

そ
れ
が
10
年
以
上
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
と

し
て
継
続
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
と
考
え
る
。

持
続
的
・
発
展
的
な

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
を
目
指
し
て

　
今
年
6
月
22
日
に
香
川
県
ま
ん
の
う
町
が
全

国
で
23
件
目
の
全
体
構
想
地
域
に
認
定
さ
れ

た
。
全
体
構
想
認
定
地
域
は
今
も
な
お
増
え
続

け
、
中
に
は
「
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
」

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
こ
れ
か
ら

前
向
き
に
検
討
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
町

へ
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
域
が
「
将
来
に
わ

た
り
守
り
た
い
」
と
思
う
貴
重
な
資
源
を
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
に
基
づ
き
地
域

独
自
の
ル
ー
ル
で
保
全
・
利
用
が
で
き
る
と
こ

ろ
と
考
え
る
。

　
こ
の
仕
組
み
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
を
策
定
し
認
定
を
受
け
た
地
域
で
あ
れ

ば
、
自
然
公
園
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
活
用
が

可
能
だ
（
た
だ
し
他
の
法
令
等
に
よ
り
既
に
保

護
さ
れ
て
い
る
資
源
に
つ
い
て
は
エ
コ
ツ
ー
法

第
8
条
に
よ
り
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
）。

今
、
全
国
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
希
少
な
自
然
や
生

態
系
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
等
の
損
失
を

防
ぐ
た
め
の
、
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
国
の
主
導

で
始
ま
り
20
年
。
地
域
で
は
い
か
に
持
続
的
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
継
続
さ
せ
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
引
き
続

き
、
環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
や
、

全
体
構
想
認
定
地
域
の
様
々
な
事
例
、
知
見
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
持
続
的
、
発
展
的
な
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
指
し
た
い
。

白
石
奈
津
美
（
弟
子
屈
町
観
光
商
工
課
観
光
振
興
係
主
任
）

エコツ
ー
リズム
大
賞

受
賞
ま
で
の

15
年
に
わ
た
る

取
り
組
み

北
海
道 

弟
子
屈
町

1

アトサヌプリ　爆裂火口「熊落とし」
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あ
っ
た
。
閉
鎖
さ
れ
た
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
活
用

し
て
、
川
湯
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
開
発
す
べ
く
、
当
時
動
き
始
め
た
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
関
連
付
け
な

が
ら
、
登
山
再
開
に
向
け
た
検
討
が
本
格
的
に

は
じ
ま
っ
た
。

　
従
来
ど
お
り
の
利
用
方
法
で
あ
れ
ば
登
山
再

開
が
叶
わ
ず
、
ま
た
落
石
事
故
に
よ
り
入
山
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
登
山
に
関
す

る
利
用
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
保
全
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
際
に
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
エ
コ
ツ
ー
法
に

基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源
と
し
て
指
定
を

し
、
立
入
制
限
等
の
ル
ー
ル
を
設
け
ら
れ
な
い

か
と
い
う
話
が
地
域
で
持
ち
上
が
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
ほ
か
、
利
用
調
整
地
区
制
度
の
活
用

と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
国

立
公
園
・
国
定
公
園
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持

と
そ
の
適
正
な
利
用
の
た
め
に
利
用
調
整
地
区

を
指
定
し
、
国
立
公
園
の
場
合
は
環
境
大
臣
の

認
定
ま
た
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
立
ち
入
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
。
周
辺
地
域
で
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
立
入
制
限
や
人
数
制
限
を

設
け
て
い
る
の
が
、
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
知
床
だ
。

　
し
か
し
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
え
こ
ま
ち
推
進

協
議
会
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
く

中
で
、
利
用
調
整
地
区
制
度
に
よ
る
環
境
大
臣

の
許
認
可
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
地

域
独
自
の
ル
ー
ル
を
地
域
で
決
め
、
地
域
が
責

任
を
持
っ
て
運
用
す
る
道
を
選
ん
だ
。

　
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
に
よ
り
立
入
制

限
や
人
数
制
限
を
実
施
し
て
い
る
例
は
、
検
討

を
始
め
た
当
時
、
国
内
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
認
定
地
域
内
に
は
な
く
、
関
係
者

間
の
調
整
や
協
議
、
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
少

な
く
と
も
５
年
以
上
行
わ
れ
た
。
特
に
保
全
が

必
要
な
地
域
資
源
の
見
直
し
や
、
保
全
す
る
上

で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
整
理
に
苦
慮
し
た
と
、
当

時
の
担
当
よ
り
聞
い
て
い
る
。

　
地
域
の
努
力
が
実
を
結
び
、
2
0
2
0
年
9

月
に
環
境
省
を
含
め
た
4
省
庁
（
環
境
省
、
国

土
交
通
省
、農
林
水
産
省
、文
部
科
学
省
）よ
り
、

特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
を
新
た
に
加
え
た

全
体
構
想
の
変
更
認
定
が
な
さ
れ
た
。

人
数
制
限
と

ガ
イ
ド
認
定
制
度
を

整
備

　
特
定
自
然
観
光
資
源
に
指
定
し
た
資
源
は

「
硫
黄
山
の
噴
気
孔
」。
硫
黄
山
に
は
1
5
0
0

あ
ま
り
の
噴
気
孔
が
存
在
し
、
今
も
な
お
火
山

活
動
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
。
ま

た
、
遥
か
昔
か
ら
長
い
時
間
を
か
け
て
で
き
た

鮮
や
か
な
黄
色
の
硫
黄
結
晶
も
点
在
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
不
特
定
多
数
の
登
山
者
の
踏
み

荒
ら
し
で
損
壊
さ
れ
な
い
よ
う
、
入
山
に
つ
い

て
は
立
入
制
限
、
1
日
あ
た
り
の
入
山
人
数
制

限
の
ほ
か
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
に
認
定
さ

れ
た
ガ
イ
ド
が
必
ず
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
認
定
ガ
イ
ド
は
公
的
な
ガ
イ
ド
資
格
だ
け

で
な
く
、
協
議
会
が
独
自
に
定
め
た
条
件
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
自
然
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
硫

黄
山
の
歴
史
的
な
背
景
を
学
ぶ
講
座
の
受
講
も

必
須
だ
。
2
0
2
3
年
7
月
1
日
時
点
で
認
定

北
海
道
初

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
全
体
構
想
」
認
定

　
弟
子
屈
町
は
、
北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
人

口
約
6
7
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
面
積
の

65
％
が
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
自
然

豊
か
な
地
域
だ
。

　
町
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て
、「
世
界
有

数
の
透
明
度
を
誇
る
摩
周
湖
」、「
日
本
最
大
の

カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
屈
斜
路
湖
」、「
今
も
な
お

噴
気
を
上
げ
る
生
き
た
火
山 

硫
黄
山
（
ア
イ

ヌ
語
で
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
は
、
屈
斜

路
湖
か
ら
始
ま
る
釧
路
川
源
流
域
カ
ヌ
ー
、
ア

ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
摩
周
湖

で
の
星
空
観
察
な
ど
が
あ
る
。

　
2
0
2
2
年
3
月
に
、（
一
社
）
摩
周
湖
観

光
協
会
が
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
観
光
庁
に
認

定
。
翌
月
に
は
、「
弟
子
屈
町
観
光
振
興
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
際
基
準
に
準
拠
し

た
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

計
画
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る

体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

　
弟
子
屈
町
で
は
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、以
前
か
ら
行
っ
て
き
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、

2
0
0
8
年
に
誕
生
し
た
、
全
国
で
あ
ま
り
例

を
見
な
い
、
住
民
主
体
の
観
光
を
基
軸
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
て
し
か
が
え
こ
ま

ち
推
進
協
議
会
（
以
下
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
）」
で
あ
る
。「
誰
も
が
自
慢
し
、
誰
も
が
誇
れ

る
ま
ち
」を
目
指
し
、町
内
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、

地
域
住
民
が
参
画
す
る
8
つ
の
専
門
部
会
に
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
年
で
活
動
16
年
目
を
迎

え
た
、
非
常
に
歴
史
あ
る
地
域
協
議
会
だ
。

　
本
協
議
会
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現

を
目
指
し
、
自
然
を
保
全
し
な
が
ら
観
光
振
興

を
進
め
る
た
め
、
住
民
も
参
画
し
地
域
の
自
然

保
護
・
活
用
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
ル
ー
ル
づ

く
り
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
地
域

の
関
係
者
が
共
通
認
識
の
下
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ
コ

ツ
ー
法
）
に
基
づ
き
ま
と
め
ら
れ
、
2
0
1
6

年
11
月
、
弟
子
屈
町
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
」
が
北
海
道
で
初
め
て
国
の
認
定

を
受
け
た
。

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ

登
山
再
開
に
向
け
て

　
現
在
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
は
、
明

治
10
年
か
ら
昭
和
38
年
に
か
け
て
硫
黄
の
採
掘

が
行
わ
れ
て
い
た
山
で
、
現
在
の
J
R
釧
網
本

線
（
網
走
〜
釧
路
間
の
線
路
）
の
基
と
な
る
鉄

道
が
敷
設
さ
れ
る
な
ど
歴
史
的
・
文
化
的
に
も

貴
重
な
場
所
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
気
軽

に
登
れ
る
山
と
し
て
親
し
ま
れ
た
山
で
あ
っ
た

が
、
2
0
0
0
年
の
落
石
事
故
以
来
、
山
の
麓

ま
で
し
か
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
そ
の
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
の
約
2
km
先
に
は
、
名

湯
「
川
湯
温
泉
」
が
あ
る
。
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を

源
と
す
る
、
こ
の
温
泉
の
泉
質
は
強
酸
性
で
、

ｐ
ｈ
は
1
・
7
程
度
、
五
寸
釘
を
2
週
間
程
度

で
溶
か
し
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　
温
泉
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
湯
気
は
、
風
情
の
あ

る
温
泉
街
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
る
一
方
で
、

成
分
が
非
常
に
強
い
た
め
、
こ
の
地
域
の
電
化

製
品
は
長
く
持
た
ず
、
車
の
エ
ン
ブ
レ
ム
は
１

年
程
度
で
変
色
し
て
し
ま
う
。
地
域
の
人
に

と
っ
て
過
酷
な
環
境
を
生
み
出
し
て
い
る
山
で

あ
る
が
、
こ
の
温
泉
街
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

山
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
地
域
住
民
か
ら
「
あ
の
山
に

再
び
登
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
声
が

を
受
け
て
い
る
ガ
イ
ド
は
5
名
。
資
源
保
護
や

安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
ツ
ア
ー
は
ガ
イ
ド
1

名
に
つ
き
6
名
ま
で
参
加
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
2
0
2
3
年
2
月
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

第
18
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

こ
こ
に
し
か
な
い
地
域
資
源
の
保
全
・
管
理
の

仕
組
み
と
と
も
に
、
利
用
者
に
高
付
加
価
値
な

特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
の
強
み
は
、
ま

さ
に
地
域
の
住
民
が
主
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

そ
れ
が
10
年
以
上
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
と

し
て
継
続
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
と
考
え
る
。

持
続
的
・
発
展
的
な

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
を
目
指
し
て

　
今
年
6
月
22
日
に
香
川
県
ま
ん
の
う
町
が
全

国
で
23
件
目
の
全
体
構
想
地
域
に
認
定
さ
れ

た
。
全
体
構
想
認
定
地
域
は
今
も
な
お
増
え
続

け
、
中
に
は
「
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
」

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
こ
れ
か
ら

前
向
き
に
検
討
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
町

へ
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
域
が
「
将
来
に
わ

た
り
守
り
た
い
」
と
思
う
貴
重
な
資
源
を
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
に
基
づ
き
地
域

独
自
の
ル
ー
ル
で
保
全
・
利
用
が
で
き
る
と
こ

ろ
と
考
え
る
。

　
こ
の
仕
組
み
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
を
策
定
し
認
定
を
受
け
た
地
域
で
あ
れ

ば
、
自
然
公
園
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
活
用
が

可
能
だ
（
た
だ
し
他
の
法
令
等
に
よ
り
既
に
保

護
さ
れ
て
い
る
資
源
に
つ
い
て
は
エ
コ
ツ
ー
法

第
8
条
に
よ
り
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
）。

今
、
全
国
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
希
少
な
自
然
や
生

態
系
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
等
の
損
失
を

防
ぐ
た
め
の
、
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
国
の
主
導

で
始
ま
り
20
年
。
地
域
で
は
い
か
に
持
続
的
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
継
続
さ
せ
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
引
き
続

き
、
環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
や
、

全
体
構
想
認
定
地
域
の
様
々
な
事
例
、
知
見
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
持
続
的
、
発
展
的
な
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
指
し
た
い
。

白
石
奈
津
美
（
弟
子
屈
町
観
光
商
工
課
観
光
振
興
係
主
任
）

エコツ
ー
リズム
大
賞

受
賞
ま
で
の

15
年
に
わ
た
る

取
り
組
み

北
海
道 

弟
子
屈
町

1
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久
田
　
自
分
は
環
境
省
に
支
援
し
て
も
ら
っ
た

「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
に
、
他

の
人
か
ら
少
し
遅
れ
て
参
加
し
た
ん
で
す
。
最

初
は
訳
も
分
か
ら
ず
参
加
し
て
、
正
直
、
自
分

が
本
格
的
に
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
震
災
後
に

復
興
事
業
の
関
係
者
な
ど
が
数
多
く
地
域
に
宿

泊
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
特
需
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
終
わ
っ
て
、
環
境
省
の
事
業
も
終
わ
っ

て
、
い
ざ
観
光
に
取
り
組
も
う
と
な
っ
た
と
き

に
、
お
客
さ
ん
も
来
な
い
し
、
何
も
武
器
が
な

い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
た
ん
で
す
。

2
0
1
6
年
と
か
そ
の
辺
り
で
す
ね
。

管
野
　
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
環
境
省
の
事
業

の
中
で
形
と
し
て
立
ち
上
げ
た「
ガ
イ
ド
の
会
」

を
き
ち
ん
と
動
か
し
て
い
こ
う
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
時
点
で
も
、
ま
だ
何
を
や
れ

ば
い
い
か
明
確
で
な
い
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
定

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
言
っ
て
み
れ

ば
「
赤
ち
ゃ
ん
」
の
レ
ベ
ル
で
し
た
ね
。

久
田
　
そ
の
中
で
取
り
あ
え
ず
で
き
る
こ
と
を

や
ら
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
ガ
イ
ド
を
や
っ
た
ん

で
す
よ
。
そ
う
し
て
お
客
さ
ん
と
直
接
話
を
す

る
と
、
自
分
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
た
り
す

る
こ
と
が
初
め
て
面
白
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
数
が
増
え
て
く

る
と
、
あ
れ
、
松
川
浦
っ
て
こ
ん
な
に
魅
力
が

あ
っ
た
ん
だ
っ
て
い
う
か
、
あ
ま
り
に
も
身
近

過
ぎ
て
何
と
も
感
じ
て
な
か
っ
た
部
分
が
商
品

に
な
る
ん
だ
っ
て
い
う
、そ
の
驚
き
も
あ
っ
て
、

こ
れ
す
ご
く
面
白
い
じ
ゃ
ん
っ
て
思
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
あ
と
、
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
動
き
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
加
え
て
、
知
識
も
技

術
も
増
え
た
し
、
な

の
で
自
分
の
中
で
今

ガ
イ
ド
は
面
白
い
ん

で
す
よ
。
や
り
方
次

第
な
ん
で
し
ょ
う
け

ど
、
自
分
が
こ
こ
ま

で
変
わ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
。

管
野
　
震
災
と
原
発

事
故
が
起
こ
っ
た
時

点
で
私
た
ち
個
々
人

も
地
域
も
絶
対
的
に

「
変
わ
っ
た
」
ん
で

す
。
私
た
ち
み
た
い

に
商
売
や
っ
て
い
る

人
間
は
生
活
が
成
り

立
た
な
い
か
ら
尻
に

火
が
付
い
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
原
発
事
故

の
影
響
も
収
ま
ら
な

く
て
、
ど
う
し
よ

う
っ
て
時
期
が
1
年

ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
で

す
よ
。
と
い
う
中
で

一
番
初
め
に
何
か
や

り
ま
せ
ん
か
っ
て
働

き
か
け
が
あ
っ
た
の

が
、
環
境
省
の
事
業

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
意
味
で
は
、
一

つ
の
道
し
る
べ
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
漁
師

が
魚
を
取
っ
て
、
仲
買
人
が
値
札
入
れ
る
だ
け

で
、
本
当
に
何
に
価
値
が
あ
る
の
か
と
か
全
然

知
ら
な
く
て
、
私
の
よ
う
な
旅
館
の
人
間
も
、

取
り
あ
え
ず
お
い
し
い
魚
が
あ
る
か
ら
来
て
く

だ
さ
い
と
お
客
さ
ん
を
呼
ん
で
、
泊
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、
は
い
さ
よ
う
な
ら
っ
て
い
う
感
じ
で

し
た
。
そ
れ
が
、
魚
に
も
ど
ん
な
価
値
が
あ
る

の
か
、
本
当
は
も
っ
と
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
気
づ
い
た
ら
、
全
く
値
段
が
違
う
わ

け
で
す
よ
ね
。

―
別
の
視
点
と
し
て「
地
域
」は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
域
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動

の
中
の
「
浜
焼
き
」
が
、
あ
る
意
味
バ
ズ
っ
て

る
と
い
う
か
、
活
動
が
地
域
の
中
で
注
目
さ
れ

て
い
る
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。頑
張
っ
て
る
な
、

松
川
浦
の
こ
と
ち
ゃ
ん
と
P
R
し
て
る
な
、
み

た
い
な
声
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
風
に
応
援
し
て
く
れ
る
ん
だ
な
っ
て
い
う

の
を
知
っ
た
感
じ
で
す
ね
。
あ
と
は
、
ガ
イ
ド

の
会
の
活
動
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
れ
ま
す

ね
。
例
え
ば
、
町
の
人
、
漁
師
、
農
家
、
建
設

業
と
か
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
連
携
が
な
か
っ
た

人
た
ち
と
出
会
う
の
で
、
改
め
て
相
馬
市
っ
て

広
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
普
通
に
い
ろ
ん

な
職
業
の
人
が
い
る
と
。
当
た
り
前
な
ん
で
す

け
ど
、
井
の
中
の
蛙
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
か
な
り
大
き

い
で
す
ね
。

井
島
　
や
っ
ぱ
り
震
災
を
経
た
中
で
、
そ
れ
ま

で
浜
、
街
、
山
と
別
々
だ
っ
た
の
が
、
つ
な
が

り
は
深
く
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。あ
と
、

年
配
の
方
々
が
下
の
世
代
に
委
ね
て
い
く
の
が

上
手
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
築
き

上
げ
て
き
た
も
の
を

う
ま
く
渡
し
て
、
下

の
世
代
が
そ
れ
を
超

え
よ
う
と
す
る
パ

ワ
ー
が
あ
る
相
馬
市

に
な
っ
て
き
て
る
か

な
っ
て
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
絶
や
さ
な
い
で
、
さ
ら
に
下
の
世
代
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ
と
い
い
地

域
に
な
る
の
か
な
。

自
分
た
ち
に
と
っ
て
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

―
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
仮
に「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
説
明

す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。

井
島
　
一
言
で
言
え
ば
「
地
元
を
知
る
」
で
す

か
ね
。
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
良
さ
を

知
る
と
い
う
意
味
で
。

管
野
　
そ
う
だ
ね
。
本
当
に
地
元
の
魅
力
、
価

値
を
分
か
っ
て
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
地
元
の
力

に
し
た
り
、
商
売
に
生
か
し
た
り
す
る
っ
て
い

う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

井
島
　
あ
る
い
は
「
気
付
き
」
な
ん
で
す
か
ね
。

管
野
　「
気
付
く
」
っ
て
い
う
の
は
第
1
段
階

で
、
そ
こ
か
ら
何
か
す
る
わ
け
だ
よ
ね
。

井
島
　
気
付
い
て
、
そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
と

か
、
価
値
を
そ
こ
に
生
み
出
す
こ
と
か
な
。
小

さ
い
も
の
か
ら
、
ぼ
ん
っ
と
一
回
り
大
き
く
な

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
だ
け
ど
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
現
状

―
相
馬
市
観
光
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
エ
コ

ツ
ア
ー（
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
）の
リ
ス
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
2
年
前（
観
光
文
化

2
4
9
号
の
取
材
執
筆
時
）に
お
話
を
伺
っ
た

時
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ
ア
ー
な
ど
、
内
容

が
充
実
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
2
年
前
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ

ア
ー
」と
い
う
の
は「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

で
す
ね
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
星
を
見
て
、
月
を

見
て
、
お
茶
す
る
だ
け
の
内
容
な
ん
で
す
よ
。

私
た
ち
と
し
て
は
、
絶
対
そ
れ
は
売
れ
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
逆
に
都
会
の
子
ど
も

た
ち
が
ハ
マ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。何
も
な
く
て
、

た
だ
波
音
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
る

と
。
た
だ
価
格
設
定
は
難
し
か
っ
た
で
す
。
安

過
ぎ
て
も
手
間
だ
け
か
か
る
し
、
持
ち
出
し
に

な
ら
な
い
値
段
に
し
つ
つ
、
ど
こ
ま
で
ガ
イ
ド

の
力
で
面
白
く
で
き
る
か
、
と
い
う
の
が
肝
で

す
ね
。

久
田
　「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」
に
関
し

て
は
特
殊
で
し
た
ね
。
仲
間
と
新
し
い
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
ろ
う
と
、
地
域
に
宿
泊
し
て
い

る
大
学
生
に
話
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、「
映
（
ば
）
え
る
夜
景
を
撮
ろ
う
」
の
よ

う
な
内
容
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
っ
さ

り
「
夜
景
は
東
京
に
負
け
ま
す
」
っ
て
言
わ
れ

て
（
笑
）。
で
、
逆
に
何
が
体
験
で
き
た
ら
い

い
の
か
と
聞
い
た
ら
「
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら

寝
袋
に
入
っ
て
、
夜
空
を
見
た
い
」
っ
て
言
わ

れ
た
ん
で
す
。
は
じ
め
は
何
を
言
っ
て
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）。
と
い
う
の
も
自
分

た
ち
は
毎
日
、
空
や
星
は
見
え
る
し
、
波
の
音

は
聞
い
て
い
る
し
、
正
直
そ
れ
の
何
が
良
い
の

か
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
都
会
か
ら
来
る
と

そ
れ
が
新
鮮
に
感
じ
る
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
デ

ト
ッ
ク
ス
で
す
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

な
ら
一
回
や
っ
て
み
よ
う
か
と
な
っ
て
。
水
平

線
か
ら
月
が
出
る
瞬
間
を
見
せ
る
ツ
ア
ー
を
一

回
や
っ
て
み
た
ら
、
思
い
の
外
き
れ
い
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。
正
直
言
う
と
、
90
分
の
ツ
ア
ー
の

中
で
30
分
ぐ
ら
い
は
ほ
っ
た
ら
か
し
な
ん
で

す
。
た
だ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
満
足
し
た
顔

で
帰
っ
て
く
る
っ
て
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
不

思
議
だ
な
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
実
は
、
明
日
も
、
相
馬
市
が
企
画
す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
（「
相
馬
藩
第
34
代
当
主
「
相
馬
行

胤
」
氏
と
巡
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

2
0
2
3
年
7
月
1
日
〜
2
日
開
催
）
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
お
客
様
に
は
私
た
ち
の
経
営
す

る
旅
館
に
お
泊
ま
り
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
旅

館
の
バ
ス
で
の
送
迎
や
、
浜
焼
き
体
験
の
ガ
イ

ド
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

井
島
　
相
馬
市
の
伝
統
行
事
で
あ
る
野
馬
追
の

総
大
将
で
あ
る
相
馬
藩
の
当
主
の
方
が
ガ
イ
ド

に
な
っ
て
、
お
客
さ
ん
に
説
明
し
な
が
ら
相
馬

を
巡
る
っ
て
い
う
内
容
で
す
。
そ
う
い
う
の
も

こ
こ
2
〜
3
年
、
私
た
ち
が
浜
焼
き
な
ど
の
体

験
を
提
供
し
て
き
て
い
る
の
を
行
政
の
方
々
が

見
て
、
う
ま
く
そ
れ
と
関
連
さ
せ
て
相
馬
に
人

を
呼
び
込
め
な
い
か
、
泊
ま
ら
せ
る
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
っ
て
い
う
観
点
で
実
現
し
た
こ
と

で
す
ね
。
皆
さ
ん
が
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
の

を
行
政
も
認
め
て
く
れ
た
の
か
な
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

出
会
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と

―「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
自
身
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
か
。

あ
っ
た
。
閉
鎖
さ
れ
た
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
活
用

し
て
、
川
湯
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
開
発
す
べ
く
、
当
時
動
き
始
め
た
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
関
連
付
け
な

が
ら
、
登
山
再
開
に
向
け
た
検
討
が
本
格
的
に

は
じ
ま
っ
た
。

　
従
来
ど
お
り
の
利
用
方
法
で
あ
れ
ば
登
山
再

開
が
叶
わ
ず
、
ま
た
落
石
事
故
に
よ
り
入
山
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
登
山
に
関
す

る
利
用
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
保
全
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
際
に
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
エ
コ
ツ
ー
法
に

基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源
と
し
て
指
定
を

し
、
立
入
制
限
等
の
ル
ー
ル
を
設
け
ら
れ
な
い

か
と
い
う
話
が
地
域
で
持
ち
上
が
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
ほ
か
、
利
用
調
整
地
区
制
度
の
活
用

と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
国

立
公
園
・
国
定
公
園
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持

と
そ
の
適
正
な
利
用
の
た
め
に
利
用
調
整
地
区

を
指
定
し
、
国
立
公
園
の
場
合
は
環
境
大
臣
の

認
定
ま
た
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
立
ち
入
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
。
周
辺
地
域
で
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
立
入
制
限
や
人
数
制
限
を

設
け
て
い
る
の
が
、
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
知
床
だ
。

　
し
か
し
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
え
こ
ま
ち
推
進

協
議
会
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
く

中
で
、
利
用
調
整
地
区
制
度
に
よ
る
環
境
大
臣

の
許
認
可
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
地

域
独
自
の
ル
ー
ル
を
地
域
で
決
め
、
地
域
が
責

任
を
持
っ
て
運
用
す
る
道
を
選
ん
だ
。

　
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
に
よ
り
立
入
制

限
や
人
数
制
限
を
実
施
し
て
い
る
例
は
、
検
討

を
始
め
た
当
時
、
国
内
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
認
定
地
域
内
に
は
な
く
、
関
係
者

間
の
調
整
や
協
議
、
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
少

な
く
と
も
５
年
以
上
行
わ
れ
た
。
特
に
保
全
が

必
要
な
地
域
資
源
の
見
直
し
や
、
保
全
す
る
上

で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
整
理
に
苦
慮
し
た
と
、
当

時
の
担
当
よ
り
聞
い
て
い
る
。

　
地
域
の
努
力
が
実
を
結
び
、
2
0
2
0
年
9

月
に
環
境
省
を
含
め
た
4
省
庁
（
環
境
省
、
国

土
交
通
省
、農
林
水
産
省
、文
部
科
学
省
）よ
り
、

特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
を
新
た
に
加
え
た

全
体
構
想
の
変
更
認
定
が
な
さ
れ
た
。

人
数
制
限
と

ガ
イ
ド
認
定
制
度
を

整
備

　
特
定
自
然
観
光
資
源
に
指
定
し
た
資
源
は

「
硫
黄
山
の
噴
気
孔
」。
硫
黄
山
に
は
1
5
0
0

あ
ま
り
の
噴
気
孔
が
存
在
し
、
今
も
な
お
火
山

活
動
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
。
ま

た
、
遥
か
昔
か
ら
長
い
時
間
を
か
け
て
で
き
た

鮮
や
か
な
黄
色
の
硫
黄
結
晶
も
点
在
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
不
特
定
多
数
の
登
山
者
の
踏
み

荒
ら
し
で
損
壊
さ
れ
な
い
よ
う
、
入
山
に
つ
い

て
は
立
入
制
限
、
1
日
あ
た
り
の
入
山
人
数
制

限
の
ほ
か
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
に
認
定
さ

れ
た
ガ
イ
ド
が
必
ず
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
認
定
ガ
イ
ド
は
公
的
な
ガ
イ
ド
資
格
だ
け

で
な
く
、
協
議
会
が
独
自
に
定
め
た
条
件
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
自
然
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
硫

黄
山
の
歴
史
的
な
背
景
を
学
ぶ
講
座
の
受
講
も

必
須
だ
。
2
0
2
3
年
7
月
1
日
時
点
で
認
定

北
海
道
初

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
全
体
構
想
」
認
定

　
弟
子
屈
町
は
、
北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
人

口
約
6
7
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
面
積
の

65
％
が
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
自
然

豊
か
な
地
域
だ
。

　
町
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て
、「
世
界
有

数
の
透
明
度
を
誇
る
摩
周
湖
」、「
日
本
最
大
の

カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
屈
斜
路
湖
」、「
今
も
な
お

噴
気
を
上
げ
る
生
き
た
火
山 

硫
黄
山
（
ア
イ

ヌ
語
で
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
は
、
屈
斜

路
湖
か
ら
始
ま
る
釧
路
川
源
流
域
カ
ヌ
ー
、
ア

ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
摩
周
湖

で
の
星
空
観
察
な
ど
が
あ
る
。

　
2
0
2
2
年
3
月
に
、（
一
社
）
摩
周
湖
観

光
協
会
が
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
観
光
庁
に
認

定
。
翌
月
に
は
、「
弟
子
屈
町
観
光
振
興
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
際
基
準
に
準
拠
し

た
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

計
画
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る

体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

　
弟
子
屈
町
で
は
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、以
前
か
ら
行
っ
て
き
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、

2
0
0
8
年
に
誕
生
し
た
、
全
国
で
あ
ま
り
例

を
見
な
い
、
住
民
主
体
の
観
光
を
基
軸
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
て
し
か
が
え
こ
ま

ち
推
進
協
議
会
（
以
下
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
）」
で
あ
る
。「
誰
も
が
自
慢
し
、
誰
も
が
誇
れ

る
ま
ち
」を
目
指
し
、町
内
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、

地
域
住
民
が
参
画
す
る
8
つ
の
専
門
部
会
に
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
年
で
活
動
16
年
目
を
迎

え
た
、
非
常
に
歴
史
あ
る
地
域
協
議
会
だ
。

　
本
協
議
会
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現

を
目
指
し
、
自
然
を
保
全
し
な
が
ら
観
光
振
興

を
進
め
る
た
め
、
住
民
も
参
画
し
地
域
の
自
然

保
護
・
活
用
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
ル
ー
ル
づ

く
り
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
地
域

の
関
係
者
が
共
通
認
識
の
下
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ
コ

ツ
ー
法
）
に
基
づ
き
ま
と
め
ら
れ
、
2
0
1
6

年
11
月
、
弟
子
屈
町
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
」
が
北
海
道
で
初
め
て
国
の
認
定

を
受
け
た
。

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ

登
山
再
開
に
向
け
て

　
現
在
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
は
、
明

治
10
年
か
ら
昭
和
38
年
に
か
け
て
硫
黄
の
採
掘

が
行
わ
れ
て
い
た
山
で
、
現
在
の
J
R
釧
網
本

線
（
網
走
〜
釧
路
間
の
線
路
）
の
基
と
な
る
鉄

道
が
敷
設
さ
れ
る
な
ど
歴
史
的
・
文
化
的
に
も

貴
重
な
場
所
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
気
軽

に
登
れ
る
山
と
し
て
親
し
ま
れ
た
山
で
あ
っ
た

が
、
2
0
0
0
年
の
落
石
事
故
以
来
、
山
の
麓

ま
で
し
か
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
そ
の
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
の
約
2
km
先
に
は
、
名

湯
「
川
湯
温
泉
」
が
あ
る
。
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を

源
と
す
る
、
こ
の
温
泉
の
泉
質
は
強
酸
性
で
、

ｐ
ｈ
は
1
・
7
程
度
、
五
寸
釘
を
2
週
間
程
度

で
溶
か
し
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　
温
泉
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
湯
気
は
、
風
情
の
あ

る
温
泉
街
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
る
一
方
で
、

成
分
が
非
常
に
強
い
た
め
、
こ
の
地
域
の
電
化

製
品
は
長
く
持
た
ず
、
車
の
エ
ン
ブ
レ
ム
は
１

年
程
度
で
変
色
し
て
し
ま
う
。
地
域
の
人
に

と
っ
て
過
酷
な
環
境
を
生
み
出
し
て
い
る
山
で

あ
る
が
、
こ
の
温
泉
街
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

山
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
地
域
住
民
か
ら
「
あ
の
山
に

再
び
登
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
声
が

を
受
け
て
い
る
ガ
イ
ド
は
5
名
。
資
源
保
護
や

安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
ツ
ア
ー
は
ガ
イ
ド
1

名
に
つ
き
6
名
ま
で
参
加
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
2
0
2
3
年
2
月
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

第
18
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

こ
こ
に
し
か
な
い
地
域
資
源
の
保
全
・
管
理
の

仕
組
み
と
と
も
に
、
利
用
者
に
高
付
加
価
値
な

特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
の
強
み
は
、
ま

さ
に
地
域
の
住
民
が
主
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

そ
れ
が
10
年
以
上
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
と

し
て
継
続
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
と
考
え
る
。

持
続
的
・
発
展
的
な

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
を
目
指
し
て

　
今
年
6
月
22
日
に
香
川
県
ま
ん
の
う
町
が
全

国
で
23
件
目
の
全
体
構
想
地
域
に
認
定
さ
れ

た
。
全
体
構
想
認
定
地
域
は
今
も
な
お
増
え
続

け
、
中
に
は
「
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
」

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
こ
れ
か
ら

前
向
き
に
検
討
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
町

へ
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
域
が
「
将
来
に
わ

た
り
守
り
た
い
」
と
思
う
貴
重
な
資
源
を
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
に
基
づ
き
地
域

独
自
の
ル
ー
ル
で
保
全
・
利
用
が
で
き
る
と
こ

ろ
と
考
え
る
。

　
こ
の
仕
組
み
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
を
策
定
し
認
定
を
受
け
た
地
域
で
あ
れ

ば
、
自
然
公
園
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
活
用
が

可
能
だ
（
た
だ
し
他
の
法
令
等
に
よ
り
既
に
保

護
さ
れ
て
い
る
資
源
に
つ
い
て
は
エ
コ
ツ
ー
法

第
8
条
に
よ
り
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
）。

今
、
全
国
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
希
少
な
自
然
や
生

態
系
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
等
の
損
失
を

防
ぐ
た
め
の
、
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
国
の
主
導

で
始
ま
り
20
年
。
地
域
で
は
い
か
に
持
続
的
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
継
続
さ
せ
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
引
き
続

き
、
環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
や
、

全
体
構
想
認
定
地
域
の
様
々
な
事
例
、
知
見
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
持
続
的
、
発
展
的
な
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
指
し
た
い
。

久
田
　「
気
づ
く
」
に
は
や
は
り
外
の
目
っ
て
と

て
も
重
要
で
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
元

の
物
事
は
当
た
り
前
過
ぎ
て
、「
こ
れ
に
価
値

が
あ
る
ん
だ
」
っ
て
気
付
く
の
が
結
構
大
変
な

ん
で
す
。
正
直
「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

に
関
し
て
は
、
な
ぜ
売
れ
る
の
か
ま
だ
分
か
っ

て
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ
に
ち
ゃ
ん
と
気

付
い
て
初
め
て
見
せ
方
が
う
ま
く
な
っ
て
、
お

客
さ
ん
も
喜
ぶ
ん
で
す
ね
。
そ
の
レ
ベ
ル
に
な

る
ま
で
が
大
変
で
す
け
ど
。

管
野
　
こ
こ
は
、
最
近
流
行
り
の
A
I
に
回
答

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
と
言
っ
て
ノ
ー
ト

P
C
を
取
り
出
し
入
力
す
る
）。

　
質
問
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

　「
地
域
の
危
機
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を

脱
却
す
る
た
め
に
地
元
の
資
源
を
よ
く
知
り
、

地
域
の
人
間
が
ま
と
ま
り
世
の
中
が
良
く
な
る

現
象
を
な
ん
と
い
い
ま
す
か
？
」

　
回
答
は
「
そ
の
よ
う
な
現
象
は
、
地
域
振
興

ま
た
は
地
域
再
生
と
い
い
ま
す
」だ
そ
う
で
す
。

一
回
震
災
や
原
発
事
故
で
あ
る
意
味「
壊
れ
た
」

地
域
を
も
と
に
戻
す
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の

回
答
の
中
だ
と
「
地
域
再
生
」
っ
て
い
う
の
が

一
番
近
い
で
す
か
ね
。 

（
談
）

聞
き
手
：
菅
野
正
洋
（
J
T
B
F
）

管
野
貴
拓
（
ホ
テ
ル
み
な
と
や
／
ホ
テ
ル
飛
天
）

　

  

X
久
田
浩
之
（
亀
屋
旅
館
）

　

  

X
井
島
順
子
（
ホ
テ
ル
飛
天
／
元 

相
馬
市
観
光
協
会
復
興
支
援
員
）

地
域への

「
気
づ
き
」を
通
じ
た

震
災
か
ら
の

「
再
生
」

福
島
県 

相
馬
市（
松
川
浦
地
区
）

2 白
石
奈
津
美（
し
ら
い
し・な
つ
み
）

2
0
1
3
年
に
弟
子
屈
町
役
場
入
職
、2
0
1
7
年

に
環
境
省
へ
出
向
し
、全
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
や
星
空
観
察
を
通
じ
た
大
気
環
境
保
全
に
係
る
業

務
を
担
当
。2
0
2
0
年
に
帰
任
、2
0
2
2
年
よ
り

観
光
商
工
課
に
て「
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」

の
事
務
局
を
担
当
。

「硫黄山の噴気孔」F1を見る

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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久
田
　
自
分
は
環
境
省
に
支
援
し
て
も
ら
っ
た

「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
に
、
他

の
人
か
ら
少
し
遅
れ
て
参
加
し
た
ん
で
す
。
最

初
は
訳
も
分
か
ら
ず
参
加
し
て
、
正
直
、
自
分

が
本
格
的
に
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
震
災
後
に

復
興
事
業
の
関
係
者
な
ど
が
数
多
く
地
域
に
宿

泊
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
特
需
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
終
わ
っ
て
、
環
境
省
の
事
業
も
終
わ
っ

て
、
い
ざ
観
光
に
取
り
組
も
う
と
な
っ
た
と
き

に
、
お
客
さ
ん
も
来
な
い
し
、
何
も
武
器
が
な

い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
た
ん
で
す
。

2
0
1
6
年
と
か
そ
の
辺
り
で
す
ね
。

管
野
　
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
環
境
省
の
事
業

の
中
で
形
と
し
て
立
ち
上
げ
た「
ガ
イ
ド
の
会
」

を
き
ち
ん
と
動
か
し
て
い
こ
う
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
時
点
で
も
、
ま
だ
何
を
や
れ

ば
い
い
か
明
確
で
な
い
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
定

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
言
っ
て
み
れ

ば
「
赤
ち
ゃ
ん
」
の
レ
ベ
ル
で
し
た
ね
。

久
田
　
そ
の
中
で
取
り
あ
え
ず
で
き
る
こ
と
を

や
ら
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
ガ
イ
ド
を
や
っ
た
ん

で
す
よ
。
そ
う
し
て
お
客
さ
ん
と
直
接
話
を
す

る
と
、
自
分
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
た
り
す

る
こ
と
が
初
め
て
面
白
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
数
が
増
え
て
く

る
と
、
あ
れ
、
松
川
浦
っ
て
こ
ん
な
に
魅
力
が

あ
っ
た
ん
だ
っ
て
い
う
か
、
あ
ま
り
に
も
身
近

過
ぎ
て
何
と
も
感
じ
て
な
か
っ
た
部
分
が
商
品

に
な
る
ん
だ
っ
て
い
う
、そ
の
驚
き
も
あ
っ
て
、

こ
れ
す
ご
く
面
白
い
じ
ゃ
ん
っ
て
思
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
あ
と
、
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
動
き
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
加
え
て
、
知
識
も
技

術
も
増
え
た
し
、
な

の
で
自
分
の
中
で
今

ガ
イ
ド
は
面
白
い
ん

で
す
よ
。
や
り
方
次

第
な
ん
で
し
ょ
う
け

ど
、
自
分
が
こ
こ
ま

で
変
わ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
。

管
野
　
震
災
と
原
発

事
故
が
起
こ
っ
た
時

点
で
私
た
ち
個
々
人

も
地
域
も
絶
対
的
に

「
変
わ
っ
た
」
ん
で

す
。
私
た
ち
み
た
い

に
商
売
や
っ
て
い
る

人
間
は
生
活
が
成
り

立
た
な
い
か
ら
尻
に

火
が
付
い
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
原
発
事
故

の
影
響
も
収
ま
ら
な

く
て
、
ど
う
し
よ

う
っ
て
時
期
が
1
年

ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
で

す
よ
。
と
い
う
中
で

一
番
初
め
に
何
か
や

り
ま
せ
ん
か
っ
て
働

き
か
け
が
あ
っ
た
の

が
、
環
境
省
の
事
業

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
意
味
で
は
、
一

つ
の
道
し
る
べ
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
漁
師

が
魚
を
取
っ
て
、
仲
買
人
が
値
札
入
れ
る
だ
け

で
、
本
当
に
何
に
価
値
が
あ
る
の
か
と
か
全
然

知
ら
な
く
て
、
私
の
よ
う
な
旅
館
の
人
間
も
、

取
り
あ
え
ず
お
い
し
い
魚
が
あ
る
か
ら
来
て
く

だ
さ
い
と
お
客
さ
ん
を
呼
ん
で
、
泊
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、
は
い
さ
よ
う
な
ら
っ
て
い
う
感
じ
で

し
た
。
そ
れ
が
、
魚
に
も
ど
ん
な
価
値
が
あ
る

の
か
、
本
当
は
も
っ
と
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
気
づ
い
た
ら
、
全
く
値
段
が
違
う
わ

け
で
す
よ
ね
。

―
別
の
視
点
と
し
て「
地
域
」は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
域
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動

の
中
の
「
浜
焼
き
」
が
、
あ
る
意
味
バ
ズ
っ
て

る
と
い
う
か
、
活
動
が
地
域
の
中
で
注
目
さ
れ

て
い
る
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。頑
張
っ
て
る
な
、

松
川
浦
の
こ
と
ち
ゃ
ん
と
P
R
し
て
る
な
、
み

た
い
な
声
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
風
に
応
援
し
て
く
れ
る
ん
だ
な
っ
て
い
う

の
を
知
っ
た
感
じ
で
す
ね
。
あ
と
は
、
ガ
イ
ド

の
会
の
活
動
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
れ
ま
す

ね
。
例
え
ば
、
町
の
人
、
漁
師
、
農
家
、
建
設

業
と
か
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
連
携
が
な
か
っ
た

人
た
ち
と
出
会
う
の
で
、
改
め
て
相
馬
市
っ
て

広
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
普
通
に
い
ろ
ん

な
職
業
の
人
が
い
る
と
。
当
た
り
前
な
ん
で
す

け
ど
、
井
の
中
の
蛙
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
か
な
り
大
き

い
で
す
ね
。

井
島
　
や
っ
ぱ
り
震
災
を
経
た
中
で
、
そ
れ
ま

で
浜
、
街
、
山
と
別
々
だ
っ
た
の
が
、
つ
な
が

り
は
深
く
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。あ
と
、

年
配
の
方
々
が
下
の
世
代
に
委
ね
て
い
く
の
が

上
手
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
築
き

上
げ
て
き
た
も
の
を

う
ま
く
渡
し
て
、
下

の
世
代
が
そ
れ
を
超

え
よ
う
と
す
る
パ

ワ
ー
が
あ
る
相
馬
市

に
な
っ
て
き
て
る
か

な
っ
て
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
絶
や
さ
な
い
で
、
さ
ら
に
下
の
世
代
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ
と
い
い
地

域
に
な
る
の
か
な
。

自
分
た
ち
に
と
っ
て
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

―
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
仮
に「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
説
明

す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。

井
島
　
一
言
で
言
え
ば
「
地
元
を
知
る
」
で
す

か
ね
。
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
良
さ
を

知
る
と
い
う
意
味
で
。

管
野
　
そ
う
だ
ね
。
本
当
に
地
元
の
魅
力
、
価

値
を
分
か
っ
て
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
地
元
の
力

に
し
た
り
、
商
売
に
生
か
し
た
り
す
る
っ
て
い

う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

井
島
　
あ
る
い
は
「
気
付
き
」
な
ん
で
す
か
ね
。

管
野
　「
気
付
く
」
っ
て
い
う
の
は
第
1
段
階

で
、
そ
こ
か
ら
何
か
す
る
わ
け
だ
よ
ね
。

井
島
　
気
付
い
て
、
そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
と

か
、
価
値
を
そ
こ
に
生
み
出
す
こ
と
か
な
。
小

さ
い
も
の
か
ら
、
ぼ
ん
っ
と
一
回
り
大
き
く
な

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
だ
け
ど
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
現
状

―
相
馬
市
観
光
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
エ
コ

ツ
ア
ー（
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
）の
リ
ス
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
2
年
前（
観
光
文
化

2
4
9
号
の
取
材
執
筆
時
）に
お
話
を
伺
っ
た

時
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ
ア
ー
な
ど
、
内
容

が
充
実
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
2
年
前
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ

ア
ー
」と
い
う
の
は「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

で
す
ね
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
星
を
見
て
、
月
を

見
て
、
お
茶
す
る
だ
け
の
内
容
な
ん
で
す
よ
。

私
た
ち
と
し
て
は
、
絶
対
そ
れ
は
売
れ
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
逆
に
都
会
の
子
ど
も

た
ち
が
ハ
マ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。何
も
な
く
て
、

た
だ
波
音
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
る

と
。
た
だ
価
格
設
定
は
難
し
か
っ
た
で
す
。
安

過
ぎ
て
も
手
間
だ
け
か
か
る
し
、
持
ち
出
し
に

な
ら
な
い
値
段
に
し
つ
つ
、
ど
こ
ま
で
ガ
イ
ド

の
力
で
面
白
く
で
き
る
か
、
と
い
う
の
が
肝
で

す
ね
。

久
田
　「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」
に
関
し

て
は
特
殊
で
し
た
ね
。
仲
間
と
新
し
い
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
ろ
う
と
、
地
域
に
宿
泊
し
て
い

る
大
学
生
に
話
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、「
映
（
ば
）
え
る
夜
景
を
撮
ろ
う
」
の
よ

う
な
内
容
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
っ
さ

り
「
夜
景
は
東
京
に
負
け
ま
す
」
っ
て
言
わ
れ

て
（
笑
）。
で
、
逆
に
何
が
体
験
で
き
た
ら
い

い
の
か
と
聞
い
た
ら
「
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら

寝
袋
に
入
っ
て
、
夜
空
を
見
た
い
」
っ
て
言
わ

れ
た
ん
で
す
。
は
じ
め
は
何
を
言
っ
て
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）。
と
い
う
の
も
自
分

た
ち
は
毎
日
、
空
や
星
は
見
え
る
し
、
波
の
音

は
聞
い
て
い
る
し
、
正
直
そ
れ
の
何
が
良
い
の

か
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
都
会
か
ら
来
る
と

そ
れ
が
新
鮮
に
感
じ
る
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
デ

ト
ッ
ク
ス
で
す
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

な
ら
一
回
や
っ
て
み
よ
う
か
と
な
っ
て
。
水
平

線
か
ら
月
が
出
る
瞬
間
を
見
せ
る
ツ
ア
ー
を
一

回
や
っ
て
み
た
ら
、
思
い
の
外
き
れ
い
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。
正
直
言
う
と
、
90
分
の
ツ
ア
ー
の

中
で
30
分
ぐ
ら
い
は
ほ
っ
た
ら
か
し
な
ん
で

す
。
た
だ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
満
足
し
た
顔

で
帰
っ
て
く
る
っ
て
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
不

思
議
だ
な
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
実
は
、
明
日
も
、
相
馬
市
が
企
画
す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
（「
相
馬
藩
第
34
代
当
主
「
相
馬
行

胤
」
氏
と
巡
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

2
0
2
3
年
7
月
1
日
〜
2
日
開
催
）
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
お
客
様
に
は
私
た
ち
の
経
営
す

る
旅
館
に
お
泊
ま
り
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
旅

館
の
バ
ス
で
の
送
迎
や
、
浜
焼
き
体
験
の
ガ
イ

ド
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

井
島
　
相
馬
市
の
伝
統
行
事
で
あ
る
野
馬
追
の

総
大
将
で
あ
る
相
馬
藩
の
当
主
の
方
が
ガ
イ
ド

に
な
っ
て
、
お
客
さ
ん
に
説
明
し
な
が
ら
相
馬

を
巡
る
っ
て
い
う
内
容
で
す
。
そ
う
い
う
の
も

こ
こ
2
〜
3
年
、
私
た
ち
が
浜
焼
き
な
ど
の
体

験
を
提
供
し
て
き
て
い
る
の
を
行
政
の
方
々
が

見
て
、
う
ま
く
そ
れ
と
関
連
さ
せ
て
相
馬
に
人

を
呼
び
込
め
な
い
か
、
泊
ま
ら
せ
る
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
っ
て
い
う
観
点
で
実
現
し
た
こ
と

で
す
ね
。
皆
さ
ん
が
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
の

を
行
政
も
認
め
て
く
れ
た
の
か
な
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

出
会
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と

―「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
自
身
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
か
。

あ
っ
た
。
閉
鎖
さ
れ
た
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
活
用

し
て
、
川
湯
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
開
発
す
べ
く
、
当
時
動
き
始
め
た
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
関
連
付
け
な

が
ら
、
登
山
再
開
に
向
け
た
検
討
が
本
格
的
に

は
じ
ま
っ
た
。

　
従
来
ど
お
り
の
利
用
方
法
で
あ
れ
ば
登
山
再

開
が
叶
わ
ず
、
ま
た
落
石
事
故
に
よ
り
入
山
が

禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
登
山
に
関
す

る
利
用
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
保
全
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
際
に
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を
エ
コ
ツ
ー
法
に

基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源
と
し
て
指
定
を

し
、
立
入
制
限
等
の
ル
ー
ル
を
設
け
ら
れ
な
い

か
と
い
う
話
が
地
域
で
持
ち
上
が
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
ほ
か
、
利
用
調
整
地
区
制
度
の
活
用

と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
国

立
公
園
・
国
定
公
園
の
風
致
又
は
景
観
の
維
持

と
そ
の
適
正
な
利
用
の
た
め
に
利
用
調
整
地
区

を
指
定
し
、
国
立
公
園
の
場
合
は
環
境
大
臣
の

認
定
ま
た
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
立
ち
入
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
。
周
辺
地
域
で
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
立
入
制
限
や
人
数
制
限
を

設
け
て
い
る
の
が
、
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
知
床
だ
。

　
し
か
し
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
え
こ
ま
ち
推
進

協
議
会
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
く

中
で
、
利
用
調
整
地
区
制
度
に
よ
る
環
境
大
臣

の
許
認
可
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
地

域
独
自
の
ル
ー
ル
を
地
域
で
決
め
、
地
域
が
責

任
を
持
っ
て
運
用
す
る
道
を
選
ん
だ
。

　
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
に
よ
り
立
入
制

限
や
人
数
制
限
を
実
施
し
て
い
る
例
は
、
検
討

を
始
め
た
当
時
、
国
内
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
認
定
地
域
内
に
は
な
く
、
関
係
者

間
の
調
整
や
協
議
、
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
少

な
く
と
も
５
年
以
上
行
わ
れ
た
。
特
に
保
全
が

必
要
な
地
域
資
源
の
見
直
し
や
、
保
全
す
る
上

で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
整
理
に
苦
慮
し
た
と
、
当

時
の
担
当
よ
り
聞
い
て
い
る
。

　
地
域
の
努
力
が
実
を
結
び
、
2
0
2
0
年
9

月
に
環
境
省
を
含
め
た
4
省
庁
（
環
境
省
、
国

土
交
通
省
、農
林
水
産
省
、文
部
科
学
省
）よ
り
、

特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
を
新
た
に
加
え
た

全
体
構
想
の
変
更
認
定
が
な
さ
れ
た
。

人
数
制
限
と

ガ
イ
ド
認
定
制
度
を

整
備

　
特
定
自
然
観
光
資
源
に
指
定
し
た
資
源
は

「
硫
黄
山
の
噴
気
孔
」。
硫
黄
山
に
は
1
5
0
0

あ
ま
り
の
噴
気
孔
が
存
在
し
、
今
も
な
お
火
山

活
動
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
。
ま

た
、
遥
か
昔
か
ら
長
い
時
間
を
か
け
て
で
き
た

鮮
や
か
な
黄
色
の
硫
黄
結
晶
も
点
在
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
不
特
定
多
数
の
登
山
者
の
踏
み

荒
ら
し
で
損
壊
さ
れ
な
い
よ
う
、
入
山
に
つ
い

て
は
立
入
制
限
、
1
日
あ
た
り
の
入
山
人
数
制

限
の
ほ
か
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
に
認
定
さ

れ
た
ガ
イ
ド
が
必
ず
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
認
定
ガ
イ
ド
は
公
的
な
ガ
イ
ド
資
格
だ
け

で
な
く
、
協
議
会
が
独
自
に
定
め
た
条
件
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
自
然
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
硫

黄
山
の
歴
史
的
な
背
景
を
学
ぶ
講
座
の
受
講
も

必
須
だ
。
2
0
2
3
年
7
月
1
日
時
点
で
認
定

北
海
道
初

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
全
体
構
想
」
認
定

　
弟
子
屈
町
は
、
北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
人

口
約
6
7
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
面
積
の

65
％
が
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
自
然

豊
か
な
地
域
だ
。

　
町
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て
、「
世
界
有

数
の
透
明
度
を
誇
る
摩
周
湖
」、「
日
本
最
大
の

カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
屈
斜
路
湖
」、「
今
も
な
お

噴
気
を
上
げ
る
生
き
た
火
山 

硫
黄
山
（
ア
イ

ヌ
語
で
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

代
表
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
は
、
屈
斜

路
湖
か
ら
始
ま
る
釧
路
川
源
流
域
カ
ヌ
ー
、
ア

ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
摩
周
湖

で
の
星
空
観
察
な
ど
が
あ
る
。

　
2
0
2
2
年
3
月
に
、（
一
社
）
摩
周
湖
観

光
協
会
が
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
観
光
庁
に
認

定
。
翌
月
に
は
、「
弟
子
屈
町
観
光
振
興
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
際
基
準
に
準
拠
し

た
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

計
画
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る

体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

　
弟
子
屈
町
で
は
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、以
前
か
ら
行
っ
て
き
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、

2
0
0
8
年
に
誕
生
し
た
、
全
国
で
あ
ま
り
例

を
見
な
い
、
住
民
主
体
の
観
光
を
基
軸
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
て
し
か
が
え
こ
ま

ち
推
進
協
議
会
（
以
下
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
）」
で
あ
る
。「
誰
も
が
自
慢
し
、
誰
も
が
誇
れ

る
ま
ち
」を
目
指
し
、町
内
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、

地
域
住
民
が
参
画
す
る
8
つ
の
専
門
部
会
に
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
年
で
活
動
16
年
目
を
迎

え
た
、
非
常
に
歴
史
あ
る
地
域
協
議
会
だ
。

　
本
協
議
会
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の
実
現

を
目
指
し
、
自
然
を
保
全
し
な
が
ら
観
光
振
興

を
進
め
る
た
め
、
住
民
も
参
画
し
地
域
の
自
然

保
護
・
活
用
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
ル
ー
ル
づ

く
り
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
地
域

の
関
係
者
が
共
通
認
識
の
下
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ
コ

ツ
ー
法
）
に
基
づ
き
ま
と
め
ら
れ
、
2
0
1
6

年
11
月
、
弟
子
屈
町
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
」
が
北
海
道
で
初
め
て
国
の
認
定

を
受
け
た
。

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ

登
山
再
開
に
向
け
て

　
現
在
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
は
、
明

治
10
年
か
ら
昭
和
38
年
に
か
け
て
硫
黄
の
採
掘

が
行
わ
れ
て
い
た
山
で
、
現
在
の
J
R
釧
網
本

線
（
網
走
〜
釧
路
間
の
線
路
）
の
基
と
な
る
鉄

道
が
敷
設
さ
れ
る
な
ど
歴
史
的
・
文
化
的
に
も

貴
重
な
場
所
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
気
軽

に
登
れ
る
山
と
し
て
親
し
ま
れ
た
山
で
あ
っ
た

が
、
2
0
0
0
年
の
落
石
事
故
以
来
、
山
の
麓

ま
で
し
か
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
そ
の
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
の
約
2
km
先
に
は
、
名

湯
「
川
湯
温
泉
」
が
あ
る
。
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
を

源
と
す
る
、
こ
の
温
泉
の
泉
質
は
強
酸
性
で
、

ｐ
ｈ
は
1
・
7
程
度
、
五
寸
釘
を
2
週
間
程
度

で
溶
か
し
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　
温
泉
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
湯
気
は
、
風
情
の
あ

る
温
泉
街
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
る
一
方
で
、

成
分
が
非
常
に
強
い
た
め
、
こ
の
地
域
の
電
化

製
品
は
長
く
持
た
ず
、
車
の
エ
ン
ブ
レ
ム
は
１

年
程
度
で
変
色
し
て
し
ま
う
。
地
域
の
人
に

と
っ
て
過
酷
な
環
境
を
生
み
出
し
て
い
る
山
で

あ
る
が
、
こ
の
温
泉
街
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

山
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
地
域
住
民
か
ら
「
あ
の
山
に

再
び
登
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
声
が

を
受
け
て
い
る
ガ
イ
ド
は
5
名
。
資
源
保
護
や

安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
ツ
ア
ー
は
ガ
イ
ド
1

名
に
つ
き
6
名
ま
で
参
加
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
2
0
2
3
年
2
月
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

第
18
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

こ
こ
に
し
か
な
い
地
域
資
源
の
保
全
・
管
理
の

仕
組
み
と
と
も
に
、
利
用
者
に
高
付
加
価
値
な

特
別
な
体
験
を
提
供
す
る
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
っ
て
の
強
み
は
、
ま

さ
に
地
域
の
住
民
が
主
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

そ
れ
が
10
年
以
上
、
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
と

し
て
継
続
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
と
考
え
る
。

持
続
的
・
発
展
的
な

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
を
目
指
し
て

　
今
年
6
月
22
日
に
香
川
県
ま
ん
の
う
町
が
全

国
で
23
件
目
の
全
体
構
想
地
域
に
認
定
さ
れ

た
。
全
体
構
想
認
定
地
域
は
今
も
な
お
増
え
続

け
、
中
に
は
「
特
定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
」

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
こ
れ
か
ら

前
向
き
に
検
討
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
町

へ
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
に
基
づ
く
特
定
自
然
観
光
資
源

の
指
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
域
が
「
将
来
に
わ

た
り
守
り
た
い
」
と
思
う
貴
重
な
資
源
を
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
に
基
づ
き
地
域

独
自
の
ル
ー
ル
で
保
全
・
利
用
が
で
き
る
と
こ

ろ
と
考
え
る
。

　
こ
の
仕
組
み
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
を
策
定
し
認
定
を
受
け
た
地
域
で
あ
れ

ば
、
自
然
公
園
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
活
用
が

可
能
だ
（
た
だ
し
他
の
法
令
等
に
よ
り
既
に
保

護
さ
れ
て
い
る
資
源
に
つ
い
て
は
エ
コ
ツ
ー
法

第
8
条
に
よ
り
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
）。

今
、
全
国
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
希
少
な
自
然
や
生

態
系
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
等
の
損
失
を

防
ぐ
た
め
の
、
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
国
の
主
導

で
始
ま
り
20
年
。
地
域
で
は
い
か
に
持
続
的
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
継
続
さ
せ
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
引
き
続

き
、
環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
や
、

全
体
構
想
認
定
地
域
の
様
々
な
事
例
、
知
見
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
持
続
的
、
発
展
的
な
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
指
し
た
い
。

久
田
　「
気
づ
く
」
に
は
や
は
り
外
の
目
っ
て
と

て
も
重
要
で
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
元

の
物
事
は
当
た
り
前
過
ぎ
て
、「
こ
れ
に
価
値

が
あ
る
ん
だ
」
っ
て
気
付
く
の
が
結
構
大
変
な

ん
で
す
。
正
直
「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

に
関
し
て
は
、
な
ぜ
売
れ
る
の
か
ま
だ
分
か
っ

て
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ
に
ち
ゃ
ん
と
気

付
い
て
初
め
て
見
せ
方
が
う
ま
く
な
っ
て
、
お

客
さ
ん
も
喜
ぶ
ん
で
す
ね
。
そ
の
レ
ベ
ル
に
な

る
ま
で
が
大
変
で
す
け
ど
。

管
野
　
こ
こ
は
、
最
近
流
行
り
の
A
I
に
回
答

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
と
言
っ
て
ノ
ー
ト

P
C
を
取
り
出
し
入
力
す
る
）。

　
質
問
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

　「
地
域
の
危
機
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を

脱
却
す
る
た
め
に
地
元
の
資
源
を
よ
く
知
り
、

地
域
の
人
間
が
ま
と
ま
り
世
の
中
が
良
く
な
る

現
象
を
な
ん
と
い
い
ま
す
か
？
」

　
回
答
は
「
そ
の
よ
う
な
現
象
は
、
地
域
振
興

ま
た
は
地
域
再
生
と
い
い
ま
す
」だ
そ
う
で
す
。

一
回
震
災
や
原
発
事
故
で
あ
る
意
味「
壊
れ
た
」

地
域
を
も
と
に
戻
す
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の

回
答
の
中
だ
と
「
地
域
再
生
」
っ
て
い
う
の
が

一
番
近
い
で
す
か
ね
。 

（
談
）

聞
き
手
：
菅
野
正
洋
（
J
T
B
F
）

管
野
貴
拓
（
ホ
テ
ル
み
な
と
や
／
ホ
テ
ル
飛
天
）

　

  

X
久
田
浩
之
（
亀
屋
旅
館
）

　

  

X
井
島
順
子
（
ホ
テ
ル
飛
天
／
元 

相
馬
市
観
光
協
会
復
興
支
援
員
）

地
域への

「
気
づ
き
」を
通
じ
た

震
災
か
ら
の

「
再
生
」

福
島
県 

相
馬
市（
松
川
浦
地
区
）

2 白
石
奈
津
美（
し
ら
い
し・な
つ
み
）

2
0
1
3
年
に
弟
子
屈
町
役
場
入
職
、2
0
1
7
年

に
環
境
省
へ
出
向
し
、全
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
や
星
空
観
察
を
通
じ
た
大
気
環
境
保
全
に
係
る
業

務
を
担
当
。2
0
2
0
年
に
帰
任
、2
0
2
2
年
よ
り

観
光
商
工
課
に
て「
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」

の
事
務
局
を
担
当
。
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久
田
　
自
分
は
環
境
省
に
支
援
し
て
も
ら
っ
た

「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
に
、
他

の
人
か
ら
少
し
遅
れ
て
参
加
し
た
ん
で
す
。
最

初
は
訳
も
分
か
ら
ず
参
加
し
て
、
正
直
、
自
分

が
本
格
的
に
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
震
災
後
に

復
興
事
業
の
関
係
者
な
ど
が
数
多
く
地
域
に
宿

泊
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
特
需
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
終
わ
っ
て
、
環
境
省
の
事
業
も
終
わ
っ

て
、
い
ざ
観
光
に
取
り
組
も
う
と
な
っ
た
と
き

に
、
お
客
さ
ん
も
来
な
い
し
、
何
も
武
器
が
な

い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
た
ん
で
す
。

2
0
1
6
年
と
か
そ
の
辺
り
で
す
ね
。

管
野
　
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
環
境
省
の
事
業

の
中
で
形
と
し
て
立
ち
上
げ
た「
ガ
イ
ド
の
会
」

を
き
ち
ん
と
動
か
し
て
い
こ
う
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
時
点
で
も
、
ま
だ
何
を
や
れ

ば
い
い
か
明
確
で
な
い
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
定

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
言
っ
て
み
れ

ば
「
赤
ち
ゃ
ん
」
の
レ
ベ
ル
で
し
た
ね
。

久
田
　
そ
の
中
で
取
り
あ
え
ず
で
き
る
こ
と
を

や
ら
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
ガ
イ
ド
を
や
っ
た
ん

で
す
よ
。
そ
う
し
て
お
客
さ
ん
と
直
接
話
を
す

る
と
、
自
分
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
た
り
す

る
こ
と
が
初
め
て
面
白
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
数
が
増
え
て
く

る
と
、
あ
れ
、
松
川
浦
っ
て
こ
ん
な
に
魅
力
が

あ
っ
た
ん
だ
っ
て
い
う
か
、
あ
ま
り
に
も
身
近

過
ぎ
て
何
と
も
感
じ
て
な
か
っ
た
部
分
が
商
品

に
な
る
ん
だ
っ
て
い
う
、そ
の
驚
き
も
あ
っ
て
、

こ
れ
す
ご
く
面
白
い
じ
ゃ
ん
っ
て
思
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
あ
と
、
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
動
き
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
加
え
て
、
知
識
も
技

術
も
増
え
た
し
、
な

の
で
自
分
の
中
で
今

ガ
イ
ド
は
面
白
い
ん

で
す
よ
。
や
り
方
次

第
な
ん
で
し
ょ
う
け

ど
、
自
分
が
こ
こ
ま

で
変
わ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
。

管
野
　
震
災
と
原
発

事
故
が
起
こ
っ
た
時

点
で
私
た
ち
個
々
人

も
地
域
も
絶
対
的
に

「
変
わ
っ
た
」
ん
で

す
。
私
た
ち
み
た
い

に
商
売
や
っ
て
い
る

人
間
は
生
活
が
成
り

立
た
な
い
か
ら
尻
に

火
が
付
い
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
原
発
事
故

の
影
響
も
収
ま
ら
な

く
て
、
ど
う
し
よ

う
っ
て
時
期
が
1
年

ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
で

す
よ
。
と
い
う
中
で

一
番
初
め
に
何
か
や

り
ま
せ
ん
か
っ
て
働

き
か
け
が
あ
っ
た
の

が
、
環
境
省
の
事
業

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
意
味
で
は
、
一

つ
の
道
し
る
べ
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
漁
師

が
魚
を
取
っ
て
、
仲
買
人
が
値
札
入
れ
る
だ
け

で
、
本
当
に
何
に
価
値
が
あ
る
の
か
と
か
全
然

知
ら
な
く
て
、
私
の
よ
う
な
旅
館
の
人
間
も
、

取
り
あ
え
ず
お
い
し
い
魚
が
あ
る
か
ら
来
て
く

だ
さ
い
と
お
客
さ
ん
を
呼
ん
で
、
泊
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、
は
い
さ
よ
う
な
ら
っ
て
い
う
感
じ
で

し
た
。
そ
れ
が
、
魚
に
も
ど
ん
な
価
値
が
あ
る

の
か
、
本
当
は
も
っ
と
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
気
づ
い
た
ら
、
全
く
値
段
が
違
う
わ

け
で
す
よ
ね
。

―
別
の
視
点
と
し
て「
地
域
」は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
域
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動

の
中
の
「
浜
焼
き
」
が
、
あ
る
意
味
バ
ズ
っ
て

る
と
い
う
か
、
活
動
が
地
域
の
中
で
注
目
さ
れ

て
い
る
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。頑
張
っ
て
る
な
、

松
川
浦
の
こ
と
ち
ゃ
ん
と
P
R
し
て
る
な
、
み

た
い
な
声
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
風
に
応
援
し
て
く
れ
る
ん
だ
な
っ
て
い
う

の
を
知
っ
た
感
じ
で
す
ね
。
あ
と
は
、
ガ
イ
ド

の
会
の
活
動
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
れ
ま
す

ね
。
例
え
ば
、
町
の
人
、
漁
師
、
農
家
、
建
設

業
と
か
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
連
携
が
な
か
っ
た

人
た
ち
と
出
会
う
の
で
、
改
め
て
相
馬
市
っ
て

広
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
普
通
に
い
ろ
ん

な
職
業
の
人
が
い
る
と
。
当
た
り
前
な
ん
で
す

け
ど
、
井
の
中
の
蛙
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
か
な
り
大
き

い
で
す
ね
。

井
島
　
や
っ
ぱ
り
震
災
を
経
た
中
で
、
そ
れ
ま

で
浜
、
街
、
山
と
別
々
だ
っ
た
の
が
、
つ
な
が

り
は
深
く
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。あ
と
、

年
配
の
方
々
が
下
の
世
代
に
委
ね
て
い
く
の
が

上
手
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
築
き

上
げ
て
き
た
も
の
を

う
ま
く
渡
し
て
、
下

の
世
代
が
そ
れ
を
超

え
よ
う
と
す
る
パ

ワ
ー
が
あ
る
相
馬
市

に
な
っ
て
き
て
る
か

な
っ
て
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
絶
や
さ
な
い
で
、
さ
ら
に
下
の
世
代
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ
と
い
い
地

域
に
な
る
の
か
な
。

自
分
た
ち
に
と
っ
て
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

―
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
仮
に「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
説
明

す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。

井
島
　
一
言
で
言
え
ば
「
地
元
を
知
る
」
で
す

か
ね
。
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
良
さ
を

知
る
と
い
う
意
味
で
。

管
野
　
そ
う
だ
ね
。
本
当
に
地
元
の
魅
力
、
価

値
を
分
か
っ
て
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
地
元
の
力

に
し
た
り
、
商
売
に
生
か
し
た
り
す
る
っ
て
い

う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

井
島
　
あ
る
い
は
「
気
付
き
」
な
ん
で
す
か
ね
。

管
野
　「
気
付
く
」
っ
て
い
う
の
は
第
1
段
階

で
、
そ
こ
か
ら
何
か
す
る
わ
け
だ
よ
ね
。

井
島
　
気
付
い
て
、
そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
と

か
、
価
値
を
そ
こ
に
生
み
出
す
こ
と
か
な
。
小

さ
い
も
の
か
ら
、
ぼ
ん
っ
と
一
回
り
大
き
く
な

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
だ
け
ど
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
現
状

―
相
馬
市
観
光
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
エ
コ

ツ
ア
ー（
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
）の
リ
ス
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
2
年
前（
観
光
文
化

2
4
9
号
の
取
材
執
筆
時
）に
お
話
を
伺
っ
た

時
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ
ア
ー
な
ど
、
内
容

が
充
実
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
2
年
前
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ

ア
ー
」と
い
う
の
は「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

で
す
ね
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
星
を
見
て
、
月
を

見
て
、
お
茶
す
る
だ
け
の
内
容
な
ん
で
す
よ
。

私
た
ち
と
し
て
は
、
絶
対
そ
れ
は
売
れ
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
逆
に
都
会
の
子
ど
も

た
ち
が
ハ
マ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。何
も
な
く
て
、

た
だ
波
音
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
る

と
。
た
だ
価
格
設
定
は
難
し
か
っ
た
で
す
。
安

過
ぎ
て
も
手
間
だ
け
か
か
る
し
、
持
ち
出
し
に

な
ら
な
い
値
段
に
し
つ
つ
、
ど
こ
ま
で
ガ
イ
ド

の
力
で
面
白
く
で
き
る
か
、
と
い
う
の
が
肝
で

す
ね
。

久
田
　「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」
に
関
し

て
は
特
殊
で
し
た
ね
。
仲
間
と
新
し
い
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
ろ
う
と
、
地
域
に
宿
泊
し
て
い

る
大
学
生
に
話
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、「
映
（
ば
）
え
る
夜
景
を
撮
ろ
う
」
の
よ

う
な
内
容
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
っ
さ

り
「
夜
景
は
東
京
に
負
け
ま
す
」
っ
て
言
わ
れ

て
（
笑
）。
で
、
逆
に
何
が
体
験
で
き
た
ら
い

い
の
か
と
聞
い
た
ら
「
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら

寝
袋
に
入
っ
て
、
夜
空
を
見
た
い
」
っ
て
言
わ

れ
た
ん
で
す
。
は
じ
め
は
何
を
言
っ
て
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）。
と
い
う
の
も
自
分

た
ち
は
毎
日
、
空
や
星
は
見
え
る
し
、
波
の
音

は
聞
い
て
い
る
し
、
正
直
そ
れ
の
何
が
良
い
の

か
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
都
会
か
ら
来
る
と

そ
れ
が
新
鮮
に
感
じ
る
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
デ

ト
ッ
ク
ス
で
す
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

な
ら
一
回
や
っ
て
み
よ
う
か
と
な
っ
て
。
水
平

線
か
ら
月
が
出
る
瞬
間
を
見
せ
る
ツ
ア
ー
を
一

回
や
っ
て
み
た
ら
、
思
い
の
外
き
れ
い
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。
正
直
言
う
と
、
90
分
の
ツ
ア
ー
の

中
で
30
分
ぐ
ら
い
は
ほ
っ
た
ら
か
し
な
ん
で

す
。
た
だ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
満
足
し
た
顔

で
帰
っ
て
く
る
っ
て
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
不

思
議
だ
な
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
実
は
、
明
日
も
、
相
馬
市
が
企
画
す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
（「
相
馬
藩
第
34
代
当
主
「
相
馬
行

胤
」
氏
と
巡
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

2
0
2
3
年
7
月
1
日
〜
2
日
開
催
）
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
お
客
様
に
は
私
た
ち
の
経
営
す

る
旅
館
に
お
泊
ま
り
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
旅

館
の
バ
ス
で
の
送
迎
や
、
浜
焼
き
体
験
の
ガ
イ

ド
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

井
島
　
相
馬
市
の
伝
統
行
事
で
あ
る
野
馬
追
の

総
大
将
で
あ
る
相
馬
藩
の
当
主
の
方
が
ガ
イ
ド

に
な
っ
て
、
お
客
さ
ん
に
説
明
し
な
が
ら
相
馬

を
巡
る
っ
て
い
う
内
容
で
す
。
そ
う
い
う
の
も

こ
こ
2
〜
3
年
、
私
た
ち
が
浜
焼
き
な
ど
の
体

験
を
提
供
し
て
き
て
い
る
の
を
行
政
の
方
々
が

見
て
、
う
ま
く
そ
れ
と
関
連
さ
せ
て
相
馬
に
人

を
呼
び
込
め
な
い
か
、
泊
ま
ら
せ
る
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
っ
て
い
う
観
点
で
実
現
し
た
こ
と

で
す
ね
。
皆
さ
ん
が
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
の

を
行
政
も
認
め
て
く
れ
た
の
か
な
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

出
会
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と

―「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
自
身
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
か
。

久
田
　「
気
づ
く
」
に
は
や
は
り
外
の
目
っ
て
と

て
も
重
要
で
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
元

の
物
事
は
当
た
り
前
過
ぎ
て
、「
こ
れ
に
価
値

が
あ
る
ん
だ
」
っ
て
気
付
く
の
が
結
構
大
変
な

ん
で
す
。
正
直
「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

に
関
し
て
は
、
な
ぜ
売
れ
る
の
か
ま
だ
分
か
っ

て
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ
に
ち
ゃ
ん
と
気

付
い
て
初
め
て
見
せ
方
が
う
ま
く
な
っ
て
、
お

客
さ
ん
も
喜
ぶ
ん
で
す
ね
。
そ
の
レ
ベ
ル
に
な

る
ま
で
が
大
変
で
す
け
ど
。

管
野
　
こ
こ
は
、
最
近
流
行
り
の
A
I
に
回
答

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
と
言
っ
て
ノ
ー
ト

P
C
を
取
り
出
し
入
力
す
る
）。

　
質
問
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

　「
地
域
の
危
機
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を

脱
却
す
る
た
め
に
地
元
の
資
源
を
よ
く
知
り
、

地
域
の
人
間
が
ま
と
ま
り
世
の
中
が
良
く
な
る

現
象
を
な
ん
と
い
い
ま
す
か
？
」

　
回
答
は
「
そ
の
よ
う
な
現
象
は
、
地
域
振
興

ま
た
は
地
域
再
生
と
い
い
ま
す
」だ
そ
う
で
す
。

一
回
震
災
や
原
発
事
故
で
あ
る
意
味「
壊
れ
た
」

地
域
を
も
と
に
戻
す
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の

回
答
の
中
だ
と
「
地
域
再
生
」
っ
て
い
う
の
が

一
番
近
い
で
す
か
ね
。 

（
談
）

聞
き
手
：
菅
野
正
洋
（
J
T
B
F
）

管
野
貴
拓（
か
ん
の・た
か
ひ
ろ
）

会
計
事
務
所
勤
務
を
経
て
、
震
災
以
前
に
父
が
経
営
す

る
ホ
テ
ル
み
な
と
や
に
入
社
。
2
0
2
0
年
10
月
か
ら

は
浜
の
駅
松
川
浦
の
食
堂
・
浜
の
台
所
く
ぁ
せ
っ
と
店
長
、

2
0
2
2
年
3
月
か
ら
は
ホ
テ
ル
飛
天
の
代
表
取
締
役

も
務
め
る
。

久
田 

浩
之（
ひ
さ
た・ひ
ろ
ゆ
き
）

亀
屋
旅
館
4
代
目
。
相
馬
の
海
、
浜
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

旅
館
経
営
の
か
た
わ
ら
、
松
川
浦
ガ
イ
ド
の
会
会
長
と

し
て
エ
コ
ツ
ア
ー
を
中
心
的
に
実
践
し
て
い
る
。
祖
父
の

代
が
復
活
さ
せ
た
松
川
神
楽
の
継
承・普
及
に
も
尽
力
中
。

井
島 

順
子（
い
じ
ま・じ
ゅ
ん
こ
）

大
学
卒
業
後
、
旅
行
会
社
の
営
業
や
添
乗
員
等
を
経
て

浪
江
町
の
旅
行
会
社
で
勤
務
。
震
災
後
に
幼
少
か
ら
高

校
ま
で
を
過
ご
し
た
相
馬
市
で
復
興
支
援
員
と
し
て
活

動
。
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
は
ホ
テ
ル
飛
天
の
従
業
員

と
し
て
相
馬
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

海
面
に
伸
び
る
一
筋
の
月
光
の
道„
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
“

地
元
で
は
見
慣
れ
た
景
色
だ
っ
た
が

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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久
田
　
自
分
は
環
境
省
に
支
援
し
て
も
ら
っ
た

「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
に
、
他

の
人
か
ら
少
し
遅
れ
て
参
加
し
た
ん
で
す
。
最

初
は
訳
も
分
か
ら
ず
参
加
し
て
、
正
直
、
自
分

が
本
格
的
に
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
震
災
後
に

復
興
事
業
の
関
係
者
な
ど
が
数
多
く
地
域
に
宿

泊
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
特
需
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
終
わ
っ
て
、
環
境
省
の
事
業
も
終
わ
っ

て
、
い
ざ
観
光
に
取
り
組
も
う
と
な
っ
た
と
き

に
、
お
客
さ
ん
も
来
な
い
し
、
何
も
武
器
が
な

い
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
た
ん
で
す
。

2
0
1
6
年
と
か
そ
の
辺
り
で
す
ね
。

管
野
　
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
環
境
省
の
事
業

の
中
で
形
と
し
て
立
ち
上
げ
た「
ガ
イ
ド
の
会
」

を
き
ち
ん
と
動
か
し
て
い
こ
う
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
時
点
で
も
、
ま
だ
何
を
や
れ

ば
い
い
か
明
確
で
な
い
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
定

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
言
っ
て
み
れ

ば
「
赤
ち
ゃ
ん
」
の
レ
ベ
ル
で
し
た
ね
。

久
田
　
そ
の
中
で
取
り
あ
え
ず
で
き
る
こ
と
を

や
ら
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
ガ
イ
ド
を
や
っ
た
ん

で
す
よ
。
そ
う
し
て
お
客
さ
ん
と
直
接
話
を
す

る
と
、
自
分
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
た
り
す

る
こ
と
が
初
め
て
面
白
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
数
が
増
え
て
く

る
と
、
あ
れ
、
松
川
浦
っ
て
こ
ん
な
に
魅
力
が

あ
っ
た
ん
だ
っ
て
い
う
か
、
あ
ま
り
に
も
身
近

過
ぎ
て
何
と
も
感
じ
て
な
か
っ
た
部
分
が
商
品

に
な
る
ん
だ
っ
て
い
う
、そ
の
驚
き
も
あ
っ
て
、

こ
れ
す
ご
く
面
白
い
じ
ゃ
ん
っ
て
思
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
あ
と
、
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
動
き
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
ん
な
人
と
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
加
え
て
、
知
識
も
技

術
も
増
え
た
し
、
な

の
で
自
分
の
中
で
今

ガ
イ
ド
は
面
白
い
ん

で
す
よ
。
や
り
方
次

第
な
ん
で
し
ょ
う
け

ど
、
自
分
が
こ
こ
ま

で
変
わ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
。

管
野
　
震
災
と
原
発

事
故
が
起
こ
っ
た
時

点
で
私
た
ち
個
々
人

も
地
域
も
絶
対
的
に

「
変
わ
っ
た
」
ん
で

す
。
私
た
ち
み
た
い

に
商
売
や
っ
て
い
る

人
間
は
生
活
が
成
り

立
た
な
い
か
ら
尻
に

火
が
付
い
た
ん
で
す

ね
。
た
だ
原
発
事
故

の
影
響
も
収
ま
ら
な

く
て
、
ど
う
し
よ

う
っ
て
時
期
が
1
年

ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん
で

す
よ
。
と
い
う
中
で

一
番
初
め
に
何
か
や

り
ま
せ
ん
か
っ
て
働

き
か
け
が
あ
っ
た
の

が
、
環
境
省
の
事
業

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
意
味
で
は
、
一

つ
の
道
し
る
べ
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
漁
師

が
魚
を
取
っ
て
、
仲
買
人
が
値
札
入
れ
る
だ
け

で
、
本
当
に
何
に
価
値
が
あ
る
の
か
と
か
全
然

知
ら
な
く
て
、
私
の
よ
う
な
旅
館
の
人
間
も
、

取
り
あ
え
ず
お
い
し
い
魚
が
あ
る
か
ら
来
て
く

だ
さ
い
と
お
客
さ
ん
を
呼
ん
で
、
泊
ま
っ
て
も

ら
っ
て
、
は
い
さ
よ
う
な
ら
っ
て
い
う
感
じ
で

し
た
。
そ
れ
が
、
魚
に
も
ど
ん
な
価
値
が
あ
る

の
か
、
本
当
は
も
っ
と
価
値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
気
づ
い
た
ら
、
全
く
値
段
が
違
う
わ

け
で
す
よ
ね
。

―
別
の
視
点
と
し
て「
地
域
」は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

久
田
　
地
域
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
の
会
の
活
動

の
中
の
「
浜
焼
き
」
が
、
あ
る
意
味
バ
ズ
っ
て

る
と
い
う
か
、
活
動
が
地
域
の
中
で
注
目
さ
れ

て
い
る
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。頑
張
っ
て
る
な
、

松
川
浦
の
こ
と
ち
ゃ
ん
と
P
R
し
て
る
な
、
み

た
い
な
声
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
風
に
応
援
し
て
く
れ
る
ん
だ
な
っ
て
い
う

の
を
知
っ
た
感
じ
で
す
ね
。
あ
と
は
、
ガ
イ
ド

の
会
の
活
動
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
れ
ま
す

ね
。
例
え
ば
、
町
の
人
、
漁
師
、
農
家
、
建
設

業
と
か
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
連
携
が
な
か
っ
た

人
た
ち
と
出
会
う
の
で
、
改
め
て
相
馬
市
っ
て

広
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
普
通
に
い
ろ
ん

な
職
業
の
人
が
い
る
と
。
当
た
り
前
な
ん
で
す

け
ど
、
井
の
中
の
蛙
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
か
な
り
大
き

い
で
す
ね
。

井
島
　
や
っ
ぱ
り
震
災
を
経
た
中
で
、
そ
れ
ま

で
浜
、
街
、
山
と
別
々
だ
っ
た
の
が
、
つ
な
が

り
は
深
く
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。あ
と
、

年
配
の
方
々
が
下
の
世
代
に
委
ね
て
い
く
の
が

上
手
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
築
き

上
げ
て
き
た
も
の
を

う
ま
く
渡
し
て
、
下

の
世
代
が
そ
れ
を
超

え
よ
う
と
す
る
パ

ワ
ー
が
あ
る
相
馬
市

に
な
っ
て
き
て
る
か

な
っ
て
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
絶
や
さ
な
い
で
、
さ
ら
に
下
の
世
代
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も
っ
と
い
い
地

域
に
な
る
の
か
な
。

自
分
た
ち
に
と
っ
て
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

―
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
仮
に「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
説
明

す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。

井
島
　
一
言
で
言
え
ば
「
地
元
を
知
る
」
で
す

か
ね
。
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
良
さ
を

知
る
と
い
う
意
味
で
。

管
野
　
そ
う
だ
ね
。
本
当
に
地
元
の
魅
力
、
価

値
を
分
か
っ
て
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
地
元
の
力

に
し
た
り
、
商
売
に
生
か
し
た
り
す
る
っ
て
い

う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

井
島
　
あ
る
い
は
「
気
付
き
」
な
ん
で
す
か
ね
。

管
野
　「
気
付
く
」
っ
て
い
う
の
は
第
1
段
階

で
、
そ
こ
か
ら
何
か
す
る
わ
け
だ
よ
ね
。

井
島
　
気
付
い
て
、
そ
れ
を
有
効
活
用
す
る
と

か
、
価
値
を
そ
こ
に
生
み
出
す
こ
と
か
な
。
小

さ
い
も
の
か
ら
、
ぼ
ん
っ
と
一
回
り
大
き
く
な

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
だ
け
ど
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
現
状

―
相
馬
市
観
光
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
エ
コ

ツ
ア
ー（
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
）の
リ
ス
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
2
年
前（
観
光
文
化

2
4
9
号
の
取
材
執
筆
時
）に
お
話
を
伺
っ
た

時
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ
ア
ー
な
ど
、
内
容

が
充
実
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

井
島
　「
2
年
前
に
は
な
か
っ
た
夜
間
の
ツ

ア
ー
」と
い
う
の
は「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

で
す
ね
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
星
を
見
て
、
月
を

見
て
、
お
茶
す
る
だ
け
の
内
容
な
ん
で
す
よ
。

私
た
ち
と
し
て
は
、
絶
対
そ
れ
は
売
れ
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
逆
に
都
会
の
子
ど
も

た
ち
が
ハ
マ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。何
も
な
く
て
、

た
だ
波
音
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
る

と
。
た
だ
価
格
設
定
は
難
し
か
っ
た
で
す
。
安

過
ぎ
て
も
手
間
だ
け
か
か
る
し
、
持
ち
出
し
に

な
ら
な
い
値
段
に
し
つ
つ
、
ど
こ
ま
で
ガ
イ
ド

の
力
で
面
白
く
で
き
る
か
、
と
い
う
の
が
肝
で

す
ね
。

久
田
　「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」
に
関
し

て
は
特
殊
で
し
た
ね
。
仲
間
と
新
し
い
体
験
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
ろ
う
と
、
地
域
に
宿
泊
し
て
い

る
大
学
生
に
話
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、「
映
（
ば
）
え
る
夜
景
を
撮
ろ
う
」
の
よ

う
な
内
容
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
っ
さ

り
「
夜
景
は
東
京
に
負
け
ま
す
」
っ
て
言
わ
れ

て
（
笑
）。
で
、
逆
に
何
が
体
験
で
き
た
ら
い

い
の
か
と
聞
い
た
ら
「
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら

寝
袋
に
入
っ
て
、
夜
空
を
見
た
い
」
っ
て
言
わ

れ
た
ん
で
す
。
は
じ
め
は
何
を
言
っ
て
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）。
と
い
う
の
も
自
分

た
ち
は
毎
日
、
空
や
星
は
見
え
る
し
、
波
の
音

は
聞
い
て
い
る
し
、
正
直
そ
れ
の
何
が
良
い
の

か
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
都
会
か
ら
来
る
と

そ
れ
が
新
鮮
に
感
じ
る
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
デ

ト
ッ
ク
ス
で
す
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

な
ら
一
回
や
っ
て
み
よ
う
か
と
な
っ
て
。
水
平

線
か
ら
月
が
出
る
瞬
間
を
見
せ
る
ツ
ア
ー
を
一

回
や
っ
て
み
た
ら
、
思
い
の
外
き
れ
い
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。
正
直
言
う
と
、
90
分
の
ツ
ア
ー
の

中
で
30
分
ぐ
ら
い
は
ほ
っ
た
ら
か
し
な
ん
で

す
。
た
だ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
満
足
し
た
顔

で
帰
っ
て
く
る
っ
て
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
不

思
議
だ
な
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　
実
は
、
明
日
も
、
相
馬
市
が
企
画
す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
（「
相
馬
藩
第
34
代
当
主
「
相
馬
行

胤
」
氏
と
巡
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

2
0
2
3
年
7
月
1
日
〜
2
日
開
催
）
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
お
客
様
に
は
私
た
ち
の
経
営
す

る
旅
館
に
お
泊
ま
り
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
旅

館
の
バ
ス
で
の
送
迎
や
、
浜
焼
き
体
験
の
ガ
イ

ド
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

井
島
　
相
馬
市
の
伝
統
行
事
で
あ
る
野
馬
追
の

総
大
将
で
あ
る
相
馬
藩
の
当
主
の
方
が
ガ
イ
ド

に
な
っ
て
、
お
客
さ
ん
に
説
明
し
な
が
ら
相
馬

を
巡
る
っ
て
い
う
内
容
で
す
。
そ
う
い
う
の
も

こ
こ
2
〜
3
年
、
私
た
ち
が
浜
焼
き
な
ど
の
体

験
を
提
供
し
て
き
て
い
る
の
を
行
政
の
方
々
が

見
て
、
う
ま
く
そ
れ
と
関
連
さ
せ
て
相
馬
に
人

を
呼
び
込
め
な
い
か
、
泊
ま
ら
せ
る
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
っ
て
い
う
観
点
で
実
現
し
た
こ
と

で
す
ね
。
皆
さ
ん
が
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
の

を
行
政
も
認
め
て
く
れ
た
の
か
な
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

出
会
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と

―「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
自
身
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
か
。

久
田
　「
気
づ
く
」
に
は
や
は
り
外
の
目
っ
て
と

て
も
重
要
で
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
元

の
物
事
は
当
た
り
前
過
ぎ
て
、「
こ
れ
に
価
値

が
あ
る
ん
だ
」
っ
て
気
付
く
の
が
結
構
大
変
な

ん
で
す
。
正
直
「
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
・
カ
フ
ェ
」

に
関
し
て
は
、
な
ぜ
売
れ
る
の
か
ま
だ
分
か
っ

て
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ
に
ち
ゃ
ん
と
気

付
い
て
初
め
て
見
せ
方
が
う
ま
く
な
っ
て
、
お

客
さ
ん
も
喜
ぶ
ん
で
す
ね
。
そ
の
レ
ベ
ル
に
な

る
ま
で
が
大
変
で
す
け
ど
。

管
野
　
こ
こ
は
、
最
近
流
行
り
の
A
I
に
回
答

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
（
と
言
っ
て
ノ
ー
ト

P
C
を
取
り
出
し
入
力
す
る
）。

　
質
問
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

　「
地
域
の
危
機
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を

脱
却
す
る
た
め
に
地
元
の
資
源
を
よ
く
知
り
、

地
域
の
人
間
が
ま
と
ま
り
世
の
中
が
良
く
な
る

現
象
を
な
ん
と
い
い
ま
す
か
？
」

　
回
答
は
「
そ
の
よ
う
な
現
象
は
、
地
域
振
興

ま
た
は
地
域
再
生
と
い
い
ま
す
」だ
そ
う
で
す
。

一
回
震
災
や
原
発
事
故
で
あ
る
意
味「
壊
れ
た
」

地
域
を
も
と
に
戻
す
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の

回
答
の
中
だ
と
「
地
域
再
生
」
っ
て
い
う
の
が

一
番
近
い
で
す
か
ね
。 

（
談
）

聞
き
手
：
菅
野
正
洋
（
J
T
B
F
）

管
野
貴
拓（
か
ん
の・た
か
ひ
ろ
）

会
計
事
務
所
勤
務
を
経
て
、
震
災
以
前
に
父
が
経
営
す

る
ホ
テ
ル
み
な
と
や
に
入
社
。
2
0
2
0
年
10
月
か
ら

は
浜
の
駅
松
川
浦
の
食
堂
・
浜
の
台
所
く
ぁ
せ
っ
と
店
長
、

2
0
2
2
年
3
月
か
ら
は
ホ
テ
ル
飛
天
の
代
表
取
締
役

も
務
め
る
。

久
田 

浩
之（
ひ
さ
た・ひ
ろ
ゆ
き
）

亀
屋
旅
館
4
代
目
。
相
馬
の
海
、
浜
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

旅
館
経
営
の
か
た
わ
ら
、
松
川
浦
ガ
イ
ド
の
会
会
長
と

し
て
エ
コ
ツ
ア
ー
を
中
心
的
に
実
践
し
て
い
る
。
祖
父
の

代
が
復
活
さ
せ
た
松
川
神
楽
の
継
承・普
及
に
も
尽
力
中
。

井
島 

順
子（
い
じ
ま・じ
ゅ
ん
こ
）

大
学
卒
業
後
、
旅
行
会
社
の
営
業
や
添
乗
員
等
を
経
て

浪
江
町
の
旅
行
会
社
で
勤
務
。
震
災
後
に
幼
少
か
ら
高

校
ま
で
を
過
ご
し
た
相
馬
市
で
復
興
支
援
員
と
し
て
活

動
。
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
は
ホ
テ
ル
飛
天
の
従
業
員

と
し
て
相
馬
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

海
面
に
伸
び
る
一
筋
の
月
光
の
道„
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
“

地
元
で
は
見
慣
れ
た
景
色
だ
っ
た
が

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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|
構
想
し
て
い
た
観
光
の
ア
イ
デ
ア
は
震
災
で

い
っ
た
ん
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

　
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
か
ら
し
ば
ら
く
は
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
も
な
く
な
っ
た
し
、

全
て
ゼ
ロ
か
ら
っ
て
い
う
状
況
で
し
た
か
ら
。

で
も
、
な
ぜ
か
希
望
は
持
っ
て
い
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
塩
竈
市
役
所
経

由
で
、
環
境
省
の
事
業
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
に
視
察

に
行
っ
て
み
な
い
か
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
震

災
前
か
ら
の
考
え
も
あ
っ
た
の
で
、
じ
ゃ
あ

行
っ
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
さ
に
「
渡
り
に
船
」
と
い
う
感
じ

で
す
ね
。

　
事
業
に
参
加
し
て
み
た
ら
、
1
人
で
考
え
る

よ
り
も
、
周
り
に
仲
間
が
い
る
と
や
り
や
す
い

な
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
震
災
前
は
誰

に
も
相
談
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
も
な
か
っ
た

の
で
。

|
震
災
前
に
考
え
て
い
た
事
業
と
、
環
境
省
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
た「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
大
体
一
緒
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
か
。

　
私
は
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
ま
で
考
え
ら
れ
る

人
間
じ
ゃ
な
い
の
で
、
と
に
か
く
自
分
の
船
に

人
を
乗
せ
て
、
自
分
が
思
い
を
持
っ
て
生
き
て

き
た
こ
の
浦
戸
の
自
然
に
つ
い
て
話
し
な
が

ら
、
お
客
さ
ん
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
ば

い
い
っ
て
い
う
、
そ
ん
な
単
純
な
考
え
だ
っ
た

で
す
ね
。
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
、
そ
れ
で
少

し
で
も
お
金
が
も
ら
え
た
ら
、
そ
ん
な
に
良
い

こ
と
は
な
い
ね
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
だ
か
ら
2
0
1
3
年
ご
ろ
で
し
た
か
、
環
境

省
の
事
業
で
岩
手
県
田
野
畑
村
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー
」
の
視
察
に
行
っ
た

と
き
に
は
、「
こ
れ
だ
よ
な
」
と
ぴ
ん
と
き
ま

し
た
。
当
時
実
際
に
参
加
し
て
思
っ
た
の
が
、

田
野
畑
村
と
は
、
そ
の
風
景
か
ら
何
か
ら
松
島

湾
と
は
ま
る
き
り
違
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
で
も
「
松
島
湾
に
は
松
島
湾
の
魅
力
っ
て

あ
る
よ
ね
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ

育
っ
て
き
た
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
出
た
言
葉

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
浦
戸
に
は
浦

戸
の
魅
力
を
見
せ
ら
れ
る
と
気
づ
い
て
、
良
い

と
こ
ろ
に
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

出
会
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と

|「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
取
り
組
ん
で
、
自

分
は
こ
う
変
わ
っ
た
と
い
う
点
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
れ
は
何
と
言
っ
て
よ
い
か
難
し
い
で
す

ね
。
先
ほ
ど
の
と
お
り
、
私
は
い
つ
も
好
き
な

こ
と
を
や
っ
て
、
そ
の
幸
せ
感
い
っ
ぱ
い
で
毎

日
を
過
ご
し
て
き
た
の
で
。
た
だ
、
人
と
関
わ

る
こ
と
が
こ
ん
な
に
勉
強
に
な
る
ん
だ
と
い
う

の
は
、日
々
感
じ
て
ま
す
。観
光
客
や
ハ
イ
カ
ー

は
日
本
全
国
か
ら
来
る
わ
け
な
ん
で
す
。
船
上

で
は
そ
の
人
た
ち
と
話
す
の
は
せ
い
ぜ
い
1
時

間
ぐ
ら
い
で
す
が
、
基
本
的
に
こ
ち
ら
か
ら
話

し
ま
す
。
ど
こ
か
ら
来
た
ん
で
す
か
と
か
、
お

仕
事
何
な
さ
っ
て
る
ん
で
す
か
と
か
。
そ
う
す

る
と
、
お
客
さ
ん
の
側
も
気
持
ち
が
通
じ
て
き

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ

ね
。

　
正
直
言
っ
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が

全
線
開
通
し
た
2
0
1
9
年
ぐ
ら
い
ま
で
、
自

分
の
中
で
は
復
興
は
終
わ
っ
て
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
住
ん
で
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い
と
た
ぶ

ん
分
か
ん
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
逆
に
言

う
と
、
や
っ
と
復
興
が
一
段
落
し
た
今
、
こ
れ

か
ら
が
大
事
な
仕
事
に
な
っ
て
い
く
な
と
い
う

の
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
で
す
よ
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
復
興
は
。
で
も
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、

希
望
っ
て
い
う
と
大
げ
さ
に
な
る
の
か
な
、
で

も
、
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
考
え
を
持
っ
た
人
が

い
る
ん
だ
な
、
自
分
も
頑
張
っ
て
み
よ
う
か

な
っ
て
い
う
思
い
を
持
っ
た
の
は
確
か
で
す
。

　
ト
レ
イ
ル
が
開
通
し
て
4
年
が
過
ぎ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
ト
レ
イ
ル
、
だ
ん
べ
っ
こ
船
、
そ

の
ほ
か
に
も
カ
ヌ
ー
な
ど
、
離
島
だ
か
ら
な
の

か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
田
舎
の
地

域
に
熱
い
視
線
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
ね
。

今
後
の
展
望
と
次
世
代
に

伝
え
た
い
こ
と

|
今
後
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
ア
イ
デ
ア
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
。

　
し
ば
ら
く
は
現
状
維
持
で
す
ね
。
自
分
は
こ

れ
を
本
業
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
。

夏
場
は
結
構
、
本
業
の
漁
船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ほ
う
が
忙
し
く
て
。
ト
レ
イ
ル
の
渡
船
を
何

人
か
で
分
担
し
て
や
ろ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た

の
も
、
そ
う
い
っ
た
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　
島
の
高
齢
化
率
は
7
割
を
超
え
て
若
者
が
い

な
い
。
だ
か
ら
、
誰
か
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

人
に
は
積
極
的
に
教
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
も
持
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
世
代
が
で

き
る
こ
と
は
、
レ
ー
ル
を
敷
く
ま
で
だ
ろ
う
な

と
は
思
っ
て
ま
す
。
た
だ
、
レ
ー
ル
を
敷
く
に

も
い
い
か
げ
ん
な
も
の
で
は
い
け
な
い
の
で
、

島
の
歴
史
だ
っ
た
り
、生
物
で
あ
っ
た
り
、日
々

勉
強
は
し
て
ま
す
よ
。

　
島
の
美
化
運
動
を
行
っ
て
い
る
「
野
々
島
感

動
支
援
隊
」
と
い
う
任
意
団
体
が
あ
り
、
私
が

中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ち
ら

に
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
く
し

て
、
島
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
も
思
っ

て
い
ま
す
ね
。 

（
談
）

聞
き
手
：
菅
野
正
洋
（
J
T
B
F
）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
現
状

|
漁
船
を
使
っ
た
浦
戸
諸
島
の
島
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
や
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ハ
イ
カ
ー

の
た
め
の
渡
船
運
航
な
ど
の
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。
最
近
の
動
向
は
い
か
が
で
す
か
。

　
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
渡
船
運
航
に
関

し
て
は
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
て
、
2
0
1
9
年

6
月
に
全
線
開
通
し
て
か
ら
2
0
2
2
年
10
月

ま
で
の
3
年
4
カ
月
の
間
に
、
1
5
0
回
近
く

渡
船
を
出
し
て
2
8
0
名
以
上
の
ハ
イ
カ
ー
を

乗
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
数
に
は
結
構

驚
い
て
い
ま
す
。
今
後
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た

ら
、
も
っ
と
数
は
増
え
て
く
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
を
含
め
て
4
名
で

分
業
し
て
渡
船
を
運
航
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
そ
こ
そ
こ
の
数
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
漁
船
を
使
っ
て
浦
戸
諸
島
の
景
観

を
楽
し
み
な
が
ら
解
説
を
行
う
「
だ
ん
べ
っ
こ

船
ツ
ア
ー
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
中
は
、
数

回
実
施
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ

ち
ら
も
も
っ
と
お
客
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
る

と
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

|
震
災
前
か
ら
こ
う
い
っ
た
活
動
は
さ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
元
々
自
分
が
や
っ
て
い
き
た
い
の
は
こ
う
い

う
観
光
だ
な
と
い
う
思
い
は
あ
っ
て
、
震
災
前

か
ら
構
想
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。
漁
船
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
仕
事
に
し
て
い
て
、
漁
師
の
皆
さ

ん
の
高
齢
化
に
は
敏
感
だ
っ
た
ん
で
す
。
ま
ず
、

後
継
者
が
い
な
い
。
当
時
も
「
今
年
で
カ
キ
養

殖
辞
め
る
ん
だ
」
と
言
う
人
も
い
た
し
、
今
後

の
先
行
き
が
ど
う
な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
っ
て

い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
自
営
業
な
の

で
退
職
と
い
う
も
の
が
な
い
わ
け
で
す
が
、

だ
っ
た
ら
一
番
好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
て
い

き
た
い
な
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
震
災
が
起
き
て
、
私
は
当
時
消

防
団
員
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
10
メ
ー
ト
ル
後

ろ
ま
で
津
波
が
迫
っ
て
、
追
わ
れ
な
が
ら
逃
げ
て

助
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
島
の
高
台
ま
で
走
っ
て
逃

げ
た
ん
だ
け
ど
、家
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

遠
藤 

勝（
え
ん
ど
う・ま
さ
る
）

塩
竈
市
浦
戸
野
々
島
出
身
。中
学
校
卒
業
後
、島
か
ら

仙
台
市
内
の
高
校
に
通
学
。塩
竈
市
内
に
就
職
し
た
際

に
も
島
か
ら
通
勤
し
て
い
た
。1
9
9
2
年
船
舶
機
械

の
販
売・修
理
を
行
う
遠
藤
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
。

無
料
渡
船
の
船
長
、浦
戸
の
良
さ
を
伝
え
る
野
々
島
感

動
支
援
隊
と
し
て
も
活
動
中
。

遠
藤 
勝
（
遠
藤
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
／
野
々
島
感
動
支
援
隊
）

人
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も

島
の
魅
力
を

伝
え
てい
く

宮
城
県 

塩
竈
市（
浦
戸
諸
島
）

3

漁
船
を
使
っ
た
だ
ん
ベ
っ
こ
船
ツ
ア
ー
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

渡
船
運
航
で
島
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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|
構
想
し
て
い
た
観
光
の
ア
イ
デ
ア
は
震
災
で

い
っ
た
ん
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

　
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
か
ら
し
ば
ら
く
は
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
も
な
く
な
っ
た
し
、

全
て
ゼ
ロ
か
ら
っ
て
い
う
状
況
で
し
た
か
ら
。

で
も
、
な
ぜ
か
希
望
は
持
っ
て
い
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
塩
竈
市
役
所
経

由
で
、
環
境
省
の
事
業
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
に
視
察

に
行
っ
て
み
な
い
か
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
震

災
前
か
ら
の
考
え
も
あ
っ
た
の
で
、
じ
ゃ
あ

行
っ
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
さ
に
「
渡
り
に
船
」
と
い
う
感
じ

で
す
ね
。

　
事
業
に
参
加
し
て
み
た
ら
、
1
人
で
考
え
る

よ
り
も
、
周
り
に
仲
間
が
い
る
と
や
り
や
す
い

な
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
震
災
前
は
誰

に
も
相
談
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
も
な
か
っ
た

の
で
。

|
震
災
前
に
考
え
て
い
た
事
業
と
、
環
境
省
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
た「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
大
体
一
緒
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
か
。

　
私
は
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
ま
で
考
え
ら
れ
る

人
間
じ
ゃ
な
い
の
で
、
と
に
か
く
自
分
の
船
に

人
を
乗
せ
て
、
自
分
が
思
い
を
持
っ
て
生
き
て

き
た
こ
の
浦
戸
の
自
然
に
つ
い
て
話
し
な
が

ら
、
お
客
さ
ん
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
ば

い
い
っ
て
い
う
、
そ
ん
な
単
純
な
考
え
だ
っ
た

で
す
ね
。
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
、
そ
れ
で
少

し
で
も
お
金
が
も
ら
え
た
ら
、
そ
ん
な
に
良
い

こ
と
は
な
い
ね
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
だ
か
ら
2
0
1
3
年
ご
ろ
で
し
た
か
、
環
境

省
の
事
業
で
岩
手
県
田
野
畑
村
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
サ
ッ
パ
船
ツ
ア
ー
」
の
視
察
に
行
っ
た

と
き
に
は
、「
こ
れ
だ
よ
な
」
と
ぴ
ん
と
き
ま

し
た
。
当
時
実
際
に
参
加
し
て
思
っ
た
の
が
、

田
野
畑
村
と
は
、
そ
の
風
景
か
ら
何
か
ら
松
島

湾
と
は
ま
る
き
り
違
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
で
も
「
松
島
湾
に
は
松
島
湾
の
魅
力
っ
て

あ
る
よ
ね
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ

育
っ
て
き
た
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
出
た
言
葉

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
浦
戸
に
は
浦

戸
の
魅
力
を
見
せ
ら
れ
る
と
気
づ
い
て
、
良
い

と
こ
ろ
に
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

出
会
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と

|「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
取
り
組
ん
で
、
自

分
は
こ
う
変
わ
っ
た
と
い
う
点
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
れ
は
何
と
言
っ
て
よ
い
か
難
し
い
で
す

ね
。
先
ほ
ど
の
と
お
り
、
私
は
い
つ
も
好
き
な

こ
と
を
や
っ
て
、
そ
の
幸
せ
感
い
っ
ぱ
い
で
毎

日
を
過
ご
し
て
き
た
の
で
。
た
だ
、
人
と
関
わ

る
こ
と
が
こ
ん
な
に
勉
強
に
な
る
ん
だ
と
い
う

の
は
、日
々
感
じ
て
ま
す
。観
光
客
や
ハ
イ
カ
ー

は
日
本
全
国
か
ら
来
る
わ
け
な
ん
で
す
。
船
上

で
は
そ
の
人
た
ち
と
話
す
の
は
せ
い
ぜ
い
1
時

間
ぐ
ら
い
で
す
が
、
基
本
的
に
こ
ち
ら
か
ら
話

し
ま
す
。
ど
こ
か
ら
来
た
ん
で
す
か
と
か
、
お

仕
事
何
な
さ
っ
て
る
ん
で
す
か
と
か
。
そ
う
す

る
と
、
お
客
さ
ん
の
側
も
気
持
ち
が
通
じ
て
き

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ

ね
。

　
正
直
言
っ
て
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
が

全
線
開
通
し
た
2
0
1
9
年
ぐ
ら
い
ま
で
、
自

分
の
中
で
は
復
興
は
終
わ
っ
て
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
住
ん
で
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い
と
た
ぶ

ん
分
か
ん
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
逆
に
言

う
と
、
や
っ
と
復
興
が
一
段
落
し
た
今
、
こ
れ

か
ら
が
大
事
な
仕
事
に
な
っ
て
い
く
な
と
い
う

の
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
で
す
よ
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
復
興
は
。
で
も
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、

希
望
っ
て
い
う
と
大
げ
さ
に
な
る
の
か
な
、
で

も
、
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
考
え
を
持
っ
た
人
が

い
る
ん
だ
な
、
自
分
も
頑
張
っ
て
み
よ
う
か

な
っ
て
い
う
思
い
を
持
っ
た
の
は
確
か
で
す
。

　
ト
レ
イ
ル
が
開
通
し
て
4
年
が
過
ぎ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
ト
レ
イ
ル
、
だ
ん
べ
っ
こ
船
、
そ

の
ほ
か
に
も
カ
ヌ
ー
な
ど
、
離
島
だ
か
ら
な
の

か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
田
舎
の
地

域
に
熱
い
視
線
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
す
ね
。

今
後
の
展
望
と
次
世
代
に

伝
え
た
い
こ
と

|
今
後
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
ア
イ
デ
ア
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
。

　
し
ば
ら
く
は
現
状
維
持
で
す
ね
。
自
分
は
こ

れ
を
本
業
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
。

夏
場
は
結
構
、
本
業
の
漁
船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ほ
う
が
忙
し
く
て
。
ト
レ
イ
ル
の
渡
船
を
何

人
か
で
分
担
し
て
や
ろ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た

の
も
、
そ
う
い
っ
た
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　
島
の
高
齢
化
率
は
7
割
を
超
え
て
若
者
が
い

な
い
。
だ
か
ら
、
誰
か
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

人
に
は
積
極
的
に
教
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
も
持
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
世
代
が
で

き
る
こ
と
は
、
レ
ー
ル
を
敷
く
ま
で
だ
ろ
う
な

と
は
思
っ
て
ま
す
。
た
だ
、
レ
ー
ル
を
敷
く
に

も
い
い
か
げ
ん
な
も
の
で
は
い
け
な
い
の
で
、

島
の
歴
史
だ
っ
た
り
、生
物
で
あ
っ
た
り
、日
々

勉
強
は
し
て
ま
す
よ
。

　
島
の
美
化
運
動
を
行
っ
て
い
る
「
野
々
島
感

動
支
援
隊
」
と
い
う
任
意
団
体
が
あ
り
、
私
が

中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ち
ら

に
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
く
し

て
、
島
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
も
思
っ

て
い
ま
す
ね
。 

（
談
）

聞
き
手
：
菅
野
正
洋
（
J
T
B
F
）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
現
状

|
漁
船
を
使
っ
た
浦
戸
諸
島
の
島
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
や
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ハ
イ
カ
ー

の
た
め
の
渡
船
運
航
な
ど
の
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。
最
近
の
動
向
は
い
か
が
で
す
か
。

　
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
渡
船
運
航
に
関

し
て
は
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
て
、
2
0
1
9
年

6
月
に
全
線
開
通
し
て
か
ら
2
0
2
2
年
10
月

ま
で
の
3
年
4
カ
月
の
間
に
、
1
5
0
回
近
く

渡
船
を
出
し
て
2
8
0
名
以
上
の
ハ
イ
カ
ー
を

乗
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
数
に
は
結
構

驚
い
て
い
ま
す
。
今
後
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た

ら
、
も
っ
と
数
は
増
え
て
く
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
を
含
め
て
4
名
で

分
業
し
て
渡
船
を
運
航
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
そ
こ
そ
こ
の
数
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
漁
船
を
使
っ
て
浦
戸
諸
島
の
景
観

を
楽
し
み
な
が
ら
解
説
を
行
う
「
だ
ん
べ
っ
こ

船
ツ
ア
ー
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
中
は
、
数

回
実
施
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ

ち
ら
も
も
っ
と
お
客
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
る

と
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
の
き
っ
か
け

|
震
災
前
か
ら
こ
う
い
っ
た
活
動
は
さ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
元
々
自
分
が
や
っ
て
い
き
た
い
の
は
こ
う
い

う
観
光
だ
な
と
い
う
思
い
は
あ
っ
て
、
震
災
前

か
ら
構
想
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。
漁
船
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
仕
事
に
し
て
い
て
、
漁
師
の
皆
さ

ん
の
高
齢
化
に
は
敏
感
だ
っ
た
ん
で
す
。
ま
ず
、

後
継
者
が
い
な
い
。
当
時
も
「
今
年
で
カ
キ
養

殖
辞
め
る
ん
だ
」
と
言
う
人
も
い
た
し
、
今
後

の
先
行
き
が
ど
う
な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
っ
て

い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
自
営
業
な
の

で
退
職
と
い
う
も
の
が
な
い
わ
け
で
す
が
、

だ
っ
た
ら
一
番
好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
て
い

き
た
い
な
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
震
災
が
起
き
て
、
私
は
当
時
消

防
団
員
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
10
メ
ー
ト
ル
後

ろ
ま
で
津
波
が
迫
っ
て
、
追
わ
れ
な
が
ら
逃
げ
て

助
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
島
の
高
台
ま
で
走
っ
て
逃

げ
た
ん
だ
け
ど
、家
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

遠
藤 

勝（
え
ん
ど
う・ま
さ
る
）

塩
竈
市
浦
戸
野
々
島
出
身
。中
学
校
卒
業
後
、島
か
ら

仙
台
市
内
の
高
校
に
通
学
。塩
竈
市
内
に
就
職
し
た
際

に
も
島
か
ら
通
勤
し
て
い
た
。1
9
9
2
年
船
舶
機
械

の
販
売・修
理
を
行
う
遠
藤
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
。

無
料
渡
船
の
船
長
、浦
戸
の
良
さ
を
伝
え
る
野
々
島
感

動
支
援
隊
と
し
て
も
活
動
中
。

遠
藤 

勝
（
遠
藤
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
／
野
々
島
感
動
支
援
隊
）

人
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も

島
の
魅
力
を

伝
え
てい
く

宮
城
県 

塩
竈
市（
浦
戸
諸
島
）

3

漁
船
を
使
っ
た
だ
ん
ベ
っ
こ
船
ツ
ア
ー
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

渡
船
運
航
で
島
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
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で
す
。
市
の
面
積
の
75
％
が
森
林
を
占
め
、
ま

た
、
一
級
河
川
で
あ
る
入
間
川
や
高
麗
川
が
流

れ
て
い
る
な
ど
、
緑
と
清
流
の
ま
ち
で
す
。
こ

れ
ら
の
身
近
な
自
然
や
自
然
に
根
付
い
た
地
域

の
生
活
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
次
の
世
代
に
残

し
て
い
く
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
全
体
構
想
を

策
定
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
認
定
を

受
け
、
次
の
3
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

①
地
域
の
魅
力
の
再
発
見

　
エ
コ
ツ
ア
ー
の
企
画
の
た
め
に
地
域
の
人
材

や
資
源
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
住
民
が
地
域
の
良

さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
が
生

ま
れ
、
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
里
山
の
保
全
、
環
境
教
育
の
推
進

　
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
中
で
、

森
の
間
伐
材
の
活
用
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
、

竹
の
伐
採
な
ど
の
里
山
の
保
全
活
動
を
楽
し

み
、
環
境
保
全
意
識
の
向
上
に
も
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
遠
足
で
訪
れ
る
小
学
生
を
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
な
ど
、
環
境
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

③
地
域
経
済
へ
の
貢
献

 

　
エ
コ
ツ
ア
ー
の
中
で
地
元
の
食
材
を
活
用
し

た
り
、
市
内
の
お
店
を
利
用
し
た
り
し
て
、
地

域
経
済
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
の
皆
様
に

は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
を
し
て
お
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
機
会
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

里
地
里
山
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
進
地
で
あ
り
続
け
て
い
る

理
由

　
当
市
が
こ
れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
継
続

で
き
た
要
因
は
、
地
域
の
ガ
イ
ド
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
は

単
な
る
商
品
と
し
て
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
企
画
か
ら
実
施
ま

で
の
過
程
を
近
く
で
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

か
で
、「
地
元
が
好
き
」「
飯
能
の
良
い
所
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
、好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
郷
土
愛
が
原
動
力
と
な
り
実
施
さ
れ
て

い
る
ツ
ア
ー
が
多
く
、
そ
れ
は
参
加
し
た
お
客

様
に
も
伝
わ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
生
む
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
数
値

で
は
測
れ
な
い
ガ
イ
ド
の
お
も
て
な
し
の
心

が
、
こ
れ
ま
で
飯
能
が
長
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
続
け
ら
れ
た
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
ガ
イ
ド
が
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
ハ
ー

ド
ル
が
低
か
っ
た
こ
と
も
要
因
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
市
で
は
自
然
保
護
や
伝
統
芸

能
継
承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ
ツ

ア
ー
化
し
て
き
ま
し
た
。飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、

地
域
の
身
近
な
資
源
を
利
用
し
て
い
る
た
め
ツ

ア
ー
造
成
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
こ
と
で
、
全
体

構
想
が
認
定
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
途
切
れ
る

こ
と
な
く
、
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
参
加
者
の
視
点
で

考
え
る
と
、
都
心
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
も
要
因
と
感

じ
て
い
ま
す
。
池
袋
か
ら
電

車
で
約
１
時
間
と
い
う
立
地

は
、
自
然
を
求
め
る
都
市
部

の
客
層
に
と
っ
て
日
帰
り
で

き
る
こ
と
や
、
エ
コ
ツ
ア
ー

以
外
の
観
光
と
合
わ
せ
た
近

場
の
旅
行
に
最
適
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
手
軽
に
出
か
け
ら
れ
る

場
所
で
自
然
を
味
わ
う
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
で
き
る

の
は
当
市
の
強
み
で
す
。

　
地
域
の
「
財
産
」「
宝
物
」

を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
意

義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
近

年S
D
G
s

な
ど
の
言
葉
が

注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
を
未
来

に
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い
く

か
、
つ
な
い
で
い
く
か
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
環
境
保
全
を
観
光
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
昔
か
ら
住

ん
で
い
た
人
で
な
く
て
も
気
軽
に
自
然
や
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
担

い
手
を
探
す
手
段
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

我
々
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け

　
埼
玉
県
飯
能
市
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
多
く
の
方
が
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
で
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
大

半
は
地
域
と
関
わ
り
を
持
た
ず
に
帰
っ
て
い
く

状
況
で
し
た
。
ま
た
、
山
間
地
域
で
は
高
齢
化

や
過
疎
化
、
か
つ
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
中

心
市
街
地
も
商
店
街
の
空
洞
化
な
ど
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
な
か
で
、
将
来
に

向
け
、
自
然
・
生
活
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
活

力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、

様
々
な
検
討
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
当
市
が
持
っ
て
い
る
「
身
近
で

豊
か
な
自
然
資
源
や
歴
史
・
文
化
資
源
、
地
域

の
方
が
培
っ
て
き
た
生
活
・
習
慣
、食
文
化
な
ど
」

を
宝
物
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
な

が
ら
、
地
域
の
活
力
や
経
済
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
導
入
が
有
効
と
考
え
ま
し
た
。

　
環
境
省
の
施
策
展
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
一
致

し
、
2
0
0
4
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
「
里
地
里
山
の
身
近
な
自

然
、
地
場
の
産
業
や
生
活
文
化
を
活
用
し
た
取

組
み
」
へ
の
応
募
・
指
定
を
受
け
、
取
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
開
始
後
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る

部
署
（
現
：
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
課
）

を
設
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
・
定
着
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
支
援
・
P
R
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
財
政
支
援
を
始
め

ま
し
た
。

　
飯
能
で
は
「
人
の
ふ
れ
あ
い
」
と
「
体
験
」
を

重
視
し
、「
地
域
の
人
が
地
域
の
言
葉
で
、
地

域
を
案
内
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
成
果

　
2
0
0
4
年
か
ら
の
環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
成
果
に
つ
い
て
主
に

3
点
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
1
点
目
は
ま
ち
の
P
R
で
す
。「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ま
ち
・
飯
能
」と
し
て
、市
外
・

海
外
か
ら
大
勢
の
方
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
訪
れ
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
視
察
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
体
や
大
学
の
研
究

者
や
ゼ
ミ
な
ど
に
よ
る
視
察
は
年
に
10
回
以
上

あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
展
や
講
演
、
新
聞
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
ま
ち
の

P
R
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
飯
能
フ
ァ
ン
の
増
加
で
す
。
エ
コ

ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
、
飯
能
が
好
き
に
な
っ

た
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
１
年
に
何
度
も
訪
れ
て
く
だ
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
飯
能
の
観
光
事
業
の
中
で
大

き
な
柱
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
3
点
目
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
取

り
組
み
方
針
な
ど
を
話
し
合
う「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議

会
」を
設
置

し
、
市
と
協

議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
、
飯
能
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
基
本
方
針
な
ど
を
定
め
た
ほ
か
、
そ
の
方
針

を
実
現
す
る
た
め
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
質
を
担
保
す

る
仕
組
み
な
ど
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
以
上
、
3
点
が
大
き
な
成
果
と
考
え
て
い
ま

す
。エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
法
の
認
定
を
受
け
て

　
飯
能
市
は
、
東
京
都
心
か
ら
約
１
時
間
、
埼

玉
県
の
南
西
部
に
あ
る
人
口
約
８
万
人
の
ま
ち

村
中 
翔
（
飯
能
市
産
業
環
境
部
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
課
主
任
）

大
都
市
近
郊
に
広
が
る

里
地
里
山
型

エコツ
ー
リ
ズム
の

先
進
地

埼
玉
県 

飯
能
市

4

村
中 

翔（
む
ら
な
か・か
け
る
）

2
0
1
5
年
飯
能
市
役
所
入
庁
。産
業
環
境
部
産
業

振
興
課
、市
民
生
活
部
地
域
活
動
支
援
課
飯
能
中
央

地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
、上
下
水
道
部
水
道
業
務
課
を
経

て
2
0
2
2
年
度
か
ら
現
職
。飯
能
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
事
務
局
の
業
務
を
中
心
に
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
従
事
。

市内南高麗地区で開催される「お散歩マーケット」

（右）地元農家による田
植え体験。（左）西川材
を使った木工体験

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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で
す
。
市
の
面
積
の
75
％
が
森
林
を
占
め
、
ま

た
、
一
級
河
川
で
あ
る
入
間
川
や
高
麗
川
が
流

れ
て
い
る
な
ど
、
緑
と
清
流
の
ま
ち
で
す
。
こ

れ
ら
の
身
近
な
自
然
や
自
然
に
根
付
い
た
地
域

の
生
活
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
次
の
世
代
に
残

し
て
い
く
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
全
体
構
想
を

策
定
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
認
定
を

受
け
、
次
の
3
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

①
地
域
の
魅
力
の
再
発
見

　
エ
コ
ツ
ア
ー
の
企
画
の
た
め
に
地
域
の
人
材

や
資
源
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
住
民
が
地
域
の
良

さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
が
生

ま
れ
、
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
里
山
の
保
全
、
環
境
教
育
の
推
進

　
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
中
で
、

森
の
間
伐
材
の
活
用
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
、

竹
の
伐
採
な
ど
の
里
山
の
保
全
活
動
を
楽
し

み
、
環
境
保
全
意
識
の
向
上
に
も
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
遠
足
で
訪
れ
る
小
学
生
を
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
な
ど
、
環
境
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

③
地
域
経
済
へ
の
貢
献

 

　
エ
コ
ツ
ア
ー
の
中
で
地
元
の
食
材
を
活
用
し

た
り
、
市
内
の
お
店
を
利
用
し
た
り
し
て
、
地

域
経
済
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
の
皆
様
に

は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
を
し
て
お
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
機
会
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

里
地
里
山
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
進
地
で
あ
り
続
け
て
い
る

理
由

　
当
市
が
こ
れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
継
続

で
き
た
要
因
は
、
地
域
の
ガ
イ
ド
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
は

単
な
る
商
品
と
し
て
ツ
ア
ー
を
つ
く
っ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
企
画
か
ら
実
施
ま

で
の
過
程
を
近
く
で
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

か
で
、「
地
元
が
好
き
」「
飯
能
の
良
い
所
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
、好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
郷
土
愛
が
原
動
力
と
な
り
実
施
さ
れ
て

い
る
ツ
ア
ー
が
多
く
、
そ
れ
は
参
加
し
た
お
客

様
に
も
伝
わ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
生
む
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
数
値

で
は
測
れ
な
い
ガ
イ
ド
の
お
も
て
な
し
の
心

が
、
こ
れ
ま
で
飯
能
が
長
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
続
け
ら
れ
た
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
ガ
イ
ド
が
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
ハ
ー

ド
ル
が
低
か
っ
た
こ
と
も
要
因
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
当
市
で
は
自
然
保
護
や
伝
統
芸

能
継
承
と
い
っ
た
地
域
活
動
が
元
々
盛
ん
に
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
素
地
に
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
エ
コ
ツ

ア
ー
化
し
て
き
ま
し
た
。飯
能
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、

地
域
の
身
近
な
資
源
を
利
用
し
て
い
る
た
め
ツ

ア
ー
造
成
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
こ
と
で
、
全
体

構
想
が
認
定
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
途
切
れ
る

こ
と
な
く
、
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
参
加
者
の
視
点
で

考
え
る
と
、
都
心
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
も
要
因
と
感

じ
て
い
ま
す
。
池
袋
か
ら
電

車
で
約
１
時
間
と
い
う
立
地

は
、
自
然
を
求
め
る
都
市
部

の
客
層
に
と
っ
て
日
帰
り
で

き
る
こ
と
や
、
エ
コ
ツ
ア
ー

以
外
の
観
光
と
合
わ
せ
た
近

場
の
旅
行
に
最
適
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
手
軽
に
出
か
け
ら
れ
る

場
所
で
自
然
を
味
わ
う
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
で
き
る

の
は
当
市
の
強
み
で
す
。

　
地
域
の
「
財
産
」「
宝
物
」

を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
意

義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
近

年S
D
G
s

な
ど
の
言
葉
が

注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
を
未
来

に
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い
く

か
、
つ
な
い
で
い
く
か
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
環
境
保
全
を
観
光
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
昔
か
ら
住

ん
で
い
た
人
で
な
く
て
も
気
軽
に
自
然
や
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
担

い
手
を
探
す
手
段
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

我
々
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け

　
埼
玉
県
飯
能
市
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
多
く
の
方
が
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
で
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
大

半
は
地
域
と
関
わ
り
を
持
た
ず
に
帰
っ
て
い
く

状
況
で
し
た
。
ま
た
、
山
間
地
域
で
は
高
齢
化

や
過
疎
化
、
か
つ
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
中

心
市
街
地
も
商
店
街
の
空
洞
化
な
ど
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
な
か
で
、
将
来
に

向
け
、
自
然
・
生
活
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
活

力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、

様
々
な
検
討
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
当
市
が
持
っ
て
い
る
「
身
近
で

豊
か
な
自
然
資
源
や
歴
史
・
文
化
資
源
、
地
域

の
方
が
培
っ
て
き
た
生
活
・
習
慣
、食
文
化
な
ど
」

を
宝
物
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
な

が
ら
、
地
域
の
活
力
や
経
済
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
導
入
が
有
効
と
考
え
ま
し
た
。

　
環
境
省
の
施
策
展
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
一
致

し
、
2
0
0
4
年
に
環
境
省
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
「
里
地
里
山
の
身
近
な
自

然
、
地
場
の
産
業
や
生
活
文
化
を
活
用
し
た
取

組
み
」
へ
の
応
募
・
指
定
を
受
け
、
取
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
開
始
後
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る

部
署
（
現
：
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
課
）

を
設
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
・
定
着
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
支
援
・
P
R
、
エ
コ
ツ
ア
ー
実

施
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
財
政
支
援
を
始
め

ま
し
た
。

　
飯
能
で
は
「
人
の
ふ
れ
あ
い
」
と
「
体
験
」
を

重
視
し
、「
地
域
の
人
が
地
域
の
言
葉
で
、
地

域
を
案
内
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
成
果

　
2
0
0
4
年
か
ら
の
環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
成
果
に
つ
い
て
主
に

3
点
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
1
点
目
は
ま
ち
の
P
R
で
す
。「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ま
ち
・
飯
能
」と
し
て
、市
外
・

海
外
か
ら
大
勢
の
方
が
エ
コ
ツ
ア
ー
に
訪
れ
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
視
察
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
体
や
大
学
の
研
究

者
や
ゼ
ミ
な
ど
に
よ
る
視
察
は
年
に
10
回
以
上

あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
展
や
講
演
、
新
聞
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
ま
ち
の

P
R
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
飯
能
フ
ァ
ン
の
増
加
で
す
。
エ
コ

ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
、
飯
能
が
好
き
に
な
っ

た
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
１
年
に
何
度
も
訪
れ
て
く
だ
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
飯
能
の
観
光
事
業
の
中
で
大

き
な
柱
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
3
点
目
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
取

り
組
み
方
針
な
ど
を
話
し
合
う「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議

会
」を
設
置

し
、
市
と
協

議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
、
飯
能
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
基
本
方
針
な
ど
を
定
め
た
ほ
か
、
そ
の
方
針

を
実
現
す
る
た
め
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
質
を
担
保
す

る
仕
組
み
な
ど
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
以
上
、
3
点
が
大
き
な
成
果
と
考
え
て
い
ま

す
。エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
法
の
認
定
を
受
け
て

　
飯
能
市
は
、
東
京
都
心
か
ら
約
１
時
間
、
埼

玉
県
の
南
西
部
に
あ
る
人
口
約
８
万
人
の
ま
ち

村
中 

翔
（
飯
能
市
産
業
環
境
部
観
光
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
課
主
任
）

大
都
市
近
郊
に
広
が
る

里
地
里
山
型

エコツ
ー
リ
ズム
の

先
進
地

埼
玉
県 

飯
能
市

4

村
中 

翔（
む
ら
な
か・か
け
る
）

2
0
1
5
年
飯
能
市
役
所
入
庁
。産
業
環
境
部
産
業

振
興
課
、市
民
生
活
部
地
域
活
動
支
援
課
飯
能
中
央

地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
、上
下
水
道
部
水
道
業
務
課
を
経

て
2
0
2
2
年
度
か
ら
現
職
。飯
能
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
事
務
局
の
業
務
を
中
心
に
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
従
事
。

市内南高麗地区で開催される「お散歩マーケット」

（右）地元農家による田
植え体験。（左）西川材
を使った木工体験

私たちにとってエコツーとは何だったのか4

第258号 August 202339



〜
オ
ガ
サ
ワ
ラ

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の

自
主
ル
ー
ル
作
り
か
ら

振
り
返
る
〜

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
利
用
側
で
あ
る
自
分

た
ち
の
思
い
と
の
溝
を
埋
め
る
べ
く
、
協
議
を

重
ね
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
り
ま
し
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
、
ガ
イ
ド
が
自
分
た
ち
の
行
動
を

自
ら
調
整
・
制
御
す
る
自
主
ル
ー
ル
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
オ
ガ
サ

ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
へ
の
影
響
の
少
な
い
、
い

い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
議
論
の
争
点
は
、
ラ
イ
ト
や
撮
影
時
の
カ
メ

ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
使
用
の
可
否
で
し
た
。
研
究

者
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
他
の
事
例
を
参
考
に
、
赤

い
フ
ィ
ル
タ
ー
か
弱
い
ラ
イ
ト
な
ら
い
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
、

ま
ぶ
し
い
ぐ
ら
い
の
明
る
い
光
を
使
用
し
て
い

る
事
業
者
も
い
ま
し
た
。
写
真
撮
影
に
つ
い
て

は
、
当
時
は
ま
だ
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
時
代

だ
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
か
な
い
と
撮

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
、
全
く
な
し
に
は

で
き
な
い
の
で
、
妥
協
案
と
し
て
、
状
況
の
い

い
時
に
1
カ
ッ
ト
と
い
う
、
や
や
あ
い
ま
い
な

ル
ー
ル
に
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
現
在
は
デ

ジ
タ
ル
の
時
代
に
な
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
し
で

の
撮
影
は
可
能
で
す
。
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
現
場

を
見
て
い
て
も
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は
ほ
ぼ
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
発
端
と
な
り
、
立
て
続
け
に
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
に
か
ら
ん
だ
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ヤ
コ
ウ

タ
ケ
（
グ
リ
ー
ン
ペ
ペ
）
の
ル
ー
ル
も
決
め
ま

し
た
。

　
自
主
ル
ー
ル
は
拘
束
力
が
な
い
、
も
し
く
は

弱
い
の
で
す
が
、
所
属
団
体
で
決
め
て
い
る
の

と
、
周
り
の
目
も
あ
る
た
め
、
実
質
は
効
力
が

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
村
観
光
協
会
の

自
主
ル
ー
ル
の
た
め
、
そ
れ
以
外
の
村
民
な
ど

へ
の
強
制
力
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
ル
ー
ル

の
お
か
げ
で
、
村
民
も
同
じ
よ
う
な
や
り
方
で

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
団
体
の
自
主
ル
ー
ル
が
地
域
の
ル
ー
ル
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
自
主
ル
ー
ル
を
決
め
た
こ
と
で
、
よ
り

強
制
力
の
強
い
行
政
か
ら
の
ル
ー
ル
制
定
の
動

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
う
ま
く
い
っ
て
い

れ
ば
、
民
間
に
と
っ
て
も
、
行
政
に
と
っ
て
も
、

都
合
が
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
が
決
め

た
ル
ー
ル
だ
と
変
更
す
る
に
は
か
な
り
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
民
間
の
自
主
ル
ー
ル
変
更
な

ら
自
分
た
ち
で
臨
機
応
変
に
対
応
が
可
能
で

す
。
加
え
て
、
行
政
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
民

間
の
ル
ー
ル
で
あ
れ
ば
ル
ー
ル
設
定
、
維
持
、

変
更
の
た
め
の
費
用
が
か
か
ら
な
い
、
矢
面
に

立
た
な
く
て
す
む
な
ど
の
利
点
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
民
間
主
導
で
あ
っ
て
も
行
政
に

は
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
頃
か
ら
、
小
笠
原
で
は
す
で
に
利
用

に
関
す
る
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
（
法
律
、
制
度
、

自
主
ル
ー
ル
）
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初

の
ル
ー
ル
は
、1
9
8
9
年
に
で
き
た「
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
自
主
ル
ー
ル
」
で
す
。
こ

れ
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
始
め
る
前

に
、
関
係
者
が
ハ
ワ
イ
に
視
察
調
査
に
行
き
、

ハ
ワ
イ
の
事
例
を
学
び
、
作
っ
た
自
主
ル
ー
ル

で
す
。
僕
た
ち
み
ん
な
が
誇
り
に
し
て
い
る

ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
小
笠

原
は
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
祥
の

地
の
一
つ
だ
と
言
わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
僕
が
か
か
わ
っ
て
き
た
ル
ー
ル
作
り
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
自
然
資
源
を
利
用
す
る
事

業
者
の
危
機
感
が
発
端
と
な
っ
た
も
の
で
、
決

し
て
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
ル
ー
ル
の
よ
う
に
、

予
め
負
の
影
響
を
想
定
し
て
、
ル
ー
ル
を
作
る

の
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は

な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。

自
主
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た

『
小
笠
原
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』
発
行

　
自
主
ル
ー
ル
の
制
定
そ
の
も
の
は
い
い
こ
と

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
自
主
ル
ー
ル
が
増
え
た

結
果
、
島
民
に
も
、
観
光
客
に
も
、
ど
ん
な
ル
ー

ル
が
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
あ
る
会
議
で
僕
が
提
案
し
た
の

が
、
自
主
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
「
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
」
の
作
成
で
す
。
こ
れ
は
屋
久
島
で
同
様
な

も
の
を
見
て
い
て
、
小
笠
原
で
も
役
に
立
つ
と

思
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
提
案
が
小
笠
原
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
（
当
時
は
小
笠
原
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
）
で
生
か
さ
れ
て

2
0
0
5
年
に
、『
小
笠
原
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』

が
編
集
さ
れ
コ
ン
パ
ク
ト
な
冊
子
と
し
て
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
改
訂
さ
れ
て

今
も
存
続
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
冊
子
の
発

行
が
減
っ
て
し
ま
い
、
島
民
や
観
光
客
の
目
に

つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
な
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
う
し
た
利
用
者
が
主
体
的
に
取
り
組
む
の

が
小
笠
原
ス
タ
イ
ル
だ
と
す
れ
ば
、今
後
も（
自

主
）
ル
ー
ル
作
り
は
、
ガ
イ
ド
（
利
用
者
）、
研

究
者
（
保
全
）、
行
政
（
管
理
者
）
が
、
互
い
に

協
力
し
、
議
論
し
な
が
ら
、
設
定
し
て
い
く
の

が
い
い
と
考
え
ま
す
。

　
僕
は
も
う
若
く
な
い
の
で
、
こ
の
先
は
次
世

代
の
ガ
イ
ド
事
業
者
に
し
っ
か
り
引
き
継
い
で

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
事
例
に
か
か
わ
っ
た
も
の
と
し
て
、
小
笠
原

の
流
儀
を
き
ち
ん
と
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。
た
だ
し
、
時
代
は
変
わ
っ
て
い
く
の

が
常
な
の
で
、
過
去
に
縛
ら
れ
す
ぎ
る
の
も
困

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柔
軟
に
対
応
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
こ
は
次
世
代
の
人
が
判
断

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
ル
ー
ル
」と「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を

常
に
意
識
し
て

　
僕
が
小
笠
原
・
父
島
で
陸
域
ガ
イ
ド
を
は
じ

め
た
の
は
2
0
0
0
年
。
早
い
も
の
で
そ
れ
か

ら
20
数
年
経
ち
ま
し
た
。
当
初
、
陸
域
で
ガ
イ

ド
を
す
る
業
者
は
ご
く
少
数
で
し
た
が
、
そ
の

後
数
年
の
間
に
増
加
。
そ
う
す
る
と
、
現
場
で

は
、
ガ
イ
ド
間
の
認
識
の
違
い
が
顕
在
化
し
た

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
管
理
者
か
ら
要
望
や
ク

レ
ー
ム
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
も
な
り
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
ガ
イ
ド
た
ち
が
集
ま
っ

て
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
き
ま
し

た
。
僕
は
小
笠
原
村
観
光
協
会
に
所
属
す
る
ガ

イ
ド
と
し
て
、
特
に
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
の
自
主
ル
ー
ル
作
り
に
は
主
導
的
に
か
か

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
経
緯
を
簡
単
に
振
り

返
り
な
が
ら
、
小
笠
原
に
お
け
る
利
用
の
ル
ー

ル
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
0
4
年
に
小
笠
原
が
環
境
省
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
そ
の
関
連
の
会
議
や
打
合
せ
な
ど
に

何
度
か
顔
を
出
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

あ
る
会
合
で
聞
い
た
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
本
質
的
要
素
は
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン

ス
」、
と
い
う
環
境
省
職
員
の
言
葉
で
す
。
こ

の
言
葉
が
強
烈
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
と
て
も
シ
ン
プ
ル
に
ま

と
め
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
他
の
内
容
は
ほ

と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
僕
が
ガ
イ
ド
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
要

素
が
頭
に
焼
き
付
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
こ
の

言
葉
を
ず
っ
と
意
識
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
自
ら
が
調
整
・

制
御
す
る
自
主
ル
ー
ル
作
り

　
冒
頭
に
触
れ
た
状
況
下
、
実
際
に
ル
ー
ル
作

り
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
が
同
じ
く
2
0
0
4

年
頃
で
す
。
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
に
お
け
る
オ
ガ
サ

ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
、
頻
繁
に
使
う
東
京
都
亜
熱
帯
農

業
セ
ン
タ
ー
の
展
示
園
の
一
部
に
地
面
の
陥
没

が
起
き
て
い
て
、
管
理
者
か
ら
夜
間
の
立
ち
入

り
は
危
な
い
と
い
う
こ
と
で
夜
間
立
入
制
限
を

打
診
さ
れ
た
の
が
発
端
で
す
。
こ
の
時
、
僕
は

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
会
の
代
表
役
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
に
は
東
京
都
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
は
必
須

の
場
所
で
し
た
。閉
鎖
に
な
っ
て
は
困
る
の
で
、

ガ
イ
ド
か
ら
夜
間
利
用
の
ル
ー
ル
を
提
案
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
認
め
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
検

討
を
始
め
た
の
で
す
。
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
に
詳
し
い
研
究
者
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
何
度
も
協
議
を
重
ね
て
、
ル
ー
ル
を
つ
く

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
小
笠
原
村
観
光
協
会

の
自
主
ル
ー
ル
と
い
う
形
で
ま
と
ま
り
、
東
京

都
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
た
結
果
、

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
で
の
夜
間
利
用
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
利
用
す
る
事
業
者
は
、

毎
年
、
年
度
初
め
に
、
年
間
利
用
の
申
請
を
し

て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
作
り
の
過
程
で
は
保
全
側
の
研
究
者

吉
井
信
秋
（
マ
ル
ベ
リ
ー
代
表
）

小
笠
原
の
ルールの

流
儀

東
京
都 

小
笠
原
村

5

吉
井
信
秋（
よ
し
い・の
ぶ
あ
き
）

北
海
道
大
学
農
学
部
卒
。民
間
企
業
で
数
年
勤
務
の
の

ち
、退
職
し
、小
笠
原
に
移
住
。2
0
0
0
年
に
陸
域
専

門
ガ
イ
ド「
マ
ル
ベ
リ
ー
」を
代
表
と
し
て
立
ち
上
げ
、

現
在
に
至
る
。小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

な
ど
地
元
の
複
数
団
体
の
役
員
を
経
験
。環
境
省
登
録

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
個
人
部
門
）。

吉
井
信
秋
の
ガ
イ
ド
風
景（
上
）。掲
示
物
を
活
用
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス（
下
）

オガサワラオオコウモリが夜の餌場に来ているところ

小笠原エコツーリ
ズム協議会発行「小
笠原ルールブック」

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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〜
オ
ガ
サ
ワ
ラ

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の

自
主
ル
ー
ル
作
り
か
ら

振
り
返
る
〜

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
利
用
側
で
あ
る
自
分

た
ち
の
思
い
と
の
溝
を
埋
め
る
べ
く
、
協
議
を

重
ね
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
り
ま
し
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
、
ガ
イ
ド
が
自
分
た
ち
の
行
動
を

自
ら
調
整
・
制
御
す
る
自
主
ル
ー
ル
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
オ
ガ
サ

ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
へ
の
影
響
の
少
な
い
、
い

い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
議
論
の
争
点
は
、
ラ
イ
ト
や
撮
影
時
の
カ
メ

ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
使
用
の
可
否
で
し
た
。
研
究

者
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
他
の
事
例
を
参
考
に
、
赤

い
フ
ィ
ル
タ
ー
か
弱
い
ラ
イ
ト
な
ら
い
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
、

ま
ぶ
し
い
ぐ
ら
い
の
明
る
い
光
を
使
用
し
て
い

る
事
業
者
も
い
ま
し
た
。
写
真
撮
影
に
つ
い
て

は
、
当
時
は
ま
だ
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
時
代

だ
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
か
な
い
と
撮

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
、
全
く
な
し
に
は

で
き
な
い
の
で
、
妥
協
案
と
し
て
、
状
況
の
い

い
時
に
1
カ
ッ
ト
と
い
う
、
や
や
あ
い
ま
い
な

ル
ー
ル
に
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
現
在
は
デ

ジ
タ
ル
の
時
代
に
な
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
し
で

の
撮
影
は
可
能
で
す
。
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
現
場

を
見
て
い
て
も
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は
ほ
ぼ
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
発
端
と
な
り
、
立
て
続
け
に
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
に
か
ら
ん
だ
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ヤ
コ
ウ

タ
ケ
（
グ
リ
ー
ン
ペ
ペ
）
の
ル
ー
ル
も
決
め
ま

し
た
。

　
自
主
ル
ー
ル
は
拘
束
力
が
な
い
、
も
し
く
は

弱
い
の
で
す
が
、
所
属
団
体
で
決
め
て
い
る
の

と
、
周
り
の
目
も
あ
る
た
め
、
実
質
は
効
力
が

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
村
観
光
協
会
の

自
主
ル
ー
ル
の
た
め
、
そ
れ
以
外
の
村
民
な
ど

へ
の
強
制
力
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
ル
ー
ル

の
お
か
げ
で
、
村
民
も
同
じ
よ
う
な
や
り
方
で

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
団
体
の
自
主
ル
ー
ル
が
地
域
の
ル
ー
ル
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
自
主
ル
ー
ル
を
決
め
た
こ
と
で
、
よ
り

強
制
力
の
強
い
行
政
か
ら
の
ル
ー
ル
制
定
の
動

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
う
ま
く
い
っ
て
い

れ
ば
、
民
間
に
と
っ
て
も
、
行
政
に
と
っ
て
も
、

都
合
が
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
が
決
め

た
ル
ー
ル
だ
と
変
更
す
る
に
は
か
な
り
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
民
間
の
自
主
ル
ー
ル
変
更
な

ら
自
分
た
ち
で
臨
機
応
変
に
対
応
が
可
能
で

す
。
加
え
て
、
行
政
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
民

間
の
ル
ー
ル
で
あ
れ
ば
ル
ー
ル
設
定
、
維
持
、

変
更
の
た
め
の
費
用
が
か
か
ら
な
い
、
矢
面
に

立
た
な
く
て
す
む
な
ど
の
利
点
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
民
間
主
導
で
あ
っ
て
も
行
政
に

は
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
頃
か
ら
、
小
笠
原
で
は
す
で
に
利
用

に
関
す
る
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
（
法
律
、
制
度
、

自
主
ル
ー
ル
）
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初

の
ル
ー
ル
は
、1
9
8
9
年
に
で
き
た「
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
自
主
ル
ー
ル
」
で
す
。
こ

れ
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
始
め
る
前

に
、
関
係
者
が
ハ
ワ
イ
に
視
察
調
査
に
行
き
、

ハ
ワ
イ
の
事
例
を
学
び
、
作
っ
た
自
主
ル
ー
ル

で
す
。
僕
た
ち
み
ん
な
が
誇
り
に
し
て
い
る

ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
小
笠

原
は
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
祥
の

地
の
一
つ
だ
と
言
わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
僕
が
か
か
わ
っ
て
き
た
ル
ー
ル
作
り
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
自
然
資
源
を
利
用
す
る
事

業
者
の
危
機
感
が
発
端
と
な
っ
た
も
の
で
、
決

し
て
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
ル
ー
ル
の
よ
う
に
、

予
め
負
の
影
響
を
想
定
し
て
、
ル
ー
ル
を
作
る

の
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は

な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。

自
主
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た

『
小
笠
原
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』
発
行

　
自
主
ル
ー
ル
の
制
定
そ
の
も
の
は
い
い
こ
と

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
自
主
ル
ー
ル
が
増
え
た

結
果
、
島
民
に
も
、
観
光
客
に
も
、
ど
ん
な
ル
ー

ル
が
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
あ
る
会
議
で
僕
が
提
案
し
た
の

が
、
自
主
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
「
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
」
の
作
成
で
す
。
こ
れ
は
屋
久
島
で
同
様
な

も
の
を
見
て
い
て
、
小
笠
原
で
も
役
に
立
つ
と

思
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
提
案
が
小
笠
原
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
（
当
時
は
小
笠
原
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
）
で
生
か
さ
れ
て

2
0
0
5
年
に
、『
小
笠
原
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
』

が
編
集
さ
れ
コ
ン
パ
ク
ト
な
冊
子
と
し
て
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
改
訂
さ
れ
て

今
も
存
続
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
冊
子
の
発

行
が
減
っ
て
し
ま
い
、
島
民
や
観
光
客
の
目
に

つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
な
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
う
し
た
利
用
者
が
主
体
的
に
取
り
組
む
の

が
小
笠
原
ス
タ
イ
ル
だ
と
す
れ
ば
、今
後
も（
自

主
）
ル
ー
ル
作
り
は
、
ガ
イ
ド
（
利
用
者
）、
研

究
者
（
保
全
）、
行
政
（
管
理
者
）
が
、
互
い
に

協
力
し
、
議
論
し
な
が
ら
、
設
定
し
て
い
く
の

が
い
い
と
考
え
ま
す
。

　
僕
は
も
う
若
く
な
い
の
で
、
こ
の
先
は
次
世

代
の
ガ
イ
ド
事
業
者
に
し
っ
か
り
引
き
継
い
で

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
事
例
に
か
か
わ
っ
た
も
の
と
し
て
、
小
笠
原

の
流
儀
を
き
ち
ん
と
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。
た
だ
し
、
時
代
は
変
わ
っ
て
い
く
の

が
常
な
の
で
、
過
去
に
縛
ら
れ
す
ぎ
る
の
も
困

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柔
軟
に
対
応
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
こ
は
次
世
代
の
人
が
判
断

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
ル
ー
ル
」と「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を

常
に
意
識
し
て

　
僕
が
小
笠
原
・
父
島
で
陸
域
ガ
イ
ド
を
は
じ

め
た
の
は
2
0
0
0
年
。
早
い
も
の
で
そ
れ
か

ら
20
数
年
経
ち
ま
し
た
。
当
初
、
陸
域
で
ガ
イ

ド
を
す
る
業
者
は
ご
く
少
数
で
し
た
が
、
そ
の

後
数
年
の
間
に
増
加
。
そ
う
す
る
と
、
現
場
で

は
、
ガ
イ
ド
間
の
認
識
の
違
い
が
顕
在
化
し
た

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
管
理
者
か
ら
要
望
や
ク

レ
ー
ム
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
も
な
り
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
ガ
イ
ド
た
ち
が
集
ま
っ

て
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
き
ま
し

た
。
僕
は
小
笠
原
村
観
光
協
会
に
所
属
す
る
ガ

イ
ド
と
し
て
、
特
に
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
の
自
主
ル
ー
ル
作
り
に
は
主
導
的
に
か
か

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
経
緯
を
簡
単
に
振
り

返
り
な
が
ら
、
小
笠
原
に
お
け
る
利
用
の
ル
ー

ル
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
0
4
年
に
小
笠
原
が
環
境
省
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
そ
の
関
連
の
会
議
や
打
合
せ
な
ど
に

何
度
か
顔
を
出
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

あ
る
会
合
で
聞
い
た
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
本
質
的
要
素
は
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン

ス
」、
と
い
う
環
境
省
職
員
の
言
葉
で
す
。
こ

の
言
葉
が
強
烈
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
と
て
も
シ
ン
プ
ル
に
ま

と
め
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
他
の
内
容
は
ほ

と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
僕
が
ガ
イ
ド
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
要

素
が
頭
に
焼
き
付
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
こ
の

言
葉
を
ず
っ
と
意
識
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
自
ら
が
調
整
・

制
御
す
る
自
主
ル
ー
ル
作
り

　
冒
頭
に
触
れ
た
状
況
下
、
実
際
に
ル
ー
ル
作

り
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
が
同
じ
く
2
0
0
4

年
頃
で
す
。
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
に
お
け
る
オ
ガ
サ

ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
、
頻
繁
に
使
う
東
京
都
亜
熱
帯
農

業
セ
ン
タ
ー
の
展
示
園
の
一
部
に
地
面
の
陥
没

が
起
き
て
い
て
、
管
理
者
か
ら
夜
間
の
立
ち
入

り
は
危
な
い
と
い
う
こ
と
で
夜
間
立
入
制
限
を

打
診
さ
れ
た
の
が
発
端
で
す
。
こ
の
時
、
僕
は

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
会
の
代
表
役
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
に
は
東
京
都
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
は
必
須

の
場
所
で
し
た
。閉
鎖
に
な
っ
て
は
困
る
の
で
、

ガ
イ
ド
か
ら
夜
間
利
用
の
ル
ー
ル
を
提
案
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
認
め
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
検

討
を
始
め
た
の
で
す
。
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
に
詳
し
い
研
究
者
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
何
度
も
協
議
を
重
ね
て
、
ル
ー
ル
を
つ
く

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
小
笠
原
村
観
光
協
会

の
自
主
ル
ー
ル
と
い
う
形
で
ま
と
ま
り
、
東
京

都
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
た
結
果
、

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
で
の
夜
間
利
用
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
利
用
す
る
事
業
者
は
、

毎
年
、
年
度
初
め
に
、
年
間
利
用
の
申
請
を
し

て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
作
り
の
過
程
で
は
保
全
側
の
研
究
者

吉
井
信
秋
（
マ
ル
ベ
リ
ー
代
表
）

小
笠
原
の
ルールの

流
儀

東
京
都 

小
笠
原
村

5

吉
井
信
秋（
よ
し
い・の
ぶ
あ
き
）

北
海
道
大
学
農
学
部
卒
。民
間
企
業
で
数
年
勤
務
の
の

ち
、退
職
し
、小
笠
原
に
移
住
。2
0
0
0
年
に
陸
域
専

門
ガ
イ
ド「
マ
ル
ベ
リ
ー
」を
代
表
と
し
て
立
ち
上
げ
、

現
在
に
至
る
。小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

な
ど
地
元
の
複
数
団
体
の
役
員
を
経
験
。環
境
省
登
録

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
個
人
部
門
）。

吉
井
信
秋
の
ガ
イ
ド
風
景（
上
）。掲
示
物
を
活
用
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス（
下
）

オガサワラオオコウモリが夜の餌場に来ているところ

小笠原エコツーリ
ズム協議会発行「小
笠原ルールブック」

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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表 1 全体構想の概要

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
体
制
の
拡
充
と

エ
コ
ツ
ア
ー
開
催
状
況

　
2
0
2
1
年
7
月
の
認
定
後
は
、
全
体
構
想

を
推
進
す
る
た
め
の
運
営
体
制
の
整
備
拡
充
を

図
り
ま
し
た
。
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
下
に

全
体
構
想
の
周
知
や
ル
ー
ル
の
運
用
を
担
当
す

る
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
」
を
、
ま
た

主
に
自
然
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
担
当
す
る

「
自
然
環
境
部
会
」
の
二
つ
の
運
営
部
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
は
、
2
0
2
1

年
9
月
に
白
川
村
観
光
事
業 

者
及
び
ア
ク

　
2
0
2
1
〜
2
0
2
2
年
度
の
エ
コ
ツ
ア
ー

開
催
状
況
は
、
ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
10
種
類
の

ツ
ア
ー
を
催
行
し
、
2
年
間
で
1
0
9
2
人
参

加
の
実
績
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
全
体

構
想
作
成
の
目
的
で
あ
る
地
域
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
る
着
地
型
観
光
へ
の
移
行
と
地
域
活
性
化

の
一
助
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
の
メ
リ
ッ
ト
と

持
続
可
能
な
運
営
を

図
る
た
め
の
課
題

　
全
体
構
想
の
認
定
を
受
け
る
と
、
規
制
緩
和

の
一
環
と
し
て
、「
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者

が
そ
の
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の

た
め
の
輸
送
」
が
、「
道
路
運
送
法
に
基
づ
く

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
を
要
し
な
い
」

も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
公
共
バ
ス
交

通
網
が
乏
し
く
、
タ
ク
シ
ー
交
通
も
十
分
と
は

言
え
な
い
山
間
地
の
白
川
村
に
お
い
て
、
エ
コ

ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
「
自
ら
の
保
有
す
る
自

家
用
自
動
車
」
を
用
い
て
、
多
種
多
様
な
体
験

ツ
ア
ー
を
催
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
宿
泊
事
業
者
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

が
連
携
し
、
多
く
の
人
を
大
自
然
の
中
に
招
く

こ
と
が
出
来
る
商
品
が
投
入
さ
れ
易
い
状
況
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
考
え

ま
す
。 

例
え
ば
、
夏
は
大
白
川
の
白
水
湖
を
活

用
し
た
ツ
ア
ー
や
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
、

「
白
川
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
全
体
構
想
」

作
成
の
目
的
・
意
義

　
白
川
村
は
、
岐
阜
県
北
西
部
に
位
置
し
、
日

本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
、
自
然
豊
か
な
飛

騨
の
中
で
も
、
白
山
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

山
々
と
清
流
庄
川
が
急
峻
な
地
形
を
な
し
、
人

の
手
が
比
較
的
入
っ
て
い
な
い
自
然
の
姿
を
残

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
白
山
国
立
公
園
や

天
生
（
あ
も
う
）
県
立
自
然
公
園
な
ど
生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
豊
か
な
自
然
が
存
在
す
る
地
域

で
、
村
全
域
が
白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
9
9
5
年
に
白
川
郷
合
掌
造
り
集
落
が
世
界

遺
産
（
文
化
遺
産
）
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
合

掌
造
り
や
「
結
」
の
精
神
、
ど
ぶ
ろ
く
祭
を
始

め
と
す
る
伝
統
行
事
、
有
形
及
び
無
形
の
文
化

財
な
ど
、
今
で
は
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
る

様
々
な
歴
史
や
伝
統
文
化
を
守
り
育
ん
で
き
た

背
景
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
も
増
加
し
て
い
る
中
、
年
間
1
7
5
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
交
通

の
利
便
性
の
向
上
や
「
体
験
・
滞
在
型 

観
光
」

の
コ
ン
テ
ン
ツ
不
足
等
に
よ
り
、「
立
ち
寄
り

型
観
光
地
」
に
な
っ
て
お
り
、
十
分
な
観
光
消

費
を
促
し
、
稼
ぐ
仕
組
み
が
構
築
出
来
て
い
な

い
状
況
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
地
域
固
有
の
自

然
・
文
化
資
源
を
生
か
し
た
ツ
ア
ー
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
増
や
し
、
よ
り
地
域
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
る
着
地
型
観
光
へ
移
行
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
つ
つ
も
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
考
え
に
基
づ
く
環
境
へ
の
配
慮
を
促
す

観
光
推
進
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
持
続
可
能

性
の
あ
る
観
光
立
村
を
目
指
す
た
め
全
体
構
想

の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。
全
体
構
想
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
白
川
郷
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会

が
中
心
と
な
り
、
2
0
1
7
年
4
月
に
「
白
川

村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
に
着
手

し
、
2
0
2
0
年
9
月
に
各
省
庁
の
事
前
協
議

を
経
て
2
0
2
1
年
7
月
に
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
全
国
で
19
カ
所
目
の
認
定

で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
地
域
は
、

白
川
村
全
域
で
主
な
観
光
資
源
は
、
自
然
環
境

に
係
る
も
の
と
伝
統
的
な
生
活
文
化
に
係
る
も

の
で
非
常
に
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。

加
藤
忠
利（
か
と
う・た
だ
と
し
）

岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
在
住
。
東
海
地
方
の
製
造
業
で

環
境
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
渉
外
業
務
に
従
事
。
退
職
後
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
白
川
郷
自
然
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
入
職
し
、

白
川
郷
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
で
事
務
局
長
を
兼
務

し
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
体
構
想
認
可
と
運
用
を
担

当
。
休
日
は
奥
飛
騨
で
の
渓
流
釣
り
や
登
山
を
楽
し
む
。

加
藤
忠
利
（
白
川
郷
ま
る
ご
と
体
験

  

協
議
会
事
務
局
長
）

白
川
村

エコツ
ー
リ
ズム
の

取
り
組
み
状
況

について

岐
阜
県 

白
川
村

6

③水辺を活用したツアー（白水湖でのラフトボート体験ツアー、
大白川河川でのシャワークライミング）

④豊かな文化を継承し、伝統を活かした多種多様な追体験をする
ことを目的とするもの。（合掌集落前山ガイドツアー）

①豊かな森林を活用したツアー（大白川原生林ガイドツアー、
新緑と残雪の森ハイキング、スノーシュー

②山岳を活用したツアー
（白山登山ツアー、白水の滝観瀑台ツアー）

テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
を
対
象
に
全
体
構
想
の
内

容
及
び
各
種
ル
ー
ル
等
の
説
明
会
を
実
施
す
る

等
、継
続
的
な
周
知
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
部
会
は
、
2
0
2
1
年
度
の
活
動

と
し
て
、
自
然
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

す
る
た
め
の
基
礎
調
査
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

森
の
な
り
わ
い
研
究
所
」
へ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地

域
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
の
選
定
に
つ
い
て

の
調
査
を
業
務
委
託
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

調
査
結
果
を
基
に
2
0
2
2
年
度
は
、
白
川
村

観
光
事
業
者
及
び
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
を

対
象
に
エ
コ
ツ
ア
ー
の
体
験
研
修
会
を
開
催

し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
含
む
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
と
エ
コ
ツ
ア
ー
の
活
用
促

進
を
図
り
ま
し
た
。

日
本
三
百
名
山
の
一
つ
三
方
岩
岳
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
の
開
催
等
、
ツ
ア
ー
の
企
画
運
営

が
柔
軟
に
対
応
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
全
体
で
継
続
的
に

推
進
す
る
た
め
に
は
推
進
組
織
（
白
川
郷
ま
る

ご
と
体
験
協
議
会
）
の
運
営
費
と
な
る
財
源
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
施
、
評
価
を
行
う
た
め
の
経
費
に

つ
い
て
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
で
は
、
2
0
2
1
〜

2
0
2
2
年
度
に
つ
い
て
は
白
川
村
へ
の
交
付

金
、
環
境
省
の
生
物
多
様
性
保
全
推
進
交
付
金

等
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
持
続
可
能

な
運
営
を
図
る
た
め
に
は
、
安
定
的
な
自
主
財

源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
例
え
ば
安
定
的
な
自
主

財
源
に
は
、
広
く
受
益
者
（
ツ
ア
ー
参
加
者
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
等
）
か
ら
支
援
を
得

る
方
法
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

仕
組
み
作
り
や
合
意
形
成
が
大
き
な
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。

私たちにとってエコツーとは何だったのか4

名　　称

協議会名

エコツーリズム
を推進する地域

白川村エコツーリズム推進全体構想
白川郷まるごと体験協議会
NPO法人 白川郷自然共生フォーラム、
一般財団法人 白川村緑地自然開発公社、
一般社団法人 白川郷観光協会、
白川村商工会、
白川村役場、
関係行政他

白川村全域
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表 1 全体構想の概要
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ツ
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リ
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2
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2
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2
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9
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伝
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着
地
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光
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地
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一
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と
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す
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す
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催
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携
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湖
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葉
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岐
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。
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生
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託
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

調
査
結
果
を
基
に
2
0
2
2
年
度
は
、
白
川
村

観
光
事
業
者
及
び
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
を

対
象
に
エ
コ
ツ
ア
ー
の
体
験
研
修
会
を
開
催

し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
含
む
エ
コ
ツ
ア
ー
の

ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
と
エ
コ
ツ
ア
ー
の
活
用
促

進
を
図
り
ま
し
た
。

日
本
三
百
名
山
の
一
つ
三
方
岩
岳
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
の
開
催
等
、
ツ
ア
ー
の
企
画
運
営

が
柔
軟
に
対
応
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
全
体
で
継
続
的
に

推
進
す
る
た
め
に
は
推
進
組
織
（
白
川
郷
ま
る

ご
と
体
験
協
議
会
）
の
運
営
費
と
な
る
財
源
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
施
、
評
価
を
行
う
た
め
の
経
費
に

つ
い
て
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
で
は
、
2
0
2
1
〜

2
0
2
2
年
度
に
つ
い
て
は
白
川
村
へ
の
交
付

金
、
環
境
省
の
生
物
多
様
性
保
全
推
進
交
付
金

等
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
持
続
可
能

な
運
営
を
図
る
た
め
に
は
、
安
定
的
な
自
主
財

源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
例
え
ば
安
定
的
な
自
主

財
源
に
は
、
広
く
受
益
者
（
ツ
ア
ー
参
加
者
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
等
）
か
ら
支
援
を
得

る
方
法
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

仕
組
み
作
り
や
合
意
形
成
が
大
き
な
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。
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当
初
は
、
来
訪
者
に
と
っ
て
は
「
農
村
地
域

に
お
い
て
、
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を

楽
し
む
、
滞
在
型
の
余
暇
活
動
」
で
あ
り
、
農

村
に
住
む
人
に
と
っ
て
も
「
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ

フ
」
を
享
受
で
き
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

し
た
が
、
2
0
0
7
年
の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
お
よ
び
翌
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
法
の
施
行
を
受
け
、
美
山
町
に
お
け
る
観

光
は
、
自
然
・
文
化
的
資
源
の
保
全
と
活
用
を

目
指
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
舵
を
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
に
、
住
民
組
織
・
観
光
事
業
者
・

N
P
O
団
体
・
行
政
等
で
構
成
し
た
「
南
丹
市

美
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座
初
級
の

開
催
な
ど
を
行
い
つ
つ
、
全
体
構
想
認
定
の
た

め
の
準
備
を
始
め
、
2
0
1
4
年
に
全
体
構
想

の
認
定
を
受
け
る
の
に
至
る
ま
で
の
間
、
市
民

参
画
や
地
域
と
の
連
携
を
重

視
し
、
地
域
の
魅
力
を
最
大

限
に
活
用
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
普
及
を
推
進
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

そ
の
中
で
も
全
体
構
想
に
つ

い
て
、
多
く
の
市
町
村
で
は

行
政
が
主
導
し
て
行
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
が
、
美
山
町

に
お
い
て
は
、
外
部
の
力
に

頼
ら
ず
、
地
域
事
業
者
と
住

民
た
ち
が
協
議
会
を
つ
く

り
、
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ

ま
し
た
。
こ
れ
は
前
に
記
載

し
た
観
光
の
考
え
方
が
浸
透

し
て
い
る
こ
と
の
一
例
で
あ

り
ま
す
。現
在
で
は
、観
光
は
、

地
域
の
自
然
や
文
化
を
活
か

し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
住
民
や
事
業
者
ら

も
認
知
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
2
0
1
6
年
に

は
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を

引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た

観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
を
目
指
し
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
と
観
光
協
会
が

一
体
と
な
っ
た
D
M
O
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
法

人
）
を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
関

係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
い
た
戦
略
（
2
0
2
1
年
に
は
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
）
の
中
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
着
実
に
実
施

す
る
体
制
も
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て
、

地
域
の
持
続
性
を

目
指
し
た
観
光
を

　
た
だ
、
美
山
町
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

に
お
い
て
全
て
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
観
光
は
じ
め
、
ま
ち
お
こ
し
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
過
疎
化
・
高
齢
化
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

か
や
ぶ
き
の
里
を
は
じ
め
と
し
た
風
景
は
守
ら

れ
、
地
域
の
特
産
品
の
販
売
促
進
や
地
元
の
宿

泊
施
設
・
飲
食
店
な
ど
の
活
性
化
は
図
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
地
域
維
持
を
行
う
ま
で
の
経

済
活
動
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、メ
デ
ィ

ア
の
露
出
が
増
え
、
観
光
入
込
客
数
の
増
加
に

伴
い
、
新
規
参
入
の
観
光
関
連
事
業
者
は
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
美
山
町
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
理
解
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
地
域
不
在
の
観

光
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
が
持
つ
、

「
利
用
・
活
用
」
と
「
保
護
」
の
機
能
の
う
ち
、

自
然
の
み
な
ら
ず
風
景
を
含
ん
だ
「
保
護
」
の

意
味
を
理
解
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、
他
の
省
庁
が
取
り
組
ん

で
い
る
政
策
と
相
互
リ
ン
ク
し
、
時
代
に
応
じ

て
変
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
観
光
が
多
様
化
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
類
似
す
る「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
呼

称
に
囚
わ
れ
ず
、
地
域
が
大
切
に
し
て
き
た
観

光
の
本
質
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
一
周
遅
れ
の
美
山
町
が
取
り
組
ん
だ
軌
跡

は
、
今
ま
さ
に
「
地
方
創
生
」
と
し
て
全
国
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光
の
一
周
後
の
姿
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
他
地
域
に
と
っ
て
の
参
考
な

る
示
唆
に
富
ん
だ
事
例
に
な
り
う
る
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
美
山
町
が
あ

り
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
等
の

地
域
課
題
に
対
す
る
処
方
箋
と
な
る
可
能
性
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
約
40
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
美
山
町
の
観
光

は
道
半
ば
で
す
が
、
引
き
続
き
「
人
の
暮
ら
し

が
息
づ
く
風
景
」
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

美
山
に
は

1
0
0
日
魅
力
が
あ
る

　
南
丹
市
美
山
町
は
、
京
都
市
内
よ
り
北
に
約

50
㎞
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
北
は
、
福
井
県（
お

お
い
町
）
東
は
、
滋
賀
県
（
高
島
市
）
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。
日
本
海
型
と
太
平
洋
型
の
気
候

帯
が
混
ざ
り
合
う
珍
し
い
自
然
条
件
で
あ
る
た

め
、
四
季
折
々
に
豊
か
な
表
情
を
見
せ
る
と
共

に
、
多
く
の
種
類
の
植
物
や
動
物
、
昆
虫
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
同
時
に
、「
美
山
に
は
1
0
0
日
魅
力
が
あ

る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
文
化
・
伝
承
・
歴

史
な
ど
人
の
営
み
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
地

域
の
多
彩
な
顔
や
色
を
も
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

茅
葺
き
に
代
表
さ
れ
る
職
人
の
技
、
各
家
庭
で

つ
く
る
家
庭
料
理
や
保
存
食
を
加
工
す
る
知
恵

な
ど
有
形
無
形
の
地
域
資
源
も
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
2
0
1
6
年
の
京
都
丹
波
高
原
国

定
公
園
指
定
の
際
に
は
、
自
然
と
文
化
が
融
合

し
た
風
致
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
の
こ
と
で
美

山
町
全
域
が
国
定
公
園
エ
リ
ア
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
美
山
町
の
代
表
的
な
観
光
資

源
は
、
か
や
ぶ
き
の
里
と
芦
生
の
森
で
す
。
こ

れ
ら
の
エ
リ
ア
で
提
供
さ
れ
る
体
験
は
、
地
域

の
文
化
や
自
然
を
尊
重
し
、
継
承
し
つ
つ
訪
れ

る
人
々
に
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
伝
統
と
文
化
を
保
全

す
る
た
め
に
、
観
光
の
強
み
を
活
か
し
た
優
良

事
例
の
実
践
地
と
し
て
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）
が
、
2
0
2
1
年
12
月
に
、

加
盟
国
の
75
か
国
・
1
7
4
地
域
の
中
か
ら
日

本
か
ら
は
北
海
道
ニ
セ
コ
町
と
と
も
に
ベ
ス

ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
と
し
て
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
日
本
一
の
田
舎
」
を
掲
げ
、

農
山
村
の
風
景
を
活
か
す

　
美
山
町
が
観
光
に
取
り
組
み
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
1
9
6
0
年
代
の
主
産
業
で
あ
っ
た
林

業
の
低
迷
に
よ
る
過
疎
化
・
高
齢
化
で
し
た
。

1
9
5
0
年
代
に
1
万
人
い
た
人
口
は
、

1
9
7
0
年
頃
に
は
6
千
人
台
へ
と
落
ち
込

み
、
急
速
に
地
域
機
能
の
低
下
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
高
度
成
長
期
に
お
け

る
工
場
誘
致
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
が
周
辺
の
地

域
で
進
む
中
、美
山
町
の
96
％
が
森
林
で
あ
り
、

そ
の
森
林
の
多
く
は
急
峻
で
あ
る
た
め
に
、
工

場
誘
致
や
新
規
開
発
な
ど
、
外
部
資
本
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
が
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
役
場
が
中
心
と
な
り
、
年
間
約

2
0
0
日
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

地
域
の
強
み
・
弱
み
、
ま
た
住
民
が
望
む
町
の

あ
り
方
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
結
果
、
社

会
環
境
の
変
化
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
た
ち
が

大
切
に
し
て
い
る
風
景
を
、
守
り
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
こ
と
が
、
現
在
の
町
の
姿

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
周
辺
市
町
と
比
べ
る
と
前
近
代
的
な

田
園
風
景
を
守
る
こ
と
は
、「
世
の
中
の
動
向

か
ら
、一
周
遅
れ
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

見
方
を
変
え
れ
ば
、
時
代
が
後
ろ
か
ら
追
い
つ

い
て
き
て
い
る
」
と
見
え
な
く
も
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
日
本
一
の
田
舎
」
を
掲
げ
、
農
山

村
の
風
景
を
活
か
す
こ
と
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り
う

る
と
考
え
取
り
組
み
ま
し
た
。こ
の
発
想
こ
そ
、

美
山
町
ら
し
さ
で
あ
り
、
住
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
当
然
、観
光
も
こ
の
発
想
に
基
づ
き
な
が
ら
、

「
地
域
の
持
続
性
」
を
目
的
に
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
。
特
に
、「
次
の
世
代
に
、
風
景
や
伝

統
文
化
を
つ
な
ぐ
人
材
と
支
え
る
経
済
や
社
会

的
仕
組
み
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
」、ま
た
、「
住

民
の
意
識
と
意
欲
を
高
め
な
が
ら
住
民
参
加
型

の
活
動
と
位
置
づ
け
る
こ
と
」
が
考
え
方
の
軸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
田
真
樹
（
南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

行
政
で
は
な
く

民
間
主
導
に
よ
る

観
光
の
深
化

京
都
府 

南
丹
市（
美
山
町
）

7

青
田
真
樹（
あ
お
た・ま
さ
き
）

旅
、教
育
、地
域
づ
く
り
が
活
動
領
域
。現
在
は
、一
般
社

団
法
人
南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
活
動
組
織
に
関
わ
り
な
が
ら
住
民
と

行
政
、企
業
等
の
架
け
橋
と
な
る
活
動
を
行
う
。南
丹

市
美
山
町
在
住
。

背後の山林や田畑も含めて伝統的建造物群保存地区に指定

住
民
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
様
子

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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当
初
は
、
来
訪
者
に
と
っ
て
は
「
農
村
地
域

に
お
い
て
、
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を

楽
し
む
、
滞
在
型
の
余
暇
活
動
」
で
あ
り
、
農

村
に
住
む
人
に
と
っ
て
も
「
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ

フ
」
を
享
受
で
き
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

し
た
が
、
2
0
0
7
年
の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
お
よ
び
翌
2
0
0
8
年
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
法
の
施
行
を
受
け
、
美
山
町
に
お
け
る
観

光
は
、
自
然
・
文
化
的
資
源
の
保
全
と
活
用
を

目
指
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
舵
を
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
に
、
住
民
組
織
・
観
光
事
業
者
・

N
P
O
団
体
・
行
政
等
で
構
成
し
た
「
南
丹
市

美
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座
初
級
の

開
催
な
ど
を
行
い
つ
つ
、
全
体
構
想
認
定
の
た

め
の
準
備
を
始
め
、
2
0
1
4
年
に
全
体
構
想

の
認
定
を
受
け
る
の
に
至
る
ま
で
の
間
、
市
民

参
画
や
地
域
と
の
連
携
を
重

視
し
、
地
域
の
魅
力
を
最
大

限
に
活
用
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
普
及
を
推
進
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

そ
の
中
で
も
全
体
構
想
に
つ

い
て
、
多
く
の
市
町
村
で
は

行
政
が
主
導
し
て
行
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
が
、
美
山
町

に
お
い
て
は
、
外
部
の
力
に

頼
ら
ず
、
地
域
事
業
者
と
住

民
た
ち
が
協
議
会
を
つ
く

り
、
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ

ま
し
た
。
こ
れ
は
前
に
記
載

し
た
観
光
の
考
え
方
が
浸
透

し
て
い
る
こ
と
の
一
例
で
あ

り
ま
す
。現
在
で
は
、観
光
は
、

地
域
の
自
然
や
文
化
を
活
か

し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
住
民
や
事
業
者
ら

も
認
知
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
2
0
1
6
年
に

は
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を

引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た

観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
を
目
指
し
て
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
と
観
光
協
会
が

一
体
と
な
っ
た
D
M
O
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
法

人
）
を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
関

係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
い
た
戦
略
（
2
0
2
1
年
に
は
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
）
の
中
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
着
実
に
実
施

す
る
体
制
も
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て
、

地
域
の
持
続
性
を

目
指
し
た
観
光
を

　
た
だ
、
美
山
町
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

に
お
い
て
全
て
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
観
光
は
じ
め
、
ま
ち
お
こ
し
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
過
疎
化
・
高
齢
化
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

か
や
ぶ
き
の
里
を
は
じ
め
と
し
た
風
景
は
守
ら

れ
、
地
域
の
特
産
品
の
販
売
促
進
や
地
元
の
宿

泊
施
設
・
飲
食
店
な
ど
の
活
性
化
は
図
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
地
域
維
持
を
行
う
ま
で
の
経

済
活
動
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、メ
デ
ィ

ア
の
露
出
が
増
え
、
観
光
入
込
客
数
の
増
加
に

伴
い
、
新
規
参
入
の
観
光
関
連
事
業
者
は
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
美
山
町
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
理
解
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
地
域
不
在
の
観

光
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
が
持
つ
、

「
利
用
・
活
用
」
と
「
保
護
」
の
機
能
の
う
ち
、

自
然
の
み
な
ら
ず
風
景
を
含
ん
だ
「
保
護
」
の

意
味
を
理
解
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、
他
の
省
庁
が
取
り
組
ん

で
い
る
政
策
と
相
互
リ
ン
ク
し
、
時
代
に
応
じ

て
変
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
観
光
が
多
様
化
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
類
似
す
る「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
呼

称
に
囚
わ
れ
ず
、
地
域
が
大
切
に
し
て
き
た
観

光
の
本
質
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
一
周
遅
れ
の
美
山
町
が
取
り
組
ん
だ
軌
跡

は
、
今
ま
さ
に
「
地
方
創
生
」
と
し
て
全
国
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光
の
一
周
後
の
姿
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
他
地
域
に
と
っ
て
の
参
考
な

る
示
唆
に
富
ん
だ
事
例
に
な
り
う
る
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
美
山
町
が
あ

り
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
等
の

地
域
課
題
に
対
す
る
処
方
箋
と
な
る
可
能
性
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
約
40
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
美
山
町
の
観
光

は
道
半
ば
で
す
が
、
引
き
続
き
「
人
の
暮
ら
し

が
息
づ
く
風
景
」
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

美
山
に
は

1
0
0
日
魅
力
が
あ
る

　
南
丹
市
美
山
町
は
、
京
都
市
内
よ
り
北
に
約

50
㎞
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
北
は
、
福
井
県（
お

お
い
町
）
東
は
、
滋
賀
県
（
高
島
市
）
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。
日
本
海
型
と
太
平
洋
型
の
気
候

帯
が
混
ざ
り
合
う
珍
し
い
自
然
条
件
で
あ
る
た

め
、
四
季
折
々
に
豊
か
な
表
情
を
見
せ
る
と
共

に
、
多
く
の
種
類
の
植
物
や
動
物
、
昆
虫
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
同
時
に
、「
美
山
に
は
1
0
0
日
魅
力
が
あ

る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
文
化
・
伝
承
・
歴

史
な
ど
人
の
営
み
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
地

域
の
多
彩
な
顔
や
色
を
も
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

茅
葺
き
に
代
表
さ
れ
る
職
人
の
技
、
各
家
庭
で

つ
く
る
家
庭
料
理
や
保
存
食
を
加
工
す
る
知
恵

な
ど
有
形
無
形
の
地
域
資
源
も
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
2
0
1
6
年
の
京
都
丹
波
高
原
国

定
公
園
指
定
の
際
に
は
、
自
然
と
文
化
が
融
合

し
た
風
致
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
の
こ
と
で
美

山
町
全
域
が
国
定
公
園
エ
リ
ア
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
美
山
町
の
代
表
的
な
観
光
資

源
は
、
か
や
ぶ
き
の
里
と
芦
生
の
森
で
す
。
こ

れ
ら
の
エ
リ
ア
で
提
供
さ
れ
る
体
験
は
、
地
域

の
文
化
や
自
然
を
尊
重
し
、
継
承
し
つ
つ
訪
れ

る
人
々
に
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
伝
統
と
文
化
を
保
全

す
る
た
め
に
、
観
光
の
強
み
を
活
か
し
た
優
良

事
例
の
実
践
地
と
し
て
国
連
世
界
観
光
機
関

（
U
N
W
T
O
）
が
、
2
0
2
1
年
12
月
に
、

加
盟
国
の
75
か
国
・
1
7
4
地
域
の
中
か
ら
日

本
か
ら
は
北
海
道
ニ
セ
コ
町
と
と
も
に
ベ
ス

ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
と
し
て
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
日
本
一
の
田
舎
」
を
掲
げ
、

農
山
村
の
風
景
を
活
か
す

　
美
山
町
が
観
光
に
取
り
組
み
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
1
9
6
0
年
代
の
主
産
業
で
あ
っ
た
林

業
の
低
迷
に
よ
る
過
疎
化
・
高
齢
化
で
し
た
。

1
9
5
0
年
代
に
1
万
人
い
た
人
口
は
、

1
9
7
0
年
頃
に
は
6
千
人
台
へ
と
落
ち
込

み
、
急
速
に
地
域
機
能
の
低
下
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
高
度
成
長
期
に
お
け

る
工
場
誘
致
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
が
周
辺
の
地

域
で
進
む
中
、美
山
町
の
96
％
が
森
林
で
あ
り
、

そ
の
森
林
の
多
く
は
急
峻
で
あ
る
た
め
に
、
工

場
誘
致
や
新
規
開
発
な
ど
、
外
部
資
本
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
が
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
役
場
が
中
心
と
な
り
、
年
間
約

2
0
0
日
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、

地
域
の
強
み
・
弱
み
、
ま
た
住
民
が
望
む
町
の

あ
り
方
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
結
果
、
社

会
環
境
の
変
化
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
た
ち
が

大
切
に
し
て
い
る
風
景
を
、
守
り
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
こ
と
が
、
現
在
の
町
の
姿

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
周
辺
市
町
と
比
べ
る
と
前
近
代
的
な

田
園
風
景
を
守
る
こ
と
は
、「
世
の
中
の
動
向

か
ら
、一
周
遅
れ
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

見
方
を
変
え
れ
ば
、
時
代
が
後
ろ
か
ら
追
い
つ

い
て
き
て
い
る
」
と
見
え
な
く
も
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
日
本
一
の
田
舎
」
を
掲
げ
、
農
山

村
の
風
景
を
活
か
す
こ
と
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り
う

る
と
考
え
取
り
組
み
ま
し
た
。こ
の
発
想
こ
そ
、

美
山
町
ら
し
さ
で
あ
り
、
住
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
当
然
、観
光
も
こ
の
発
想
に
基
づ
き
な
が
ら
、

「
地
域
の
持
続
性
」
を
目
的
に
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
。
特
に
、「
次
の
世
代
に
、
風
景
や
伝

統
文
化
を
つ
な
ぐ
人
材
と
支
え
る
経
済
や
社
会

的
仕
組
み
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
」、ま
た
、「
住

民
の
意
識
と
意
欲
を
高
め
な
が
ら
住
民
参
加
型

の
活
動
と
位
置
づ
け
る
こ
と
」
が
考
え
方
の
軸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
田
真
樹
（
南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
）

行
政
で
は
な
く

民
間
主
導
に
よ
る

観
光
の
深
化

京
都
府 

南
丹
市（
美
山
町
）
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真
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お
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き
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活
動
領
域
。現
在
は
、一
般
社

団
法
人
南
丹
市
美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
活
動
組
織
に
関
わ
り
な
が
ら
住
民
と

行
政
、企
業
等
の
架
け
橋
と
な
る
活
動
を
行
う
。南
丹

市
美
山
町
在
住
。
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の
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体
で
訪
れ
て
も
人
の
存
在
が
動
物
に
影
響
を
与

え
に
く
い
と
い
う
特
徴
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
対

象
と
し
て
魅
力
的
で
し
た
。

　
岬
馬
は
一
夫
多
妻
の
ハ
ー
レ
ム
群
を
形
成
し
、

繁
殖
期
に
は
オ
ス
同
士
の
戦
い
な
ど
興
味
深
い

行
動
を
気
軽
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
草
原
に
は

オ
キ
ナ
グ
サ
な
ど
希
少
種
の
草
花
も
あ
り
、
馬

の
フ
ン
に
は
、
こ
れ
を
分
解
す
る
キ
ノ
コ
や
フ
ン

虫
も
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
営
み
が
数
百
年

も
維
持
さ
れ
て
き
た
都
井
岬
は
ま
さ
に
草
原
生

態
系
の
縮
図
で
あ
り
、
設
備
費
不
要
の『
箱
物
で

な
い
自
然
博
物
館
』で
す
。
こ
う
し
た
都
井
岬
の

魅
力
は
、
現
地
で
の
ガ
イ
ド
が
な
け
れ
ば
十
分

に
楽
し
め
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ガ
イ
ド

に
は
地
域
資
源
を
守
る
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

多
数
の
人
が
訪
れ
る
都
井
岬
で
は
、
観
光
客
と

馬
が
過
剰
に
接
近
し
て
怪
我
を
し
た
り
、
動
物

に
餌
を
与
え
た
り
、
ゴ
ミ
を
投
棄
す
る
な
ど
の

問
題
も
発
生
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
防
ぐ
監
視
員
と
し
て
の
機
能

も
期
待
さ
れ
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
ガ
イ
ド
養

成
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
都
井
岬
で
誕
生
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は

『
都
井
岬
・
馬
追
い
体
験
』
で
す
。
馬
追
い
は

当
初
、
江
戸
時
代
の
都
井
岬
で
生
産
さ
れ
た
軍

馬
を
捕
獲
・
搬
出
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
伝
統

作
業
で
、
現
代
で
は
馬
を
守
る
保
護
活
動
（
寄

生
虫
の
駆
除
や
健
康
診
断
）
と
し
て
年
１
回
実

施
さ
れ
ま
す
。
黒
潮
を
望
む
緑
の
草
原
に
、
人

海
戦
術
で
馬
の
群
れ
を
追
う
作
業
は
雄
大
で
、

こ
れ
ま
で
は
一
部
の
保
存
会
や
研
究
者
し
か
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
存
会
の
高
齢
化

に
よ
っ
て
、
こ
の
伝
統
作
業
の
継
続
が
危
惧
さ

れ
る
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
作
業
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
か
ら
参
加
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、『
た
だ

眺
め
る
だ
け
で
な
く
馬
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
の
か
』
と
い
う
潜
在
的
な
野
生
馬
フ
ァ
ン
の

受
け
皿
と
し
て
最
適
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
日

は
、
保
護
の
担
い
手
で
あ
る
保
存
会
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
参
加
者
の
引
率
・
指
導
を
行
い

ま
す
。参
加
者
は
あ
く
ま
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
で
、

支
え
手
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
参
加
者
に
刺
激

さ
れ
た
の
か
、
保
存
会
も
例
年
よ
り
声
が
大
き

く
活
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
馬
追
い
は
終
日
の
作
業
と
な
り
、
遠

方
か
ら
の
参
加
者
に
は
宿
泊
も
し
て
頂
け
ま

す
。
伝
統
作
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
保
護

の
担
い
手
に
は
活
気
を
与
え
、
非
日
常
の
貴
重

な
体
験
で
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
、
地
域
に

お
金
も
落
ち
る
。
こ
れ
は
私
が
理
想
と
す
る
エ

コ
ツ
ア
ー
で
す
。

　
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
住
民
が
地
域
の

深
い
魅
力
を
伝
え
る
素
材
の
料
理
人
と
な
っ
て

コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
取
り
組
み
で
す
。

そ
の
過
程
で
郷
土
愛
が
醸
成
さ
れ
、
や
が
て
は

地
域
住
民
か
ら
『
お
国
自
慢
』
が
自
然
と
溢
れ

る
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
と
考
え
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
全
体
構
想

の
国
認
定
も
、
そ
う
し
た
機
運
作
り
の
契
機
と

考
え
、
認
定
か
ら
5
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
難
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
何
が
成
功
な
の
か
、
そ
の
事
業

成
果
や
達
成
目
標
の
設
定
が
難
し
く
、
な
お
か

つ
、
非
常
に
守
備
範
囲
が
広
い
た
め
、
と
も
す

れ
ば
事
業
目
的
や
目
指
す
方
向
性
が
散
漫
に
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
全
体
構
想

を
い
か
に
実
現
し
て
ゆ
く
か
、
理
想
は
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
日
常
化
」
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

道
半
ば
で
す
。

〝
素
材
〞だ
け
で
は

地
域
の
魅
力
は
伝
わ
ら
な
い

　
串
間
市
は
宮
崎
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
沿

岸
は
風
光
明
媚
な
日
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
、
南
国
植
物
と
青
い
海
、
白
い
砂
浜
が
、

南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
に
目
を
向
け
れ
ば
、

江
戸
時
代
の
武
士
の
馬
が
野
生
化
し
て
暮
ら
す

『
都
井
岬
』
を
は
じ
め
、
豊
富
な
自
然
資
源
が

中
心
市
街
地
か
ら
車
で
30
〜
40
分
の
圏
内
に
あ

る
自
然
観
光
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
串
間
市

は
、こ
れ
ら
の
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で
保
護
、

活
用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
、
新
婚
旅
行
ブ
ー
ム
に

よ
っ
て
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
宮
崎
県
で

す
が
、
近
年
の
観
光
は
『
観
る
観
光
』
か
ら
『
参

加
体
験
型
の
観
光
』
に
嗜
好
が
変
化
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
久
し
く
、
宮
崎
県
内
で
も
各
地
で

様
々
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
開
発
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
が
あ
る
だ
け
で
は
素
材
で
し

か
な
く
、
具
体
的
に
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
が
な
け
れ
ば
、
地
域
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
し
た
。
串
間
市
も
参
加
体
験
型
観
光
を
推
進

す
べ
く
、
2
0
1
1
年
頃
か
ら
人
材
育
成
や
商

品
開
発
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
商
品
群
の
『
質
』

に
つ
い
て
、
農
産
品
の
よ
う
に
一
定
の
規
格
を

設
け
て
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
規

格
と
な
る
理
念
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
導
入

が
試
み
ら
れ
た
の
で
す
。
串
間
市
で
は
、

2
0
1
4
年
に
『
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
』
を
組
織
し
、
2
0
1
7
年
に
は
推
進

全
体
構
想
が
国
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。国
の
認
定
に
よ
っ
て
、各
種
の
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
さ
れ
、
航
空
会
社
の
機
内
誌
等
で
も

特
集
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
国
認
定
は
大
き
な
機

運
作
り
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
串
間
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
自
然
資
源
や

生
活
文
化
を
守
り
な
が
ら
活
用
し
、
そ
の
恩
恵

を
次
世
代
に
も
送
り
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
必
須
条
件
は
、
地
域
の
素
材
を
具

体
的
な
楽
し
み
方
（
参
加
体
験
型
観
光
メ

ニ
ュ
ー
）
と
し
て
提
供
し
て
く
れ
る
『
人
』
が

居
る
こ
と
で
す
が
、『
持
続
可
能
な
地
域
』
を

テ
ー
マ
に
、
他
に
も
様
々
な
定

義
（
規
格
）
が
あ
り
ま
す
。
串

間
市
で
エ
コ
ツ
ア
ー
を
冠
す
る

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
で
事
前
協
議
制
度
を
設
け
て

い
て
、
様
々
な
審
査
項
目
を
経
て
登
録
し
て
い

ま
す
。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
下
記

に
抜
粋
し
ま
す
。

串
間
で
初
エ
コ
ツ
ア
ー
、

都
井
岬
の
「
野
生
馬
ガ
イ
ド
」

　
串
間
市
が
参
加
体
験
型
観
光
の
開
発
で
最
初

に
着
手
し
た
の
は
、
都
井
岬
の
『
野
生
馬
ガ
イ

ド
』
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
武
士
の
馬
が
野
生

化
し
て
現
存
す
る
都
井
岬
は
、
他
地
域
に
は
な

い
特
色
を
持
っ
て
お
り
、
研
究
の
歴
史
も
古
く
、

馬
の
戸
籍
と
家
系
図
の
デ
ー
タ
は
半
世
紀
分
の

記
録
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
背
景
と
し
た
観
光
ガ

イ
ド
が
出
来
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
都
井
岬
は
観
光
地
な
の
で
馬
は
人
に
慣

れ
て
い
て
、
他
の
野
生
動
物
の
よ
う
に
逃
げ
る

こ
と
が
な
い
一
方
、
餌
も
与
え
な
い
た
め
飼
育

馬
の
よ
う
に
は
人
に
関
心
を
示
し
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
草
原
は
観
察
が
容
易
で
安
全
で
あ
り
、
団

●
串
間
の
具
体
的
な
楽
し
み
方
を
提
供
で
き
る

『
人
』が
地
域
に
居
る
こ
と
。

●
そ
の『
人
』が
、ボ
ラ
ン
ティ
ア
で
は
な
く
、継
続

を
視
野
に
正
当
な
対
価
を
得
て
、そ
の
楽
し
み

方
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

●
提
供
さ
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
が
、そ
の
対
価
に

見
合
う
、楽
し
い
、た
め
に
な
る
、元
気
に
な
る
、

串
間
フ
ァ
ン
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
商
品
で

あ
る
こ
と
。

●
持
続
可
能
な
地
域
を
実
現
す
る
た
め
、地
域

貢
献
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

・ツ
ア
ー
に
地
元
農
産
品
の
消
費
や
販

売
を
推
奨
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。

・自
分
の
店
だ
け
で
な
く
、必
ず
ヨ
ソ（
物

産
店
や
グ
ル
メ
）も
紹
介
す
る
。

・農
林
漁
業
や
商
工
業
を
知
っ
て
頂
き
、

将
来
の
消
費
者
や
後
継
者
を
育
て
る
。

・伝
統
芸
能
や
生
活
文
化
を
体
感
し
て
、

そ
の
継
承
に
寄
与
す
る
。

推
進
全
体
構
想
に
基
づ
く

串
間
エ
コ
ツ
ア
ー
の
定
義

【
一
部
抜
粋
】

例

秋
田 
優
（
串
間
市
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進
課 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
室 

主
査
）

「エコツ
ー
リ
ズム
の

日
常
化
」に

向
かって

宮
崎
県 

串
間
市

8

秋
田 

優（
あ
き
た・ま
さ
る
）

1
9
7
8
年（
午
年
）生
ま
れ
。栃
木
県
那
須
塩
原
市

出
身
。都
井
岬
の
野
生
馬
に
憧
れ
て
宮
崎
県
串
間
市
へ

移
住
。宮
崎
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
卒
。串
間
市
文

化
財
専
門
員
と
し
て
2
0
0
8
年
串
間
市
役
所
へ
入

庁
。2
0
2
2
年
か
ら
現
職
。

（上）馬を間近に観察する大学生。（下）都井岬馬追いの風景

江戸期の馬が野生化する
宮崎県最南端の串間市都井岬

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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体
で
訪
れ
て
も
人
の
存
在
が
動
物
に
影
響
を
与

え
に
く
い
と
い
う
特
徴
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
対

象
と
し
て
魅
力
的
で
し
た
。

　
岬
馬
は
一
夫
多
妻
の
ハ
ー
レ
ム
群
を
形
成
し
、

繁
殖
期
に
は
オ
ス
同
士
の
戦
い
な
ど
興
味
深
い

行
動
を
気
軽
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
草
原
に
は

オ
キ
ナ
グ
サ
な
ど
希
少
種
の
草
花
も
あ
り
、
馬

の
フ
ン
に
は
、
こ
れ
を
分
解
す
る
キ
ノ
コ
や
フ
ン

虫
も
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
営
み
が
数
百
年

も
維
持
さ
れ
て
き
た
都
井
岬
は
ま
さ
に
草
原
生

態
系
の
縮
図
で
あ
り
、
設
備
費
不
要
の『
箱
物
で

な
い
自
然
博
物
館
』で
す
。
こ
う
し
た
都
井
岬
の

魅
力
は
、
現
地
で
の
ガ
イ
ド
が
な
け
れ
ば
十
分

に
楽
し
め
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ガ
イ
ド

に
は
地
域
資
源
を
守
る
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

多
数
の
人
が
訪
れ
る
都
井
岬
で
は
、
観
光
客
と

馬
が
過
剰
に
接
近
し
て
怪
我
を
し
た
り
、
動
物

に
餌
を
与
え
た
り
、
ゴ
ミ
を
投
棄
す
る
な
ど
の

問
題
も
発
生
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
防
ぐ
監
視
員
と
し
て
の
機
能

も
期
待
さ
れ
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
ガ
イ
ド
養

成
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
都
井
岬
で
誕
生
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
は

『
都
井
岬
・
馬
追
い
体
験
』
で
す
。
馬
追
い
は

当
初
、
江
戸
時
代
の
都
井
岬
で
生
産
さ
れ
た
軍

馬
を
捕
獲
・
搬
出
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
伝
統

作
業
で
、
現
代
で
は
馬
を
守
る
保
護
活
動
（
寄

生
虫
の
駆
除
や
健
康
診
断
）
と
し
て
年
１
回
実

施
さ
れ
ま
す
。
黒
潮
を
望
む
緑
の
草
原
に
、
人

海
戦
術
で
馬
の
群
れ
を
追
う
作
業
は
雄
大
で
、

こ
れ
ま
で
は
一
部
の
保
存
会
や
研
究
者
し
か
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
存
会
の
高
齢
化

に
よ
っ
て
、
こ
の
伝
統
作
業
の
継
続
が
危
惧
さ

れ
る
状
況
で
し
た
。

　
こ
の
作
業
を
エ
コ
ツ
ア
ー
に
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
か
ら
参
加
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、『
た
だ

眺
め
る
だ
け
で
な
く
馬
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
の
か
』
と
い
う
潜
在
的
な
野
生
馬
フ
ァ
ン
の

受
け
皿
と
し
て
最
適
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
日

は
、
保
護
の
担
い
手
で
あ
る
保
存
会
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
参
加
者
の
引
率
・
指
導
を
行
い

ま
す
。参
加
者
は
あ
く
ま
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
で
、

支
え
手
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
参
加
者
に
刺
激

さ
れ
た
の
か
、
保
存
会
も
例
年
よ
り
声
が
大
き

く
活
気
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
馬
追
い
は
終
日
の
作
業
と
な
り
、
遠

方
か
ら
の
参
加
者
に
は
宿
泊
も
し
て
頂
け
ま

す
。
伝
統
作
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
保
護

の
担
い
手
に
は
活
気
を
与
え
、
非
日
常
の
貴
重

な
体
験
で
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
、
地
域
に

お
金
も
落
ち
る
。
こ
れ
は
私
が
理
想
と
す
る
エ

コ
ツ
ア
ー
で
す
。

　
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
住
民
が
地
域
の

深
い
魅
力
を
伝
え
る
素
材
の
料
理
人
と
な
っ
て

コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
取
り
組
み
で
す
。

そ
の
過
程
で
郷
土
愛
が
醸
成
さ
れ
、
や
が
て
は

地
域
住
民
か
ら
『
お
国
自
慢
』
が
自
然
と
溢
れ

る
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
と
考
え
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
全
体
構
想

の
国
認
定
も
、
そ
う
し
た
機
運
作
り
の
契
機
と

考
え
、
認
定
か
ら
5
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
難
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
何
が
成
功
な
の
か
、
そ
の
事
業

成
果
や
達
成
目
標
の
設
定
が
難
し
く
、
な
お
か

つ
、
非
常
に
守
備
範
囲
が
広
い
た
め
、
と
も
す

れ
ば
事
業
目
的
や
目
指
す
方
向
性
が
散
漫
に
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
全
体
構
想

を
い
か
に
実
現
し
て
ゆ
く
か
、
理
想
は
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
日
常
化
」
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

道
半
ば
で
す
。

〝
素
材
〞だ
け
で
は

地
域
の
魅
力
は
伝
わ
ら
な
い

　
串
間
市
は
宮
崎
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
沿

岸
は
風
光
明
媚
な
日
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
、
南
国
植
物
と
青
い
海
、
白
い
砂
浜
が
、

南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
に
目
を
向
け
れ
ば
、

江
戸
時
代
の
武
士
の
馬
が
野
生
化
し
て
暮
ら
す

『
都
井
岬
』
を
は
じ
め
、
豊
富
な
自
然
資
源
が

中
心
市
街
地
か
ら
車
で
30
〜
40
分
の
圏
内
に
あ

る
自
然
観
光
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
串
間
市

は
、こ
れ
ら
の
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で
保
護
、

活
用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
、
新
婚
旅
行
ブ
ー
ム
に

よ
っ
て
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
宮
崎
県
で

す
が
、
近
年
の
観
光
は
『
観
る
観
光
』
か
ら
『
参

加
体
験
型
の
観
光
』
に
嗜
好
が
変
化
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
久
し
く
、
宮
崎
県
内
で
も
各
地
で

様
々
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
開
発
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
が
あ
る
だ
け
で
は
素
材
で
し

か
な
く
、
具
体
的
に
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
が
な
け
れ
ば
、
地
域
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
し
た
。
串
間
市
も
参
加
体
験
型
観
光
を
推
進

す
べ
く
、
2
0
1
1
年
頃
か
ら
人
材
育
成
や
商

品
開
発
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
商
品
群
の
『
質
』

に
つ
い
て
、
農
産
品
の
よ
う
に
一
定
の
規
格
を

設
け
て
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
規

格
と
な
る
理
念
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
導
入

が
試
み
ら
れ
た
の
で
す
。
串
間
市
で
は
、

2
0
1
4
年
に
『
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
』
を
組
織
し
、
2
0
1
7
年
に
は
推
進

全
体
構
想
が
国
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。国
の
認
定
に
よ
っ
て
、各
種
の
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
さ
れ
、
航
空
会
社
の
機
内
誌
等
で
も

特
集
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
国
認
定
は
大
き
な
機

運
作
り
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
串
間
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
自
然
資
源
や

生
活
文
化
を
守
り
な
が
ら
活
用
し
、
そ
の
恩
恵

を
次
世
代
に
も
送
り
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
必
須
条
件
は
、
地
域
の
素
材
を
具

体
的
な
楽
し
み
方
（
参
加
体
験
型
観
光
メ

ニ
ュ
ー
）
と
し
て
提
供
し
て
く
れ
る
『
人
』
が

居
る
こ
と
で
す
が
、『
持
続
可
能
な
地
域
』
を

テ
ー
マ
に
、
他
に
も
様
々
な
定

義
（
規
格
）
が
あ
り
ま
す
。
串

間
市
で
エ
コ
ツ
ア
ー
を
冠
す
る

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
で
事
前
協
議
制
度
を
設
け
て

い
て
、
様
々
な
審
査
項
目
を
経
て
登
録
し
て
い

ま
す
。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
下
記

に
抜
粋
し
ま
す
。

串
間
で
初
エ
コ
ツ
ア
ー
、

都
井
岬
の
「
野
生
馬
ガ
イ
ド
」

　
串
間
市
が
参
加
体
験
型
観
光
の
開
発
で
最
初

に
着
手
し
た
の
は
、
都
井
岬
の
『
野
生
馬
ガ
イ

ド
』
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
武
士
の
馬
が
野
生

化
し
て
現
存
す
る
都
井
岬
は
、
他
地
域
に
は
な

い
特
色
を
持
っ
て
お
り
、
研
究
の
歴
史
も
古
く
、

馬
の
戸
籍
と
家
系
図
の
デ
ー
タ
は
半
世
紀
分
の

記
録
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
背
景
と
し
た
観
光
ガ

イ
ド
が
出
来
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
都
井
岬
は
観
光
地
な
の
で
馬
は
人
に
慣

れ
て
い
て
、
他
の
野
生
動
物
の
よ
う
に
逃
げ
る

こ
と
が
な
い
一
方
、
餌
も
与
え
な
い
た
め
飼
育

馬
の
よ
う
に
は
人
に
関
心
を
示
し
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
草
原
は
観
察
が
容
易
で
安
全
で
あ
り
、
団

●
串
間
の
具
体
的
な
楽
し
み
方
を
提
供
で
き
る

『
人
』が
地
域
に
居
る
こ
と
。

●
そ
の『
人
』が
、ボ
ラ
ン
ティ
ア
で
は
な
く
、継
続

を
視
野
に
正
当
な
対
価
を
得
て
、そ
の
楽
し
み

方
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

●
提
供
さ
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
が
、そ
の
対
価
に

見
合
う
、楽
し
い
、た
め
に
な
る
、元
気
に
な
る
、

串
間
フ
ァ
ン
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
商
品
で

あ
る
こ
と
。

●
持
続
可
能
な
地
域
を
実
現
す
る
た
め
、地
域

貢
献
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

・ツ
ア
ー
に
地
元
農
産
品
の
消
費
や
販

売
を
推
奨
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。

・自
分
の
店
だ
け
で
な
く
、必
ず
ヨ
ソ（
物

産
店
や
グ
ル
メ
）も
紹
介
す
る
。

・農
林
漁
業
や
商
工
業
を
知
っ
て
頂
き
、

将
来
の
消
費
者
や
後
継
者
を
育
て
る
。

・伝
統
芸
能
や
生
活
文
化
を
体
感
し
て
、

そ
の
継
承
に
寄
与
す
る
。

推
進
全
体
構
想
に
基
づ
く

串
間
エ
コ
ツ
ア
ー
の
定
義

【
一
部
抜
粋
】

例

秋
田 

優
（
串
間
市
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進
課 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
室 

主
査
）

「エコツ
ー
リ
ズム
の

日
常
化
」に

向
かって

宮
崎
県 

串
間
市

8

秋
田 

優（
あ
き
た・ま
さ
る
）

1
9
7
8
年（
午
年
）生
ま
れ
。栃
木
県
那
須
塩
原
市

出
身
。都
井
岬
の
野
生
馬
に
憧
れ
て
宮
崎
県
串
間
市
へ

移
住
。宮
崎
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
卒
。串
間
市
文

化
財
専
門
員
と
し
て
2
0
0
8
年
串
間
市
役
所
へ
入

庁
。2
0
2
2
年
か
ら
現
職
。

（上）馬を間近に観察する大学生。（下）都井岬馬追いの風景

江戸期の馬が野生化する
宮崎県最南端の串間市都井岬

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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著
し
く
低
下
さ
せ
、
ガ
イ
ド
た
ち
が
自
主
的
に

積
み
上
げ
た
信
頼
感
を
損
な
う
こ
と
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
強
制
力
の
な
い
公
認
制
度
は
機
能

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
ガ
イ
ド
に

必
要
と
さ
れ
る
職
能
を
明
確
に
し
、
そ
の
取
得

を
義
務
付
け
る
こ
と
の
必
要
性
が
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
が
変
動
し
、

そ
の
主
体
は

自
然
か
ら
地
域
に
変
わ
っ
た

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
息
の
長
い
政
策
で
あ
る
。

2
0
1
9
年
、
筆
者
が
ガ
イ
ド
、
宿
泊
、
物
販

な
ど
関
係
者
に
呼
び
か
け
て
開
催
し
た
屋
久
島

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
懇
話
会
の
席
で
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
と
の
問
い
に
、
な

ん
と
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
答
え
ら
れ
な
い
と

い
う
事
実
が
露
見
し
た
。
唯
一
の
発
言
が
「
地

域
の
た
め
に
な
る
、
み
た
い
な
観
光
？
」
だ
っ

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
と
目
さ
れ
る

屋
久
島
で
の
、
比
較
的
意
識
あ
る
集
ま
り
に
お

い
て
、
で
あ
る
。

　
実
は
こ
の
問
い
に
は
、
専
門
家
で
も
ス
ム
ー

ズ
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
逡

巡
し
な
が
ら
「
定
義
に
も
い
く
つ
か
あ
っ
て
」

と
か
、「
立
場
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
」

な
ど
と
あ
れ
こ
れ
挟
ん
で
し
ま
う
に
ち
が
い
な

い
。
無
理
も
な
い
。
な
に
し
ろ
国
内
に
は
主
な

も
の
で
もN

A
C
S
-J

、JE
S

、
環
境
省
、
日
本

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
定
義

が
４
つ
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
文
言
の
主
体
が
管

理
者
、
旅
行
者
、
事
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
つ
ま
り
そ
も
そ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
意

味
は
視
点
や
立
場
に
よ
っ
て
け
っ
こ
う
バ
ラ
バ

ラ
な
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
2
0
0
0

年
代
半
ば
を
境
に
国
内
で
大
き
く
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
以
来
、そ
の
主
体
は「
地
域
」と
さ
れ
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
看
板
は
同
じ
だ
が
、
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
地
域
お
こ
し
に
変
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
20
年
も
続
け
ら

れ
て
い
る
息
の
長
い
政
策
だ
が
、
実
は
国
内
で

そ
の
意
味
が
流
動
し
て
き
た
た
め
、
な
か
な
か

社
会
的
に
定
着
で
き
ず
軌
道
に
乗
れ
な
か
っ
た

と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
。

ガ
イ
ド
資
格
は

よ
り
普
遍
性
を
持
つ

必
要
が
あ
る

　
筆
者
は
、
屋
久
島
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
言
葉
に
確
固
た
る
実
質
を
見
出
し
て
お
り
、

そ
の
役
割
に
困
難
は
あ
っ
て
も
疑
問
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
意
味
の
流
動
を
考
え
る
と
、
屋
久

島
の
よ
う
な
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
が
確
立
す
べ
き
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
が
主
体
と

な
り
得
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
で
は
、
そ
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
か
な
り
立
ち
位
置
の
異
な
っ

た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
実
際
を

大
き
く
担
う
ガ
イ
ド
の
職
能
に
関
し
て
は
、
共

通
す
る
も
の
が
あ
り
、
普
遍
性
の
あ
る
資
格
制

度
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
目

を
見
張
る
よ
う
な
自
然
や
建
築
物
の
な
い
地
域

で
も
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し

た
優
れ
た
ツ
ア
ー
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
む

し
ろ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
背
後
に
必
要
と
さ
れ

る
教
育
的
効
果
を
考
え
れ
ば
重
要
か
も
し
れ
な

い
。
各
地
域
で
の
特
殊
性
や
貴
重
性
へ
の
配
慮

と
磨
き
上
げ
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、
接
客
技

術
や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
よ
う

な
基
礎
技
能
を
整
え
る
こ
と
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
底
力
に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

屋
久
島
の

自
然
破
壊
を
問
題
視
し
、

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

日
本
初
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を

展
開

　
1
9
8
0
年
代
後
半
、
筆
者
が
移
り
住
ん
だ

当
時
の
屋
久
島
で
は
、
ヤ
ク
ス
ギ
の
伐
採
が
依

然
進
行
し
て
い
た
。
島
は
中
世
の
頃
か
ら
林
業

に
依
存
し
て
お
り
、
島
民
の
大
半
は
「
自
然
を

保
護
し
た
ら
食
っ
て
い
け
な
く
な
る
」
と
い
う

感
覚
が
強
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
原
生
林
を
損
な

う
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
た
筆
者
ら
は
、
こ
れ

に
対
し
「
自
然
を
残
し
て
食
っ
て
ゆ
く
」
方
向

に
価
値
観
の
転
換
を
す
る
た
め
に
は
ガ
イ
ド
観

光
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
れ
が

ち
ょ
う
ど
ユ
ネ
ス
コ
が
主
唱
し
世
界
的
に
動
き

始
め
て
い
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
と
合

致
し
て
お
り
、
日
本
最
初
期
の
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
会
社
Y
N
A
C
（
屋
久
島
野
外
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
）
を
作
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

魅
力
だ
っ
た
の
は
屋
久
島
の
自
然
の
多
様
性
と

質
の
高
さ
だ
っ
た
。
縄
文
杉
と
国
内
最
大
の
ス

ギ
天
然
林
、「
日
本
百
名
山
」
宮
之
浦
岳
は
す

で
に
知
名
度
を
高
め
て
い
た
が
、
そ
の
他
に
も

豪
壮
な
花
崗
岩
の
渓
谷
や
、
魚
種
の
多
様
性
が

全
国
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
見
い
だ

さ
れ
、
一
続
き
の
生
態
系
と
し
て
保
護
さ
れ
た

山
・
森
・
谷
・
海
の
い
ず
れ
も
が
、
景
観
も
自

然
の
質
も
極
め
て
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
世
界
遺

産（
自
然
遺
産
）に
登
録
さ
れ
る
理
由
と
も
な
っ

た
。
こ
の
小
さ
な
一
つ
の
島
で
自
然
の
多
様
性

を
活
か
し
、
Y
N
A
C
は
多
様
で
品
質
の
高
い

ツ
ア
ー
を
多
数
制
作
し
て
高
い
評
価
を
得
た
。

屋
久
島
の
エ
コ
ツ
ア
ー
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
特
化
し
た
ガ
イ
ド
業
者
が

増
加
し
、
2
0
0
0
年
代
に
は
全
島
で
世
界
遺

産
に
ふ
さ
わ
し
い
多
様
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
コ
ツ
ア
ー
は

産
業
に
成
長
し
た
が
、

ガ
イ
ド
の
品
質
の
保
証
が

課
題
と
な
っ
た

　
そ
う
し
た
活
発
な
動
き
の
な
か
で
、
地
域
と

し
て
ガ
イ
ド
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
作

業
は
難
航
し
て
い
た
。

　
屋
久
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
は

2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
度
に
屋
久
島
ガ
イ
ド

登
録
制
度
の
運
用
を
開
始
し
た
が
、
ガ
イ
ド
の

資
格
が
問
わ
れ
る
認
定
制
度
を
作
る
こ
と
に
は

失
敗
し
て
い
た
。
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
に

環
境
省
の
調
整
に
よ
っ
て
協
議
会
は
検
討
を
再

開
し
、
大
変
な
難
産
で
は
あ
っ
た
が
登
山
、
カ

ヤ
ッ
ク
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
い
ず
れ
か
の
ガ
イ
ド

技
術
と
「
屋
久
島
学
」
試
験
合
格
と
を
条
件
と

し
た
屋
久
島
ガ
イ
ド
の
認
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
屋
久
島
町
は
こ
の
認
定
資
格
を
取
得
し

た
者
に
対
し
、
町
が
推
薦
で
き
る
ガ
イ
ド
と
し

て
公
認
す
る
と
い
う
主
旨
の
「
屋
久
島
町
公
認

ガ
イ
ド
利
用
推
進
条
例
」
を
採
択
し
た
。
た
だ

町
は
こ
の
制
度
に
強
制
力
を
持
た
せ
る
こ
と
に

は
踏
み
込
ま
ず
、
し
か
も
ガ
イ
ド
に
ど
の
よ
う

な
水
準
を
求
め
る
か
を
具
体
的
に
し
な
か
っ
た

た
め
、
不
徹
底
な
も
の
に
留
ま
っ
た
。

　
ま
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震

災
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
っ
て
需
要
の
波
が
激

し
く
上
下
す
る
と
ガ
イ
ド
数
は
不
安
定
に
な

り
、
そ
の
後G

o
 T
o

ト
ラ
ベ
ル
な
ど
急
激
な

需
要
増
加
が
あ
る
と
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
的
な
位

置
で
集
客
す
る
業
者
が
「
誰
で
も
い
い
か
ら
」

ガ
イ
ド
を
探
す
と
い
う
状
況
に
陥
り
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
お
ら
ず
接
客
技
術
も
身
に
つ

け
て
い
な
い
低
質
な
ガ
イ
ド
が
一
部
で
目
立
ち

始
め
た
。
こ
の
こ
と
は
屋
久
島
観
光
の
評
価
を

小
原
比
呂
志（
お
ば
ら・ひ
ろ
し
）

北
海
道
十
勝
出
身
。鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
卒
。

1
9
8
7
年
屋
久
島
に
移
住
。屋
久
島
野
外
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
の
創
立
メ
ン
バ
ー
。N
H
K
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー「
伝
説
の
超
巨
大
杉
を
追
う
」捜
索
隊
長
。2
0
2
2

年一般
社
団
法
人
屋
久
島
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
、代
表
理
事
。

屋
久
島
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
す
る
。著
作
に「
屋

久
島
の
コ
ケ
ガ
イ
ド
」（
共
著
）「
屋
久
島
野
外
博
物
館
フ

ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
共
著
）等
。

小
原
比
呂
志
（
一
般
社
団
法
人
屋
久
島
ア
カ
デ
ミ
ー
）

屋
久
島

エコツ
ー
リ
ズム
の

こ
れ
ま
で
と

将
来への
課
題

鹿
児
島
県 

屋
久
島
町

9

日本の縮図といわれる植生の垂直分布を、すばらしい登山を通じて実感

（左）年間降水量1万ミリを誇る安房川流域に見られる巨大な甌穴。
（右）春田浜海岸でサンゴの海岸から冠雪の山まで多様な自然環境を体験する

長
寿
で
知
ら
れ
る
屋
久
杉
の
巨
木
。そ
の
生
態
に
は
謎
が
多
い

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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著
し
く
低
下
さ
せ
、
ガ
イ
ド
た
ち
が
自
主
的
に

積
み
上
げ
た
信
頼
感
を
損
な
う
こ
と
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
強
制
力
の
な
い
公
認
制
度
は
機
能

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
ガ
イ
ド
に

必
要
と
さ
れ
る
職
能
を
明
確
に
し
、
そ
の
取
得

を
義
務
付
け
る
こ
と
の
必
要
性
が
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
が
変
動
し
、

そ
の
主
体
は

自
然
か
ら
地
域
に
変
わ
っ
た

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
息
の
長
い
政
策
で
あ
る
。

2
0
1
9
年
、
筆
者
が
ガ
イ
ド
、
宿
泊
、
物
販

な
ど
関
係
者
に
呼
び
か
け
て
開
催
し
た
屋
久
島

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
懇
話
会
の
席
で
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
と
の
問
い
に
、
な

ん
と
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
答
え
ら
れ
な
い
と

い
う
事
実
が
露
見
し
た
。
唯
一
の
発
言
が
「
地

域
の
た
め
に
な
る
、
み
た
い
な
観
光
？
」
だ
っ

た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
と
目
さ
れ
る

屋
久
島
で
の
、
比
較
的
意
識
あ
る
集
ま
り
に
お

い
て
、
で
あ
る
。

　
実
は
こ
の
問
い
に
は
、
専
門
家
で
も
ス
ム
ー

ズ
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
逡

巡
し
な
が
ら
「
定
義
に
も
い
く
つ
か
あ
っ
て
」

と
か
、「
立
場
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
」

な
ど
と
あ
れ
こ
れ
挟
ん
で
し
ま
う
に
ち
が
い
な

い
。
無
理
も
な
い
。
な
に
し
ろ
国
内
に
は
主
な

も
の
で
もN
A
C
S
-J

、JE
S

、
環
境
省
、
日
本

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
定
義

が
４
つ
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
文
言
の
主
体
が
管

理
者
、
旅
行
者
、
事
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
つ
ま
り
そ
も
そ
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
意

味
は
視
点
や
立
場
に
よ
っ
て
け
っ
こ
う
バ
ラ
バ

ラ
な
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
2
0
0
0

年
代
半
ば
を
境
に
国
内
で
大
き
く
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
つ
ま
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法

の
成
立
以
来
、そ
の
主
体
は「
地
域
」と
さ
れ
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
看
板
は
同
じ
だ
が
、
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
地
域
お
こ
し
に
変
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
20
年
も
続
け
ら

れ
て
い
る
息
の
長
い
政
策
だ
が
、
実
は
国
内
で

そ
の
意
味
が
流
動
し
て
き
た
た
め
、
な
か
な
か

社
会
的
に
定
着
で
き
ず
軌
道
に
乗
れ
な
か
っ
た

と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
。

ガ
イ
ド
資
格
は

よ
り
普
遍
性
を
持
つ

必
要
が
あ
る

　
筆
者
は
、
屋
久
島
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
言
葉
に
確
固
た
る
実
質
を
見
出
し
て
お
り
、

そ
の
役
割
に
困
難
は
あ
っ
て
も
疑
問
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
意
味
の
流
動
を
考
え
る
と
、
屋
久

島
の
よ
う
な
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
が
確
立
す
べ
き
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
が
主
体
と

な
り
得
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
で
は
、
そ
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
か
な
り
立
ち
位
置
の
異
な
っ

た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
実
際
を

大
き
く
担
う
ガ
イ
ド
の
職
能
に
関
し
て
は
、
共

通
す
る
も
の
が
あ
り
、
普
遍
性
の
あ
る
資
格
制

度
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
目

を
見
張
る
よ
う
な
自
然
や
建
築
物
の
な
い
地
域

で
も
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し

た
優
れ
た
ツ
ア
ー
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
む

し
ろ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
背
後
に
必
要
と
さ
れ

る
教
育
的
効
果
を
考
え
れ
ば
重
要
か
も
し
れ
な

い
。
各
地
域
で
の
特
殊
性
や
貴
重
性
へ
の
配
慮

と
磨
き
上
げ
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、
接
客
技

術
や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
よ
う

な
基
礎
技
能
を
整
え
る
こ
と
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
底
力
に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

屋
久
島
の

自
然
破
壊
を
問
題
視
し
、

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

日
本
初
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を

展
開

　
1
9
8
0
年
代
後
半
、
筆
者
が
移
り
住
ん
だ

当
時
の
屋
久
島
で
は
、
ヤ
ク
ス
ギ
の
伐
採
が
依

然
進
行
し
て
い
た
。
島
は
中
世
の
頃
か
ら
林
業

に
依
存
し
て
お
り
、
島
民
の
大
半
は
「
自
然
を

保
護
し
た
ら
食
っ
て
い
け
な
く
な
る
」
と
い
う

感
覚
が
強
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
原
生
林
を
損
な

う
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
た
筆
者
ら
は
、
こ
れ

に
対
し
「
自
然
を
残
し
て
食
っ
て
ゆ
く
」
方
向

に
価
値
観
の
転
換
を
す
る
た
め
に
は
ガ
イ
ド
観

光
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
れ
が

ち
ょ
う
ど
ユ
ネ
ス
コ
が
主
唱
し
世
界
的
に
動
き

始
め
て
い
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
と
合

致
し
て
お
り
、
日
本
最
初
期
の
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
会
社
Y
N
A
C
（
屋
久
島
野
外
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
）
を
作
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

魅
力
だ
っ
た
の
は
屋
久
島
の
自
然
の
多
様
性
と

質
の
高
さ
だ
っ
た
。
縄
文
杉
と
国
内
最
大
の
ス

ギ
天
然
林
、「
日
本
百
名
山
」
宮
之
浦
岳
は
す

で
に
知
名
度
を
高
め
て
い
た
が
、
そ
の
他
に
も

豪
壮
な
花
崗
岩
の
渓
谷
や
、
魚
種
の
多
様
性
が

全
国
で
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
見
い
だ

さ
れ
、
一
続
き
の
生
態
系
と
し
て
保
護
さ
れ
た

山
・
森
・
谷
・
海
の
い
ず
れ
も
が
、
景
観
も
自

然
の
質
も
極
め
て
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
世
界
遺

産（
自
然
遺
産
）に
登
録
さ
れ
る
理
由
と
も
な
っ

た
。
こ
の
小
さ
な
一
つ
の
島
で
自
然
の
多
様
性

を
活
か
し
、
Y
N
A
C
は
多
様
で
品
質
の
高
い

ツ
ア
ー
を
多
数
制
作
し
て
高
い
評
価
を
得
た
。

屋
久
島
の
エ
コ
ツ
ア
ー
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
特
化
し
た
ガ
イ
ド
業
者
が

増
加
し
、
2
0
0
0
年
代
に
は
全
島
で
世
界
遺

産
に
ふ
さ
わ
し
い
多
様
な
エ
コ
ツ
ア
ー
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
コ
ツ
ア
ー
は

産
業
に
成
長
し
た
が
、

ガ
イ
ド
の
品
質
の
保
証
が

課
題
と
な
っ
た

　
そ
う
し
た
活
発
な
動
き
の
な
か
で
、
地
域
と

し
て
ガ
イ
ド
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
作

業
は
難
航
し
て
い
た
。

　
屋
久
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
は

2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
度
に
屋
久
島
ガ
イ
ド

登
録
制
度
の
運
用
を
開
始
し
た
が
、
ガ
イ
ド
の

資
格
が
問
わ
れ
る
認
定
制
度
を
作
る
こ
と
に
は

失
敗
し
て
い
た
。
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
に

環
境
省
の
調
整
に
よ
っ
て
協
議
会
は
検
討
を
再

開
し
、
大
変
な
難
産
で
は
あ
っ
た
が
登
山
、
カ

ヤ
ッ
ク
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
い
ず
れ
か
の
ガ
イ
ド

技
術
と
「
屋
久
島
学
」
試
験
合
格
と
を
条
件
と

し
た
屋
久
島
ガ
イ
ド
の
認
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
屋
久
島
町
は
こ
の
認
定
資
格
を
取
得
し

た
者
に
対
し
、
町
が
推
薦
で
き
る
ガ
イ
ド
と
し

て
公
認
す
る
と
い
う
主
旨
の
「
屋
久
島
町
公
認

ガ
イ
ド
利
用
推
進
条
例
」
を
採
択
し
た
。
た
だ

町
は
こ
の
制
度
に
強
制
力
を
持
た
せ
る
こ
と
に

は
踏
み
込
ま
ず
、
し
か
も
ガ
イ
ド
に
ど
の
よ
う

な
水
準
を
求
め
る
か
を
具
体
的
に
し
な
か
っ
た

た
め
、
不
徹
底
な
も
の
に
留
ま
っ
た
。

　
ま
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震

災
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
っ
て
需
要
の
波
が
激

し
く
上
下
す
る
と
ガ
イ
ド
数
は
不
安
定
に
な

り
、
そ
の
後G

o
 T
o

ト
ラ
ベ
ル
な
ど
急
激
な

需
要
増
加
が
あ
る
と
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
的
な
位

置
で
集
客
す
る
業
者
が
「
誰
で
も
い
い
か
ら
」

ガ
イ
ド
を
探
す
と
い
う
状
況
に
陥
り
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
お
ら
ず
接
客
技
術
も
身
に
つ

け
て
い
な
い
低
質
な
ガ
イ
ド
が
一
部
で
目
立
ち

始
め
た
。
こ
の
こ
と
は
屋
久
島
観
光
の
評
価
を

小
原
比
呂
志（
お
ば
ら・ひ
ろ
し
）

北
海
道
十
勝
出
身
。鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
卒
。

1
9
8
7
年
屋
久
島
に
移
住
。屋
久
島
野
外
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
の
創
立
メ
ン
バ
ー
。N
H
K
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー「
伝
説
の
超
巨
大
杉
を
追
う
」捜
索
隊
長
。2
0
2
2

年一般
社
団
法
人
屋
久
島
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
、代
表
理
事
。

屋
久
島
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
す
る
。著
作
に「
屋

久
島
の
コ
ケ
ガ
イ
ド
」（
共
著
）「
屋
久
島
野
外
博
物
館
フ

ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
共
著
）等
。

小
原
比
呂
志
（
一
般
社
団
法
人
屋
久
島
ア
カ
デ
ミ
ー
）

屋
久
島

エコツ
ー
リ
ズム
の

こ
れ
ま
で
と

将
来への
課
題

鹿
児
島
県 

屋
久
島
町

9

日本の縮図といわれる植生の垂直分布を、すばらしい登山を通じて実感

（左）年間降水量1万ミリを誇る安房川流域に見られる巨大な甌穴。
（右）春田浜海岸でサンゴの海岸から冠雪の山まで多様な自然環境を体験する

長
寿
で
知
ら
れ
る
屋
久
杉
の
巨
木
。そ
の
生
態
に
は
謎
が
多
い

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
出
現
し
た
中
で
新
た
な
利

用
フ
ィ
ー
ル
ド
の
無
秩
序
な
拡
大
が
発
生
し
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
安
全
性
・
品
質
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
た
た
め
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
実
態
に
応

じ
た
利
用
ル
ー
ル
の
設
定
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手

段
の
確
保
・
ガ
イ
ド
を
統
括
す
る
体
制
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
登
録
と
並
行
し
て
西
表
島
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
と
共
に
適
正
利
用
と
推
進
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
法
に
よ
る
保
全
・
活
用
体
制
の
確
立
に
向

け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。

　
こ
の
な
か
で
、
2
0
1
8
年
1
月
に
は
「
自

主
ル
ー
ル
等
で
の
対
応
は
難
し
く
、
強
制
力
の

あ
る
制
度
の
適
用
が
必
要
で
あ
り
、
行
政
に
対

し
て
検
討
を
強
く
要
請
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て

合
意
が
な
さ
れ
、
2
0
1
9
年
2
月
に
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
作
成
に
向
け

て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
」
こ
と
に
合
意
。
そ
し
て
2
0
1
9
年
10

月
に
「
竹
富
町
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
」
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
議
論
の
中
で
属
人

的
な
課
題
と
し
て
ガ
イ
ド
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ

て
い
た
。
西
表
島
の
観
光
客
の
約
8
割
が
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
形
で
自
然
体
験
型
の
観

光
を
行
っ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
事
業
の
在
り
方
は

西
表
島
の
観
光
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
事
業
の
免
許
制
度
で
あ

る
竹
富
町
観
光
案
内
人
条
例
を
2
0
2
0
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ガ
イ
ド
事
業
の
開
業

に
当
た
っ
て
は
、
西
表
島
に
お
い
て
一
定
期
間

以
上
の
経
験
を
持
つ
ガ
イ
ド
の
配
置
、
救
急
救

命
技
術
に
係
る
講
習
の
受
講
や
資
格
の
取
得
、

賠
償
保
険
の
加
入
等
を
義
務
づ
け
る
と
と
も

に
、
免
許
取
得
後
も
、
年
一
度
の
活
動
報
告
、

法
令
等
の
講
習
会
の
受
講
等
を
義
務
づ
け
る
な

ど
、
西
表
島
の
ガ
イ
ド
事
業
全
体
で
自
然
環
境

や
住
民
生
活
に
配
慮
し
た
質
の
高
い
自
然
体
験

の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　
2
0
2
2
年
12
月
に
国
か
ら
認
定
を
受
け
た

「
竹
富
町
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体

構
想
」
は
、
こ
の
竹
富
町
観
光
案
内
人
条
例
に

基
づ
き
免
許
を
取
得
し
た
ガ
イ
ド
や
観
光
客
に

お
け
る
利
用
ル
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
こ
の
全
体
構
想
で
は
西
表
島
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、
自
然
体
験
型
の
観
光
利
用
を
行
う

「
自
然
体
験
ゾ
ー
ン
」
と
原
則
観
光
利
用
を
行

わ
な
い
「
保
護
ゾ
ー
ン
」、
集
落
や
農
地
等
生

活
の
場
に
な
っ
て
い
る
「
一
般
利
用
ゾ
ー
ン
」

の
3
つ
に
区
分
し
た
上
で
、
い
ま
ま
で
特
定
の

団
体
内
の
自
主
ル
ー
ル
や
紳
士
協
定
等
の
形
で

存
在
し
て
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
毎
の
利
用
ル
ー
ル

を
再
構
成
し
公
式
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
利
用
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
観

光
利
用
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
影
響
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
評
価
方
法
を
設
定
し
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
属
地
的
な
課
題
の
解
決
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

自
然
観
光
資
源
の

持
続
的
利
用
を

実
現
す
る
た
め
に

　
こ
の
全
体
構
想
の
中
で
も
重
要
な
の
が
、
特

定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
に
よ
る
立
入
承
認
及

び
人
数
制
限
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
利
用
が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア
や
希

少
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て
お
り
観
光
利

用
が
集
中
し
た
場
合
に
自
然
環
境
保
全
上
影
響

の
大
き
い
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
一
日
当
た
り
に

立
ち
入
れ
る
観
光
客
の
上
限
人
数
や
資
格
を
満

た
し
た
ガ
イ
ド
の
同
行
や
事
前
の
講
習
の
受
講

等
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
、
2
0
2
4
年
2
月

頃
か
ら
の
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　
実
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
特
定
自
然
観

光
資
源
に
よ
る
指
定
以
外
に
も
利
用
実
態
や
土

地
所
有
、
事
業
者
等
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、

利
用
ル
ー
ル
の
遵
守
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
の
制
度
的
担
保
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
た
。

　
自
然
公
園
法
に
よ
る
利
用
調
整
地
区
は
、
国

立
公
園
の
利
用
上
核
心
的
な
自
然
景
観
を
有

し
、
原
生
的
な
雰
囲
気
が
保
た
れ
て
い
る
地
区

に
お
い
て
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
利
用
を
実

現
す
る
た
め
、
利
用
人
数
の
調
整
等
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、 

自
然
景
観
や
生
物
の
多
様
性
の

維
持
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、

一
見
、
西
表
島
に
も
適
し
た
制
度
と
思
わ
れ
た

が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
そ
の
条
件
の
う
ち
、

土
地
所
有
者
の
合
意
と
協
力
が
得
ら
れ
る
地
区

で
の
設
定
に
つ
い
て
、
そ
の
条
件
の
厳
し
さ
か

ら
制
度
利
用
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
保
全
利
用
協
定
が
存
在
し
て

お
り
、
特
に
西
表
島
で
は
仲
間
川
に
お
い
て
す

で
に
適
用
さ
れ
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー

事
業
者
が
利
用
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
定
を
結

び
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
だ
が
、
こ
れ
が
効
力
を
有
す
る
の
は
協

定
を
結
ん
だ
事
業
者
の
み
で
あ
り
、
協
定
に
参

加
し
な
い
事
業
者
や
個
人
利
用
者
に
は
適
用
さ

れ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
西
表
島
全
域
に
拡
大
適

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
特
定
の
場
所
に
特
定
の
ル
ー
ル

を
定
め
、
保
全
し
て
い
く
仕
組
み
に
は
い
く
つ

か
既
存
の
枠
組
み
が
存
在
し
て
い
る
が
、
西
表

島
に
お
い
て
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
だ
か

ら
こ
そ
適
用
が
可
能
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
制
度
導
入
に
は
い
く
つ
か
の
課

題
が
あ
り
、
特
に
運
用
に
関
し
て
は
詳
細
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
施
自
治
体
で
多
く

の
試
行
錯
誤
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
西
表
島
は
、
観
光
の
制
度
に
つ
い
て
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
素
晴
ら

し
い
自
然
を
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
観
光
客
や
旅
行
業
者
の
皆
様
に

も
「
責
任
あ
る
観
光
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

西
表
島
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
歴
史

　
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
す
る
西
表
島
は
、
同
時
に
国

内
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
と
し
て
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
沖
縄
の
本
土

復
帰
当
時
、
開
発
の
圧
力
の
中
に
あ
っ
た
西
表

島
で
危
機
感
を
感
じ
た
島
の
青
年
た
ち
と
研
究

者
が
「
西
表
を
ほ
り
お
こ
す
会
」
を
結
成
し
、

島
お
こ
し
を
始
め
た
中
で
提
案
さ
れ
た
島
の
自

然
や
文
化
を
保
全
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
生
か
し
た

観
光
が
こ
こ
で
言
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
1
9
9
0
年
に
当
時
の
環
境
庁
が
国

立
公
園
周
辺
地
域
へ
の
利
用
者
増
と
経
済
波
及

効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に「
自
然
体
験
活
動

推
進
方
策
検
討
調
査
」を
国
内
5
か
所
の
国
立

公
園
で
実
施
し
た
際
、
西
表
国
立
公
園
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
標
に
据
え
た
資
源
調

査
が
行
わ
れ
、
1
9
9
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

調
査
と
し
く
み
づ
く
り
を
行
っ
た
の
ち
に
住
民

主
体
の
準
備
会
が
立
ち
上
が
り
、
1
9
9
6
年

に
正
式
に
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
と
し

て
の
活
動
が
始
ま
っ
た
事
に
由
来
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
西
表
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
導
入
と
推
進
は
、
国
の
思
惑
と
地
元
の

活
動
の
両
輪
で
あ
っ
た
が
、
竹
富
町
に
お
い
て

も
2
0
0
7
年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、キ
ャ

リ
ン
グ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
（
環
境
容
量
）
を
考
慮
し

た
持
続
可
能
な
観
光
の
形
態
の
一
つ
と
し
て
観

光
振
興
基
本
計
画
で
位
置
付
け
て
い
る
。

　
以
降
、
全
国
的
な
動
き
を
横
目
に
見
な
が
ら
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再
度
議
論
に
上
が
っ
て
き

た
の
は
西
表
島
の
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
に

向
け
た
動
き
の
中
で
あ
る
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
の
課
題

　
西
表
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
は

『
適
正
利
用
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
』
が

重
要
課
題
と
さ
れ
た
。
特
に
属
人
的
な
課
題
と

属
地
的
な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
西
表
島
を
訪
れ
る
観
光
客
及
び
ガ

イ
ド
事
業
者
の
急
増
に
よ
っ
て
既
存
の
ル
ー
ル

が
う
ま
く
機
能
し
な
い
上
に
過
剰
利
用
状
態
に

通
事
太一郎
（
竹
富
町
自
然
観
光
課
長
）

西
表
島 

エコツ
ー
リ
ズム

取
り
組
み
の

実
情

沖
縄
県 

竹
富
町（
西
表
島
）

10

通
事
太一郎（
と
う
じ・た
い
い
ち
ろ
う
）

1
9
6
9
年
沖
縄
県
那
覇
市
出
身
。日
本
動
物
植
物
専

門
学
院
卒
後
、専
門
学
校
の
フィ
ー
ル
ド
講
師
、N
P
O

法
人
事
務
局
長
を
経
て
2
0
0
5
年
に
竹
富
町
役
場

採
用
。商
工
観
光
課
、政
策
推
進
課
長
か
ら
防
災
危
機

管
理
課
長
、世
界
遺
産
推
進
室
長
を
経
て
現
職
。

西表島仲間川。様々な利用ルールが適用されている

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
出
現
し
た
中
で
新
た
な
利

用
フ
ィ
ー
ル
ド
の
無
秩
序
な
拡
大
が
発
生
し
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
安
全
性
・
品
質
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
た
た
め
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
実
態
に
応

じ
た
利
用
ル
ー
ル
の
設
定
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手

段
の
確
保
・
ガ
イ
ド
を
統
括
す
る
体
制
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
登
録
と
並
行
し
て
西
表
島
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
と
共
に
適
正
利
用
と
推
進
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
法
に
よ
る
保
全
・
活
用
体
制
の
確
立
に
向

け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。

　
こ
の
な
か
で
、
2
0
1
8
年
1
月
に
は
「
自

主
ル
ー
ル
等
で
の
対
応
は
難
し
く
、
強
制
力
の

あ
る
制
度
の
適
用
が
必
要
で
あ
り
、
行
政
に
対

し
て
検
討
を
強
く
要
請
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て

合
意
が
な
さ
れ
、
2
0
1
9
年
2
月
に
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
作
成
に
向
け

て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
」
こ
と
に
合
意
。
そ
し
て
2
0
1
9
年
10

月
に
「
竹
富
町
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
」
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
議
論
の
中
で
属
人

的
な
課
題
と
し
て
ガ
イ
ド
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ

て
い
た
。
西
表
島
の
観
光
客
の
約
8
割
が
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
形
で
自
然
体
験
型
の
観

光
を
行
っ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
事
業
の
在
り
方
は

西
表
島
の
観
光
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
事
業
の
免
許
制
度
で
あ

る
竹
富
町
観
光
案
内
人
条
例
を
2
0
2
0
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ガ
イ
ド
事
業
の
開
業

に
当
た
っ
て
は
、
西
表
島
に
お
い
て
一
定
期
間

以
上
の
経
験
を
持
つ
ガ
イ
ド
の
配
置
、
救
急
救

命
技
術
に
係
る
講
習
の
受
講
や
資
格
の
取
得
、

賠
償
保
険
の
加
入
等
を
義
務
づ
け
る
と
と
も

に
、
免
許
取
得
後
も
、
年
一
度
の
活
動
報
告
、

法
令
等
の
講
習
会
の
受
講
等
を
義
務
づ
け
る
な

ど
、
西
表
島
の
ガ
イ
ド
事
業
全
体
で
自
然
環
境

や
住
民
生
活
に
配
慮
し
た
質
の
高
い
自
然
体
験

の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　
2
0
2
2
年
12
月
に
国
か
ら
認
定
を
受
け
た

「
竹
富
町
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体

構
想
」
は
、
こ
の
竹
富
町
観
光
案
内
人
条
例
に

基
づ
き
免
許
を
取
得
し
た
ガ
イ
ド
や
観
光
客
に

お
け
る
利
用
ル
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
こ
の
全
体
構
想
で
は
西
表
島
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、
自
然
体
験
型
の
観
光
利
用
を
行
う

「
自
然
体
験
ゾ
ー
ン
」
と
原
則
観
光
利
用
を
行

わ
な
い
「
保
護
ゾ
ー
ン
」、
集
落
や
農
地
等
生

活
の
場
に
な
っ
て
い
る
「
一
般
利
用
ゾ
ー
ン
」

の
3
つ
に
区
分
し
た
上
で
、
い
ま
ま
で
特
定
の

団
体
内
の
自
主
ル
ー
ル
や
紳
士
協
定
等
の
形
で

存
在
し
て
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
毎
の
利
用
ル
ー
ル

を
再
構
成
し
公
式
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
利
用
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
観

光
利
用
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
影
響
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
評
価
方
法
を
設
定
し
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
属
地
的
な
課
題
の
解
決
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

自
然
観
光
資
源
の

持
続
的
利
用
を

実
現
す
る
た
め
に

　
こ
の
全
体
構
想
の
中
で
も
重
要
な
の
が
、
特

定
自
然
観
光
資
源
の
指
定
に
よ
る
立
入
承
認
及

び
人
数
制
限
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
利
用
が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア
や
希

少
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て
お
り
観
光
利

用
が
集
中
し
た
場
合
に
自
然
環
境
保
全
上
影
響

の
大
き
い
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
一
日
当
た
り
に

立
ち
入
れ
る
観
光
客
の
上
限
人
数
や
資
格
を
満

た
し
た
ガ
イ
ド
の
同
行
や
事
前
の
講
習
の
受
講

等
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
、
2
0
2
4
年
2
月

頃
か
ら
の
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　
実
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
特
定
自
然
観

光
資
源
に
よ
る
指
定
以
外
に
も
利
用
実
態
や
土

地
所
有
、
事
業
者
等
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、

利
用
ル
ー
ル
の
遵
守
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
の
制
度
的
担
保
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
た
。

　
自
然
公
園
法
に
よ
る
利
用
調
整
地
区
は
、
国

立
公
園
の
利
用
上
核
心
的
な
自
然
景
観
を
有

し
、
原
生
的
な
雰
囲
気
が
保
た
れ
て
い
る
地
区

に
お
い
て
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
利
用
を
実

現
す
る
た
め
、
利
用
人
数
の
調
整
等
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、 

自
然
景
観
や
生
物
の
多
様
性
の

維
持
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、

一
見
、
西
表
島
に
も
適
し
た
制
度
と
思
わ
れ
た

が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
そ
の
条
件
の
う
ち
、

土
地
所
有
者
の
合
意
と
協
力
が
得
ら
れ
る
地
区

で
の
設
定
に
つ
い
て
、
そ
の
条
件
の
厳
し
さ
か

ら
制
度
利
用
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
保
全
利
用
協
定
が
存
在
し
て

お
り
、
特
に
西
表
島
で
は
仲
間
川
に
お
い
て
す

で
に
適
用
さ
れ
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー

事
業
者
が
利
用
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
定
を
結

び
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
だ
が
、
こ
れ
が
効
力
を
有
す
る
の
は
協

定
を
結
ん
だ
事
業
者
の
み
で
あ
り
、
協
定
に
参

加
し
な
い
事
業
者
や
個
人
利
用
者
に
は
適
用
さ

れ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
西
表
島
全
域
に
拡
大
適

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
特
定
の
場
所
に
特
定
の
ル
ー
ル

を
定
め
、
保
全
し
て
い
く
仕
組
み
に
は
い
く
つ

か
既
存
の
枠
組
み
が
存
在
し
て
い
る
が
、
西
表

島
に
お
い
て
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
だ
か

ら
こ
そ
適
用
が
可
能
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
制
度
導
入
に
は
い
く
つ
か
の
課

題
が
あ
り
、
特
に
運
用
に
関
し
て
は
詳
細
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
施
自
治
体
で
多
く

の
試
行
錯
誤
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
西
表
島
は
、
観
光
の
制
度
に
つ
い
て
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
素
晴
ら

し
い
自
然
を
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
観
光
客
や
旅
行
業
者
の
皆
様
に

も
「
責
任
あ
る
観
光
」
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

西
表
島
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
歴
史

　
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
す
る
西
表
島
は
、
同
時
に
国

内
最
初
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
と
し
て
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
沖
縄
の
本
土

復
帰
当
時
、
開
発
の
圧
力
の
中
に
あ
っ
た
西
表

島
で
危
機
感
を
感
じ
た
島
の
青
年
た
ち
と
研
究

者
が
「
西
表
を
ほ
り
お
こ
す
会
」
を
結
成
し
、

島
お
こ
し
を
始
め
た
中
で
提
案
さ
れ
た
島
の
自

然
や
文
化
を
保
全
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
生
か
し
た

観
光
が
こ
こ
で
言
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
1
9
9
0
年
に
当
時
の
環
境
庁
が
国

立
公
園
周
辺
地
域
へ
の
利
用
者
増
と
経
済
波
及

効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に「
自
然
体
験
活
動

推
進
方
策
検
討
調
査
」を
国
内
5
か
所
の
国
立

公
園
で
実
施
し
た
際
、
西
表
国
立
公
園
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
目
標
に
据
え
た
資
源
調

査
が
行
わ
れ
、
1
9
9
4
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

調
査
と
し
く
み
づ
く
り
を
行
っ
た
の
ち
に
住
民

主
体
の
準
備
会
が
立
ち
上
が
り
、
1
9
9
6
年

に
正
式
に
西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
と
し

て
の
活
動
が
始
ま
っ
た
事
に
由
来
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
西
表
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
導
入
と
推
進
は
、
国
の
思
惑
と
地
元
の

活
動
の
両
輪
で
あ
っ
た
が
、
竹
富
町
に
お
い
て

も
2
0
0
7
年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、キ
ャ

リ
ン
グ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
（
環
境
容
量
）
を
考
慮
し

た
持
続
可
能
な
観
光
の
形
態
の
一
つ
と
し
て
観

光
振
興
基
本
計
画
で
位
置
付
け
て
い
る
。

　
以
降
、
全
国
的
な
動
き
を
横
目
に
見
な
が
ら
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再
度
議
論
に
上
が
っ
て
き

た
の
は
西
表
島
の
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
に

向
け
た
動
き
の
中
で
あ
る
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
の
課
題

　
西
表
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
は

『
適
正
利
用
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
』
が

重
要
課
題
と
さ
れ
た
。
特
に
属
人
的
な
課
題
と

属
地
的
な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
西
表
島
を
訪
れ
る
観
光
客
及
び
ガ

イ
ド
事
業
者
の
急
増
に
よ
っ
て
既
存
の
ル
ー
ル

が
う
ま
く
機
能
し
な
い
上
に
過
剰
利
用
状
態
に

通
事
太一郎
（
竹
富
町
自
然
観
光
課
長
）

西
表
島 

エコツ
ー
リ
ズム

取
り
組
み
の

実
情

沖
縄
県 

竹
富
町（
西
表
島
）

10

通
事
太一郎（
と
う
じ・た
い
い
ち
ろ
う
）

1
9
6
9
年
沖
縄
県
那
覇
市
出
身
。日
本
動
物
植
物
専

門
学
院
卒
後
、専
門
学
校
の
フィ
ー
ル
ド
講
師
、N
P
O

法
人
事
務
局
長
を
経
て
2
0
0
5
年
に
竹
富
町
役
場

採
用
。商
工
観
光
課
、政
策
推
進
課
長
か
ら
防
災
危
機

管
理
課
長
、世
界
遺
産
推
進
室
長
を
経
て
現
職
。

西表島仲間川。様々な利用ルールが適用されている

私たちにとってエコツーとは何だったのか4
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図 1 エコツーリズム推進会議によるエコツーリズムの捉え方

【概念】エコツーリズムとは次のような観光のありかた。
①自然の営みや人と自然との関わりを対象とし、それらを楽しむとともに、
②その対象となる地域の自然環境や文化の保全に責任を持つ

【成立要件】エコツーリズムを成立させるために必要なものは次の二つ。
①地域の自然や文化に対する知識や経験の案内＝ガイダンス
②地域の自然や文化を保全・維持するための取り決め＝ルール

【効果】エコツーリズムの成立によって発生する効果。
①旅行者に対しては、自然や地域に対する理解が深まり、知的欲求を満足させる
②地域の自然環境・文化資源に対しては、それらの価値が維持されるよう保全され、または向上する
③観光業に対しては、新たなニーズに的確に対応し、新たな観光需要を起こすことができる
④地域社会に対しては、雇用の確保や、経済波及効果、住民による地域の再発見により、
　地域振興につながる

【エコツアー（エコツーリズムの考え方によるツアー形態）】
従来エコツアーの典型的なものと考えられている①②だけでなく、③から⑧等をあわせて捉える。
したがってエコツーリズムは、自然豊かな地域に限らず、里地地域や都市地域内の自然など、
どのような地域でも成立すると考えられる
①原生的な自然におけるガイドツアー
②特徴的な野生生物とのふれあい
③自然の営みに触れる観察会への参加活動
④環境教育を主目的とした学校団体の活動
⑤農林業などを体験することで自然への理解を深める活動
⑥自然や文化に関する解説を受けながら地域を歩き巡る活動
⑦環境保全のために実際に貢献をする活動
⑧自然の中でゆったりとした時を過ごしながら自然の恵みを体感する活動

資料：第１回エコツーリズム推進会議資料（2003年11月12日）をもとに著者作成
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従来エコツアーの典型的なものと考えられている①②だけでなく、③から⑧等をあわせて捉える。
したがってエコツーリズムは、自然豊かな地域に限らず、里地地域や都市地域内の自然など、
どのような地域でも成立すると考えられる
①原生的な自然におけるガイドツアー
②特徴的な野生生物とのふれあい
③自然の営みに触れる観察会への参加活動
④環境教育を主目的とした学校団体の活動
⑤農林業などを体験することで自然への理解を深める活動
⑥自然や文化に関する解説を受けながら地域を歩き巡る活動
⑦環境保全のために実際に貢献をする活動
⑧自然の中でゆったりとした時を過ごしながら自然の恵みを体感する活動

１
．は
じ
め
に

　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
頃
。
小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
事
業
化
に
向
け
て

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
が
設
立

さ
れ
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
決
め
た

自
主
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
は
1
9
9
0
年

に
西
表
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
調
査
事
業
に

着
手
。
環
境
省
と
し
て
初
め
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
屋
久
島
で
は
1
9
9
3
年
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
先
駆
け
て
民
間
の
ガ
イ
ド
会
社
が
本
格

的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始
。
事
業
ベ
ー
ス
で
軌

道
に
乗
せ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
職
業
を
屋
久
島
に
定
着
さ
せ
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
10
年
経
っ
た
2
0
0
3
年

11
月
、
環
境
省
は
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

と
定
着
に
本
腰
を
入
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7

年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ

コ
ツ
ー
法
）
が
成
立
。
翌
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、

エ
コ
ツ
ー
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。

今
年
は
節
目
に
あ
た
る
と
考
え
本
誌
を
企
画
し

た
。

探
っ
て
み
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
め
ぐ
り
幾
種
も
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
と
て
も
息
の
長
い
政
策
だ
。
エ
コ

ツ
ー
法
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
（
以
下
、
全
体
構
想
）
を
作
成
し
認
定

を
目
指
す
地
域
は
後
を
絶
た
な
い
。
む
し
ろ
勢

ら
が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
語
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る

（『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
へ
』
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
刊
、
1
9
9
9
年
）。
実
態

を
う
ま
く
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
資
源
の

持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立
せ
ず
、
地
域
住
民

の
参
画
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、
経
済
効
果

な
く
し
て
住
民
の
参
画
は
望
め
ず
、
と
い
う
三

つ
の
認
識
の
上
に
成
り
立
つ
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
に
も
、
推
進
現
場
の
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
ち
な
み
に
エ
コ
ツ
ー
法
で
は
、「
こ
の
法
律

に
お
い
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
観
光

旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
知
識
を

有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受
け
、
当
該

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当
該
自

然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
概
念

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
多
様
な
見
解

が
あ
る
中
で
、
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
あ
た
り
「
狭
い
概
念
で
捉
え
ず
に
広
く
や

る
。
小
難
し
い
の
は
ダ
メ
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
は
い
い

が
少
し
重
い
。
現
場
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
（
中
島
：
座
談
会

①
）」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

　
堀
上
（
座
談
会
②
）
も
ま
た
「
地
域
の
宝
の

持
続
可
能
な
活
用
に
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
形

が
あ
る
。
こ
う
だ
と
決
め
付
け
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
言
い
、
山
本
（
座
談
会
②
）
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
器
で
あ
る
。
言

葉
の
持
つ
大
き
さ
が
続
い
て
き
た
理
由
だ
と
思

う
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
海
津
（
座
談
会
②
）

は
「
だ
か
ら
こ
そ
定
義
の
論
争
が
今
も
続
い
て

お
り
最
終
ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
ま
と

め
る
。

　
と
か
く
新
た
な
施
策
の
導
入
時
に
は
、
有
識

者
ら
に
よ
る
「
あ
る
べ
き
論
」
の
主
張
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
概
念
や
定
義
を
ゆ
る
や
か

に
捉
え
、
実
践
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
の
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

　
背
景
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
地
元
関
係
者
ら
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
本
だ
と
い
う
考
え
方

が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
各
地
域
は
何
を
目
指
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
、

認
定
地
域
）
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
概
観
し

て
み
た
い
（
図
2
参
照
）。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
目
的

　「
エ
コ
ツ
ー
法
の
も
と
で
全
体
構
想
を
作
成

し
認
定
を
目
指
し
た
目
的
や
ね
ら
い
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
17
地

域
の
う
ち
16
地
域
が
「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
」、
ま
た
15
地
域
が

「
5.
自
然
環
境
や
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
を

強
化
す
る
た
め
」「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
8.
地
域

資
源
の
保
護
・
保
全
と
観
光
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
両
立
を
目
指
す
た
め
」、
14
地
域
が
「
2.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
」を
選
択
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
側

面
で
あ
る「
観
光
振
興
の
推
進
」と
そ
れ
を
実
現

す
る「
エ
コ
ツ
ア
ー
の
充
実
」、
そ
し
て「
地
域
資

源
の
保
全
」と
そ
の
具
体
的
手
法
で
あ
る「
ル
ー

ル
の
明
確
化
」の
両
方
を
挙
げ
た
上
で
、「
そ
の

両
立
」を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

逃
さ
ず
選
択
肢
と
し
て
列
挙
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
同
類
の
選
択
肢
が
輻
輳
す
る
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
た
の
は
研
究
手
法
と
し
て
は
反

省
す
べ
き
だ
が
、
調
査
結
果
に
は
諮
っ
た
よ
う

に
「
利
用
」
と
「
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
明
示

さ
れ
、
少
々
驚
い
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
認
定
地
域

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
を
理
解
し
、
そ

こ
を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
こ
と

を
3
つ
ま
で
」
に
対
す
る
回
答
（
以
下
、
上
位

3
回
答
）に
お
い
て
も「
観
光
振
興
の
推
進
」「
地

域
資
源
の
保
全
」
と
「
そ
の
両
立
」
が
支
持
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
答
に
比
べ
る
と
分
散
し
て
お
り
、
地
域

固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
中
に
「
　 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白

ナ
ン
バ
ー
運
送
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
効

率
化
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
」
を
特
に

重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
2
件
あ
っ
た
が
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
特
に
重
要
な
ね
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
声
を
複
数
聞
い
た
。
な
お
、
こ
れ
は

国
土
交
通
省
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
係

す
る
通
達
（
2
0
1
1
年
3
月
31
日
）「
宿
泊
施

設
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
宿
泊
者
及

び
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の
た
め

の
輸
送
に
つ
い
て
」」
に
よ
る
規
制
緩
和
の
こ

と
で
あ
る
。

全
体
構
想
作
成
と
認
定
の
成
果

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成

果
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
複
数
回
答
、
上
位

3
回
答
と
も
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利
用

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
が
最
も
多
く
、

複
数
回
答
で
は
回
答
の
あ
っ
た
17
地
域
の
う
ち

14
地
域
が
選
択
し
た
。
続
い
て
回
答
の
多
い

「
2.
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
た
」「
9.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
が
整
理
・
明
確
化
さ
れ
た
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
枠
組
み
・
体
制

が
整
備
・
強
化
さ
れ
た
」「
　 

全
体
構
想
認
定

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
・
知
名
度
が
向
上
し
た
」

「
　 

地
域
の
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
発
信
が
拡

大
・
多
様
化
し
た
」
は
、
具
体
的
な
成
果
と
し

て
見
え
や
す
い
も
の
だ
。

　
一
方
、
上
位
3
回
答
を
み
る
と
、
取
り
組
み

の
目
的
と
同
様
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
に
続
い
て

「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

あ
っ
た
」「
8.
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
と
観

光
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
両
立
が
す
す
ん
だ
」

と
い
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
項

目
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
効
果
を
意
識
し
つ
つ
も
、
観
光
振

興
と
地
域
資
源
の
保
全
が
す
す
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
認
定
地
域
の
着
実
な
姿
勢
を
感
じ
る
。

残
さ
れ
た
課
題

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
全
般
に

質
問
2
よ
り
選
択
さ
れ
た
数
が
少
な
く
、
総
じ

て
成
果
が
強
調
さ
れ
る
回
答
傾
向
と
な
っ
た
。

い
な
い
」「
 　
関
連
組
織
の
運
営
や
諸
事
業
に

か
か
る
予
算
・
活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
る
体
制
の

整
備
が
不
十
分
だ
」
と
い
っ
た
制
度
の
運
用
面

に
関
す
る
課
題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
き
た
認
定

地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
聞
い
た
項
目
に
加
え
て
、
取
り
組
み
の

状
況
、
環
境
省
に
対
す
る
期
待
や
要
望
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
法
の
改
善
点
な
ど
も
尋
ね
た
。
こ

の
う
ち
要
望
や
改
善
点
を
概
観
す
る
。

　
全
体
構
想
に
記
載
し
た
枠
組
み
の
継
続
的
な

運
用
、
全
体
構
想
の
改
定
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
を
複
数
箇
所
で
聞
い
た
。ま
た
、

財
政
面
で
の
継
続
的
な
支
援
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

全
体
構
想
の
認
定
に
よ
り
近
隣
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
情
報
が
、
全
国
的
な
媒
体
に
乗
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。
地
域
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
・
強
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
具
体
的
な
要
望
も
複
数
あ
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
の
制
度
面
に
対
し
て
、
全
体
構

想
の
対
象
範
囲
を
複
数
の
市
町
村
や
県
を
こ
え

て
設
定
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
対
象
の
市
町
村
や
県
が
そ

れ
ぞ
れ
構
想
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
１
つ
に
合

冊
し
た
も
の
で
広
域
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

　
個
別
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
魅
力
向

上
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
適
用
範
囲
の

拡
大
、
柔
軟
な
運
用
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
が

複
数
地
域
で
聞
か
れ
た
。
全
体
構
想
の
対
象
範

囲
の
件
も
、
こ
の
適
用
範
囲
と
関
連
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
認
定
地
域
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
「
地
域
が

主
体
的
に
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む
」
と
い
う
、
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
へ
の
理
解
と
賛
同

が
、
普
及
と
定
着
を
支
え
る
大
前
提
と
な
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
す
め
る
中
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
原
生
自
然
地
に
お
け
る

取
り
組
み
か
ら
、
都
市
近
郊
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
や
社
会

特
性
に
よ
ら
ず
、
実
に
多
様
な
環
境
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
を
抱

え
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
器
の
中

で
、
自
分
た
ち
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
ま
さ
に
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性

の
理
解
」、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
「
ゆ
る
や
か
な

概
念
」
が
、
日
本
型
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
型
の
推

進
過
程
を
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。

地
域
主
体
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

　
中
島
は
、エ
コ
ツ
ー
法
の
検
討
に
あ
た
り「
究

極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
枠
組
み
を
目
指
し

た
」
と
し
、「
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意
形
成

す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
」
と
い
う
。

　
海
津
は
、
エ
コ
ツ
ー
法
は
「
規
制
法
で
は
な

い
。
地
域
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
も

の
だ
。
歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、
政
策
で
は

な
く
地
域
だ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
続
い
て

い
る
」
と
述
べ
る
。

　
堀
上
も
、
だ
か
ら
「
地
域
か
ら
自
分
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
、
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
規
制
で
あ
れ
ば
国
の
方
針
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
る
が
、
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
は
、

現
場
に
近
い
地
域
が
主
導
し
た
ほ
う
が
実
質
的

だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
諸
外
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
計
画
あ
り

き
で
、
計
画
に
沿
っ
て
地
域
や
事
業
者
が
動
く

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
法
律
が
示
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
の
協
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
枠
組
み

で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
働
き
や
す
く
、
地
域

が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
が
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
ゆ
る
や
か
に
捉

え
た
一
方
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
件

と
し
て
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
明
示

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
が
発
信
し

た
こ
の
二
つ
の
ワ
ー
ド
は
、
独
り
歩
き
し
た
か

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
聞
か

れ
た
。
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら
は
今
も
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に
は
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
肝
心
だ
」
と
言
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

で
き
た
が
、
ル
ー
ル
は
不
十
分
な
の
で
率
先
し

て
働
き
か
け
た
と
い
う
現
場
も
見
て
き
た
。

　
中
島
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
そ

こ
ま
で
い
く
と
概
念
だ
け
に
な
る
。
現
場
の
話

が
抜
け
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
現
場
が
動
く
こ
と
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
寄
り
す
ぎ
る
と
楽

し
み
が
な
く
な
り
責
任
だ
け
が
残
る
。
楽
し
む

と
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
」
で
あ
り
、
必
要
な
要
素
を
示
し
た
の
が
こ

の
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
利
用
者
の
立

場
で
考
え
る
と
本
質
的
な
の
は
こ
の
二
つ
」
だ

と
言
い
切
る
。

　
一
般
的
な
観
光
振
興
な
ど
と
の
相
違
点
を
簡

潔
明
瞭
な
二
つ
の
ワ
ー
ド
に
絞
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
概
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
キ
モ
に
な
っ
た
と
思

う
。

　
東
北
の
震
災
復
興
を
振
り
返
り
、
岡
野
（
座

談
会
③
）
は
「
地
域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、

地
元
の
魅
力
を
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
旅

行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚
悟
が
で
き
た
」、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所
に
親

し
み
を
感
じ
、
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
。

　
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
「
地
域
の
人
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
」。「
人
と

人
が
出
会
う
機
会
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
地

域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
の
な
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
の
よ
う

に
、「
地
域
を
巻
き
込
む
手
法
（
海
津
）」
と
し

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
新
し
い
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た（
菅
野
：
座
談
会
②
）」

と
い
う
よ
う
に
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
か
つ
て
の

「
寄
り
合
い
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
む
け
て

　
冒
頭
に
は
今
が
節
目
だ
と
書
い
た
。
座
談
会

で
は
「
継
続
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
を
一
度
整
理
し
た
上
で
次
に

つ
な
げ
る
時
期
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
多
く

の
人
を
巻
き
込
め
た
の
は
成
果
」
だ
が
「
長
い

間
や
っ
て
き
た
の
に
新
し
い
こ
と
は
な
く
法
律

も
変
え
て
い
な
い
」
と
い
う
厳
し
め
の
振
り
返

り
も
あ
っ
た
。
認
定
地
域
か
ら
の
控
え
め
な
要

望
に
は
既
に
触
れ
た
が
、「
期
待
す
る
な
ら
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
必
ず
出
て
く

る
」
は
ず
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
・
30
年
間

は
、
受
入
地
域
側
の
目
線
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
総
じ
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
の
成
長
に
意
識
を
向
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
効
果
の
向
上
・
市
場
の
拡
大

　
中
島
は
「
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
結
局
は
経
済
的
な
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
」

と
い
う
。「
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
く
れ
る
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
や
ろ
う
で

は
な
く
、
儲
か
る
か
ら
や
ろ
う
で
な
い
と
社
会

は
動
い
て
い
か
な
い
」
と
い
う
。

　
岡
野
も
「
現
場
で
は
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な

く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と

言
い
、「
経
済
も
見
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
持
続
可
能
で
は
な
く
な
る
。
そ
こ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
理
想
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
利
益
を
上

げ
る
こ
と
か
ら
目
を
背
け
ず
、
必
要
な
議
論
、

対
策
に
向
き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
従
来
の
観

光
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参

加
者
は
独
特
な
感
性
を
も
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

市
場
性
は
限
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部
に

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
度
体

験
す
る
と
次
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
は
多
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
を
選
ぶ
特
殊
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　
観
光
が
多
様
に
な
り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
な
ど
を
実
体
験
と
と
も
に
深
み
の
あ

る
解
説
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー

は
、
も
は
や
レ
ア
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

市
場
の
中
心
に
座
る
べ
き
観
光
形
態
だ
と
い
う

認
識
で
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エコツーリズムの本質視座

エコツ
ー
リ
ズム
の
本
質
を
問
う

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」

寺
崎
竜
雄（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

常
務
理
事
）

視座

い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
（
本
誌
P
11
・

図
5
）。

　
地
元
が
主
体
と
な
り
、
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
全
体
構
想
を
描
き
、
諸
機
関
と
調
整
、
合

意
形
成
を
図
る
。
現
場
の
苦
労
は
多
大
に
違
い

な
い
。
一
方
で
、
大
が
か
り
な
支
援
事
業
や
補

助
金
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
に
、
な
ぜ
支

持
さ
れ
続
け
る
の
か
。
観
光
地
づ
く
り
に
大
切

な
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
は
な
ぜ
長
続
き

す
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方

　
西
表
島
の
調
査
事
業
で
は
、
島
の
人
に
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
た
と
い

う
。
日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
自
然
環
境
を

も
つ
西
表
島
で
あ
っ
て
も
自
然
保
護
を
前
面
に

出
さ
ず
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
徹
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
の
成
果
を
も

と
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
生
活
文
化
を
傷
め
る
こ
と
な
く
持
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
最
低
条
件
と
す
る
旅

行
の
こ
と
」
と
ま
と
め
て
い
る
（『
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
刊
、
1
9
9
4
年
）。

　
同
じ
頃
、（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
が
提

唱
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
諸
研
究

に
基
づ
き
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
お
よ
び
環
境
教
育
の
提
供
」

に
触
れ
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
同

時
に
エ
コ
ツ
ア
ー
も
定
義
づ
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る

（『
N
A
C
S
‐
J
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
刊
、

1
9
9
4
年
）。

　
1
9
9
8
年
に
有
志
ら
が
設
立
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
現
在
の
（
一
社
）

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
で
は
、
先
駆
者

　
そ
の
上
で
、
商
品
開
発
と
販
売
網
の
拡
充
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め
た
幅
広
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
応
す
べ
き
フ
ェ
ー
ズ
に
は
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
ガ
イ
ド
業
」の
規
定

　
エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の
拡
大
に
あ
た
り
、
ツ

ア
ー
商
品
の
供
給
者
で
あ
る
ガ
イ
ド
の
役
割
と

位
置
づ
け
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。と
り
わ
け
、

安
全
管
理
に
対
す
る
社
会
的
な
目
線
は
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
。

　
細
野
（
座
談
会
③
）
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
品

質
管
理
の
た
め
に
「
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値

を
明
確
化
す
べ
き
」
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、
社
会
的
な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て

公
表
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。一
年
前
に「
ガ

イ
ド
は
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る

（『
観
光
文
化V

o
l.

2
5
3
』）」
を
書
い
た
が
、

ガ
イ
ド
業
と
い
う
仕
事
が
広
く
認
知
さ
れ
、
産

業
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
ご
と
に
、

ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
の
検
討
・
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
て
順
調
と
い
う
事
例

は
な
か
な
か
見
な
い
。
各
地
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
集
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
視
点
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に

偏
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
産
業
と
し
て
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
事
業
者
と
し
て
の
要
件
、
提
供
す
る

商
品
（
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
品

質
と
い
う
視
点
か
ら
の
枠
組
み
づ
く
り
も
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
に
状
況
は
異
な
る
の
で
、

全
国
一
律
の
枠
組
み
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
本
方
針
に
、
各
地
域
で
つ
く
る
ガ
イ
ド
業
の

枠
組
み
が
則
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

に
、
そ
の
枠
組
み
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
消
費
者
保
護
や
資
源
保
護
と
い
う
規
制
の
観

点
か
ら
ガ
イ
ド
業
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
は
「
歩
き
な

が
ら
、
ま
た
は
専
用
車
で
移
動
し
な
が
ら
来
訪

者
を
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
案
内
す
る
業

務
」
と
新
た
に
定
義
づ
け
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
た
な
仕
事
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
業
態

だ
、
と
い
う
整
理
が
で
き
る
と
面
白
い
。

５
．と
り
ま
と
め
に
あ
た
り

　
本
誌
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
な
ぜ
支
持

さ
れ
る
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
総
括
す
る
と
日
本
独
自
の
取
り
組
み（
日

本
型
）に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
地
域
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化
を
、

活
か
し
な
が
ら
継
承
す
る
観
光
振
興
。
地
域
の

固
有
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
、
地
域
主
体
で
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
支
え
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

30
年
間
（
平
成
時
代
）
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
と

思
う
。

　
30
年
前
と
い
う
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し
民

主
化
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
整
備
か
ら
ソ
フ
ト
に
よ
る
観

光
振
興
に
基
軸
が
切
り
替
わ
っ
た
と
き
で
あ

る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
沿
っ
て
、
地
域

資
源
が
無
秩
序
に
消
費
さ
れ
な
い
よ
う
「
守
り

な
が
ら
」、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
住
民
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
（
五
木
田
：
座
談
会
③
）」
観
光
を
す

す
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
に
地
域
の
方
々
が
共
鳴
し
た
か
ら

続
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

手
許
に
『
Y
N
A
C
通
信
（N

o
.

40
）』
が
届
い

た
。
1
9
9
3
年
、
屋
久
島
で
創
業
し
た
屋
久

島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
だ
。
こ

れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
歩
み
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
、
冒
頭
に
は
最
終
号
と
あ
り
、

今
年
い
っ
ぱ
い
で
法
人
と
し
て
の
活
動
を
お
え

る
と
書
い
て
あ
る
。
理
由
は
さ
て
お
き
、
時
の

経
過
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
の
活
動

に
は
敬
意
と
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
始
め
た
頃
、
当
時
は
東
京
駅
の
そ
ば
に

あ
っ
た
事
務
所
に
、
Y
N
A
C
創
業
者
の
一
人

で
あ
る
市
川
聡
さ
ん
が
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
き

た
。
聞
く
と
、
旅
行
会
社
へ
の
営
業
に
来
て
は

み
た
も
の
の
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
わ
か
ら

ぬ
と
い
わ
れ
、こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
と
か
。

30
年
前
は
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

冬
の
北
海
道
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
同
じ
講
師

と
し
て
再
会
。
直
後
に
は
、
偶
然
に
も
日
本
旅

行
業
協
会
の
研
修
ツ
ア
ー
参
加
者
と
し
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
タ
マ
ン
ネ
ガ
ラ
国
立
公
園
に
視
察

に
行
っ
た
。
都
度
つ
ど
、
学
び
が
あ
り
、
よ
く

議
論
し
た
。

　
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
年
次
大
会
で
は
、
多
く
の
先
達
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
教
わ
っ
た
。
日
中
は
会
場

で
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
毎
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

　
他
に
も
、
出
向
い
た
先
々
で
現
場
屋
と
理
論

派
が
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
た
。
1
9
9
0
年

代
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
溢
れ
て

い
た
。
2
0
0
0
年
代
に
な
り
、
政
府
に
よ
る

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
溜

ま
っ
た
思
い
が
、勢
い
よ
く
波
及
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
が
情
熱
的
に
行
動
し
、
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
と
思
う
。2
0
1
0
年
代
は
、

ま
さ
に
ゆ
る
や
か
な
概
念
の
実
践
期
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
振
興
の
基
盤
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
渋
谷
（
巻
頭
言
）

が
い
う
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
が
、
い
ま

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
（
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）
の
も
、

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
「
こ

こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
だ
と

思
う
。 認

定
地
域
に
対
す
る

実
態
調
査
を
も
と
に
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
評
価

２
．

　
そ
の
中
で
、「
3.
ガ
イ
ド
の
質
・
数
が
不
十

分
だ
」「
5.
ガ
イ
ド
の
収
入
・
報
酬
が
低
水
準

だ
」
が
目
立
つ
。
一
方
、「
4.
ガ
イ
ド
の
活
動
・

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
価
値
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
を
選
択
し
た
地
域
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
は
す
す
ん
だ
も
の
の
、
ガ
イ
ド
の
活
動
状
況

に
は
課
題
が
残
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ま
た
、「 

　
全
体
構
想
の
見
直
し
が
で
き
て
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図 1 エコツーリズム推進会議によるエコツーリズムの捉え方

【概念】エコツーリズムとは次のような観光のありかた。
①自然の営みや人と自然との関わりを対象とし、それらを楽しむとともに、
②その対象となる地域の自然環境や文化の保全に責任を持つ

【成立要件】エコツーリズムを成立させるために必要なものは次の二つ。
①地域の自然や文化に対する知識や経験の案内＝ガイダンス
②地域の自然や文化を保全・維持するための取り決め＝ルール

【効果】エコツーリズムの成立によって発生する効果。
①旅行者に対しては、自然や地域に対する理解が深まり、知的欲求を満足させる
②地域の自然環境・文化資源に対しては、それらの価値が維持されるよう保全され、または向上する
③観光業に対しては、新たなニーズに的確に対応し、新たな観光需要を起こすことができる
④地域社会に対しては、雇用の確保や、経済波及効果、住民による地域の再発見により、
　地域振興につながる

【エコツアー（エコツーリズムの考え方によるツアー形態）】
従来エコツアーの典型的なものと考えられている①②だけでなく、③から⑧等をあわせて捉える。
したがってエコツーリズムは、自然豊かな地域に限らず、里地地域や都市地域内の自然など、
どのような地域でも成立すると考えられる
①原生的な自然におけるガイドツアー
②特徴的な野生生物とのふれあい
③自然の営みに触れる観察会への参加活動
④環境教育を主目的とした学校団体の活動
⑤農林業などを体験することで自然への理解を深める活動
⑥自然や文化に関する解説を受けながら地域を歩き巡る活動
⑦環境保全のために実際に貢献をする活動
⑧自然の中でゆったりとした時を過ごしながら自然の恵みを体感する活動

資料：第１回エコツーリズム推進会議資料（2003年11月12日）をもとに著者作成
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１
．は
じ
め
に

　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
頃
。
小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
事
業
化
に
向
け
て

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
が
設
立

さ
れ
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
決
め
た

自
主
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
は
1
9
9
0
年

に
西
表
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
調
査
事
業
に

着
手
。
環
境
省
と
し
て
初
め
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
屋
久
島
で
は
1
9
9
3
年
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
先
駆
け
て
民
間
の
ガ
イ
ド
会
社
が
本
格

的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始
。
事
業
ベ
ー
ス
で
軌

道
に
乗
せ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
職
業
を
屋
久
島
に
定
着
さ
せ
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
10
年
経
っ
た
2
0
0
3
年

11
月
、
環
境
省
は
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

と
定
着
に
本
腰
を
入
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7

年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ

コ
ツ
ー
法
）
が
成
立
。
翌
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、

エ
コ
ツ
ー
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。

今
年
は
節
目
に
あ
た
る
と
考
え
本
誌
を
企
画
し

た
。

探
っ
て
み
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
め
ぐ
り
幾
種
も
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
と
て
も
息
の
長
い
政
策
だ
。
エ
コ

ツ
ー
法
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
（
以
下
、
全
体
構
想
）
を
作
成
し
認
定

を
目
指
す
地
域
は
後
を
絶
た
な
い
。
む
し
ろ
勢

ら
が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
語
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る

（『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
へ
』
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
刊
、
1
9
9
9
年
）。
実
態

を
う
ま
く
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
資
源
の

持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立
せ
ず
、
地
域
住
民

の
参
画
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、
経
済
効
果

な
く
し
て
住
民
の
参
画
は
望
め
ず
、
と
い
う
三

つ
の
認
識
の
上
に
成
り
立
つ
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
に
も
、
推
進
現
場
の
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
ち
な
み
に
エ
コ
ツ
ー
法
で
は
、「
こ
の
法
律

に
お
い
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
観
光

旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
知
識
を

有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受
け
、
当
該

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当
該
自

然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
概
念

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
多
様
な
見
解

が
あ
る
中
で
、
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
あ
た
り
「
狭
い
概
念
で
捉
え
ず
に
広
く
や

る
。
小
難
し
い
の
は
ダ
メ
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
は
い
い

が
少
し
重
い
。
現
場
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
（
中
島
：
座
談
会

①
）」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

　
堀
上
（
座
談
会
②
）
も
ま
た
「
地
域
の
宝
の

持
続
可
能
な
活
用
に
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
形

が
あ
る
。
こ
う
だ
と
決
め
付
け
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
言
い
、
山
本
（
座
談
会
②
）
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
器
で
あ
る
。
言

葉
の
持
つ
大
き
さ
が
続
い
て
き
た
理
由
だ
と
思

う
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
海
津
（
座
談
会
②
）

は
「
だ
か
ら
こ
そ
定
義
の
論
争
が
今
も
続
い
て

お
り
最
終
ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
ま
と

め
る
。

　
と
か
く
新
た
な
施
策
の
導
入
時
に
は
、
有
識

者
ら
に
よ
る
「
あ
る
べ
き
論
」
の
主
張
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
概
念
や
定
義
を
ゆ
る
や
か

に
捉
え
、
実
践
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
の
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

　
背
景
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
地
元
関
係
者
ら
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
本
だ
と
い
う
考
え
方

が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
各
地
域
は
何
を
目
指
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
、

認
定
地
域
）
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
概
観
し

て
み
た
い
（
図
2
参
照
）。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
目
的

　「
エ
コ
ツ
ー
法
の
も
と
で
全
体
構
想
を
作
成

し
認
定
を
目
指
し
た
目
的
や
ね
ら
い
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
17
地

域
の
う
ち
16
地
域
が
「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
」、
ま
た
15
地
域
が

「
5.
自
然
環
境
や
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
を

強
化
す
る
た
め
」「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
8.
地
域

資
源
の
保
護
・
保
全
と
観
光
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
両
立
を
目
指
す
た
め
」、
14
地
域
が
「
2.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
」を
選
択
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
側

面
で
あ
る「
観
光
振
興
の
推
進
」と
そ
れ
を
実
現

す
る「
エ
コ
ツ
ア
ー
の
充
実
」、
そ
し
て「
地
域
資

源
の
保
全
」と
そ
の
具
体
的
手
法
で
あ
る「
ル
ー

ル
の
明
確
化
」の
両
方
を
挙
げ
た
上
で
、「
そ
の

両
立
」を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

逃
さ
ず
選
択
肢
と
し
て
列
挙
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
同
類
の
選
択
肢
が
輻
輳
す
る
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
た
の
は
研
究
手
法
と
し
て
は
反

省
す
べ
き
だ
が
、
調
査
結
果
に
は
諮
っ
た
よ
う

に
「
利
用
」
と
「
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
明
示

さ
れ
、
少
々
驚
い
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
認
定
地
域

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
を
理
解
し
、
そ

こ
を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
こ
と

を
3
つ
ま
で
」
に
対
す
る
回
答
（
以
下
、
上
位

3
回
答
）に
お
い
て
も「
観
光
振
興
の
推
進
」「
地

域
資
源
の
保
全
」
と
「
そ
の
両
立
」
が
支
持
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
答
に
比
べ
る
と
分
散
し
て
お
り
、
地
域

固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
中
に
「
　 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白

ナ
ン
バ
ー
運
送
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
効

率
化
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
」
を
特
に

重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
2
件
あ
っ
た
が
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
特
に
重
要
な
ね
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
声
を
複
数
聞
い
た
。
な
お
、
こ
れ
は

国
土
交
通
省
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
係

す
る
通
達
（
2
0
1
1
年
3
月
31
日
）「
宿
泊
施

設
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
宿
泊
者
及

び
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の
た
め

の
輸
送
に
つ
い
て
」」
に
よ
る
規
制
緩
和
の
こ

と
で
あ
る
。

全
体
構
想
作
成
と
認
定
の
成
果

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成

果
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
複
数
回
答
、
上
位

3
回
答
と
も
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利
用

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
が
最
も
多
く
、

複
数
回
答
で
は
回
答
の
あ
っ
た
17
地
域
の
う
ち

14
地
域
が
選
択
し
た
。
続
い
て
回
答
の
多
い

「
2.
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
た
」「
9.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
が
整
理
・
明
確
化
さ
れ
た
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
枠
組
み
・
体
制

が
整
備
・
強
化
さ
れ
た
」「
　 

全
体
構
想
認
定

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
・
知
名
度
が
向
上
し
た
」

「
　 

地
域
の
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
発
信
が
拡

大
・
多
様
化
し
た
」
は
、
具
体
的
な
成
果
と
し

て
見
え
や
す
い
も
の
だ
。

　
一
方
、
上
位
3
回
答
を
み
る
と
、
取
り
組
み

の
目
的
と
同
様
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
に
続
い
て

「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

あ
っ
た
」「
8.
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
と
観

光
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
両
立
が
す
す
ん
だ
」

と
い
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
項

目
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
効
果
を
意
識
し
つ
つ
も
、
観
光
振

興
と
地
域
資
源
の
保
全
が
す
す
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
認
定
地
域
の
着
実
な
姿
勢
を
感
じ
る
。

残
さ
れ
た
課
題

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
全
般
に

質
問
2
よ
り
選
択
さ
れ
た
数
が
少
な
く
、
総
じ

て
成
果
が
強
調
さ
れ
る
回
答
傾
向
と
な
っ
た
。

い
な
い
」「
 　
関
連
組
織
の
運
営
や
諸
事
業
に

か
か
る
予
算
・
活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
る
体
制
の

整
備
が
不
十
分
だ
」
と
い
っ
た
制
度
の
運
用
面

に
関
す
る
課
題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
き
た
認
定

地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
聞
い
た
項
目
に
加
え
て
、
取
り
組
み
の

状
況
、
環
境
省
に
対
す
る
期
待
や
要
望
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
法
の
改
善
点
な
ど
も
尋
ね
た
。
こ

の
う
ち
要
望
や
改
善
点
を
概
観
す
る
。

　
全
体
構
想
に
記
載
し
た
枠
組
み
の
継
続
的
な

運
用
、
全
体
構
想
の
改
定
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
を
複
数
箇
所
で
聞
い
た
。ま
た
、

財
政
面
で
の
継
続
的
な
支
援
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

全
体
構
想
の
認
定
に
よ
り
近
隣
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
情
報
が
、
全
国
的
な
媒
体
に
乗
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。
地
域
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
・
強
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
具
体
的
な
要
望
も
複
数
あ
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
の
制
度
面
に
対
し
て
、
全
体
構

想
の
対
象
範
囲
を
複
数
の
市
町
村
や
県
を
こ
え

て
設
定
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
対
象
の
市
町
村
や
県
が
そ

れ
ぞ
れ
構
想
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
１
つ
に
合

冊
し
た
も
の
で
広
域
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

　
個
別
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
魅
力
向

上
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
適
用
範
囲
の

拡
大
、
柔
軟
な
運
用
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
が

複
数
地
域
で
聞
か
れ
た
。
全
体
構
想
の
対
象
範

囲
の
件
も
、
こ
の
適
用
範
囲
と
関
連
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
認
定
地
域
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
「
地
域
が

主
体
的
に
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む
」
と
い
う
、
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
へ
の
理
解
と
賛
同

が
、
普
及
と
定
着
を
支
え
る
大
前
提
と
な
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
す
め
る
中
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
原
生
自
然
地
に
お
け
る

取
り
組
み
か
ら
、
都
市
近
郊
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
や
社
会

特
性
に
よ
ら
ず
、
実
に
多
様
な
環
境
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
を
抱

え
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
器
の
中

で
、
自
分
た
ち
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
ま
さ
に
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性

の
理
解
」、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
「
ゆ
る
や
か
な

概
念
」
が
、
日
本
型
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
型
の
推

進
過
程
を
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。

地
域
主
体
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

　
中
島
は
、エ
コ
ツ
ー
法
の
検
討
に
あ
た
り「
究

極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
枠
組
み
を
目
指
し

た
」
と
し
、「
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意
形
成

す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
」
と
い
う
。

　
海
津
は
、
エ
コ
ツ
ー
法
は
「
規
制
法
で
は
な

い
。
地
域
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
も

の
だ
。
歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、
政
策
で
は

な
く
地
域
だ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
続
い
て

い
る
」
と
述
べ
る
。

　
堀
上
も
、
だ
か
ら
「
地
域
か
ら
自
分
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
、
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
規
制
で
あ
れ
ば
国
の
方
針
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
る
が
、
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
は
、

現
場
に
近
い
地
域
が
主
導
し
た
ほ
う
が
実
質
的

だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
諸
外
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
計
画
あ
り

き
で
、
計
画
に
沿
っ
て
地
域
や
事
業
者
が
動
く

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
法
律
が
示
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
の
協
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
枠
組
み

で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
働
き
や
す
く
、
地
域

が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
が
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
ゆ
る
や
か
に
捉

え
た
一
方
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
件

と
し
て
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
明
示

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
が
発
信
し

た
こ
の
二
つ
の
ワ
ー
ド
は
、
独
り
歩
き
し
た
か

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
聞
か

れ
た
。
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら
は
今
も
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に
は
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
肝
心
だ
」
と
言
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

で
き
た
が
、
ル
ー
ル
は
不
十
分
な
の
で
率
先
し

て
働
き
か
け
た
と
い
う
現
場
も
見
て
き
た
。

　
中
島
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
そ

こ
ま
で
い
く
と
概
念
だ
け
に
な
る
。
現
場
の
話

が
抜
け
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
現
場
が
動
く
こ
と
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
寄
り
す
ぎ
る
と
楽

し
み
が
な
く
な
り
責
任
だ
け
が
残
る
。
楽
し
む

と
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
」
で
あ
り
、
必
要
な
要
素
を
示
し
た
の
が
こ

の
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
利
用
者
の
立

場
で
考
え
る
と
本
質
的
な
の
は
こ
の
二
つ
」
だ

と
言
い
切
る
。

　
一
般
的
な
観
光
振
興
な
ど
と
の
相
違
点
を
簡

潔
明
瞭
な
二
つ
の
ワ
ー
ド
に
絞
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
概
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
キ
モ
に
な
っ
た
と
思

う
。

　
東
北
の
震
災
復
興
を
振
り
返
り
、
岡
野
（
座

談
会
③
）
は
「
地
域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、

地
元
の
魅
力
を
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
旅

行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚
悟
が
で
き
た
」、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所
に
親

し
み
を
感
じ
、
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
。

　
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
「
地
域
の
人
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
」。「
人
と

人
が
出
会
う
機
会
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
地

域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
の
な
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
の
よ
う

に
、「
地
域
を
巻
き
込
む
手
法
（
海
津
）」
と
し

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
新
し
い
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た（
菅
野
：
座
談
会
②
）」

と
い
う
よ
う
に
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
か
つ
て
の

「
寄
り
合
い
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
む
け
て

　
冒
頭
に
は
今
が
節
目
だ
と
書
い
た
。
座
談
会

で
は
「
継
続
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
を
一
度
整
理
し
た
上
で
次
に

つ
な
げ
る
時
期
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
多
く

の
人
を
巻
き
込
め
た
の
は
成
果
」
だ
が
「
長
い

間
や
っ
て
き
た
の
に
新
し
い
こ
と
は
な
く
法
律

も
変
え
て
い
な
い
」
と
い
う
厳
し
め
の
振
り
返

り
も
あ
っ
た
。
認
定
地
域
か
ら
の
控
え
め
な
要

望
に
は
既
に
触
れ
た
が
、「
期
待
す
る
な
ら
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
必
ず
出
て
く

る
」
は
ず
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
・
30
年
間

は
、
受
入
地
域
側
の
目
線
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
総
じ
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
の
成
長
に
意
識
を
向
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
効
果
の
向
上
・
市
場
の
拡
大

　
中
島
は
「
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
結
局
は
経
済
的
な
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
」

と
い
う
。「
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
く
れ
る
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
や
ろ
う
で

は
な
く
、
儲
か
る
か
ら
や
ろ
う
で
な
い
と
社
会

は
動
い
て
い
か
な
い
」
と
い
う
。

　
岡
野
も
「
現
場
で
は
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な

く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と

言
い
、「
経
済
も
見
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
持
続
可
能
で
は
な
く
な
る
。
そ
こ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
理
想
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
利
益
を
上

げ
る
こ
と
か
ら
目
を
背
け
ず
、
必
要
な
議
論
、

対
策
に
向
き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
従
来
の
観

光
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参

加
者
は
独
特
な
感
性
を
も
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

市
場
性
は
限
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部
に

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
度
体

験
す
る
と
次
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
は
多
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
を
選
ぶ
特
殊
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　
観
光
が
多
様
に
な
り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
な
ど
を
実
体
験
と
と
も
に
深
み
の
あ

る
解
説
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー

は
、
も
は
や
レ
ア
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

市
場
の
中
心
に
座
る
べ
き
観
光
形
態
だ
と
い
う

認
識
で
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エコツーリズムの本質視座

エコツ
ー
リ
ズム
の
本
質
を
問
う

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」

寺
崎
竜
雄（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

常
務
理
事
）

視座

い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
（
本
誌
P
11
・

図
5
）。

　
地
元
が
主
体
と
な
り
、
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
全
体
構
想
を
描
き
、
諸
機
関
と
調
整
、
合

意
形
成
を
図
る
。
現
場
の
苦
労
は
多
大
に
違
い

な
い
。
一
方
で
、
大
が
か
り
な
支
援
事
業
や
補

助
金
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
に
、
な
ぜ
支

持
さ
れ
続
け
る
の
か
。
観
光
地
づ
く
り
に
大
切

な
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
は
な
ぜ
長
続
き

す
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方

　
西
表
島
の
調
査
事
業
で
は
、
島
の
人
に
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
た
と
い

う
。
日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
自
然
環
境
を

も
つ
西
表
島
で
あ
っ
て
も
自
然
保
護
を
前
面
に

出
さ
ず
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
徹
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
の
成
果
を
も

と
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
生
活
文
化
を
傷
め
る
こ
と
な
く
持
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
最
低
条
件
と
す
る
旅

行
の
こ
と
」
と
ま
と
め
て
い
る
（『
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
刊
、
1
9
9
4
年
）。

　
同
じ
頃
、（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
が
提

唱
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
諸
研
究

に
基
づ
き
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
お
よ
び
環
境
教
育
の
提
供
」

に
触
れ
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
同

時
に
エ
コ
ツ
ア
ー
も
定
義
づ
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る

（『
N
A
C
S
‐
J
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
刊
、

1
9
9
4
年
）。

　
1
9
9
8
年
に
有
志
ら
が
設
立
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
現
在
の
（
一
社
）

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
で
は
、
先
駆
者

　
そ
の
上
で
、
商
品
開
発
と
販
売
網
の
拡
充
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め
た
幅
広
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
応
す
べ
き
フ
ェ
ー
ズ
に
は
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
ガ
イ
ド
業
」の
規
定

　
エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の
拡
大
に
あ
た
り
、
ツ

ア
ー
商
品
の
供
給
者
で
あ
る
ガ
イ
ド
の
役
割
と

位
置
づ
け
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。と
り
わ
け
、

安
全
管
理
に
対
す
る
社
会
的
な
目
線
は
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
。

　
細
野
（
座
談
会
③
）
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
品

質
管
理
の
た
め
に
「
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値

を
明
確
化
す
べ
き
」
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、
社
会
的
な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て

公
表
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。一
年
前
に「
ガ

イ
ド
は
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る

（『
観
光
文
化V

o
l.

2
5
3
』）」
を
書
い
た
が
、

ガ
イ
ド
業
と
い
う
仕
事
が
広
く
認
知
さ
れ
、
産

業
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
ご
と
に
、

ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
の
検
討
・
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
て
順
調
と
い
う
事
例

は
な
か
な
か
見
な
い
。
各
地
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
集
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
視
点
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に

偏
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
産
業
と
し
て
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
事
業
者
と
し
て
の
要
件
、
提
供
す
る

商
品
（
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
品

質
と
い
う
視
点
か
ら
の
枠
組
み
づ
く
り
も
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
に
状
況
は
異
な
る
の
で
、

全
国
一
律
の
枠
組
み
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
本
方
針
に
、
各
地
域
で
つ
く
る
ガ
イ
ド
業
の

枠
組
み
が
則
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

に
、
そ
の
枠
組
み
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
消
費
者
保
護
や
資
源
保
護
と
い
う
規
制
の
観

点
か
ら
ガ
イ
ド
業
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
は
「
歩
き
な

が
ら
、
ま
た
は
専
用
車
で
移
動
し
な
が
ら
来
訪

者
を
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
案
内
す
る
業

務
」
と
新
た
に
定
義
づ
け
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
た
な
仕
事
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
業
態

だ
、
と
い
う
整
理
が
で
き
る
と
面
白
い
。

５
．と
り
ま
と
め
に
あ
た
り

　
本
誌
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
な
ぜ
支
持

さ
れ
る
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
総
括
す
る
と
日
本
独
自
の
取
り
組
み（
日

本
型
）に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
地
域
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化
を
、

活
か
し
な
が
ら
継
承
す
る
観
光
振
興
。
地
域
の

固
有
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
、
地
域
主
体
で
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
支
え
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

30
年
間
（
平
成
時
代
）
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
と

思
う
。

　
30
年
前
と
い
う
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し
民

主
化
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
整
備
か
ら
ソ
フ
ト
に
よ
る
観

光
振
興
に
基
軸
が
切
り
替
わ
っ
た
と
き
で
あ

る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
沿
っ
て
、
地
域

資
源
が
無
秩
序
に
消
費
さ
れ
な
い
よ
う
「
守
り

な
が
ら
」、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
住
民
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
（
五
木
田
：
座
談
会
③
）」
観
光
を
す

す
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
に
地
域
の
方
々
が
共
鳴
し
た
か
ら

続
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

手
許
に
『
Y
N
A
C
通
信
（N

o
.

40
）』
が
届
い

た
。
1
9
9
3
年
、
屋
久
島
で
創
業
し
た
屋
久

島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
だ
。
こ

れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
歩
み
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
、
冒
頭
に
は
最
終
号
と
あ
り
、

今
年
い
っ
ぱ
い
で
法
人
と
し
て
の
活
動
を
お
え

る
と
書
い
て
あ
る
。
理
由
は
さ
て
お
き
、
時
の

経
過
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
の
活
動

に
は
敬
意
と
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
始
め
た
頃
、
当
時
は
東
京
駅
の
そ
ば
に

あ
っ
た
事
務
所
に
、
Y
N
A
C
創
業
者
の
一
人

で
あ
る
市
川
聡
さ
ん
が
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
き

た
。
聞
く
と
、
旅
行
会
社
へ
の
営
業
に
来
て
は

み
た
も
の
の
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
わ
か
ら

ぬ
と
い
わ
れ
、こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
と
か
。

30
年
前
は
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

冬
の
北
海
道
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
同
じ
講
師

と
し
て
再
会
。
直
後
に
は
、
偶
然
に
も
日
本
旅

行
業
協
会
の
研
修
ツ
ア
ー
参
加
者
と
し
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
タ
マ
ン
ネ
ガ
ラ
国
立
公
園
に
視
察

に
行
っ
た
。
都
度
つ
ど
、
学
び
が
あ
り
、
よ
く

議
論
し
た
。

　
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
年
次
大
会
で
は
、
多
く
の
先
達
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
教
わ
っ
た
。
日
中
は
会
場

で
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
毎
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

　
他
に
も
、
出
向
い
た
先
々
で
現
場
屋
と
理
論

派
が
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
た
。
1
9
9
0
年

代
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
溢
れ
て

い
た
。
2
0
0
0
年
代
に
な
り
、
政
府
に
よ
る

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
溜

ま
っ
た
思
い
が
、勢
い
よ
く
波
及
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
が
情
熱
的
に
行
動
し
、
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
と
思
う
。2
0
1
0
年
代
は
、

ま
さ
に
ゆ
る
や
か
な
概
念
の
実
践
期
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
振
興
の
基
盤
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
渋
谷
（
巻
頭
言
）

が
い
う
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
が
、
い
ま

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
（
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）
の
も
、

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
「
こ

こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
だ
と

思
う
。 認

定
地
域
に
対
す
る

実
態
調
査
を
も
と
に
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
評
価

２
．

　
そ
の
中
で
、「
3.
ガ
イ
ド
の
質
・
数
が
不
十

分
だ
」「
5.
ガ
イ
ド
の
収
入
・
報
酬
が
低
水
準

だ
」
が
目
立
つ
。
一
方
、「
4.
ガ
イ
ド
の
活
動
・

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
価
値
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
を
選
択
し
た
地
域
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
は
す
す
ん
だ
も
の
の
、
ガ
イ
ド
の
活
動
状
況

に
は
課
題
が
残
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ま
た
、「 

　
全
体
構
想
の
見
直
し
が
で
き
て
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6.全体構想によって利用のルールが明文化された
2.エコツアーや体験プログラムが充実した

9.エコツーリズムによる地域づくりの方向性が整理・明確化された
10.エコツーリズム推進の枠組み・体制が整備・強化された
16.全体構想認定によるブランド化・知名度が向上した
17.地域の内外への広報・情報発信が拡大・多様化した
13.関係者らの協働体制・ネットワークが構築された

14.エコツーリズム推進における諸事項の合意形成がすすんだ
18.自家用旅客運送によるガイドツアーの効率化・利便性が向上した

7.来訪客の環境保全意識の啓発がすすんだ
8.地域資源の保護・保全と観光振興・地域づくりの両立がすすんだ

12.住民参加型の取り組みの促進・諸活動が活性化した
20.環境省・有識者から有意義なアドバイスが得られた

3.ガイド数の増加やガイドスキルが向上した
5.自然環境や地域資源に対する負荷の低減・保全が強化された

1.観光振興や地域活性化への効果があった
4.ガイド業が新たな観光産業として定着してきた

19.環境省をはじめとする中央省庁から補助事業が得られた
11.関連組織の運営や諸事業にかかる予算・活動資金が増大した

15.地域主体・ボトムアップ型の取り組みがすすんだ
21.目に見える成果はほとんどない・もしくは少ない

22.その他

全体構想が認定されたことによる成果について該当するものを全て選択し、
その中でも特に大きな成果と考えることを３つまで選んでください。（単位：件）質問2

0

該当するもの
特に大きな成果
（３つまで）

2 31 9 10 115 6 7 84 12 16151413 17

1.観光振興や地域活性化を推進するため
5.自然環境や地域資源の保護・保全を強化するため
6.全体構想によって利用のルールを明確にするため

8.地域資源の保護・保全と観光振興・地域づくりの両立を目指すため
2.地域資源を活かしたエコツアーや体験プログラムの充実を図るため

14.関係者らによる協働体制・ネットワークを構築するため
10.エコツーリズム推進の枠組み・体制を整理・明確化・強化するため

17.全体構想認定によるブランド化・知名度の向上を図るため
22.地域の考え方・取り組みがエコツーリズム推進法の理念と合致するから

9.エコツーリズムによる地域づくりの方向性を整理・明確化するため
3.ガイドの質と量の確保・向上を図るため
7.来訪客の環境保全意識を啓発するため

15.エコツーリズム推進における諸事項の合意形成を図るため
19.自家用旅客運送によるガイドツアーの効率化・利便性の向上を図るため

13.住民参加型の取り組みの促進・諸活動の活性化を図るため
18.地域の内外への広報・情報発信の拡大・多様化を図るため

11.エコツーリズム推進に取り組む人材・後継者を確保・育成するため
16.地域主体・ボトムアップ型の取り組みを推進するため

21.環境省・有識者らから有意義なアドバイスを受けるため
23.地域内の関係者からのニーズ・要望に対応するため
4.ガイド業が新たな観光産業となることを目指すため

20.環境省をはじめとする中央省庁から補助事業の獲得を目指すため
24.首長の方針・後押しに対応するため

25.世界自然遺産の登録や自然公園の指定にむけた諸準備として
12.関連組織の運営や諸事業にかかる予算・活動資金の拡充を図るため

26.その他

エコツーリズム推進法のもとで全体構想を作成し認定を目指した目的やねらいについて、
該当するものを全て選択し、その中でも特に重視したことを３つまで選んでください。（単位：件）質問1

0

該当するもの
特に重視したこと
（３つまで）

１
．は
じ
め
に

　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
頃
。
小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
事
業
化
に
向
け
て

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
が
設
立

さ
れ
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
決
め
た

自
主
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
は
1
9
9
0
年

に
西
表
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
調
査
事
業
に

着
手
。
環
境
省
と
し
て
初
め
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
屋
久
島
で
は
1
9
9
3
年
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
先
駆
け
て
民
間
の
ガ
イ
ド
会
社
が
本
格

的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始
。
事
業
ベ
ー
ス
で
軌

道
に
乗
せ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
職
業
を
屋
久
島
に
定
着
さ
せ
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
10
年
経
っ
た
2
0
0
3
年

11
月
、
環
境
省
は
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

と
定
着
に
本
腰
を
入
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7

年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ

コ
ツ
ー
法
）
が
成
立
。
翌
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、

エ
コ
ツ
ー
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。

今
年
は
節
目
に
あ
た
る
と
考
え
本
誌
を
企
画
し

た
。

探
っ
て
み
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
め
ぐ
り
幾
種
も
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
と
て
も
息
の
長
い
政
策
だ
。
エ
コ

ツ
ー
法
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
（
以
下
、
全
体
構
想
）
を
作
成
し
認
定

を
目
指
す
地
域
は
後
を
絶
た
な
い
。
む
し
ろ
勢

ら
が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
語
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る

（『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
へ
』
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
刊
、
1
9
9
9
年
）。
実
態

を
う
ま
く
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
資
源
の

持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立
せ
ず
、
地
域
住
民

の
参
画
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、
経
済
効
果

な
く
し
て
住
民
の
参
画
は
望
め
ず
、
と
い
う
三

つ
の
認
識
の
上
に
成
り
立
つ
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
に
も
、
推
進
現
場
の
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
ち
な
み
に
エ
コ
ツ
ー
法
で
は
、「
こ
の
法
律

に
お
い
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
観
光

旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
知
識
を

有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受
け
、
当
該

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当
該
自

然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
概
念

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
多
様
な
見
解

が
あ
る
中
で
、
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
あ
た
り
「
狭
い
概
念
で
捉
え
ず
に
広
く
や

る
。
小
難
し
い
の
は
ダ
メ
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
は
い
い

が
少
し
重
い
。
現
場
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
（
中
島
：
座
談
会

①
）」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

　
堀
上
（
座
談
会
②
）
も
ま
た
「
地
域
の
宝
の

持
続
可
能
な
活
用
に
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
形

が
あ
る
。
こ
う
だ
と
決
め
付
け
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
言
い
、
山
本
（
座
談
会
②
）
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
器
で
あ
る
。
言

葉
の
持
つ
大
き
さ
が
続
い
て
き
た
理
由
だ
と
思

う
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
海
津
（
座
談
会
②
）

は
「
だ
か
ら
こ
そ
定
義
の
論
争
が
今
も
続
い
て

お
り
最
終
ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
ま
と

め
る
。

　
と
か
く
新
た
な
施
策
の
導
入
時
に
は
、
有
識

者
ら
に
よ
る
「
あ
る
べ
き
論
」
の
主
張
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
概
念
や
定
義
を
ゆ
る
や
か

に
捉
え
、
実
践
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
の
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

　
背
景
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
地
元
関
係
者
ら
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
本
だ
と
い
う
考
え
方

が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
各
地
域
は
何
を
目
指
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
、

認
定
地
域
）
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
概
観
し

て
み
た
い
（
図
2
参
照
）。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
目
的

　「
エ
コ
ツ
ー
法
の
も
と
で
全
体
構
想
を
作
成

し
認
定
を
目
指
し
た
目
的
や
ね
ら
い
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
17
地

域
の
う
ち
16
地
域
が
「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
」、
ま
た
15
地
域
が

「
5.
自
然
環
境
や
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
を

強
化
す
る
た
め
」「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
8.
地
域

資
源
の
保
護
・
保
全
と
観
光
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
両
立
を
目
指
す
た
め
」、
14
地
域
が
「
2.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
」を
選
択
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
側

面
で
あ
る「
観
光
振
興
の
推
進
」と
そ
れ
を
実
現

す
る「
エ
コ
ツ
ア
ー
の
充
実
」、
そ
し
て「
地
域
資

源
の
保
全
」と
そ
の
具
体
的
手
法
で
あ
る「
ル
ー

ル
の
明
確
化
」の
両
方
を
挙
げ
た
上
で
、「
そ
の

両
立
」を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

逃
さ
ず
選
択
肢
と
し
て
列
挙
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
同
類
の
選
択
肢
が
輻
輳
す
る
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
た
の
は
研
究
手
法
と
し
て
は
反

省
す
べ
き
だ
が
、
調
査
結
果
に
は
諮
っ
た
よ
う

に
「
利
用
」
と
「
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
明
示

さ
れ
、
少
々
驚
い
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
認
定
地
域

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
を
理
解
し
、
そ

こ
を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
こ
と

を
3
つ
ま
で
」
に
対
す
る
回
答
（
以
下
、
上
位

3
回
答
）に
お
い
て
も「
観
光
振
興
の
推
進
」「
地

域
資
源
の
保
全
」
と
「
そ
の
両
立
」
が
支
持
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
答
に
比
べ
る
と
分
散
し
て
お
り
、
地
域

固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
中
に
「
　 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白

ナ
ン
バ
ー
運
送
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
効

率
化
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
」
を
特
に

重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
2
件
あ
っ
た
が
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
特
に
重
要
な
ね
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
声
を
複
数
聞
い
た
。
な
お
、
こ
れ
は

国
土
交
通
省
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
係

す
る
通
達
（
2
0
1
1
年
3
月
31
日
）「
宿
泊
施

設
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
宿
泊
者
及

び
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の
た
め

の
輸
送
に
つ
い
て
」」
に
よ
る
規
制
緩
和
の
こ

と
で
あ
る
。

全
体
構
想
作
成
と
認
定
の
成
果

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成

果
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
複
数
回
答
、
上
位

3
回
答
と
も
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利
用

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
が
最
も
多
く
、

複
数
回
答
で
は
回
答
の
あ
っ
た
17
地
域
の
う
ち

14
地
域
が
選
択
し
た
。
続
い
て
回
答
の
多
い

「
2.
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
た
」「
9.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
が
整
理
・
明
確
化
さ
れ
た
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
枠
組
み
・
体
制

が
整
備
・
強
化
さ
れ
た
」「
　 

全
体
構
想
認
定

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
・
知
名
度
が
向
上
し
た
」

「
　 
地
域
の
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
発
信
が
拡

大
・
多
様
化
し
た
」
は
、
具
体
的
な
成
果
と
し

て
見
え
や
す
い
も
の
だ
。

　
一
方
、
上
位
3
回
答
を
み
る
と
、
取
り
組
み

の
目
的
と
同
様
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
に
続
い
て

「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

あ
っ
た
」「
8.
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
と
観

光
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
両
立
が
す
す
ん
だ
」

と
い
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
項

目
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
効
果
を
意
識
し
つ
つ
も
、
観
光
振

興
と
地
域
資
源
の
保
全
が
す
す
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
認
定
地
域
の
着
実
な
姿
勢
を
感
じ
る
。

残
さ
れ
た
課
題

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
全
般
に

質
問
2
よ
り
選
択
さ
れ
た
数
が
少
な
く
、
総
じ

て
成
果
が
強
調
さ
れ
る
回
答
傾
向
と
な
っ
た
。

い
な
い
」「
 　
関
連
組
織
の
運
営
や
諸
事
業
に

か
か
る
予
算
・
活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
る
体
制
の

整
備
が
不
十
分
だ
」
と
い
っ
た
制
度
の
運
用
面

に
関
す
る
課
題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
き
た
認
定

地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
聞
い
た
項
目
に
加
え
て
、
取
り
組
み
の

状
況
、
環
境
省
に
対
す
る
期
待
や
要
望
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
法
の
改
善
点
な
ど
も
尋
ね
た
。
こ

の
う
ち
要
望
や
改
善
点
を
概
観
す
る
。

　
全
体
構
想
に
記
載
し
た
枠
組
み
の
継
続
的
な

運
用
、
全
体
構
想
の
改
定
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
を
複
数
箇
所
で
聞
い
た
。ま
た
、

財
政
面
で
の
継
続
的
な
支
援
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

全
体
構
想
の
認
定
に
よ
り
近
隣
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
情
報
が
、
全
国
的
な
媒
体
に
乗
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。
地
域
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
・
強
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
具
体
的
な
要
望
も
複
数
あ
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
の
制
度
面
に
対
し
て
、
全
体
構

想
の
対
象
範
囲
を
複
数
の
市
町
村
や
県
を
こ
え

て
設
定
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
対
象
の
市
町
村
や
県
が
そ

れ
ぞ
れ
構
想
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
１
つ
に
合

冊
し
た
も
の
で
広
域
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

　
個
別
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
魅
力
向

上
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
適
用
範
囲
の

拡
大
、
柔
軟
な
運
用
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
が

複
数
地
域
で
聞
か
れ
た
。
全
体
構
想
の
対
象
範

囲
の
件
も
、
こ
の
適
用
範
囲
と
関
連
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
認
定
地
域
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
「
地
域
が

主
体
的
に
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む
」
と
い
う
、
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
へ
の
理
解
と
賛
同

が
、
普
及
と
定
着
を
支
え
る
大
前
提
と
な
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
す
め
る
中
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
原
生
自
然
地
に
お
け
る

取
り
組
み
か
ら
、
都
市
近
郊
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
や
社
会

特
性
に
よ
ら
ず
、
実
に
多
様
な
環
境
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
を
抱

え
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
器
の
中

で
、
自
分
た
ち
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
ま
さ
に
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性

の
理
解
」、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
「
ゆ
る
や
か
な

概
念
」
が
、
日
本
型
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
型
の
推

進
過
程
を
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。

地
域
主
体
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

　
中
島
は
、エ
コ
ツ
ー
法
の
検
討
に
あ
た
り「
究

極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
枠
組
み
を
目
指
し

た
」
と
し
、「
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意
形
成

す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
」
と
い
う
。

　
海
津
は
、
エ
コ
ツ
ー
法
は
「
規
制
法
で
は
な

い
。
地
域
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
も

の
だ
。
歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、
政
策
で
は

な
く
地
域
だ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
続
い
て

い
る
」
と
述
べ
る
。

　
堀
上
も
、
だ
か
ら
「
地
域
か
ら
自
分
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
、
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
規
制
で
あ
れ
ば
国
の
方
針
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
る
が
、
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
は
、

現
場
に
近
い
地
域
が
主
導
し
た
ほ
う
が
実
質
的

だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
諸
外
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
計
画
あ
り

き
で
、
計
画
に
沿
っ
て
地
域
や
事
業
者
が
動
く

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
法
律
が
示
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
の
協
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
枠
組
み

で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
働
き
や
す
く
、
地
域

が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
が
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
ゆ
る
や
か
に
捉

え
た
一
方
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
件

と
し
て
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
明
示

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
が
発
信
し

た
こ
の
二
つ
の
ワ
ー
ド
は
、
独
り
歩
き
し
た
か

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
聞
か

れ
た
。
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら
は
今
も
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に
は
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
肝
心
だ
」
と
言
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

で
き
た
が
、
ル
ー
ル
は
不
十
分
な
の
で
率
先
し

て
働
き
か
け
た
と
い
う
現
場
も
見
て
き
た
。

　
中
島
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
そ

こ
ま
で
い
く
と
概
念
だ
け
に
な
る
。
現
場
の
話

が
抜
け
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
現
場
が
動
く
こ
と
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
寄
り
す
ぎ
る
と
楽

し
み
が
な
く
な
り
責
任
だ
け
が
残
る
。
楽
し
む

と
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
」
で
あ
り
、
必
要
な
要
素
を
示
し
た
の
が
こ

の
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
利
用
者
の
立

場
で
考
え
る
と
本
質
的
な
の
は
こ
の
二
つ
」
だ

と
言
い
切
る
。

　
一
般
的
な
観
光
振
興
な
ど
と
の
相
違
点
を
簡

潔
明
瞭
な
二
つ
の
ワ
ー
ド
に
絞
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
概
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
キ
モ
に
な
っ
た
と
思

う
。

　
東
北
の
震
災
復
興
を
振
り
返
り
、
岡
野
（
座

談
会
③
）
は
「
地
域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、

地
元
の
魅
力
を
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
旅

行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚
悟
が
で
き
た
」、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所
に
親

し
み
を
感
じ
、
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
。

　
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
「
地
域
の
人
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
」。「
人
と

人
が
出
会
う
機
会
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
地

域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
の
な
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
の
よ
う

に
、「
地
域
を
巻
き
込
む
手
法
（
海
津
）」
と
し

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
新
し
い
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た（
菅
野
：
座
談
会
②
）」

と
い
う
よ
う
に
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
か
つ
て
の

「
寄
り
合
い
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
む
け
て

　
冒
頭
に
は
今
が
節
目
だ
と
書
い
た
。
座
談
会

で
は
「
継
続
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
を
一
度
整
理
し
た
上
で
次
に

つ
な
げ
る
時
期
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
多
く

の
人
を
巻
き
込
め
た
の
は
成
果
」
だ
が
「
長
い

間
や
っ
て
き
た
の
に
新
し
い
こ
と
は
な
く
法
律

も
変
え
て
い
な
い
」
と
い
う
厳
し
め
の
振
り
返

り
も
あ
っ
た
。
認
定
地
域
か
ら
の
控
え
め
な
要

望
に
は
既
に
触
れ
た
が
、「
期
待
す
る
な
ら
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
必
ず
出
て
く

る
」
は
ず
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
・
30
年
間

は
、
受
入
地
域
側
の
目
線
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
総
じ
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
の
成
長
に
意
識
を
向
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
効
果
の
向
上
・
市
場
の
拡
大

　
中
島
は
「
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
結
局
は
経
済
的
な
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
」

と
い
う
。「
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
く
れ
る
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
や
ろ
う
で

は
な
く
、
儲
か
る
か
ら
や
ろ
う
で
な
い
と
社
会

は
動
い
て
い
か
な
い
」
と
い
う
。

　
岡
野
も
「
現
場
で
は
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な

く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と

言
い
、「
経
済
も
見
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
持
続
可
能
で
は
な
く
な
る
。
そ
こ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
理
想
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
利
益
を
上

げ
る
こ
と
か
ら
目
を
背
け
ず
、
必
要
な
議
論
、

対
策
に
向
き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
従
来
の
観

光
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参

加
者
は
独
特
な
感
性
を
も
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

市
場
性
は
限
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部
に

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
度
体

験
す
る
と
次
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
は
多
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
を
選
ぶ
特
殊
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　
観
光
が
多
様
に
な
り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
な
ど
を
実
体
験
と
と
も
に
深
み
の
あ

る
解
説
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー

は
、
も
は
や
レ
ア
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

市
場
の
中
心
に
座
る
べ
き
観
光
形
態
だ
と
い
う

認
識
で
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エコツーリズムの本質視座

図 2 エコツーリズム推進法に基づく全体構想認定地域に対する実態調査の方法 い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
（
本
誌
P
11
・

図
5
）。

　
地
元
が
主
体
と
な
り
、
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
全
体
構
想
を
描
き
、
諸
機
関
と
調
整
、
合

意
形
成
を
図
る
。
現
場
の
苦
労
は
多
大
に
違
い

な
い
。
一
方
で
、
大
が
か
り
な
支
援
事
業
や
補

助
金
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
に
、
な
ぜ
支

持
さ
れ
続
け
る
の
か
。
観
光
地
づ
く
り
に
大
切

な
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
は
な
ぜ
長
続
き

す
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方

　
西
表
島
の
調
査
事
業
で
は
、
島
の
人
に
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
た
と
い

う
。
日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
自
然
環
境
を

も
つ
西
表
島
で
あ
っ
て
も
自
然
保
護
を
前
面
に

出
さ
ず
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
徹
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
の
成
果
を
も

と
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
生
活
文
化
を
傷
め
る
こ
と
な
く
持
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
最
低
条
件
と
す
る
旅

行
の
こ
と
」
と
ま
と
め
て
い
る
（『
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
刊
、
1
9
9
4
年
）。

　
同
じ
頃
、（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
が
提

唱
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
諸
研
究

に
基
づ
き
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
お
よ
び
環
境
教
育
の
提
供
」

に
触
れ
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
同

時
に
エ
コ
ツ
ア
ー
も
定
義
づ
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る

（『
N
A
C
S
‐
J
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
刊
、

1
9
9
4
年
）。

　
1
9
9
8
年
に
有
志
ら
が
設
立
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
現
在
の
（
一
社
）

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
で
は
、
先
駆
者
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そ
の
上
で
、
商
品
開
発
と
販
売
網
の
拡
充
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め
た
幅
広
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
応
す
べ
き
フ
ェ
ー
ズ
に
は
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
ガ
イ
ド
業
」の
規
定

　
エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の
拡
大
に
あ
た
り
、
ツ

ア
ー
商
品
の
供
給
者
で
あ
る
ガ
イ
ド
の
役
割
と

位
置
づ
け
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。と
り
わ
け
、

安
全
管
理
に
対
す
る
社
会
的
な
目
線
は
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
。

　
細
野
（
座
談
会
③
）
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
品

質
管
理
の
た
め
に
「
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値

を
明
確
化
す
べ
き
」
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、
社
会
的
な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て

公
表
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。一
年
前
に「
ガ

イ
ド
は
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る

（『
観
光
文
化V

o
l.

2
5
3
』）」
を
書
い
た
が
、

ガ
イ
ド
業
と
い
う
仕
事
が
広
く
認
知
さ
れ
、
産

業
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
ご
と
に
、

ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
の
検
討
・
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
て
順
調
と
い
う
事
例

は
な
か
な
か
見
な
い
。
各
地
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
集
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
視
点
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に

偏
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
産
業
と
し
て
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
事
業
者
と
し
て
の
要
件
、
提
供
す
る

商
品
（
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
品

質
と
い
う
視
点
か
ら
の
枠
組
み
づ
く
り
も
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
に
状
況
は
異
な
る
の
で
、

全
国
一
律
の
枠
組
み
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
本
方
針
に
、
各
地
域
で
つ
く
る
ガ
イ
ド
業
の

枠
組
み
が
則
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

に
、
そ
の
枠
組
み
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
消
費
者
保
護
や
資
源
保
護
と
い
う
規
制
の
観

点
か
ら
ガ
イ
ド
業
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
は
「
歩
き
な

が
ら
、
ま
た
は
専
用
車
で
移
動
し
な
が
ら
来
訪

者
を
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
案
内
す
る
業

務
」
と
新
た
に
定
義
づ
け
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
た
な
仕
事
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
業
態

だ
、
と
い
う
整
理
が
で
き
る
と
面
白
い
。

５
．と
り
ま
と
め
に
あ
た
り

　
本
誌
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
な
ぜ
支
持

さ
れ
る
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
総
括
す
る
と
日
本
独
自
の
取
り
組
み（
日

本
型
）に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
地
域
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化
を
、

活
か
し
な
が
ら
継
承
す
る
観
光
振
興
。
地
域
の

固
有
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
、
地
域
主
体
で
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
支
え
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

30
年
間
（
平
成
時
代
）
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
と

思
う
。

　
30
年
前
と
い
う
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し
民

主
化
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
整
備
か
ら
ソ
フ
ト
に
よ
る
観

光
振
興
に
基
軸
が
切
り
替
わ
っ
た
と
き
で
あ

る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
沿
っ
て
、
地
域

資
源
が
無
秩
序
に
消
費
さ
れ
な
い
よ
う
「
守
り

な
が
ら
」、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
住
民
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
（
五
木
田
：
座
談
会
③
）」
観
光
を
す

す
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
に
地
域
の
方
々
が
共
鳴
し
た
か
ら

続
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

手
許
に
『
Y
N
A
C
通
信
（N

o
.

40
）』
が
届
い

た
。
1
9
9
3
年
、
屋
久
島
で
創
業
し
た
屋
久

島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
だ
。
こ

れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
歩
み
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
、
冒
頭
に
は
最
終
号
と
あ
り
、

今
年
い
っ
ぱ
い
で
法
人
と
し
て
の
活
動
を
お
え

る
と
書
い
て
あ
る
。
理
由
は
さ
て
お
き
、
時
の

経
過
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
の
活
動

に
は
敬
意
と
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
始
め
た
頃
、
当
時
は
東
京
駅
の
そ
ば
に

あ
っ
た
事
務
所
に
、
Y
N
A
C
創
業
者
の
一
人

で
あ
る
市
川
聡
さ
ん
が
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
き

た
。
聞
く
と
、
旅
行
会
社
へ
の
営
業
に
来
て
は

み
た
も
の
の
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
わ
か
ら

ぬ
と
い
わ
れ
、こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
と
か
。

30
年
前
は
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

冬
の
北
海
道
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
同
じ
講
師

と
し
て
再
会
。
直
後
に
は
、
偶
然
に
も
日
本
旅

行
業
協
会
の
研
修
ツ
ア
ー
参
加
者
と
し
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
タ
マ
ン
ネ
ガ
ラ
国
立
公
園
に
視
察

に
行
っ
た
。
都
度
つ
ど
、
学
び
が
あ
り
、
よ
く

議
論
し
た
。

　
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
年
次
大
会
で
は
、
多
く
の
先
達
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
教
わ
っ
た
。
日
中
は
会
場

で
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
毎
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

　
他
に
も
、
出
向
い
た
先
々
で
現
場
屋
と
理
論

派
が
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
た
。
1
9
9
0
年

代
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
溢
れ
て

い
た
。
2
0
0
0
年
代
に
な
り
、
政
府
に
よ
る

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
溜

ま
っ
た
思
い
が
、勢
い
よ
く
波
及
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
が
情
熱
的
に
行
動
し
、
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
と
思
う
。2
0
1
0
年
代
は
、

ま
さ
に
ゆ
る
や
か
な
概
念
の
実
践
期
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
振
興
の
基
盤
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
渋
谷
（
巻
頭
言
）

が
い
う
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
が
、
い
ま

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
（
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）
の
も
、

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
「
こ

こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
だ
と

思
う
。

調査1 聞き取り調査

調査2 アンケート調査

　
そ
の
中
で
、「
3.
ガ
イ
ド
の
質
・
数
が
不
十

分
だ
」「
5.
ガ
イ
ド
の
収
入
・
報
酬
が
低
水
準

だ
」
が
目
立
つ
。
一
方
、「
4.
ガ
イ
ド
の
活
動
・

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
価
値
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
を
選
択
し
た
地
域
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
は
す
す
ん
だ
も
の
の
、
ガ
イ
ド
の
活
動
状
況

に
は
課
題
が
残
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ま
た
、「 

　
全
体
構
想
の
見
直
し
が
で
き
て

調
査
項
目

22.

19.

10.17.

16.
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2 31 9 10 115 6 7 84 12 16151413 17

6.全体構想によって利用のルールが明文化された
2.エコツアーや体験プログラムが充実した

9.エコツーリズムによる地域づくりの方向性が整理・明確化された
10.エコツーリズム推進の枠組み・体制が整備・強化された
16.全体構想認定によるブランド化・知名度が向上した
17.地域の内外への広報・情報発信が拡大・多様化した
13.関係者らの協働体制・ネットワークが構築された

14.エコツーリズム推進における諸事項の合意形成がすすんだ
18.自家用旅客運送によるガイドツアーの効率化・利便性が向上した

7.来訪客の環境保全意識の啓発がすすんだ
8.地域資源の保護・保全と観光振興・地域づくりの両立がすすんだ

12.住民参加型の取り組みの促進・諸活動が活性化した
20.環境省・有識者から有意義なアドバイスが得られた

3.ガイド数の増加やガイドスキルが向上した
5.自然環境や地域資源に対する負荷の低減・保全が強化された

1.観光振興や地域活性化への効果があった
4.ガイド業が新たな観光産業として定着してきた

19.環境省をはじめとする中央省庁から補助事業が得られた
11.関連組織の運営や諸事業にかかる予算・活動資金が増大した

15.地域主体・ボトムアップ型の取り組みがすすんだ
21.目に見える成果はほとんどない・もしくは少ない

22.その他

全体構想が認定されたことによる成果について該当するものを全て選択し、
その中でも特に大きな成果と考えることを３つまで選んでください。（単位：件）質問2

0

該当するもの
特に大きな成果
（３つまで）

2 31 9 10 115 6 7 84 12 16151413 17

1.観光振興や地域活性化を推進するため
5.自然環境や地域資源の保護・保全を強化するため
6.全体構想によって利用のルールを明確にするため

8.地域資源の保護・保全と観光振興・地域づくりの両立を目指すため
2.地域資源を活かしたエコツアーや体験プログラムの充実を図るため

14.関係者らによる協働体制・ネットワークを構築するため
10.エコツーリズム推進の枠組み・体制を整理・明確化・強化するため

17.全体構想認定によるブランド化・知名度の向上を図るため
22.地域の考え方・取り組みがエコツーリズム推進法の理念と合致するから

9.エコツーリズムによる地域づくりの方向性を整理・明確化するため
3.ガイドの質と量の確保・向上を図るため
7.来訪客の環境保全意識を啓発するため

15.エコツーリズム推進における諸事項の合意形成を図るため
19.自家用旅客運送によるガイドツアーの効率化・利便性の向上を図るため

13.住民参加型の取り組みの促進・諸活動の活性化を図るため
18.地域の内外への広報・情報発信の拡大・多様化を図るため

11.エコツーリズム推進に取り組む人材・後継者を確保・育成するため
16.地域主体・ボトムアップ型の取り組みを推進するため

21.環境省・有識者らから有意義なアドバイスを受けるため
23.地域内の関係者からのニーズ・要望に対応するため
4.ガイド業が新たな観光産業となることを目指すため

20.環境省をはじめとする中央省庁から補助事業の獲得を目指すため
24.首長の方針・後押しに対応するため

25.世界自然遺産の登録や自然公園の指定にむけた諸準備として
12.関連組織の運営や諸事業にかかる予算・活動資金の拡充を図るため

26.その他

エコツーリズム推進法のもとで全体構想を作成し認定を目指した目的やねらいについて、
該当するものを全て選択し、その中でも特に重視したことを３つまで選んでください。（単位：件）質問1

0

該当するもの
特に重視したこと
（３つまで）

１
．は
じ
め
に

　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
頃
。
小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
事
業
化
に
向
け
て

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
が
設
立

さ
れ
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
決
め
た

自
主
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
は
1
9
9
0
年

に
西
表
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
調
査
事
業
に

着
手
。
環
境
省
と
し
て
初
め
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
屋
久
島
で
は
1
9
9
3
年
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
先
駆
け
て
民
間
の
ガ
イ
ド
会
社
が
本
格

的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始
。
事
業
ベ
ー
ス
で
軌

道
に
乗
せ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
職
業
を
屋
久
島
に
定
着
さ
せ
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
10
年
経
っ
た
2
0
0
3
年

11
月
、
環
境
省
は
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

と
定
着
に
本
腰
を
入
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7

年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ

コ
ツ
ー
法
）
が
成
立
。
翌
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、

エ
コ
ツ
ー
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。

今
年
は
節
目
に
あ
た
る
と
考
え
本
誌
を
企
画
し

た
。

探
っ
て
み
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
め
ぐ
り
幾
種
も
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
と
て
も
息
の
長
い
政
策
だ
。
エ
コ

ツ
ー
法
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
（
以
下
、
全
体
構
想
）
を
作
成
し
認
定

を
目
指
す
地
域
は
後
を
絶
た
な
い
。
む
し
ろ
勢

ら
が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
語
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る

（『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
へ
』
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
刊
、
1
9
9
9
年
）。
実
態

を
う
ま
く
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
資
源
の

持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立
せ
ず
、
地
域
住
民

の
参
画
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、
経
済
効
果

な
く
し
て
住
民
の
参
画
は
望
め
ず
、
と
い
う
三

つ
の
認
識
の
上
に
成
り
立
つ
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
に
も
、
推
進
現
場
の
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
ち
な
み
に
エ
コ
ツ
ー
法
で
は
、「
こ
の
法
律

に
お
い
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
観
光

旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
知
識
を

有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受
け
、
当
該

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当
該
自

然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
概
念

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
多
様
な
見
解

が
あ
る
中
で
、
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
あ
た
り
「
狭
い
概
念
で
捉
え
ず
に
広
く
や

る
。
小
難
し
い
の
は
ダ
メ
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
は
い
い

が
少
し
重
い
。
現
場
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
（
中
島
：
座
談
会

①
）」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

　
堀
上
（
座
談
会
②
）
も
ま
た
「
地
域
の
宝
の

持
続
可
能
な
活
用
に
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
形

が
あ
る
。
こ
う
だ
と
決
め
付
け
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
言
い
、
山
本
（
座
談
会
②
）
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
器
で
あ
る
。
言

葉
の
持
つ
大
き
さ
が
続
い
て
き
た
理
由
だ
と
思

う
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
海
津
（
座
談
会
②
）

は
「
だ
か
ら
こ
そ
定
義
の
論
争
が
今
も
続
い
て

お
り
最
終
ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
ま
と

め
る
。

　
と
か
く
新
た
な
施
策
の
導
入
時
に
は
、
有
識

者
ら
に
よ
る
「
あ
る
べ
き
論
」
の
主
張
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
概
念
や
定
義
を
ゆ
る
や
か

に
捉
え
、
実
践
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
の
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

　
背
景
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
地
元
関
係
者
ら
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
本
だ
と
い
う
考
え
方

が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
各
地
域
は
何
を
目
指
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
、

認
定
地
域
）
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
概
観
し

て
み
た
い
（
図
2
参
照
）。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
目
的

　「
エ
コ
ツ
ー
法
の
も
と
で
全
体
構
想
を
作
成

し
認
定
を
目
指
し
た
目
的
や
ね
ら
い
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
17
地

域
の
う
ち
16
地
域
が
「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
」、
ま
た
15
地
域
が

「
5.
自
然
環
境
や
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
を

強
化
す
る
た
め
」「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
8.
地
域

資
源
の
保
護
・
保
全
と
観
光
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
両
立
を
目
指
す
た
め
」、
14
地
域
が
「
2.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
」を
選
択
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
側

面
で
あ
る「
観
光
振
興
の
推
進
」と
そ
れ
を
実
現

す
る「
エ
コ
ツ
ア
ー
の
充
実
」、
そ
し
て「
地
域
資

源
の
保
全
」と
そ
の
具
体
的
手
法
で
あ
る「
ル
ー

ル
の
明
確
化
」の
両
方
を
挙
げ
た
上
で
、「
そ
の

両
立
」を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

逃
さ
ず
選
択
肢
と
し
て
列
挙
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
同
類
の
選
択
肢
が
輻
輳
す
る
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
た
の
は
研
究
手
法
と
し
て
は
反

省
す
べ
き
だ
が
、
調
査
結
果
に
は
諮
っ
た
よ
う

に
「
利
用
」
と
「
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
明
示

さ
れ
、
少
々
驚
い
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
認
定
地
域

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
を
理
解
し
、
そ

こ
を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
こ
と

を
3
つ
ま
で
」
に
対
す
る
回
答
（
以
下
、
上
位

3
回
答
）に
お
い
て
も「
観
光
振
興
の
推
進
」「
地

域
資
源
の
保
全
」
と
「
そ
の
両
立
」
が
支
持
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
答
に
比
べ
る
と
分
散
し
て
お
り
、
地
域

固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
中
に
「
　 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白

ナ
ン
バ
ー
運
送
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
効

率
化
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
」
を
特
に

重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
2
件
あ
っ
た
が
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
特
に
重
要
な
ね
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
声
を
複
数
聞
い
た
。
な
お
、
こ
れ
は

国
土
交
通
省
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
係

す
る
通
達
（
2
0
1
1
年
3
月
31
日
）「
宿
泊
施

設
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
宿
泊
者
及

び
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の
た
め

の
輸
送
に
つ
い
て
」」
に
よ
る
規
制
緩
和
の
こ

と
で
あ
る
。

全
体
構
想
作
成
と
認
定
の
成
果

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成

果
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
複
数
回
答
、
上
位

3
回
答
と
も
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利
用

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
が
最
も
多
く
、

複
数
回
答
で
は
回
答
の
あ
っ
た
17
地
域
の
う
ち

14
地
域
が
選
択
し
た
。
続
い
て
回
答
の
多
い

「
2.
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
た
」「
9.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
が
整
理
・
明
確
化
さ
れ
た
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
枠
組
み
・
体
制

が
整
備
・
強
化
さ
れ
た
」「
　 

全
体
構
想
認
定

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
・
知
名
度
が
向
上
し
た
」

「
　 

地
域
の
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
発
信
が
拡

大
・
多
様
化
し
た
」
は
、
具
体
的
な
成
果
と
し

て
見
え
や
す
い
も
の
だ
。

　
一
方
、
上
位
3
回
答
を
み
る
と
、
取
り
組
み

の
目
的
と
同
様
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
に
続
い
て

「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

あ
っ
た
」「
8.
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
と
観

光
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
両
立
が
す
す
ん
だ
」

と
い
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
項

目
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
効
果
を
意
識
し
つ
つ
も
、
観
光
振

興
と
地
域
資
源
の
保
全
が
す
す
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
認
定
地
域
の
着
実
な
姿
勢
を
感
じ
る
。

残
さ
れ
た
課
題

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
全
般
に

質
問
2
よ
り
選
択
さ
れ
た
数
が
少
な
く
、
総
じ

て
成
果
が
強
調
さ
れ
る
回
答
傾
向
と
な
っ
た
。

い
な
い
」「
 　
関
連
組
織
の
運
営
や
諸
事
業
に

か
か
る
予
算
・
活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
る
体
制
の

整
備
が
不
十
分
だ
」
と
い
っ
た
制
度
の
運
用
面

に
関
す
る
課
題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
き
た
認
定

地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
聞
い
た
項
目
に
加
え
て
、
取
り
組
み
の

状
況
、
環
境
省
に
対
す
る
期
待
や
要
望
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
法
の
改
善
点
な
ど
も
尋
ね
た
。
こ

の
う
ち
要
望
や
改
善
点
を
概
観
す
る
。

　
全
体
構
想
に
記
載
し
た
枠
組
み
の
継
続
的
な

運
用
、
全
体
構
想
の
改
定
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
を
複
数
箇
所
で
聞
い
た
。ま
た
、

財
政
面
で
の
継
続
的
な
支
援
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

全
体
構
想
の
認
定
に
よ
り
近
隣
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
情
報
が
、
全
国
的
な
媒
体
に
乗
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。
地
域
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
・
強
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
具
体
的
な
要
望
も
複
数
あ
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
の
制
度
面
に
対
し
て
、
全
体
構

想
の
対
象
範
囲
を
複
数
の
市
町
村
や
県
を
こ
え

て
設
定
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
対
象
の
市
町
村
や
県
が
そ

れ
ぞ
れ
構
想
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
１
つ
に
合

冊
し
た
も
の
で
広
域
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

　
個
別
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
魅
力
向

上
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
適
用
範
囲
の

拡
大
、
柔
軟
な
運
用
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
が

複
数
地
域
で
聞
か
れ
た
。
全
体
構
想
の
対
象
範

囲
の
件
も
、
こ
の
適
用
範
囲
と
関
連
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
認
定
地
域
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
「
地
域
が

主
体
的
に
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む
」
と
い
う
、
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
へ
の
理
解
と
賛
同

が
、
普
及
と
定
着
を
支
え
る
大
前
提
と
な
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
す
め
る
中
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
原
生
自
然
地
に
お
け
る

取
り
組
み
か
ら
、
都
市
近
郊
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
や
社
会

特
性
に
よ
ら
ず
、
実
に
多
様
な
環
境
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
を
抱

え
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
器
の
中

で
、
自
分
た
ち
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
ま
さ
に
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性

の
理
解
」、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
「
ゆ
る
や
か
な

概
念
」
が
、
日
本
型
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
型
の
推

進
過
程
を
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。

地
域
主
体
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

　
中
島
は
、エ
コ
ツ
ー
法
の
検
討
に
あ
た
り「
究

極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
枠
組
み
を
目
指
し

た
」
と
し
、「
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意
形
成

す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
」
と
い
う
。

　
海
津
は
、
エ
コ
ツ
ー
法
は
「
規
制
法
で
は
な

い
。
地
域
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
も

の
だ
。
歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、
政
策
で
は

な
く
地
域
だ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
続
い
て

い
る
」
と
述
べ
る
。

　
堀
上
も
、
だ
か
ら
「
地
域
か
ら
自
分
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
、
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
規
制
で
あ
れ
ば
国
の
方
針
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
る
が
、
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
は
、

現
場
に
近
い
地
域
が
主
導
し
た
ほ
う
が
実
質
的

だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
諸
外
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
計
画
あ
り

き
で
、
計
画
に
沿
っ
て
地
域
や
事
業
者
が
動
く

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
法
律
が
示
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
の
協
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
枠
組
み

で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
働
き
や
す
く
、
地
域

が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
が
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
ゆ
る
や
か
に
捉

え
た
一
方
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
件

と
し
て
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
明
示

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
が
発
信
し

た
こ
の
二
つ
の
ワ
ー
ド
は
、
独
り
歩
き
し
た
か

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
聞
か

れ
た
。
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら
は
今
も
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に
は
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
肝
心
だ
」
と
言
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

で
き
た
が
、
ル
ー
ル
は
不
十
分
な
の
で
率
先
し

て
働
き
か
け
た
と
い
う
現
場
も
見
て
き
た
。

　
中
島
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
そ

こ
ま
で
い
く
と
概
念
だ
け
に
な
る
。
現
場
の
話

が
抜
け
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
現
場
が
動
く
こ
と
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
寄
り
す
ぎ
る
と
楽

し
み
が
な
く
な
り
責
任
だ
け
が
残
る
。
楽
し
む

と
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
」
で
あ
り
、
必
要
な
要
素
を
示
し
た
の
が
こ

の
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
利
用
者
の
立

場
で
考
え
る
と
本
質
的
な
の
は
こ
の
二
つ
」
だ

と
言
い
切
る
。

　
一
般
的
な
観
光
振
興
な
ど
と
の
相
違
点
を
簡

潔
明
瞭
な
二
つ
の
ワ
ー
ド
に
絞
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
概
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
キ
モ
に
な
っ
た
と
思

う
。

　
東
北
の
震
災
復
興
を
振
り
返
り
、
岡
野
（
座

談
会
③
）
は
「
地
域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、

地
元
の
魅
力
を
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
旅

行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚
悟
が
で
き
た
」、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所
に
親

し
み
を
感
じ
、
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
。

　
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
「
地
域
の
人
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
」。「
人
と

人
が
出
会
う
機
会
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
地

域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
の
な
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
の
よ
う

に
、「
地
域
を
巻
き
込
む
手
法
（
海
津
）」
と
し

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
新
し
い
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た（
菅
野
：
座
談
会
②
）」

と
い
う
よ
う
に
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
か
つ
て
の

「
寄
り
合
い
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
む
け
て

　
冒
頭
に
は
今
が
節
目
だ
と
書
い
た
。
座
談
会

で
は
「
継
続
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
を
一
度
整
理
し
た
上
で
次
に

つ
な
げ
る
時
期
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
多
く

の
人
を
巻
き
込
め
た
の
は
成
果
」
だ
が
「
長
い

間
や
っ
て
き
た
の
に
新
し
い
こ
と
は
な
く
法
律

も
変
え
て
い
な
い
」
と
い
う
厳
し
め
の
振
り
返

り
も
あ
っ
た
。
認
定
地
域
か
ら
の
控
え
め
な
要

望
に
は
既
に
触
れ
た
が
、「
期
待
す
る
な
ら
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
必
ず
出
て
く

る
」
は
ず
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
・
30
年
間

は
、
受
入
地
域
側
の
目
線
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
総
じ
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
の
成
長
に
意
識
を
向
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
効
果
の
向
上
・
市
場
の
拡
大

　
中
島
は
「
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
結
局
は
経
済
的
な
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
」

と
い
う
。「
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
く
れ
る
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
や
ろ
う
で

は
な
く
、
儲
か
る
か
ら
や
ろ
う
で
な
い
と
社
会

は
動
い
て
い
か
な
い
」
と
い
う
。

　
岡
野
も
「
現
場
で
は
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な

く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と

言
い
、「
経
済
も
見
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
持
続
可
能
で
は
な
く
な
る
。
そ
こ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
理
想
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
利
益
を
上

げ
る
こ
と
か
ら
目
を
背
け
ず
、
必
要
な
議
論
、

対
策
に
向
き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
従
来
の
観

光
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参

加
者
は
独
特
な
感
性
を
も
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

市
場
性
は
限
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部
に

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
度
体

験
す
る
と
次
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
は
多
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
を
選
ぶ
特
殊
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　
観
光
が
多
様
に
な
り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
な
ど
を
実
体
験
と
と
も
に
深
み
の
あ

る
解
説
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー

は
、
も
は
や
レ
ア
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

市
場
の
中
心
に
座
る
べ
き
観
光
形
態
だ
と
い
う

認
識
で
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エコツーリズムの本質視座

図 2 エコツーリズム推進法に基づく全体構想認定地域に対する実態調査の方法 い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
（
本
誌
P
11
・

図
5
）。

　
地
元
が
主
体
と
な
り
、
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
全
体
構
想
を
描
き
、
諸
機
関
と
調
整
、
合

意
形
成
を
図
る
。
現
場
の
苦
労
は
多
大
に
違
い

な
い
。
一
方
で
、
大
が
か
り
な
支
援
事
業
や
補

助
金
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
に
、
な
ぜ
支

持
さ
れ
続
け
る
の
か
。
観
光
地
づ
く
り
に
大
切

な
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
は
な
ぜ
長
続
き

す
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方

　
西
表
島
の
調
査
事
業
で
は
、
島
の
人
に
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
た
と
い

う
。
日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
自
然
環
境
を

も
つ
西
表
島
で
あ
っ
て
も
自
然
保
護
を
前
面
に

出
さ
ず
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
徹
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
の
成
果
を
も

と
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
生
活
文
化
を
傷
め
る
こ
と
な
く
持
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
最
低
条
件
と
す
る
旅

行
の
こ
と
」
と
ま
と
め
て
い
る
（『
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
刊
、
1
9
9
4
年
）。

　
同
じ
頃
、（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
が
提

唱
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
諸
研
究

に
基
づ
き
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
お
よ
び
環
境
教
育
の
提
供
」

に
触
れ
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
同

時
に
エ
コ
ツ
ア
ー
も
定
義
づ
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る

（『
N
A
C
S
‐
J
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
刊
、

1
9
9
4
年
）。

　
1
9
9
8
年
に
有
志
ら
が
設
立
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
現
在
の
（
一
社
）

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
で
は
、
先
駆
者
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そ
の
上
で
、
商
品
開
発
と
販
売
網
の
拡
充
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め
た
幅
広
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
応
す
べ
き
フ
ェ
ー
ズ
に
は
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
ガ
イ
ド
業
」の
規
定

　
エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の
拡
大
に
あ
た
り
、
ツ

ア
ー
商
品
の
供
給
者
で
あ
る
ガ
イ
ド
の
役
割
と

位
置
づ
け
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。と
り
わ
け
、

安
全
管
理
に
対
す
る
社
会
的
な
目
線
は
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
。

　
細
野
（
座
談
会
③
）
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
品

質
管
理
の
た
め
に
「
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値

を
明
確
化
す
べ
き
」
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、
社
会
的
な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て

公
表
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。一
年
前
に「
ガ

イ
ド
は
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る

（『
観
光
文
化V

o
l.

2
5
3
』）」
を
書
い
た
が
、

ガ
イ
ド
業
と
い
う
仕
事
が
広
く
認
知
さ
れ
、
産

業
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
ご
と
に
、

ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
の
検
討
・
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
て
順
調
と
い
う
事
例

は
な
か
な
か
見
な
い
。
各
地
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
集
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
視
点
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に

偏
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
産
業
と
し
て
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
事
業
者
と
し
て
の
要
件
、
提
供
す
る

商
品
（
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
品

質
と
い
う
視
点
か
ら
の
枠
組
み
づ
く
り
も
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
に
状
況
は
異
な
る
の
で
、

全
国
一
律
の
枠
組
み
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
本
方
針
に
、
各
地
域
で
つ
く
る
ガ
イ
ド
業
の

枠
組
み
が
則
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

に
、
そ
の
枠
組
み
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
消
費
者
保
護
や
資
源
保
護
と
い
う
規
制
の
観

点
か
ら
ガ
イ
ド
業
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
は
「
歩
き
な

が
ら
、
ま
た
は
専
用
車
で
移
動
し
な
が
ら
来
訪

者
を
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
案
内
す
る
業

務
」
と
新
た
に
定
義
づ
け
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
た
な
仕
事
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
業
態

だ
、
と
い
う
整
理
が
で
き
る
と
面
白
い
。

５
．と
り
ま
と
め
に
あ
た
り

　
本
誌
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
な
ぜ
支
持

さ
れ
る
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
総
括
す
る
と
日
本
独
自
の
取
り
組
み（
日

本
型
）に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
地
域
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化
を
、

活
か
し
な
が
ら
継
承
す
る
観
光
振
興
。
地
域
の

固
有
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
、
地
域
主
体
で
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
支
え
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

30
年
間
（
平
成
時
代
）
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
と

思
う
。

　
30
年
前
と
い
う
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し
民

主
化
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
整
備
か
ら
ソ
フ
ト
に
よ
る
観

光
振
興
に
基
軸
が
切
り
替
わ
っ
た
と
き
で
あ

る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
沿
っ
て
、
地
域

資
源
が
無
秩
序
に
消
費
さ
れ
な
い
よ
う
「
守
り

な
が
ら
」、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
住
民
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
（
五
木
田
：
座
談
会
③
）」
観
光
を
す

す
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
に
地
域
の
方
々
が
共
鳴
し
た
か
ら

続
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

手
許
に
『
Y
N
A
C
通
信
（N

o
.

40
）』
が
届
い

た
。
1
9
9
3
年
、
屋
久
島
で
創
業
し
た
屋
久

島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
だ
。
こ

れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
歩
み
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
、
冒
頭
に
は
最
終
号
と
あ
り
、

今
年
い
っ
ぱ
い
で
法
人
と
し
て
の
活
動
を
お
え

る
と
書
い
て
あ
る
。
理
由
は
さ
て
お
き
、
時
の

経
過
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
の
活
動

に
は
敬
意
と
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
始
め
た
頃
、
当
時
は
東
京
駅
の
そ
ば
に

あ
っ
た
事
務
所
に
、
Y
N
A
C
創
業
者
の
一
人

で
あ
る
市
川
聡
さ
ん
が
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
き

た
。
聞
く
と
、
旅
行
会
社
へ
の
営
業
に
来
て
は

み
た
も
の
の
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
わ
か
ら

ぬ
と
い
わ
れ
、こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
と
か
。

30
年
前
は
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

冬
の
北
海
道
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
同
じ
講
師

と
し
て
再
会
。
直
後
に
は
、
偶
然
に
も
日
本
旅

行
業
協
会
の
研
修
ツ
ア
ー
参
加
者
と
し
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
タ
マ
ン
ネ
ガ
ラ
国
立
公
園
に
視
察

に
行
っ
た
。
都
度
つ
ど
、
学
び
が
あ
り
、
よ
く

議
論
し
た
。

　
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
年
次
大
会
で
は
、
多
く
の
先
達
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
教
わ
っ
た
。
日
中
は
会
場

で
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
毎
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

　
他
に
も
、
出
向
い
た
先
々
で
現
場
屋
と
理
論

派
が
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
た
。
1
9
9
0
年

代
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
溢
れ
て

い
た
。
2
0
0
0
年
代
に
な
り
、
政
府
に
よ
る

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
溜

ま
っ
た
思
い
が
、勢
い
よ
く
波
及
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
が
情
熱
的
に
行
動
し
、
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
と
思
う
。2
0
1
0
年
代
は
、

ま
さ
に
ゆ
る
や
か
な
概
念
の
実
践
期
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
振
興
の
基
盤
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
渋
谷
（
巻
頭
言
）

が
い
う
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
が
、
い
ま

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
（
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）
の
も
、

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
「
こ

こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
だ
と

思
う
。

調査1 聞き取り調査

調査2 アンケート調査

　
そ
の
中
で
、「
3.
ガ
イ
ド
の
質
・
数
が
不
十

分
だ
」「
5.
ガ
イ
ド
の
収
入
・
報
酬
が
低
水
準

だ
」
が
目
立
つ
。
一
方
、「
4.
ガ
イ
ド
の
活
動
・

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
価
値
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
を
選
択
し
た
地
域
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
は
す
す
ん
だ
も
の
の
、
ガ
イ
ド
の
活
動
状
況

に
は
課
題
が
残
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ま
た
、「 

　
全
体
構
想
の
見
直
し
が
で
き
て

調
査
項
目

22.

19.

10.17.

16.
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3.ガイドの質・数が不十分だ
22.全体構想の見直しができていない
5.ガイドの収入・報酬が低水準だ

1.観光振興や地域活性化への効果が不十分だ
12.関連組織の運営や諸事業にかかる予算・活動資金が不足している

11.エコツーリズム推進にあたる体制の整備が不十分だ
18.地域の内外への広報・情報発信が不十分だ
2.エコツアーや体験プログラムの展開が不十分だ

8.来訪客の環境保全意識に課題がある
9.地域資源の保護・保全と観光振興・地域づくりの両立には課題がある

21.認定を受けたことのメリットが限定的・もしくは感じられない
17.全体構想認定によるブランド化・知名度向上が不十分だ

20.環境省をはじめとする中央省庁からのフォローアップが不十分だ
4.ガイドの活動・ガイドツアーの価値に対する理解が進んでいない
10.エコツーリズムによる地域づくりに対する理解・認識が不十分だ

13.住民参加型の取り組みが不十分だ
16.地域主体・ボトムアップ型の取り組みが不十分だ

24.全体構想の認定から時間が経過し具体的な活動がうすれている
25.その他

14.関係者らの協働体制・ネットワークが構築されていない
15.エコツーリズム推進における諸事項の合意形成が不十分だ
6.自然環境や地域資源に対する負荷の低減・保全が不十分だ

19.自家用旅客運送（白ナンバー運送）の効果的な活用が不十分だ
23.全体構想の認定を受けたものの具体的な活動はない・もしくは少ない

7.全体構想によって利用のルールが明文化されていない

全体構想が認定されたものの依然として残された課題について該当するものを全て選択し、
その中でも特に重要な課題だと考えることを３つまで選んでください。（単位：件）質問3

0

該当するもの
特に重要な課題
（３つまで）

１
．は
じ
め
に

　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
頃
。
小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
事
業
化
に
向
け
て

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
が
設
立

さ
れ
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
決
め
た

自
主
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
は
1
9
9
0
年

に
西
表
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
調
査
事
業
に

着
手
。
環
境
省
と
し
て
初
め
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
屋
久
島
で
は
1
9
9
3
年
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
先
駆
け
て
民
間
の
ガ
イ
ド
会
社
が
本
格

的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始
。
事
業
ベ
ー
ス
で
軌

道
に
乗
せ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
職
業
を
屋
久
島
に
定
着
さ
せ
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
10
年
経
っ
た
2
0
0
3
年

11
月
、
環
境
省
は
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

と
定
着
に
本
腰
を
入
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7

年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ

コ
ツ
ー
法
）
が
成
立
。
翌
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、

エ
コ
ツ
ー
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。

今
年
は
節
目
に
あ
た
る
と
考
え
本
誌
を
企
画
し

た
。

探
っ
て
み
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
め
ぐ
り
幾
種
も
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
と
て
も
息
の
長
い
政
策
だ
。
エ
コ

ツ
ー
法
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
（
以
下
、
全
体
構
想
）
を
作
成
し
認
定

を
目
指
す
地
域
は
後
を
絶
た
な
い
。
む
し
ろ
勢

ら
が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
語
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る

（『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
へ
』
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
刊
、
1
9
9
9
年
）。
実
態

を
う
ま
く
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
資
源
の

持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立
せ
ず
、
地
域
住
民

の
参
画
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、
経
済
効
果

な
く
し
て
住
民
の
参
画
は
望
め
ず
、
と
い
う
三

つ
の
認
識
の
上
に
成
り
立
つ
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
に
も
、
推
進
現
場
の
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
ち
な
み
に
エ
コ
ツ
ー
法
で
は
、「
こ
の
法
律

に
お
い
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
観
光

旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
知
識
を

有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受
け
、
当
該

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当
該
自

然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
概
念

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
多
様
な
見
解

が
あ
る
中
で
、
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
あ
た
り
「
狭
い
概
念
で
捉
え
ず
に
広
く
や

る
。
小
難
し
い
の
は
ダ
メ
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
は
い
い

が
少
し
重
い
。
現
場
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
（
中
島
：
座
談
会

①
）」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

　
堀
上
（
座
談
会
②
）
も
ま
た
「
地
域
の
宝
の

持
続
可
能
な
活
用
に
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
形

が
あ
る
。
こ
う
だ
と
決
め
付
け
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
言
い
、
山
本
（
座
談
会
②
）
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
器
で
あ
る
。
言

葉
の
持
つ
大
き
さ
が
続
い
て
き
た
理
由
だ
と
思

う
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
海
津
（
座
談
会
②
）

は
「
だ
か
ら
こ
そ
定
義
の
論
争
が
今
も
続
い
て

お
り
最
終
ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
ま
と

め
る
。

　
と
か
く
新
た
な
施
策
の
導
入
時
に
は
、
有
識

者
ら
に
よ
る
「
あ
る
べ
き
論
」
の
主
張
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
概
念
や
定
義
を
ゆ
る
や
か

に
捉
え
、
実
践
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
の
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

　
背
景
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
地
元
関
係
者
ら
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
本
だ
と
い
う
考
え
方

が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
各
地
域
は
何
を
目
指
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
、

認
定
地
域
）
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
概
観
し

て
み
た
い
（
図
2
参
照
）。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
目
的

　「
エ
コ
ツ
ー
法
の
も
と
で
全
体
構
想
を
作
成

し
認
定
を
目
指
し
た
目
的
や
ね
ら
い
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
17
地

域
の
う
ち
16
地
域
が
「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
」、
ま
た
15
地
域
が

「
5.
自
然
環
境
や
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
を

強
化
す
る
た
め
」「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
8.
地
域

資
源
の
保
護
・
保
全
と
観
光
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
両
立
を
目
指
す
た
め
」、
14
地
域
が
「
2.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
」を
選
択
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
側

面
で
あ
る「
観
光
振
興
の
推
進
」と
そ
れ
を
実
現

す
る「
エ
コ
ツ
ア
ー
の
充
実
」、
そ
し
て「
地
域
資

源
の
保
全
」と
そ
の
具
体
的
手
法
で
あ
る「
ル
ー

ル
の
明
確
化
」の
両
方
を
挙
げ
た
上
で
、「
そ
の

両
立
」を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

逃
さ
ず
選
択
肢
と
し
て
列
挙
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
同
類
の
選
択
肢
が
輻
輳
す
る
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
た
の
は
研
究
手
法
と
し
て
は
反

省
す
べ
き
だ
が
、
調
査
結
果
に
は
諮
っ
た
よ
う

に
「
利
用
」
と
「
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
明
示

さ
れ
、
少
々
驚
い
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
認
定
地
域

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
を
理
解
し
、
そ

こ
を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
こ
と

を
3
つ
ま
で
」
に
対
す
る
回
答
（
以
下
、
上
位

3
回
答
）に
お
い
て
も「
観
光
振
興
の
推
進
」「
地

域
資
源
の
保
全
」
と
「
そ
の
両
立
」
が
支
持
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
答
に
比
べ
る
と
分
散
し
て
お
り
、
地
域

固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
中
に
「
　 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白

ナ
ン
バ
ー
運
送
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
効

率
化
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
」
を
特
に

重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
2
件
あ
っ
た
が
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
特
に
重
要
な
ね
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
声
を
複
数
聞
い
た
。
な
お
、
こ
れ
は

国
土
交
通
省
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
係

す
る
通
達
（
2
0
1
1
年
3
月
31
日
）「
宿
泊
施

設
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
宿
泊
者
及

び
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の
た
め

の
輸
送
に
つ
い
て
」」
に
よ
る
規
制
緩
和
の
こ

と
で
あ
る
。

全
体
構
想
作
成
と
認
定
の
成
果

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成

果
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
複
数
回
答
、
上
位

3
回
答
と
も
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利
用

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
が
最
も
多
く
、

複
数
回
答
で
は
回
答
の
あ
っ
た
17
地
域
の
う
ち

14
地
域
が
選
択
し
た
。
続
い
て
回
答
の
多
い

「
2.
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
た
」「
9.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
が
整
理
・
明
確
化
さ
れ
た
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
枠
組
み
・
体
制

が
整
備
・
強
化
さ
れ
た
」「
　 

全
体
構
想
認
定

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
・
知
名
度
が
向
上
し
た
」

「
　 

地
域
の
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
発
信
が
拡

大
・
多
様
化
し
た
」
は
、
具
体
的
な
成
果
と
し

て
見
え
や
す
い
も
の
だ
。

　
一
方
、
上
位
3
回
答
を
み
る
と
、
取
り
組
み

の
目
的
と
同
様
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
に
続
い
て

「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

あ
っ
た
」「
8.
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
と
観

光
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
両
立
が
す
す
ん
だ
」

と
い
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
項

目
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
効
果
を
意
識
し
つ
つ
も
、
観
光
振

興
と
地
域
資
源
の
保
全
が
す
す
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
認
定
地
域
の
着
実
な
姿
勢
を
感
じ
る
。

残
さ
れ
た
課
題

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
全
般
に

質
問
2
よ
り
選
択
さ
れ
た
数
が
少
な
く
、
総
じ

て
成
果
が
強
調
さ
れ
る
回
答
傾
向
と
な
っ
た
。

い
な
い
」「
 　
関
連
組
織
の
運
営
や
諸
事
業
に

か
か
る
予
算
・
活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
る
体
制
の

整
備
が
不
十
分
だ
」
と
い
っ
た
制
度
の
運
用
面

に
関
す
る
課
題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
き
た
認
定

地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
聞
い
た
項
目
に
加
え
て
、
取
り
組
み
の

状
況
、
環
境
省
に
対
す
る
期
待
や
要
望
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
法
の
改
善
点
な
ど
も
尋
ね
た
。
こ

の
う
ち
要
望
や
改
善
点
を
概
観
す
る
。

　
全
体
構
想
に
記
載
し
た
枠
組
み
の
継
続
的
な

運
用
、
全
体
構
想
の
改
定
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
を
複
数
箇
所
で
聞
い
た
。ま
た
、

財
政
面
で
の
継
続
的
な
支
援
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

全
体
構
想
の
認
定
に
よ
り
近
隣
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
情
報
が
、
全
国
的
な
媒
体
に
乗
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。
地
域
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
・
強
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
具
体
的
な
要
望
も
複
数
あ
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
の
制
度
面
に
対
し
て
、
全
体
構

想
の
対
象
範
囲
を
複
数
の
市
町
村
や
県
を
こ
え

て
設
定
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
対
象
の
市
町
村
や
県
が
そ

れ
ぞ
れ
構
想
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
１
つ
に
合

冊
し
た
も
の
で
広
域
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

　
個
別
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
魅
力
向

上
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
適
用
範
囲
の

拡
大
、
柔
軟
な
運
用
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
が

複
数
地
域
で
聞
か
れ
た
。
全
体
構
想
の
対
象
範

囲
の
件
も
、
こ
の
適
用
範
囲
と
関
連
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
認
定
地
域
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
「
地
域
が

主
体
的
に
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む
」
と
い
う
、
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
へ
の
理
解
と
賛
同

が
、
普
及
と
定
着
を
支
え
る
大
前
提
と
な
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
す
め
る
中
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
原
生
自
然
地
に
お
け
る

取
り
組
み
か
ら
、
都
市
近
郊
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
や
社
会

特
性
に
よ
ら
ず
、
実
に
多
様
な
環
境
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
を
抱

え
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
器
の
中

で
、
自
分
た
ち
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
ま
さ
に
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性

の
理
解
」、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
「
ゆ
る
や
か
な

概
念
」
が
、
日
本
型
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
型
の
推

進
過
程
を
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。

地
域
主
体
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

　
中
島
は
、エ
コ
ツ
ー
法
の
検
討
に
あ
た
り「
究

極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
枠
組
み
を
目
指
し

た
」
と
し
、「
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意
形
成

す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
」
と
い
う
。

　
海
津
は
、
エ
コ
ツ
ー
法
は
「
規
制
法
で
は
な

い
。
地
域
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
も

の
だ
。
歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、
政
策
で
は

な
く
地
域
だ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
続
い
て

い
る
」
と
述
べ
る
。

　
堀
上
も
、
だ
か
ら
「
地
域
か
ら
自
分
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
、
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
規
制
で
あ
れ
ば
国
の
方
針
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
る
が
、
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
は
、

現
場
に
近
い
地
域
が
主
導
し
た
ほ
う
が
実
質
的

だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
諸
外
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
計
画
あ
り

き
で
、
計
画
に
沿
っ
て
地
域
や
事
業
者
が
動
く

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
法
律
が
示
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
の
協
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
枠
組
み

で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
働
き
や
す
く
、
地
域

が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
が
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
ゆ
る
や
か
に
捉

え
た
一
方
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
件

と
し
て
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
明
示

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
が
発
信
し

た
こ
の
二
つ
の
ワ
ー
ド
は
、
独
り
歩
き
し
た
か

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
聞
か

れ
た
。
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら
は
今
も
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に
は
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
肝
心
だ
」
と
言
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

で
き
た
が
、
ル
ー
ル
は
不
十
分
な
の
で
率
先
し

て
働
き
か
け
た
と
い
う
現
場
も
見
て
き
た
。

　
中
島
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
そ

こ
ま
で
い
く
と
概
念
だ
け
に
な
る
。
現
場
の
話

が
抜
け
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
現
場
が
動
く
こ
と
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
寄
り
す
ぎ
る
と
楽

し
み
が
な
く
な
り
責
任
だ
け
が
残
る
。
楽
し
む

と
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
」
で
あ
り
、
必
要
な
要
素
を
示
し
た
の
が
こ

の
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
利
用
者
の
立

場
で
考
え
る
と
本
質
的
な
の
は
こ
の
二
つ
」
だ

と
言
い
切
る
。

　
一
般
的
な
観
光
振
興
な
ど
と
の
相
違
点
を
簡

潔
明
瞭
な
二
つ
の
ワ
ー
ド
に
絞
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
概
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
キ
モ
に
な
っ
た
と
思

う
。

　
東
北
の
震
災
復
興
を
振
り
返
り
、
岡
野
（
座

談
会
③
）
は
「
地
域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、

地
元
の
魅
力
を
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
旅

行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚
悟
が
で
き
た
」、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所
に
親

し
み
を
感
じ
、
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
。

　
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
「
地
域
の
人
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
」。「
人
と

人
が
出
会
う
機
会
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
地

域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
の
な
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
の
よ
う

に
、「
地
域
を
巻
き
込
む
手
法
（
海
津
）」
と
し

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
新
し
い
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た（
菅
野
：
座
談
会
②
）」

と
い
う
よ
う
に
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
か
つ
て
の

「
寄
り
合
い
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
む
け
て

　
冒
頭
に
は
今
が
節
目
だ
と
書
い
た
。
座
談
会

で
は
「
継
続
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
を
一
度
整
理
し
た
上
で
次
に

つ
な
げ
る
時
期
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
多
く

の
人
を
巻
き
込
め
た
の
は
成
果
」
だ
が
「
長
い

間
や
っ
て
き
た
の
に
新
し
い
こ
と
は
な
く
法
律

も
変
え
て
い
な
い
」
と
い
う
厳
し
め
の
振
り
返

り
も
あ
っ
た
。
認
定
地
域
か
ら
の
控
え
め
な
要

望
に
は
既
に
触
れ
た
が
、「
期
待
す
る
な
ら
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
必
ず
出
て
く

る
」
は
ず
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
・
30
年
間

は
、
受
入
地
域
側
の
目
線
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
総
じ
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
の
成
長
に
意
識
を
向
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
効
果
の
向
上
・
市
場
の
拡
大

　
中
島
は
「
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
結
局
は
経
済
的
な
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
」

と
い
う
。「
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
く
れ
る
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
や
ろ
う
で

は
な
く
、
儲
か
る
か
ら
や
ろ
う
で
な
い
と
社
会

は
動
い
て
い
か
な
い
」
と
い
う
。

　
岡
野
も
「
現
場
で
は
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な

く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と

言
い
、「
経
済
も
見
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
持
続
可
能
で
は
な
く
な
る
。
そ
こ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
理
想
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
利
益
を
上

げ
る
こ
と
か
ら
目
を
背
け
ず
、
必
要
な
議
論
、

対
策
に
向
き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
従
来
の
観

光
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参

加
者
は
独
特
な
感
性
を
も
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

市
場
性
は
限
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部
に

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
度
体

験
す
る
と
次
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
は
多
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
を
選
ぶ
特
殊
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　
観
光
が
多
様
に
な
り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
な
ど
を
実
体
験
と
と
も
に
深
み
の
あ

る
解
説
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー

は
、
も
は
や
レ
ア
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

市
場
の
中
心
に
座
る
べ
き
観
光
形
態
だ
と
い
う

認
識
で
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

環
境
省
に
対
す
る
期
待
と
要
望
・

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
改
善
点

具
体
の
行
動
：

「
ル
ー
ル
」と「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

人
の
つ
な
が
り
・

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み

エコツーリズムの本質視座

い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
（
本
誌
P
11
・

図
5
）。

　
地
元
が
主
体
と
な
り
、
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
全
体
構
想
を
描
き
、
諸
機
関
と
調
整
、
合

意
形
成
を
図
る
。
現
場
の
苦
労
は
多
大
に
違
い

な
い
。
一
方
で
、
大
が
か
り
な
支
援
事
業
や
補

助
金
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
に
、
な
ぜ
支

持
さ
れ
続
け
る
の
か
。
観
光
地
づ
く
り
に
大
切

な
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
は
な
ぜ
長
続
き

す
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方

　
西
表
島
の
調
査
事
業
で
は
、
島
の
人
に
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
た
と
い

う
。
日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
自
然
環
境
を

も
つ
西
表
島
で
あ
っ
て
も
自
然
保
護
を
前
面
に

出
さ
ず
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
徹
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
の
成
果
を
も

と
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
生
活
文
化
を
傷
め
る
こ
と
な
く
持
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
最
低
条
件
と
す
る
旅

行
の
こ
と
」
と
ま
と
め
て
い
る
（『
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
刊
、
1
9
9
4
年
）。

　
同
じ
頃
、（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
が
提

唱
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
諸
研
究

に
基
づ
き
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
お
よ
び
環
境
教
育
の
提
供
」

に
触
れ
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
同

時
に
エ
コ
ツ
ア
ー
も
定
義
づ
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る

（『
N
A
C
S
‐
J
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
刊
、

1
9
9
4
年
）。

　
1
9
9
8
年
に
有
志
ら
が
設
立
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
現
在
の
（
一
社
）

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
で
は
、
先
駆
者

　
そ
の
上
で
、
商
品
開
発
と
販
売
網
の
拡
充
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め
た
幅
広
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
応
す
べ
き
フ
ェ
ー
ズ
に
は
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
ガ
イ
ド
業
」の
規
定

　
エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の
拡
大
に
あ
た
り
、
ツ

ア
ー
商
品
の
供
給
者
で
あ
る
ガ
イ
ド
の
役
割
と

位
置
づ
け
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。と
り
わ
け
、

安
全
管
理
に
対
す
る
社
会
的
な
目
線
は
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
。

　
細
野
（
座
談
会
③
）
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
品

質
管
理
の
た
め
に
「
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値

を
明
確
化
す
べ
き
」
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、
社
会
的
な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て

公
表
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。一
年
前
に「
ガ

イ
ド
は
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る

（『
観
光
文
化V

o
l.

2
5
3
』）」
を
書
い
た
が
、

ガ
イ
ド
業
と
い
う
仕
事
が
広
く
認
知
さ
れ
、
産

業
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
ご
と
に
、

ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
の
検
討
・
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
て
順
調
と
い
う
事
例

は
な
か
な
か
見
な
い
。
各
地
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
集
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
視
点
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に

偏
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
産
業
と
し
て
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
事
業
者
と
し
て
の
要
件
、
提
供
す
る

商
品
（
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
品

質
と
い
う
視
点
か
ら
の
枠
組
み
づ
く
り
も
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
に
状
況
は
異
な
る
の
で
、

全
国
一
律
の
枠
組
み
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
本
方
針
に
、
各
地
域
で
つ
く
る
ガ
イ
ド
業
の

枠
組
み
が
則
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

に
、
そ
の
枠
組
み
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
消
費
者
保
護
や
資
源
保
護
と
い
う
規
制
の
観

点
か
ら
ガ
イ
ド
業
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
は
「
歩
き
な

が
ら
、
ま
た
は
専
用
車
で
移
動
し
な
が
ら
来
訪

者
を
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
案
内
す
る
業

務
」
と
新
た
に
定
義
づ
け
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
た
な
仕
事
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
業
態

だ
、
と
い
う
整
理
が
で
き
る
と
面
白
い
。

５
．と
り
ま
と
め
に
あ
た
り

　
本
誌
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
な
ぜ
支
持

さ
れ
る
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
総
括
す
る
と
日
本
独
自
の
取
り
組
み（
日

本
型
）に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
地
域
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化
を
、

活
か
し
な
が
ら
継
承
す
る
観
光
振
興
。
地
域
の

固
有
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
、
地
域
主
体
で
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
支
え
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

30
年
間
（
平
成
時
代
）
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
と

思
う
。

　
30
年
前
と
い
う
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し
民

主
化
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
整
備
か
ら
ソ
フ
ト
に
よ
る
観

光
振
興
に
基
軸
が
切
り
替
わ
っ
た
と
き
で
あ

る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
沿
っ
て
、
地
域

資
源
が
無
秩
序
に
消
費
さ
れ
な
い
よ
う
「
守
り

な
が
ら
」、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
住
民
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
（
五
木
田
：
座
談
会
③
）」
観
光
を
す

す
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
に
地
域
の
方
々
が
共
鳴
し
た
か
ら

続
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

手
許
に
『
Y
N
A
C
通
信
（N

o
.

40
）』
が
届
い

た
。
1
9
9
3
年
、
屋
久
島
で
創
業
し
た
屋
久

島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
だ
。
こ

れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
歩
み
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
、
冒
頭
に
は
最
終
号
と
あ
り
、

今
年
い
っ
ぱ
い
で
法
人
と
し
て
の
活
動
を
お
え

る
と
書
い
て
あ
る
。
理
由
は
さ
て
お
き
、
時
の

経
過
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
の
活
動

に
は
敬
意
と
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
始
め
た
頃
、
当
時
は
東
京
駅
の
そ
ば
に

あ
っ
た
事
務
所
に
、
Y
N
A
C
創
業
者
の
一
人

で
あ
る
市
川
聡
さ
ん
が
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
き

た
。
聞
く
と
、
旅
行
会
社
へ
の
営
業
に
来
て
は

み
た
も
の
の
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
わ
か
ら

ぬ
と
い
わ
れ
、こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
と
か
。

30
年
前
は
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

冬
の
北
海
道
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
同
じ
講
師

と
し
て
再
会
。
直
後
に
は
、
偶
然
に
も
日
本
旅

行
業
協
会
の
研
修
ツ
ア
ー
参
加
者
と
し
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
タ
マ
ン
ネ
ガ
ラ
国
立
公
園
に
視
察

に
行
っ
た
。
都
度
つ
ど
、
学
び
が
あ
り
、
よ
く

議
論
し
た
。

　
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
年
次
大
会
で
は
、
多
く
の
先
達
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
教
わ
っ
た
。
日
中
は
会
場

で
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
毎
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

　
他
に
も
、
出
向
い
た
先
々
で
現
場
屋
と
理
論

派
が
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
た
。
1
9
9
0
年

代
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
溢
れ
て

い
た
。
2
0
0
0
年
代
に
な
り
、
政
府
に
よ
る

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
溜

ま
っ
た
思
い
が
、勢
い
よ
く
波
及
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
が
情
熱
的
に
行
動
し
、
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
と
思
う
。2
0
1
0
年
代
は
、

ま
さ
に
ゆ
る
や
か
な
概
念
の
実
践
期
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
振
興
の
基
盤
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
渋
谷
（
巻
頭
言
）

が
い
う
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
が
、
い
ま

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
（
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）
の
も
、

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
「
こ

こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
だ
と

思
う
。 日

本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

あ
る
こ
と

３
．

　
そ
の
中
で
、「
3.
ガ
イ
ド
の
質
・
数
が
不
十

分
だ
」「
5.
ガ
イ
ド
の
収
入
・
報
酬
が
低
水
準

だ
」
が
目
立
つ
。
一
方
、「
4.
ガ
イ
ド
の
活
動
・

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
価
値
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
を
選
択
し
た
地
域
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
は
す
す
ん
だ
も
の
の
、
ガ
イ
ド
の
活
動
状
況

に
は
課
題
が
残
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ま
た
、「 

　
全
体
構
想
の
見
直
し
が
で
き
て

12.

11.
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3.ガイドの質・数が不十分だ
22.全体構想の見直しができていない
5.ガイドの収入・報酬が低水準だ

1.観光振興や地域活性化への効果が不十分だ
12.関連組織の運営や諸事業にかかる予算・活動資金が不足している

11.エコツーリズム推進にあたる体制の整備が不十分だ
18.地域の内外への広報・情報発信が不十分だ
2.エコツアーや体験プログラムの展開が不十分だ

8.来訪客の環境保全意識に課題がある
9.地域資源の保護・保全と観光振興・地域づくりの両立には課題がある

21.認定を受けたことのメリットが限定的・もしくは感じられない
17.全体構想認定によるブランド化・知名度向上が不十分だ

20.環境省をはじめとする中央省庁からのフォローアップが不十分だ
4.ガイドの活動・ガイドツアーの価値に対する理解が進んでいない
10.エコツーリズムによる地域づくりに対する理解・認識が不十分だ

13.住民参加型の取り組みが不十分だ
16.地域主体・ボトムアップ型の取り組みが不十分だ

24.全体構想の認定から時間が経過し具体的な活動がうすれている
25.その他

14.関係者らの協働体制・ネットワークが構築されていない
15.エコツーリズム推進における諸事項の合意形成が不十分だ
6.自然環境や地域資源に対する負荷の低減・保全が不十分だ

19.自家用旅客運送（白ナンバー運送）の効果的な活用が不十分だ
23.全体構想の認定を受けたものの具体的な活動はない・もしくは少ない

7.全体構想によって利用のルールが明文化されていない

全体構想が認定されたものの依然として残された課題について該当するものを全て選択し、
その中でも特に重要な課題だと考えることを３つまで選んでください。（単位：件）質問3

0

該当するもの
特に重要な課題
（３つまで）

１
．は
じ
め
に

　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
頃
。
小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
事
業
化
に
向
け
て

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
が
設
立

さ
れ
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
決
め
た

自
主
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
は
1
9
9
0
年

に
西
表
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
調
査
事
業
に

着
手
。
環
境
省
と
し
て
初
め
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
屋
久
島
で
は
1
9
9
3
年
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
先
駆
け
て
民
間
の
ガ
イ
ド
会
社
が
本
格

的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始
。
事
業
ベ
ー
ス
で
軌

道
に
乗
せ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
職
業
を
屋
久
島
に
定
着
さ
せ
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
10
年
経
っ
た
2
0
0
3
年

11
月
、
環
境
省
は
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

と
定
着
に
本
腰
を
入
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7

年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ

コ
ツ
ー
法
）
が
成
立
。
翌
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、

エ
コ
ツ
ー
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。

今
年
は
節
目
に
あ
た
る
と
考
え
本
誌
を
企
画
し

た
。

探
っ
て
み
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
め
ぐ
り
幾
種
も
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
と
て
も
息
の
長
い
政
策
だ
。
エ
コ

ツ
ー
法
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
（
以
下
、
全
体
構
想
）
を
作
成
し
認
定

を
目
指
す
地
域
は
後
を
絶
た
な
い
。
む
し
ろ
勢

ら
が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
語
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る

（『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
へ
』
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
刊
、
1
9
9
9
年
）。
実
態

を
う
ま
く
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
資
源
の

持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立
せ
ず
、
地
域
住
民

の
参
画
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、
経
済
効
果

な
く
し
て
住
民
の
参
画
は
望
め
ず
、
と
い
う
三

つ
の
認
識
の
上
に
成
り
立
つ
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
に
も
、
推
進
現
場
の
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
ち
な
み
に
エ
コ
ツ
ー
法
で
は
、「
こ
の
法
律

に
お
い
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
観
光

旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
知
識
を

有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受
け
、
当
該

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当
該
自

然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
概
念

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
多
様
な
見
解

が
あ
る
中
で
、
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
あ
た
り
「
狭
い
概
念
で
捉
え
ず
に
広
く
や

る
。
小
難
し
い
の
は
ダ
メ
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
は
い
い

が
少
し
重
い
。
現
場
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
（
中
島
：
座
談
会

①
）」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

　
堀
上
（
座
談
会
②
）
も
ま
た
「
地
域
の
宝
の

持
続
可
能
な
活
用
に
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
形

が
あ
る
。
こ
う
だ
と
決
め
付
け
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
言
い
、
山
本
（
座
談
会
②
）
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
器
で
あ
る
。
言

葉
の
持
つ
大
き
さ
が
続
い
て
き
た
理
由
だ
と
思

う
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
海
津
（
座
談
会
②
）

は
「
だ
か
ら
こ
そ
定
義
の
論
争
が
今
も
続
い
て

お
り
最
終
ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
ま
と

め
る
。

　
と
か
く
新
た
な
施
策
の
導
入
時
に
は
、
有
識

者
ら
に
よ
る
「
あ
る
べ
き
論
」
の
主
張
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
概
念
や
定
義
を
ゆ
る
や
か

に
捉
え
、
実
践
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
の
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

　
背
景
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
地
元
関
係
者
ら
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
本
だ
と
い
う
考
え
方

が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
各
地
域
は
何
を
目
指
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
、

認
定
地
域
）
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
概
観
し

て
み
た
い
（
図
2
参
照
）。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
目
的

　「
エ
コ
ツ
ー
法
の
も
と
で
全
体
構
想
を
作
成

し
認
定
を
目
指
し
た
目
的
や
ね
ら
い
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
17
地

域
の
う
ち
16
地
域
が
「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
」、
ま
た
15
地
域
が

「
5.
自
然
環
境
や
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
を

強
化
す
る
た
め
」「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
8.
地
域

資
源
の
保
護
・
保
全
と
観
光
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
両
立
を
目
指
す
た
め
」、
14
地
域
が
「
2.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
」を
選
択
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
側

面
で
あ
る「
観
光
振
興
の
推
進
」と
そ
れ
を
実
現

す
る「
エ
コ
ツ
ア
ー
の
充
実
」、
そ
し
て「
地
域
資

源
の
保
全
」と
そ
の
具
体
的
手
法
で
あ
る「
ル
ー

ル
の
明
確
化
」の
両
方
を
挙
げ
た
上
で
、「
そ
の

両
立
」を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

逃
さ
ず
選
択
肢
と
し
て
列
挙
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
同
類
の
選
択
肢
が
輻
輳
す
る
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
た
の
は
研
究
手
法
と
し
て
は
反

省
す
べ
き
だ
が
、
調
査
結
果
に
は
諮
っ
た
よ
う

に
「
利
用
」
と
「
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
明
示

さ
れ
、
少
々
驚
い
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
認
定
地
域

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
を
理
解
し
、
そ

こ
を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
こ
と

を
3
つ
ま
で
」
に
対
す
る
回
答
（
以
下
、
上
位

3
回
答
）に
お
い
て
も「
観
光
振
興
の
推
進
」「
地

域
資
源
の
保
全
」
と
「
そ
の
両
立
」
が
支
持
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
答
に
比
べ
る
と
分
散
し
て
お
り
、
地
域

固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
中
に
「
　 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白

ナ
ン
バ
ー
運
送
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
効

率
化
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
」
を
特
に

重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
2
件
あ
っ
た
が
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
特
に
重
要
な
ね
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
声
を
複
数
聞
い
た
。
な
お
、
こ
れ
は

国
土
交
通
省
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
係

す
る
通
達
（
2
0
1
1
年
3
月
31
日
）「
宿
泊
施

設
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
宿
泊
者
及

び
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の
た
め

の
輸
送
に
つ
い
て
」」
に
よ
る
規
制
緩
和
の
こ

と
で
あ
る
。

全
体
構
想
作
成
と
認
定
の
成
果

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成

果
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
複
数
回
答
、
上
位

3
回
答
と
も
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利
用

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
が
最
も
多
く
、

複
数
回
答
で
は
回
答
の
あ
っ
た
17
地
域
の
う
ち

14
地
域
が
選
択
し
た
。
続
い
て
回
答
の
多
い

「
2.
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
た
」「
9.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
が
整
理
・
明
確
化
さ
れ
た
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
枠
組
み
・
体
制

が
整
備
・
強
化
さ
れ
た
」「
　 

全
体
構
想
認
定

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
・
知
名
度
が
向
上
し
た
」

「
　 

地
域
の
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
発
信
が
拡

大
・
多
様
化
し
た
」
は
、
具
体
的
な
成
果
と
し

て
見
え
や
す
い
も
の
だ
。

　
一
方
、
上
位
3
回
答
を
み
る
と
、
取
り
組
み

の
目
的
と
同
様
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
に
続
い
て

「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

あ
っ
た
」「
8.
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
と
観

光
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
両
立
が
す
す
ん
だ
」

と
い
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
項

目
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
効
果
を
意
識
し
つ
つ
も
、
観
光
振

興
と
地
域
資
源
の
保
全
が
す
す
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
認
定
地
域
の
着
実
な
姿
勢
を
感
じ
る
。

残
さ
れ
た
課
題

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
全
般
に

質
問
2
よ
り
選
択
さ
れ
た
数
が
少
な
く
、
総
じ

て
成
果
が
強
調
さ
れ
る
回
答
傾
向
と
な
っ
た
。

い
な
い
」「
 　
関
連
組
織
の
運
営
や
諸
事
業
に

か
か
る
予
算
・
活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
る
体
制
の

整
備
が
不
十
分
だ
」
と
い
っ
た
制
度
の
運
用
面

に
関
す
る
課
題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
き
た
認
定

地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
聞
い
た
項
目
に
加
え
て
、
取
り
組
み
の

状
況
、
環
境
省
に
対
す
る
期
待
や
要
望
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
法
の
改
善
点
な
ど
も
尋
ね
た
。
こ

の
う
ち
要
望
や
改
善
点
を
概
観
す
る
。

　
全
体
構
想
に
記
載
し
た
枠
組
み
の
継
続
的
な

運
用
、
全
体
構
想
の
改
定
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
を
複
数
箇
所
で
聞
い
た
。ま
た
、

財
政
面
で
の
継
続
的
な
支
援
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

全
体
構
想
の
認
定
に
よ
り
近
隣
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
情
報
が
、
全
国
的
な
媒
体
に
乗
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。
地
域
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
・
強
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
具
体
的
な
要
望
も
複
数
あ
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
の
制
度
面
に
対
し
て
、
全
体
構

想
の
対
象
範
囲
を
複
数
の
市
町
村
や
県
を
こ
え

て
設
定
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
対
象
の
市
町
村
や
県
が
そ

れ
ぞ
れ
構
想
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
１
つ
に
合

冊
し
た
も
の
で
広
域
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

　
個
別
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
魅
力
向

上
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
適
用
範
囲
の

拡
大
、
柔
軟
な
運
用
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
が

複
数
地
域
で
聞
か
れ
た
。
全
体
構
想
の
対
象
範

囲
の
件
も
、
こ
の
適
用
範
囲
と
関
連
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
認
定
地
域
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
「
地
域
が

主
体
的
に
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む
」
と
い
う
、
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
へ
の
理
解
と
賛
同

が
、
普
及
と
定
着
を
支
え
る
大
前
提
と
な
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
す
め
る
中
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
原
生
自
然
地
に
お
け
る

取
り
組
み
か
ら
、
都
市
近
郊
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
や
社
会

特
性
に
よ
ら
ず
、
実
に
多
様
な
環
境
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
を
抱

え
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
器
の
中

で
、
自
分
た
ち
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
ま
さ
に
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性

の
理
解
」、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
「
ゆ
る
や
か
な

概
念
」
が
、
日
本
型
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
型
の
推

進
過
程
を
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。

地
域
主
体
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

　
中
島
は
、エ
コ
ツ
ー
法
の
検
討
に
あ
た
り「
究

極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
枠
組
み
を
目
指
し

た
」
と
し
、「
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意
形
成

す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
」
と
い
う
。

　
海
津
は
、
エ
コ
ツ
ー
法
は
「
規
制
法
で
は
な

い
。
地
域
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
も

の
だ
。
歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、
政
策
で
は

な
く
地
域
だ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
続
い
て

い
る
」
と
述
べ
る
。

　
堀
上
も
、
だ
か
ら
「
地
域
か
ら
自
分
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
、
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
規
制
で
あ
れ
ば
国
の
方
針
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
る
が
、
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
は
、

現
場
に
近
い
地
域
が
主
導
し
た
ほ
う
が
実
質
的

だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
諸
外
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
計
画
あ
り

き
で
、
計
画
に
沿
っ
て
地
域
や
事
業
者
が
動
く

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
法
律
が
示
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
の
協
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
枠
組
み

で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
働
き
や
す
く
、
地
域

が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
が
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
ゆ
る
や
か
に
捉

え
た
一
方
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
件

と
し
て
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
明
示

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
が
発
信
し

た
こ
の
二
つ
の
ワ
ー
ド
は
、
独
り
歩
き
し
た
か

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
聞
か

れ
た
。
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら
は
今
も
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に
は
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
肝
心
だ
」
と
言
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

で
き
た
が
、
ル
ー
ル
は
不
十
分
な
の
で
率
先
し

て
働
き
か
け
た
と
い
う
現
場
も
見
て
き
た
。

　
中
島
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
そ

こ
ま
で
い
く
と
概
念
だ
け
に
な
る
。
現
場
の
話

が
抜
け
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
現
場
が
動
く
こ
と
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
寄
り
す
ぎ
る
と
楽

し
み
が
な
く
な
り
責
任
だ
け
が
残
る
。
楽
し
む

と
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
」
で
あ
り
、
必
要
な
要
素
を
示
し
た
の
が
こ

の
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
利
用
者
の
立

場
で
考
え
る
と
本
質
的
な
の
は
こ
の
二
つ
」
だ

と
言
い
切
る
。

　
一
般
的
な
観
光
振
興
な
ど
と
の
相
違
点
を
簡

潔
明
瞭
な
二
つ
の
ワ
ー
ド
に
絞
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
概
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
キ
モ
に
な
っ
た
と
思

う
。

　
東
北
の
震
災
復
興
を
振
り
返
り
、
岡
野
（
座

談
会
③
）
は
「
地
域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、

地
元
の
魅
力
を
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
旅

行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚
悟
が
で
き
た
」、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所
に
親

し
み
を
感
じ
、
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
。

　
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
「
地
域
の
人
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
」。「
人
と

人
が
出
会
う
機
会
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
地

域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
の
な
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
の
よ
う

に
、「
地
域
を
巻
き
込
む
手
法
（
海
津
）」
と
し

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
新
し
い
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た（
菅
野
：
座
談
会
②
）」

と
い
う
よ
う
に
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
か
つ
て
の

「
寄
り
合
い
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
む
け
て

　
冒
頭
に
は
今
が
節
目
だ
と
書
い
た
。
座
談
会

で
は
「
継
続
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
を
一
度
整
理
し
た
上
で
次
に

つ
な
げ
る
時
期
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
多
く

の
人
を
巻
き
込
め
た
の
は
成
果
」
だ
が
「
長
い

間
や
っ
て
き
た
の
に
新
し
い
こ
と
は
な
く
法
律

も
変
え
て
い
な
い
」
と
い
う
厳
し
め
の
振
り
返

り
も
あ
っ
た
。
認
定
地
域
か
ら
の
控
え
め
な
要

望
に
は
既
に
触
れ
た
が
、「
期
待
す
る
な
ら
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
必
ず
出
て
く

る
」
は
ず
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
・
30
年
間

は
、
受
入
地
域
側
の
目
線
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
総
じ
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
の
成
長
に
意
識
を
向
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
効
果
の
向
上
・
市
場
の
拡
大

　
中
島
は
「
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
結
局
は
経
済
的
な
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
」

と
い
う
。「
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
く
れ
る
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
や
ろ
う
で

は
な
く
、
儲
か
る
か
ら
や
ろ
う
で
な
い
と
社
会

は
動
い
て
い
か
な
い
」
と
い
う
。

　
岡
野
も
「
現
場
で
は
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な

く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と

言
い
、「
経
済
も
見
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
持
続
可
能
で
は
な
く
な
る
。
そ
こ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
理
想
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
利
益
を
上

げ
る
こ
と
か
ら
目
を
背
け
ず
、
必
要
な
議
論
、

対
策
に
向
き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
従
来
の
観

光
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参

加
者
は
独
特
な
感
性
を
も
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

市
場
性
は
限
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部
に

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
度
体

験
す
る
と
次
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
は
多
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
を
選
ぶ
特
殊
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　
観
光
が
多
様
に
な
り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
な
ど
を
実
体
験
と
と
も
に
深
み
の
あ

る
解
説
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー

は
、
も
は
や
レ
ア
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

市
場
の
中
心
に
座
る
べ
き
観
光
形
態
だ
と
い
う

認
識
で
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

環
境
省
に
対
す
る
期
待
と
要
望
・

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
改
善
点

具
体
の
行
動
：

「
ル
ー
ル
」と「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

人
の
つ
な
が
り
・

上
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み

エコツーリズムの本質視座

い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
（
本
誌
P
11
・

図
5
）。

　
地
元
が
主
体
と
な
り
、
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
全
体
構
想
を
描
き
、
諸
機
関
と
調
整
、
合

意
形
成
を
図
る
。
現
場
の
苦
労
は
多
大
に
違
い

な
い
。
一
方
で
、
大
が
か
り
な
支
援
事
業
や
補

助
金
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
に
、
な
ぜ
支

持
さ
れ
続
け
る
の
か
。
観
光
地
づ
く
り
に
大
切

な
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
は
な
ぜ
長
続
き

す
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方

　
西
表
島
の
調
査
事
業
で
は
、
島
の
人
に
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
た
と
い

う
。
日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
自
然
環
境
を

も
つ
西
表
島
で
あ
っ
て
も
自
然
保
護
を
前
面
に

出
さ
ず
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
徹
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
の
成
果
を
も

と
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
生
活
文
化
を
傷
め
る
こ
と
な
く
持
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
最
低
条
件
と
す
る
旅

行
の
こ
と
」
と
ま
と
め
て
い
る
（『
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
刊
、
1
9
9
4
年
）。

　
同
じ
頃
、（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
が
提

唱
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
諸
研
究

に
基
づ
き
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
お
よ
び
環
境
教
育
の
提
供
」

に
触
れ
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
同

時
に
エ
コ
ツ
ア
ー
も
定
義
づ
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る

（『
N
A
C
S
‐
J
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
刊
、

1
9
9
4
年
）。

　
1
9
9
8
年
に
有
志
ら
が
設
立
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
現
在
の
（
一
社
）

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
で
は
、
先
駆
者

　
そ
の
上
で
、
商
品
開
発
と
販
売
網
の
拡
充
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め
た
幅
広
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
応
す
べ
き
フ
ェ
ー
ズ
に
は
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
ガ
イ
ド
業
」の
規
定

　
エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の
拡
大
に
あ
た
り
、
ツ

ア
ー
商
品
の
供
給
者
で
あ
る
ガ
イ
ド
の
役
割
と

位
置
づ
け
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。と
り
わ
け
、

安
全
管
理
に
対
す
る
社
会
的
な
目
線
は
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
。

　
細
野
（
座
談
会
③
）
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
品

質
管
理
の
た
め
に
「
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値

を
明
確
化
す
べ
き
」
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、
社
会
的
な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て

公
表
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。一
年
前
に「
ガ

イ
ド
は
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る

（『
観
光
文
化V

o
l.

2
5
3
』）」
を
書
い
た
が
、

ガ
イ
ド
業
と
い
う
仕
事
が
広
く
認
知
さ
れ
、
産

業
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
ご
と
に
、

ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
の
検
討
・
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
て
順
調
と
い
う
事
例

は
な
か
な
か
見
な
い
。
各
地
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
集
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
視
点
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に

偏
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
産
業
と
し
て
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
事
業
者
と
し
て
の
要
件
、
提
供
す
る

商
品
（
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
品

質
と
い
う
視
点
か
ら
の
枠
組
み
づ
く
り
も
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
に
状
況
は
異
な
る
の
で
、

全
国
一
律
の
枠
組
み
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
本
方
針
に
、
各
地
域
で
つ
く
る
ガ
イ
ド
業
の

枠
組
み
が
則
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

に
、
そ
の
枠
組
み
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
消
費
者
保
護
や
資
源
保
護
と
い
う
規
制
の
観

点
か
ら
ガ
イ
ド
業
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
は
「
歩
き
な

が
ら
、
ま
た
は
専
用
車
で
移
動
し
な
が
ら
来
訪

者
を
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
案
内
す
る
業

務
」
と
新
た
に
定
義
づ
け
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
た
な
仕
事
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
業
態

だ
、
と
い
う
整
理
が
で
き
る
と
面
白
い
。

５
．と
り
ま
と
め
に
あ
た
り

　
本
誌
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
な
ぜ
支
持

さ
れ
る
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
総
括
す
る
と
日
本
独
自
の
取
り
組
み（
日

本
型
）に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
地
域
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化
を
、

活
か
し
な
が
ら
継
承
す
る
観
光
振
興
。
地
域
の

固
有
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
、
地
域
主
体
で
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
支
え
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

30
年
間
（
平
成
時
代
）
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
と

思
う
。

　
30
年
前
と
い
う
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し
民

主
化
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
整
備
か
ら
ソ
フ
ト
に
よ
る
観

光
振
興
に
基
軸
が
切
り
替
わ
っ
た
と
き
で
あ

る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
沿
っ
て
、
地
域

資
源
が
無
秩
序
に
消
費
さ
れ
な
い
よ
う
「
守
り

な
が
ら
」、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
住
民
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
（
五
木
田
：
座
談
会
③
）」
観
光
を
す

す
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
に
地
域
の
方
々
が
共
鳴
し
た
か
ら

続
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

手
許
に
『
Y
N
A
C
通
信
（N

o
.

40
）』
が
届
い

た
。
1
9
9
3
年
、
屋
久
島
で
創
業
し
た
屋
久

島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
だ
。
こ

れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
歩
み
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
、
冒
頭
に
は
最
終
号
と
あ
り
、

今
年
い
っ
ぱ
い
で
法
人
と
し
て
の
活
動
を
お
え

る
と
書
い
て
あ
る
。
理
由
は
さ
て
お
き
、
時
の

経
過
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
の
活
動

に
は
敬
意
と
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
始
め
た
頃
、
当
時
は
東
京
駅
の
そ
ば
に

あ
っ
た
事
務
所
に
、
Y
N
A
C
創
業
者
の
一
人

で
あ
る
市
川
聡
さ
ん
が
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
き

た
。
聞
く
と
、
旅
行
会
社
へ
の
営
業
に
来
て
は

み
た
も
の
の
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
わ
か
ら

ぬ
と
い
わ
れ
、こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
と
か
。

30
年
前
は
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

冬
の
北
海
道
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
同
じ
講
師

と
し
て
再
会
。
直
後
に
は
、
偶
然
に
も
日
本
旅

行
業
協
会
の
研
修
ツ
ア
ー
参
加
者
と
し
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
タ
マ
ン
ネ
ガ
ラ
国
立
公
園
に
視
察

に
行
っ
た
。
都
度
つ
ど
、
学
び
が
あ
り
、
よ
く

議
論
し
た
。

　
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
年
次
大
会
で
は
、
多
く
の
先
達
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
教
わ
っ
た
。
日
中
は
会
場

で
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
毎
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

　
他
に
も
、
出
向
い
た
先
々
で
現
場
屋
と
理
論

派
が
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
た
。
1
9
9
0
年

代
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
溢
れ
て

い
た
。
2
0
0
0
年
代
に
な
り
、
政
府
に
よ
る

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
溜

ま
っ
た
思
い
が
、勢
い
よ
く
波
及
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
が
情
熱
的
に
行
動
し
、
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
と
思
う
。2
0
1
0
年
代
は
、

ま
さ
に
ゆ
る
や
か
な
概
念
の
実
践
期
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
振
興
の
基
盤
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
渋
谷
（
巻
頭
言
）

が
い
う
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
が
、
い
ま

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
（
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）
の
も
、

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
「
こ

こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
だ
と

思
う
。 日

本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

あ
る
こ
と

３
．

　
そ
の
中
で
、「
3.
ガ
イ
ド
の
質
・
数
が
不
十

分
だ
」「
5.
ガ
イ
ド
の
収
入
・
報
酬
が
低
水
準

だ
」
が
目
立
つ
。
一
方
、「
4.
ガ
イ
ド
の
活
動
・

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
価
値
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
を
選
択
し
た
地
域
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
は
す
す
ん
だ
も
の
の
、
ガ
イ
ド
の
活
動
状
況

に
は
課
題
が
残
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ま
た
、「 

　
全
体
構
想
の
見
直
し
が
で
き
て
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常
務
理
事
。
博
士（
農
学
）。
専

門
領
域
は
、
持
続
可
能
な
観
光
の

た
め
の
地
域
資
源
管
理
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
近
年
は
、
旅
行
者

の
行
動
を
調
整
・
制
御
す
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
興
味

を
持
ち
、
相
変
わ
ら
ず
現
地
調
査
に
励
ん
で
い
る
。

１
．は
じ
め
に

　
日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
頃
。
小
笠
原
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
始
ま
り
、
事
業
化
に
向
け
て

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
が
設
立

さ
れ
、
ク
ジ
ラ
へ
の
接
近
方
法
な
ど
を
決
め
た

自
主
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
は
1
9
9
0
年

に
西
表
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
調
査
事
業
に

着
手
。
環
境
省
と
し
て
初
め
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
事
業
だ
と
い
う
。

　
屋
久
島
で
は
1
9
9
3
年
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
先
駆
け
て
民
間
の
ガ
イ
ド
会
社
が
本
格

的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始
。
事
業
ベ
ー
ス
で
軌

道
に
乗
せ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
職
業
を
屋
久
島
に
定
着
さ
せ
た
。

　
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
10
年
経
っ
た
2
0
0
3
年

11
月
、
環
境
省
は
第
1
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
会
議
を
開
催
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

と
定
着
に
本
腰
を
入
れ
た
。
そ
し
て
2
0
0
7

年
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
以
下
、
エ

コ
ツ
ー
法
）
が
成
立
。
翌
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
30
年
、
政
府
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
か
ら
20
年
、

エ
コ
ツ
ー
法
の
施
行
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
。

今
年
は
節
目
に
あ
た
る
と
考
え
本
誌
を
企
画
し

た
。

探
っ
て
み
た
い
こ
と

　
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
を
め
ぐ
り
幾
種
も
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
は
と
て
も
息
の
長
い
政
策
だ
。
エ
コ

ツ
ー
法
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
（
以
下
、
全
体
構
想
）
を
作
成
し
認
定

を
目
指
す
地
域
は
後
を
絶
た
な
い
。
む
し
ろ
勢

ら
が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
語
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る

（『
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
紀
へ
』
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
刊
、
1
9
9
9
年
）。
実
態

を
う
ま
く
表
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
資
源
の

持
続
な
く
し
て
観
光
は
成
立
せ
ず
、
地
域
住
民

の
参
画
な
く
し
て
資
源
は
守
れ
ず
、
経
済
効
果

な
く
し
て
住
民
の
参
画
は
望
め
ず
、
と
い
う
三

つ
の
認
識
の
上
に
成
り
立
つ
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
に
も
、
推
進
現
場
の
実
情
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
ち
な
み
に
エ
コ
ツ
ー
法
で
は
、「
こ
の
法
律

に
お
い
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
観
光

旅
行
者
が
、
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
知
識
を

有
す
る
者
か
ら
案
内
又
は
助
言
を
受
け
、
当
該

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
当
該
自

然
観
光
資
源
と
触
れ
合
い
、
こ
れ
に
関
す
る
知

識
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
な
概
念

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
に
は
多
様
な
見
解

が
あ
る
中
で
、
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
あ
た
り
「
狭
い
概
念
で
捉
え
ず
に
広
く
や

る
。
小
難
し
い
の
は
ダ
メ
。
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
理
想
を
追
い
求
め
る
姿
勢
は
い
い

が
少
し
重
い
。
現
場
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
（
中
島
：
座
談
会

①
）」
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。

　
堀
上
（
座
談
会
②
）
も
ま
た
「
地
域
の
宝
の

持
続
可
能
な
活
用
に
は
地
域
ご
と
に
異
な
る
形

が
あ
る
。
こ
う
だ
と
決
め
付
け
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
言
い
、
山
本
（
座
談
会
②
）
は
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
器
で
あ
る
。
言

葉
の
持
つ
大
き
さ
が
続
い
て
き
た
理
由
だ
と
思

う
」
と
続
け
る
。
さ
ら
に
海
津
（
座
談
会
②
）

は
「
だ
か
ら
こ
そ
定
義
の
論
争
が
今
も
続
い
て

お
り
最
終
ゴ
ー
ル
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
ま
と

め
る
。

　
と
か
く
新
た
な
施
策
の
導
入
時
に
は
、
有
識

者
ら
に
よ
る
「
あ
る
べ
き
論
」
の
主
張
が
み
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
概
念
や
定
義
を
ゆ
る
や
か

に
捉
え
、
実
践
こ
そ
重
要
だ
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
の
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

　
背
景
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
主
役
は

地
域
で
あ
り
、
地
元
関
係
者
ら
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
基
本
だ
と
い
う
考
え
方

が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
各
地
域
は
何
を
目
指
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
地
域
（
以
下
、

認
定
地
域
）
を
対
象
に
、
聞
き
取
り
調
査
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
概
観
し

て
み
た
い
（
図
2
参
照
）。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
目
的

　「
エ
コ
ツ
ー
法
の
も
と
で
全
体
構
想
を
作
成

し
認
定
を
目
指
し
た
目
的
や
ね
ら
い
」
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ
た
17
地

域
の
う
ち
16
地
域
が
「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
を
推
進
す
る
た
め
」、
ま
た
15
地
域
が

「
5.
自
然
環
境
や
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
を

強
化
す
る
た
め
」「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
8.
地
域

資
源
の
保
護
・
保
全
と
観
光
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
両
立
を
目
指
す
た
め
」、
14
地
域
が
「
2.

地
域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
た
め
」を
選
択
し
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
側

面
で
あ
る「
観
光
振
興
の
推
進
」と
そ
れ
を
実
現

す
る「
エ
コ
ツ
ア
ー
の
充
実
」、
そ
し
て「
地
域
資

源
の
保
全
」と
そ
の
具
体
的
手
法
で
あ
る「
ル
ー

ル
の
明
確
化
」の
両
方
を
挙
げ
た
上
で
、「
そ
の

両
立
」を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

逃
さ
ず
選
択
肢
と
し
て
列
挙
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
同
類
の
選
択
肢
が
輻
輳
す
る
よ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
な
っ
た
の
は
研
究
手
法
と
し
て
は
反

省
す
べ
き
だ
が
、
調
査
結
果
に
は
諮
っ
た
よ
う

に
「
利
用
」
と
「
保
全
」
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
明
示

さ
れ
、
少
々
驚
い
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
認
定
地
域

が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
を
理
解
し
、
そ

こ
を
目
指
し
て
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、「
そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
た
こ
と

を
3
つ
ま
で
」
に
対
す
る
回
答
（
以
下
、
上
位

3
回
答
）に
お
い
て
も「
観
光
振
興
の
推
進
」「
地

域
資
源
の
保
全
」
と
「
そ
の
両
立
」
が
支
持
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

複
数
回
答
に
比
べ
る
と
分
散
し
て
お
り
、
地
域

固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
中
に
「
　 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白

ナ
ン
バ
ー
運
送
）
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
効

率
化
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
」
を
特
に

重
視
す
る
と
い
う
回
答
が
2
件
あ
っ
た
が
、
聞

き
取
り
調
査
で
は
、
特
に
重
要
な
ね
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
声
を
複
数
聞
い
た
。
な
お
、
こ
れ
は

国
土
交
通
省
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
係

す
る
通
達
（
2
0
1
1
年
3
月
31
日
）「
宿
泊
施

設
及
び
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の
事
業
者
が
宿
泊
者
及

び
ツ
ア
ー
参
加
者
を
対
象
に
行
う
送
迎
の
た
め

の
輸
送
に
つ
い
て
」」
に
よ
る
規
制
緩
和
の
こ

と
で
あ
る
。

全
体
構
想
作
成
と
認
定
の
成
果

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
成

果
」
を
尋
ね
た
質
問
で
は
、
複
数
回
答
、
上
位

3
回
答
と
も
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利
用

の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
が
最
も
多
く
、

複
数
回
答
で
は
回
答
の
あ
っ
た
17
地
域
の
う
ち

14
地
域
が
選
択
し
た
。
続
い
て
回
答
の
多
い

「
2.
エ
コ
ツ
ア
ー
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

し
た
」「
9.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
方
向
性
が
整
理
・
明
確
化
さ
れ
た
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
枠
組
み
・
体
制

が
整
備
・
強
化
さ
れ
た
」「
　 

全
体
構
想
認
定

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
・
知
名
度
が
向
上
し
た
」

「
　 

地
域
の
内
外
へ
の
広
報
・
情
報
発
信
が
拡

大
・
多
様
化
し
た
」
は
、
具
体
的
な
成
果
と
し

て
見
え
や
す
い
も
の
だ
。

　
一
方
、
上
位
3
回
答
を
み
る
と
、
取
り
組
み

の
目
的
と
同
様
に
「
6.
全
体
構
想
に
よ
っ
て
利

用
の
ル
ー
ル
が
明
文
化
さ
れ
た
」
に
続
い
て

「
1.
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
が

あ
っ
た
」「
8.
地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
と
観

光
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
両
立
が
す
す
ん
だ
」

と
い
っ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
項

目
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
効
果
を
意
識
し
つ
つ
も
、
観
光
振

興
と
地
域
資
源
の
保
全
が
す
す
ん
だ
と
い
う
と

こ
ろ
に
認
定
地
域
の
着
実
な
姿
勢
を
感
じ
る
。

残
さ
れ
た
課
題

　「
全
体
構
想
が
認
定
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と

し
て
残
さ
れ
た
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
全
般
に

質
問
2
よ
り
選
択
さ
れ
た
数
が
少
な
く
、
総
じ

て
成
果
が
強
調
さ
れ
る
回
答
傾
向
と
な
っ
た
。

い
な
い
」「
 　
関
連
組
織
の
運
営
や
諸
事
業
に

か
か
る
予
算
・
活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る
」

「 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
あ
た
る
体
制
の

整
備
が
不
十
分
だ
」
と
い
っ
た
制
度
の
運
用
面

に
関
す
る
課
題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
一
年
間
ほ
ど
か
け
て
行
っ
て
き
た
認
定

地
域
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
聞
い
た
項
目
に
加
え
て
、
取
り
組
み
の

状
況
、
環
境
省
に
対
す
る
期
待
や
要
望
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
法
の
改
善
点
な
ど
も
尋
ね
た
。
こ

の
う
ち
要
望
や
改
善
点
を
概
観
す
る
。

　
全
体
構
想
に
記
載
し
た
枠
組
み
の
継
続
的
な

運
用
、
全
体
構
想
の
改
定
が
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
見
を
複
数
箇
所
で
聞
い
た
。ま
た
、

財
政
面
で
の
継
続
的
な
支
援
、
認
定
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
強
化
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

全
体
構
想
の
認
定
に
よ
り
近
隣
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
情
報
が
、
全
国
的
な
媒
体
に
乗
る
こ
と

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
。
地
域
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
・
強
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
具
体
的
な
要
望
も
複
数
あ
っ
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
法
の
制
度
面
に
対
し
て
、
全
体
構

想
の
対
象
範
囲
を
複
数
の
市
町
村
や
県
を
こ
え

て
設
定
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
対
象
の
市
町
村
や
県
が
そ

れ
ぞ
れ
構
想
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
１
つ
に
合

冊
し
た
も
の
で
広
域
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

　
個
別
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
魅
力
向

上
に
は
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
適
用
範
囲
の

拡
大
、
柔
軟
な
運
用
が
必
要
だ
と
い
う
要
望
が

複
数
地
域
で
聞
か
れ
た
。
全
体
構
想
の
対
象
範

囲
の
件
も
、
こ
の
適
用
範
囲
と
関
連
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
認
定
地
域
に
対
す
る
調
査
か
ら
は
「
地
域
が

主
体
的
に
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む
」
と
い
う
、
ま
さ
に
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
想
像
へ
の
理
解
と
賛
同

が
、
普
及
と
定
着
を
支
え
る
大
前
提
と
な
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
す
め
る
中
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
原
生
自
然
地
に
お
け
る

取
り
組
み
か
ら
、
都
市
近
郊
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
や
社
会

特
性
に
よ
ら
ず
、
実
に
多
様
な
環
境
で
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
践
さ
れ
て
い
る
姿
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
を
抱

え
な
が
ら
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
器
の
中

で
、
自
分
た
ち
流
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　
ま
さ
に
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性

の
理
解
」、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
「
ゆ
る
や
か
な

概
念
」
が
、
日
本
型
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
根
本
に
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
型
の
推

進
過
程
を
も
う
少
し
み
て
み
た
い
。

地
域
主
体
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
取
り
組
み

　
中
島
は
、エ
コ
ツ
ー
法
の
検
討
に
あ
た
り「
究

極
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
枠
組
み
を
目
指
し

た
」
と
し
、「
地
域
で
話
し
合
っ
て
合
意
形
成

す
る
の
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
」
と
い
う
。

　
海
津
は
、
エ
コ
ツ
ー
法
は
「
規
制
法
で
は
な

い
。
地
域
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
後
押
し
す
る
も

の
だ
。
歯
車
を
回
し
て
い
る
の
は
、
政
策
で
は

な
く
地
域
だ
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
続
い
て

い
る
」
と
述
べ
る
。

　
堀
上
も
、
だ
か
ら
「
地
域
か
ら
自
分
た
ち
が

伝
え
た
い
こ
と
、
守
り
た
い
こ
と
の
宣
言
が
続

い
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
規
制
で
あ
れ
ば
国
の
方
針
の
も
と
で
す
す
め

ら
れ
る
が
、
観
光
振
興
と
地
域
資
源
の
保
全
は
、

現
場
に
近
い
地
域
が
主
導
し
た
ほ
う
が
実
質
的

だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
諸
外
国
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
計
画
あ
り

き
で
、
計
画
に
沿
っ
て
地
域
や
事
業
者
が
動
く

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
の
法
律
が
示
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

地
域
の
協
議
会
で
も
の
ご
と
を
決
め
る
枠
組
み

で
あ
り
、
地
域
の
意
向
が
働
き
や
す
く
、
地
域

が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
が
日
本
型
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
ゆ
る
や
か
に
捉

え
た
一
方
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
件

と
し
て
「
ル
ー
ル
」
と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
明
示

し
た
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
が
発
信
し

た
こ
の
二
つ
の
ワ
ー
ド
は
、
独
り
歩
き
し
た
か

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場
面
で
聞
か

れ
た
。
知
り
合
い
の
ガ
イ
ド
ら
は
今
も
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
か
ら
に
は
ル
ー
ル
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
肝
心
だ
」
と
言
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

で
き
た
が
、
ル
ー
ル
は
不
十
分
な
の
で
率
先
し

て
働
き
か
け
た
と
い
う
現
場
も
見
て
き
た
。

　
中
島
は
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を「
そ

こ
ま
で
い
く
と
概
念
だ
け
に
な
る
。
現
場
の
話

が
抜
け
て
し
ま
う
」
と
い
い
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
現
場
が
動
く
こ
と
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

ま
た
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
寄
り
す
ぎ
る
と
楽

し
み
が
な
く
な
り
責
任
だ
け
が
残
る
。
楽
し
む

と
と
も
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
」
で
あ
り
、
必
要
な
要
素
を
示
し
た
の
が
こ

の
ワ
ー
ド
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
利
用
者
の
立

場
で
考
え
る
と
本
質
的
な
の
は
こ
の
二
つ
」
だ

と
言
い
切
る
。

　
一
般
的
な
観
光
振
興
な
ど
と
の
相
違
点
を
簡

潔
明
瞭
な
二
つ
の
ワ
ー
ド
に
絞
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
概
念
的
な
こ
と
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
普
及
と
定
着
の
キ
モ
に
な
っ
た
と
思

う
。

　
東
北
の
震
災
復
興
を
振
り
返
り
、
岡
野
（
座

談
会
③
）
は
「
地
域
ご
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、

地
元
の
魅
力
を
価
値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
旅

行
者
を
迎
え
入
れ
る
準
備
と
覚
悟
が
で
き
た
」、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
来
訪
者
が
訪
れ
た
場
所
に
親

し
み
を
感
じ
、
満
足
度
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
」
と
い
う
。

　
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
「
地
域
の
人
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
指
し
た
」。「
人
と

人
が
出
会
う
機
会
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
地

域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
の
な
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
の
よ
う

に
、「
地
域
を
巻
き
込
む
手
法
（
海
津
）」
と
し

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
新
し
い
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た（
菅
野
：
座
談
会
②
）」

と
い
う
よ
う
に
、
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
は
、
か
つ
て
の

「
寄
り
合
い
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
認
識
も
、
日
本
型

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
む
け
て

　
冒
頭
に
は
今
が
節
目
だ
と
書
い
た
。
座
談
会

で
は
「
継
続
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
こ

れ
ま
で
の
20
年
間
を
一
度
整
理
し
た
上
で
次
に

つ
な
げ
る
時
期
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
多
く

の
人
を
巻
き
込
め
た
の
は
成
果
」
だ
が
「
長
い

間
や
っ
て
き
た
の
に
新
し
い
こ
と
は
な
く
法
律

も
変
え
て
い
な
い
」
と
い
う
厳
し
め
の
振
り
返

り
も
あ
っ
た
。
認
定
地
域
か
ら
の
控
え
め
な
要

望
に
は
既
に
触
れ
た
が
、「
期
待
す
る
な
ら
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
必
ず
出
て
く

る
」
は
ず
だ
と
い
う
。

　
さ
て
、
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
力
点
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
20
年
・
30
年
間

は
、
受
入
地
域
側
の
目
線
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
総
じ
て
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
の
成
長
に
意
識
を
向
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

経
済
効
果
の
向
上
・
市
場
の
拡
大

　
中
島
は
「
国
立
公
園
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
結
局
は
経
済
的
な
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
」

と
い
う
。「
み
ん
な
が
潤
え
ば
、
も
っ
と
大
事

に
し
て
く
れ
る
。
い
い
こ
と
だ
か
ら
や
ろ
う
で

は
な
く
、
儲
か
る
か
ら
や
ろ
う
で
な
い
と
社
会

は
動
い
て
い
か
な
い
」
と
い
う
。

　
岡
野
も
「
現
場
で
は
、
そ
ん
な
に
儲
か
ら
な

く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
多
い
と
感
じ
た
」
と

言
い
、「
経
済
も
見
な
い
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
持
続
可
能
で
は
な
く
な
る
。
そ
こ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　
理
想
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
利
益
を
上

げ
る
こ
と
か
ら
目
を
背
け
ず
、
必
要
な
議
論
、

対
策
に
向
き
合
う
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
従
来
の
観

光
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
参

加
者
は
独
特
な
感
性
を
も
つ
人
た
ち
で
あ
り
、

市
場
性
は
限
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
一
部
に

あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
度
体

験
す
る
と
次
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
は
多
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
を
選
ぶ
特
殊
な

ツ
ア
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た

こ
と
は
な
い
。

　
観
光
が
多
様
に
な
り
、
地
域
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
な
ど
を
実
体
験
と
と
も
に
深
み
の
あ

る
解
説
を
受
け
な
が
ら
楽
し
む
エ
コ
ツ
ア
ー

は
、
も
は
や
レ
ア
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
、
ニ
ッ
チ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

市
場
の
中
心
に
座
る
べ
き
観
光
形
態
だ
と
い
う

認
識
で
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

出
会
い
、つ
な
が
り
、そ
し
て

「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」

い
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
（
本
誌
P
11
・

図
5
）。

　
地
元
が
主
体
と
な
り
、
関
係
者
ら
を
巻
き
込

ん
で
全
体
構
想
を
描
き
、
諸
機
関
と
調
整
、
合

意
形
成
を
図
る
。
現
場
の
苦
労
は
多
大
に
違
い

な
い
。
一
方
で
、
大
が
か
り
な
支
援
事
業
や
補

助
金
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
に
、
な
ぜ
支

持
さ
れ
続
け
る
の
か
。
観
光
地
づ
く
り
に
大
切

な
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
政
策
は
な
ぜ
長
続
き

す
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
の
勘
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
た
い
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
捉
え
方

　
西
表
島
の
調
査
事
業
で
は
、
島
の
人
に
は
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
言
葉
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
、
島
お
こ
し
だ
と
説
明
し
た
と
い

う
。
日
本
を
代
表
す
る
原
生
的
な
自
然
環
境
を

も
つ
西
表
島
で
あ
っ
て
も
自
然
保
護
を
前
面
に

出
さ
ず
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
徹
し
た
と
強
調
す
る
。
そ
の
成
果
を
も

と
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
生
活
文
化
を
傷
め
る
こ
と
な
く
持
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
活
動
の
最
低
条
件
と
す
る
旅

行
の
こ
と
」
と
ま
と
め
て
い
る
（『
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
西
表
島
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
刊
、
1
9
9
4
年
）。

　
同
じ
頃
、（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
が
提

唱
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、
諸
研
究

に
基
づ
き
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。「
環
境

に
配
慮
し
た
施
設
お
よ
び
環
境
教
育
の
提
供
」

に
触
れ
て
い
る
点
が
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。
同

時
に
エ
コ
ツ
ア
ー
も
定
義
づ
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る

（『
N
A
C
S
‐
J
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
刊
、

1
9
9
4
年
）。

　
1
9
9
8
年
に
有
志
ら
が
設
立
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
現
在
の
（
一
社
）

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）
で
は
、
先
駆
者

　
そ
の
上
で
、
商
品
開
発
と
販
売
網
の
拡
充
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
め
た
幅
広
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
応
す
べ
き
フ
ェ
ー
ズ
に
は
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
ガ
イ
ド
業
」の
規
定

　
エ
コ
ツ
ア
ー
市
場
の
拡
大
に
あ
た
り
、
ツ

ア
ー
商
品
の
供
給
者
で
あ
る
ガ
イ
ド
の
役
割
と

位
置
づ
け
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。と
り
わ
け
、

安
全
管
理
に
対
す
る
社
会
的
な
目
線
は
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
。

　
細
野
（
座
談
会
③
）
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
品

質
管
理
の
た
め
に
「
ガ
イ
ド
の
社
会
的
な
価
値

を
明
確
化
す
べ
き
」
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
、
社
会
的
な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て

公
表
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。一
年
前
に「
ガ

イ
ド
は
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る

（『
観
光
文
化V

o
l.

2
5
3
』）」
を
書
い
た
が
、

ガ
イ
ド
業
と
い
う
仕
事
が
広
く
認
知
さ
れ
、
産

業
と
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
ご
と
に
、

ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
の
検
討
・
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
て
順
調
と
い
う
事
例

は
な
か
な
か
見
な
い
。
各
地
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
集
め
た
新
た
な
展
開
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
視
点
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に

偏
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
産
業
と
し
て
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
事
業
者
と
し
て
の
要
件
、
提
供
す
る

商
品
（
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
品

質
と
い
う
視
点
か
ら
の
枠
組
み
づ
く
り
も
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
地
域
ご
と
に
状
況
は
異
な
る
の
で
、

全
国
一
律
の
枠
組
み
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
本
方
針
に
、
各
地
域
で
つ
く
る
ガ
イ
ド
業
の

枠
組
み
が
則
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
基
準

に
、
そ
の
枠
組
み
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
消
費
者
保
護
や
資
源
保
護
と
い
う
規
制
の
観

点
か
ら
ガ
イ
ド
業
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
は
「
歩
き
な

が
ら
、
ま
た
は
専
用
車
で
移
動
し
な
が
ら
来
訪

者
を
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
案
内
す
る
業

務
」
と
新
た
に
定
義
づ
け
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
た
な
仕
事
と
し
て
先
に
ふ
れ
た
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
業
態

だ
、
と
い
う
整
理
が
で
き
る
と
面
白
い
。

５
．と
り
ま
と
め
に
あ
た
り

　
本
誌
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
な
ぜ
支
持

さ
れ
る
の
か
と
い
う
研
究
課
題
に
向
き
合
っ
て

き
た
。
総
括
す
る
と
日
本
独
自
の
取
り
組
み（
日

本
型
）に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
地
域
の
個
性
的
な
自
然
や
文
化
を
、

活
か
し
な
が
ら
継
承
す
る
観
光
振
興
。
地
域
の

固
有
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
、
地
域
主
体
で
取

り
組
む
地
域
づ
く
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
支
え
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

30
年
間
（
平
成
時
代
）
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
の
だ
と

思
う
。

　
30
年
前
と
い
う
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し
民

主
化
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
整
備
か
ら
ソ
フ
ト
に
よ
る
観

光
振
興
に
基
軸
が
切
り
替
わ
っ
た
と
き
で
あ

る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
沿
っ
て
、
地
域

資
源
が
無
秩
序
に
消
費
さ
れ
な
い
よ
う
「
守
り

な
が
ら
」、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
住
民
の
こ
と
も
考

え
な
が
ら
（
五
木
田
：
座
談
会
③
）」
観
光
を
す

す
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
な

か
っ
た
こ
と
に
地
域
の
方
々
が
共
鳴
し
た
か
ら

続
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど

手
許
に
『
Y
N
A
C
通
信
（N

o
.

40
）』
が
届
い

た
。
1
9
9
3
年
、
屋
久
島
で
創
業
し
た
屋
久

島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
だ
。
こ

れ
ま
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
の
歩
み
が
綴
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
、
冒
頭
に
は
最
終
号
と
あ
り
、

今
年
い
っ
ぱ
い
で
法
人
と
し
て
の
活
動
を
お
え

る
と
書
い
て
あ
る
。
理
由
は
さ
て
お
き
、
時
の

経
過
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年
間
の
活
動

に
は
敬
意
と
感
謝
し
か
な
い
。

　
私
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
始
め
た
頃
、
当
時
は
東
京
駅
の
そ
ば
に

あ
っ
た
事
務
所
に
、
Y
N
A
C
創
業
者
の
一
人

で
あ
る
市
川
聡
さ
ん
が
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
き

た
。
聞
く
と
、
旅
行
会
社
へ
の
営
業
に
来
て
は

み
た
も
の
の
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
わ
か
ら

ぬ
と
い
わ
れ
、こ
こ
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
と
か
。

30
年
前
は
そ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

冬
の
北
海
道
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
同
じ
講
師

と
し
て
再
会
。
直
後
に
は
、
偶
然
に
も
日
本
旅

行
業
協
会
の
研
修
ツ
ア
ー
参
加
者
と
し
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
タ
マ
ン
ネ
ガ
ラ
国
立
公
園
に
視
察

に
行
っ
た
。
都
度
つ
ど
、
学
び
が
あ
り
、
よ
く

議
論
し
た
。

　
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
年
次
大
会
で
は
、
多
く
の
先
達
か

ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
教
わ
っ
た
。
日
中
は
会
場

で
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
毎
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
っ
た
。

　
他
に
も
、
出
向
い
た
先
々
で
現
場
屋
と
理
論

派
が
集
ま
っ
て
議
論
を
重
ね
た
。
1
9
9
0
年

代
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
溢
れ
て

い
た
。
2
0
0
0
年
代
に
な
り
、
政
府
に
よ
る

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
溜

ま
っ
た
思
い
が
、勢
い
よ
く
波
及
し
て
い
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
が
情
熱
的
に
行
動
し
、
意
気

揚
々
と
し
て
い
た
と
思
う
。2
0
1
0
年
代
は
、

ま
さ
に
ゆ
る
や
か
な
概
念
の
実
践
期
で
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
振
興
の
基
盤
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。

　
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
渋
谷
（
巻
頭
言
）

が
い
う
よ
う
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
が
、
い
ま

も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
（
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）
の
も
、

出
会
い
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
彼
ら
と
の
「
こ

こ
ろ
ざ
し
の
共
感
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
れ
も
ま
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
本
質
だ
と

思
う
。

　
そ
の
中
で
、「
3.
ガ
イ
ド
の
質
・
数
が
不
十

分
だ
」「
5.
ガ
イ
ド
の
収
入
・
報
酬
が
低
水
準

だ
」
が
目
立
つ
。
一
方
、「
4.
ガ
イ
ド
の
活
動
・

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
価
値
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
」
を
選
択
し
た
地
域
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
は
す
す
ん
だ
も
の
の
、
ガ
イ
ド
の
活
動
状
況

に
は
課
題
が
残
る
地
域
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ま
た
、「 

　
全
体
構
想
の
見
直
し
が
で
き
て
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令
和
5
年
12
月
白
神
山
地
は
世
界

自
然
遺
産
登
録
か
ら
30
年
を
迎
え

る
。
あ
る
日
を
境
に
裏
山
が
世
界
の

遺
産
と
な
っ
た
。
あ
の
頃
共
に
汗
を

か
い
た
先
輩
や
仲
間
と
分
か
ち
あ
っ

た
高
揚
感
を
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
。

　
秋
田
県
藤
里
町
は
、
世
界
自
然
遺

産
白
神
山
地
の
南
側
に
位
置
し
て
い

る
。
町
に
は
白
神
山
地
を
唯
一
南
北

に
横
断
す
る
県
道
西
目
屋
二
ツ
井
線

が
あ
る
。
崩
れ
や
す
い
凝
灰
岩
地
質

も
あ
り
、
豪
雨
災
害
等
に
よ
り
数
年

置
き
に
通
行
止
め
と
な
る
な
ど
、
安

定
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
催
行
に
苦
慮
し

て
い
る
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
私
の
一
冊
は
、

「
深
夜
特
急
」（
沢
木
耕
太
郎
著
／
新

潮
社
）
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

の
バ
イ
ブ
ル
で
も
あ
り
、
ご
存
知
の

方
も
多
い
だ
ろ
う
。
30
代
当
時
全
巻

を
一
度
に
買
い
、
毎
日
一
冊
ず
つ
夢

中
に
な
っ
て
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

　
日
常
か
ら
離
れ
た
「
深
夜
特
急
」

の
世
界
。
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま

で
の
旅
の
ス
ケ
ー
ル
感
。
藤
里
町
に

暮
ら
し
な
が
ら
、
一
緒
に
体
験
を
し

て
い
る
感
覚
と
な
っ
た
。
特
に
東
南

ア
ジ
ア
の
空
気
が
陽
炎
の
よ
う
に
ゆ

ら
め
く
生
生
し
い
様
子
や
、
濃
密
で

様
々
な
も
の
が
混
在
す
る
路
地
裏
の

匂
い
が
想
像
で
き
た
。
何
十
年
経
っ

て
も
強
い
印
象
が
残
っ
て
い
る
。

　
私
自
身
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し

て
世
界
を
旅
し
た
こ
と
は
な
い
。
残

念
な
が
ら
、
仕
事
と
子
育
て
、
趣
味

の
野
球
な
ど
休
み
な
く
過
ご
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
世
界
へ
の
旅
は
叶

わ
な
か
っ
た
。
こ
の
本
の
持
つ
な
ん

と
も
言
え
な
い
雰
囲
気
が
自
分
の
心

に
合
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
現
在
、
白
神
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
第
一

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ア
ジ
ア
の
方
々
で
あ

る
。
本
書
を
読
ん
だ
頃
は
、
ま
さ
か

藤
里
町
が
世
界
自
然
遺
産
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。ま
し
て
や
、

ア
ジ
ア
の
方
々
を
呼
び
込
も
う
と
い

う
こ
と
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
彼
ら
は
何
を
目
指
し
て
日
本
に
く

る
の
か
。
国
内
に
は
寺
社
仏
閣
文
化

遺
産
や
、
食
文
化
、
ア
ニ
メ
カ
ル

わたしの１冊
30回第

『深夜特急』
沢木耕太郎・著

新潮社刊

佐
々
木
文
明（
さ
さ
き・ふ
み
あ
き
）

1
9
5
6
年
秋
田
県
藤
里
町
生
ま
れ
。高
校
卒
業
と
同
時
に
藤
里
町
役
場
に

勤
務
。2
0
1
1
年
８
月
よ
り
藤
里
町
町
長
に
就
任
し
、現
在
4
期
目
。趣
味

は
、ド
ラ
イ
ブ
。早
寝
と
早
朝
読
書
。令
和
元
年
よ
り
白
神
圏
域
の
七
つ
の
自
治

体
で
組
織
す
る
環
白
神
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会
長
。秋
田
県
水
源
林

造
林
協
議
会
会
長
。（一
社
）全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事

チ
ャ
ー
な
ど
を
は
じ
め
多
く
の
魅
力

が
ひ
し
め
い
て
い
る
。
競
合
の
中
で
、

本
州
の
周
縁
の
地
白
神
に
残
る
、
彼

ら
が
求
め
る
価
値
と
は
何
だ
ろ
う

か
。
か
つ
て
、「
深
夜
特
急
」
で
感

じ
た
よ
う
な
、
こ
こ
し
か
な
い
旅
心

を
く
す
ぐ
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

　
近
年
の
S
D
G
ｓ
や
E
S
G
投
資

な
ど
環
境
志
向
の
高
ま
り
に
加
え

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
働
き
方
や
暮

ら
し
方
が
変
わ
り
、
旅
で
求
め
ら
れ

る
も
の
も
、
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。

　
平
成
23
年
に
環
白
神
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
設
立
に
関
わ
り
、

ご
縁
あ
っ
て
令
和
元
年
よ
り
会
長
を

拝
命
し
て
い
る
。
遺
産
保
全
だ
け
で

な
く
、
よ
り
周
辺
地
域
を
活
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
安
定
財
源
の
確

保
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

た
だ
協
議
会
立
ち
上
げ
か
ら
10
年
が

過
ぎ
、
よ
う
や
く
白
神
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
時
代
が
か
み
合
っ
て
き
た
よ

う
に
も
感
じ
る
。

　
保
全
と
地
域
振
興
の
両
立
を
目
指

し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
、

私
た
ち
も
ま
た
旅
人
と
共
存
し
、
白

神
山
地
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
永
く
伝
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
か
つ
て
日
本
が
急
激
な
経
済
成
長

の
中
で
置
い
て
け
ぼ
り
に
し
た
も
の

は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、

成
長
す
る
ア
ジ
ア
の
方
々
に
伝
え
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。

　「
深
夜
特
急
」
の
旅
の
終
わ
り
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
あ
っ
た
。

　
旅
人
は
道
の
終
わ
り
に
憧
れ
を
も

つ
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
州
で

人
の
手
が
止
ま
っ
た
場
所
、
白
神
山

地
は
道
の
終
わ
り
と
も
い
え
る
。

　
周
縁
の
地
で
立
ち
止
ま
り
、
落
葉

の
森
の
匂
い
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

藤
里
町
長

佐
々
木
文
明

第258号 August 202359



ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院 

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

18
回

第

愛
甲
哲
也（
あ
い
こ
う・て
つ
や
）

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院・准
教
授
。博
士（
農
学
）。鹿
児

島
県
生
ま
れ
。1
9
9
4
年
10
月
、北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
途
退
学
。1
9
9
4
年
11
月
、北
海

道
大
学
農
学
部
助
手
。2
0
0
2
年
11
月
〜
2
0
0
3
年
12
月

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学
客
員
研
究
員
。2
0
0
8
年
4
月
よ
り
現
職
。

み
ど
り
を
体
験
し
、研
究
す
る

〜
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

　多
く
の
引
き
出
し
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
〜

初
か
ら
園
芸
学
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
研
究
室
は
花
卉
学
と
造
園
学
を
教
育
・
研
究

す
る
園
芸
第
二
教
室
と
し
て
1
9
3
6
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
の
組
織
改

編
に
と
も
な
い
、
花
卉
造
園
学
講
座
か
ら
花
卉
・

緑
地
計
画
学
研
究
室
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
だ
に
私
た
ち
か
ら
上
の
世
代
は
、

園
二
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
学
院
の
組
織
改
編

で
は
そ
れ
ま
で
の
作
物
生
産
を
主
体
と
し
た
枠

組
み
か
ら
離
れ
、
生
態
系
管
理
学
、
森
林
政
策

学
な
ど
か
ら
な
る
森
林
緑
地
管
理
学
と
い
う
ユ

ニ
ッ
ト
で
大
学
院
生
の
教
育
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
以
前
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ユ
リ
、

ラ
ン
な
ど
の
栽
培
や
育
種
と
い
っ
た
研
究
が
主

流
で
し
た
が
、
以
前
の
先
生
方
の
業
績
に
は
研

究
論
文
の
他
に
、
北
海
道
内
の
緑
地
の
計
画
や

公
園
の
設
計
に
様
々
な
形
で
係
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
観
賞
用
の
作
物
の

育
種
や
栽
培
を
研
究
す
る
花
卉
園
芸
学
と
、
花

卉
を
栽
培
す
る
場
所
と
な
る
公
園
や
緑
地
の
計

画
や
管
理
を
研
究
す
る
造
園
学
は
今
で
も
講
義

や
教
育
の
主
要
テ
ー
マ
で
す
。
学
生
の
就
職
先

は
、
国
土
交
通
省
や
環
境
省
と
い
っ
た
国
家
公

務
員
、
都
道
府
県
・
政
令
市
の
造
園
担
当
部
署
、

都
市
計
画
・
造
園
緑
化
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
環

境
調
査
会
社
な
ど
が
多
い
で
す
が
、
造
園
施
工

管
理
業
界
や
食
品
関
連
に
進
む
学
生
も
い
ま
す
。

圃
場
整
備
と
ジ
ン
パ

　緑
が
豊
か
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
「
ジ
ン
パ
」

で
し
ょ
う
か
。
6
月
か
ら
9
月
く
ら
い
に
か
け

て
、
学
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
炭
火
の
煙
と
香
ば
し
い

羊
肉
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
学

生
・
教
職
員
が
利
用
で
き
る
火
気
使
用
可
の
ス

ペ
ー
ス
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
と
い
く
つ
か
の

学
部
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
施
設

が
あ
る
の
は
北
大
く
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
研
究
室
の
仲
間

や
先
生
た
ち
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
む
の
は
北
大
生
の
思
い

出
に
残
る
体
験
で
す
。

　当
研
究
室
も
、
今
年
の
7
月
に
4
年
ぶ
り
に

恒
例
の
ジ
ン
パ
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
ジ
ン

パ
と
異
な
り
、
圃
場
（
実
験
農
場
）
で
の
庭
園

整
備
の
実
習
の
後
に
行
い
ま
す
。
7
月
末
は
札

幌
で
も
最
高
気
温
が
30
度
を
超
え
ま
す
。
午
前

中
に
2
時
間
ほ
ど
、
ポ
プ
ラ
並
木
前
に
あ
る
庭

園
で
樹
木
の
剪
定
や
除
草
な
ど
の
作
業
を
終
え

て
楽
し
む
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
ビ
ー
ル
は
格
別
の

味
わ
い
で
す
。
こ
の
整
備
は
、
2
0
0
6
年
に

研
究
室
を
卒
業
し
た
先
輩
方
の
助
け
が
あ
り
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
最
大
3
名
ほ
ど
い
た
技
官

の
配
置
減
や
教
員
・
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
変

化
に
と
も
な
い
、
手
入
れ
が
滞
っ
て
い
た
状
況

を
憂
え
た
先
輩
方
に
4
月
か
ら
11
月
ま
で
月
に

2
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
月
に
1
回
を
学
生
実
習
に
位
置
づ

け
、O
B
・
O
G
と
現
役
の
大
学
院
生
・
学
部
生
、

教
員
が
合
同
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真

1
）。
参
加
さ
れ
て
い
る
O
B
・
O
G
の
中
に
は
、

造
園
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
指
導
役
の
笠
康
三
郎
さ

ん
は
、
北
海
道
内
の
様
々
な
ガ
ー
デ
ン
の
計
画

や
ア
ド
バ
イ
ス
に
携
わ
ら
れ
て
き
た
方
で
、
技

術
的
な
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
業
の
合

間
の
先
輩
方
と
の
会
話
や
交
流
が
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
研
究
の
対

象
が
公
園
や
緑
地
で
す
か
ら
、
も
と
も
と
外
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
学
生
た
ち
に
は
様
々

な
機
会
を
と
お
し
て
、
多
く
の
体
験
や
交
流
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
私
が
最
も
重

視
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

造
園
を
学
ぶ

　さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
観
光
文
化
の
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

果
た
し
て
当
研
究
室
の
活
動
が
「
観
光
を
学

ぶ
」
と
い
う
連
載
の
趣
旨
に
あ
う
の
か
ど
う

か
自
信
が
持
て
ず
、
何
回
か
お
断
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
連
載
に
あ

っ
た
よ
う
な
先
生
方
の
ゼ
ミ
と
も
異
な
り
ま

す
が
、
い
わ
ば
旧
態
依
然
と
し
た
理
系
の
小

講
座
制
を
維
持
し
て
い
る
農
学
部
の
研
究
室

の
存
在
は
逆
に
珍
し
い
か
も
と
思
い
、
学
生

と
の
研
究
や
様
々
な
活
動
な
ど
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　札
幌
農
学
校
が
1
8
7
6
年
に
開
学
し
た
当

都市緑化フェア会場での花壇の造成（北海道知事、恵庭市長も応援に）【写真2】

圃場整備で花壇の手入れ【写真1】

代
々
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
准
教
授
の
私
、
講
師
の
松
島
肇
先

生
、博
士
研
究
員
、学
術
研
究
員
、社
会
人
博
士
、

博
士
課
程
学
生
2
名
（
1
名
は
中
国
か
ら
の
留

学
生
）、修
士
2
年
が
4
名
、修
士
1
年
が
1
名
、

学
部
4
年
生
が
4
名
、
3
年
生
が
5
名
、
韓
国

か
ら
の
交
換
留
学
生
1
名
と
い
う
体
制
で
す
。

松
島
先
生
は
、
私
の
後
輩
に
あ
た
り
ま
す
が
、

景
観
生
態
学
を
専
門
と
し
て
お
り
、
北
海
道
石

狩
浜
や
東
北
地
方
の
砂
浜
海
岸
の
海
岸
植
生
の

保
全
に
関
す
る
研
究
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
相

談
し
た
わ
け
で
も
な
い
で
す
が
、
山
と
海
に
棲

み
分
け
、
分
担
し
て
い
ま
す
。
卒
業
研
究
、
修

士
論
文
、学
位
論
文
の
主
担
当
は
決
め
ま
す
が
、

ゼ
ミ
は
全
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
研
究
か
ら

　こ
こ
で
い
く
つ
か
、
最
近
の
研
究
例
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
修
士
課
程
の
二
人
の
大
学
院

生
が
連
続
し
て
行
っ
て
き
た
研
究
は
、
大
雪
山

国
立
公
園
で
荒
廃
し
た
登
山
道
を
補
修
す
る
市

民
団
体
の
活
動
と
連
動
し
た
も
の
で
す
。
大
雪

山
の
主
峰
旭
岳
の
裾
野
に
チ
ン
グ
ル
マ
が
一
面

に
広
が
る
裾
合
平
や
黒
岳
石
室
近
く
の
風
衝
地

群
落
で
は
、
木
道
の
劣
化
や
豪
雨
に
よ
り
登
山

道
の
路
肩
が
洗
掘
さ
れ
、
植
生
も
荒
廃
し
て
い

ま
し
た
。
近
自
然
工
法
を
応
用
し
た
登
山
道
整

備
を
専
門
と
す
る
岡
崎
哲
三
さ
ん
が
代
表
を
つ

と
め
る
一
般
社
団
法
人
大
雪
山
・
山
守
隊
が
一

般
登
山
者
を
募
集
し
、
そ
の
路
肩
に
ヤ
シ
製
の

マ
ッ
ト
を
敷
設
し
、
土
壌
侵
食
を
防
止
し
て
、

高
山
植
物
の
種
子
を
補
足
し
て
植
生
回
復
を
期

待
す
る
施
工
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
そ

の
施
工
後
の
高
山
植
物
の
回
復
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。
現
地
に
複
数
の

調
査
区
を
設
け
て
、
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
、

マ
ッ
ト
上
の
実
生
の
数
や
サ
イ
ズ
を
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
登
山
者
も
係
わ
る
こ
の

協
働
の
国
立
公
園
管
理
の
取
り
組
み
に
お
い

て
、
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
同

時
に
、
学
生
た
ち
も
実
際
の
作
業
に
参
加
し
、

地
元
の
関
係
者
や
登
山
者
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
研
究
の
成
果
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
地
域
の
関
係
者
向
け
の
勉
強
会
で
共
有
し
て

い
ま
す
。

　知
床
国
立
公
園
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て

様
々
な
取
り
組
み
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
に
よ
る
知
床
五
湖

に
お
け
る
利
用
調
整
地
区
の
設
定
、
知
床
連
山

の
携
帯
ト
イ
レ
導
入
、
知
床
五
湖
の
駐
車
場
の

拡
張
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
へ
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
走
行
区
間
の
延
長
な
ど
で
す
。
私
自
身

が
知
床
世
界
自
然
遺
産
科
学
委
員
会
委
員
を
務

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
環
境
省
や
自
治
体
で

検
討
さ
れ
る
新
た
な
取
り
組
み
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
計
画
、
実
際
の
調

査
の
実
施
な
ど
を
引
き
受
け
て
、
そ
れ
を
研
究

室
の
学
生
が
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
、
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
か
ら
知
床
五
湖

の
区
間
に
も
延
長
す
る
と
い
う
2
0
2
0
年
か

ら
の
3
年
間
の
社
会
実
験
に
は
、
多
く
の
大
学

院
生
・
学
生
が
調
査
に
係
わ
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
中
心
的
に
社
会
実
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
担
当
し
た
修
士
課
程
の
大
学
院
生
は
、
夏

か
ら
秋
ま
で
知
床
財
団
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

雇
用
し
て
い
た
だ
き
、現
地
で
生
活
し
ま
し
た
。

　当
研
究
室
が
所
属
す
る
学
科
で
は
、
3
年
生

か
ら
研
究
室
に
分
属
さ
れ
ま
す
。
一
説
に
は
作

物
の
栽
培
で
人
手
が
多
く
必
要
だ
か
ら
と
言
わ

れ
、
他
の
学
科
よ
り
も
研
究
室
分
属
が
早
い
で

す
。
年
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
定
員
の
上
限
は

5
名
で
、
3
年
生
は
花
卉
園
芸
学
や
造
園
学
の

講
義
の
ほ
か
、
造
園
設
計
、
庭
園
管
理
の
実
習
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
専
門
書
や
論
文
の
読
解
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
造
園
設
計
の

実
習
で
取
り
組
む
花
壇
の
計
画
は
、
こ
こ
最
近

は
札
幌
市
み
ど
り
の
推
進
部
の
依
頼
も
あ
り
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
自
治
体
出
展
花
壇
の

構
想
を
た
て
て
い
ま
す
。
昨
年
、
恵
庭
市
で
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、

花
壇
の
施
工
に
も
学
生
・
教
員
が
携
わ
り
、
作

図
し
た
提
案
が
実
際
に
形
に
な
る
ま
で
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
2
）。

　4
年
生
に
な
る
と
大
学
院
生
と
一
緒
に
ゼ
ミ

を
行
い
、
卒
業
論
文
の
た
め
の
文
献
の
紹
介
、

自
身
の
研
究
の
計
画
や
進
捗
報
告
な
ど
を
行
い

ま
す
。
学
生
・
教
員
の
研
究
は
、
私
の
恩
師
で

あ
る
浅
川
昭
一
郎
先
生
が
教
授
に
な
っ
た
頃
か

ら
、
公
園
の
計
画
や
管
理
、
在
来
種
を
利
用
し

た
緑
化
、
生
態
学
的
な
景
観
計
画
な
ど
に
研
究

の
中
心
が
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
が

4
年
生
に
な
っ
た
1
9
8
9
年
に
、
当
時
の
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
の
小
野
有
五
先
生
と
浅

川
先
生
が
大
雪
山
の
適
正
収
容
力
の
共
同
研
究

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
私
が
博
士
課
程

ま
で
進
学
し
て
、
そ
の
ま
ま
助
手
と
し
て
採
用

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
雪
山
お
よ
び
山
岳
地

の
国
立
公
園
の
適
正
収
容
力
を
は
じ
め
と
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
は

彼
は
、
現
在
は
環
境
省
で
自
然
保
護
官
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
地
域
関
係
者

と
の
会
議
や
下
打
ち
合
わ
せ
に
も
参
加
し
ま
す

し
、
調
査
の
実
施
に
お
い
て
も
様
々
な
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
研
究
の
成

果
が
会
議
の
場
で
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
の
地
元

関
係
者
の
議
論
や
施
策
の
決
定
に
も
活
か
さ
れ

る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
貴
重
な
勉
強
な
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　北
海
道
余
市
町
に
、
持
続
可
能
な
暮
ら
し
と

社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
技
術
や
学
び
を
広
め

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
N
P
O
法
人
北
海

道
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
。
私
の
後
輩
で
、
当
研
究
室
の
卒
業
生
が

代
表
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、

修
学
旅
行
の
高
校
生
向
け
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
の
モ
ニ
タ
ー
役
、
研
修
参
加
者
や
N
P
O

法
人
の
会
員
の
意
識
調
査
の
実
施
と
分
析
、
ワ

イ
ン
ブ
ド
ウ
の
苗
を
植
え
る
た
め
の
畑
の
整
備

と
い
っ
た
肉
体
労
働
な
ど
、
様
々
な
形
で
学
生

も
係
わ
っ
て
い
ま
す
。
札
幌
か
ら
近
い
た
め
日

帰
り
も
可
能
で
す
が
、
宿
泊
で
き
る
施
設
も
あ

り
、
寝
食
を
と
も
に
し
、
余
市
の
食
材
や
自
分

た
ち
が
収
穫
し
た
山
野
草
を
調
理
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
や
薪
ス
ト
ー
ブ

に
も
学
生
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
（
写
真

4
）。
代
表
の
坂
本
純
科
さ
ん
は
、
当
研
究
室

を
卒
業
し
て
札
幌
市
役
所
で
の
13
年
の
造
園
職

の
勤
務
の
後
に
、
一
念
発
起
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡
り
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
学
び
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
日
本
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
坂
本
さ
ん
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
や
会
員
、

余
市
町
の
農
家
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
、
自

分
の
研
究
対
象
以
外
の
作
物
や
作
業
に
立
ち
会

う
こ
と
、
地
方
で
の
生
活
を
垣
間
見
る
機
会
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
札
幌
の
ま
ち
な
か
で

の
自
分
自
身
の
暮
ら
し
や
日
常
的
に
食
べ
て
い

る
も
の
の
由
来
に
つ
い
て
、
思
い
を
は
せ
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　他
に
も
、札
幌
市
に
お
け
る
公
園
の
再
整
備
、

公
園
が
少
な
い
地
域
で
の
子
ど
も
の
遊
び
場
づ

く
り
、
東
北
の
海
岸
に
お
け
る
砂
丘
植
生
の
復

元
な
ど
、
教
員
が
行
政
や
地
域
か
ら
依
頼
さ
れ

る
案
件
な
ど
を
研
究
の
ネ
タ
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
学
生
た
ち
の
体
験
の
機
会
と
し
て
と
ら

え
て
い
ま
す
。
研
究
室
の
取
り
組
み
自
体
が
、

学
生
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
や
観
光

の
あ
り
方
を
考
え
る
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
改
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

体
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

　冒
頭
で
紹
介
し
た
圃
場
整
備
後
の
ジ
ン
パ
で

す
が
、
今
年
は
準
備
段
階
か
ら
学
生
た
ち
が
苦

労
し
ま
し
た
。
考
え
て
み
る
と
4
年
生
の
入
学

が
2
0
2
0
年
で
す
か
ら
、
講
義
も
最
初
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
、
学
内
で
の
活
動
も
大
き
く
制
限

さ
れ
た
時
期
で
す
。
研
究
室
の
圃
場
整
備
も
、

2
0
2
1
年
か
ら
人
数
を
減
ら
し
て
再
開
し
、

高
齢
の
方
も
い
る
の
で
O
B
・
O
G
と
学
生
の

接
触
機
会
も
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま
し
た
。
4

年
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
圃
場
整
備

後
の
ジ
ン
パ
の
段
取
り
を
知
っ
て
い
た
の
は
、

博
士
2
年
生
と
教
員
の
3
名
の
み
で
し
た
。
ジ

ン
パ
を
行
う
に
も
、
参
加
者
の
人
数
確
認
、
お

肉
・
野
菜
・
炭
な
ど
の
買
い
出
し
、
七
輪
・
炭
・

鍋
の
準
備
、
場
所
の
用
意
、
火
起
こ
し
、
終
わ

っ
た
後
の
片
付
け
な
ど
様
々
な
手
間
が
か
か
り

ま
す
。
北
海
道
出
身
者
も
少
な
く
、
ジ
ン
パ
の

体
験
も
な
い
の
で
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
の
用
意

や
食
材
の
買
い
出
し
に
か
な
り
苦
労
し
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
多
発
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
網
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
し
く
、
買
い
出

し
に
も
や
し
が
な
か
っ
た
の
は
、
私
に
と
っ
て

は
衝
撃
で
し
た
。
い
つ
も
の
倍
以
上
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
七
輪
の
火
起
こ
し
や
、
鍋

に
野
菜
か
ら
の
せ
る
と
い
う
順
序
な
ど
を
先
輩

方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
ん
が
り
焼
け

た
肉
を
ほ
お
ば
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
た
ち

は
、
と
て
も
よ
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
（
写
真

5
）。　思

い
返
し
て
み
る
と
、
自
分
自
身
も
様
々
な

体
験
を
先
生
・
先
輩
方
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
か
に
は
結
構
無
茶
な
要
求
も
あ
り
、

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
必
死
で
、
新
た
な
技
術
や

知
識
を
身
に
つ
け
、
周
り
の
人
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
、
そ
れ
な
り
に
成
長
し
て
き
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
学
術
的
、
理
論
的
に
説
明
す

る
こ
と
は
私
に
は
無
理
で
す
が
、
と
に
か
く

様
々
な
体
験
が
多
く
の
引
き
出
し
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
と
い
う
の
は
、
学
生
た
ち
に
身
を
も
っ

て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
学

生
た
ち
と
様
々
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
新
し
い

研
究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

花
卉・緑
地
計
画
学
研
究
室

ほ
じ
ょ
う
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院 

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

18
回

第

愛
甲
哲
也（
あ
い
こ
う・て
つ
や
）

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院・准
教
授
。博
士（
農
学
）。鹿
児

島
県
生
ま
れ
。1
9
9
4
年
10
月
、北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
途
退
学
。1
9
9
4
年
11
月
、北
海

道
大
学
農
学
部
助
手
。2
0
0
2
年
11
月
〜
2
0
0
3
年
12
月

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学
客
員
研
究
員
。2
0
0
8
年
4
月
よ
り
現
職
。

み
ど
り
を
体
験
し
、研
究
す
る

〜
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

　多
く
の
引
き
出
し
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
〜

初
か
ら
園
芸
学
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
研
究
室
は
花
卉
学
と
造
園
学
を
教
育
・
研
究

す
る
園
芸
第
二
教
室
と
し
て
1
9
3
6
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
の
組
織
改

編
に
と
も
な
い
、
花
卉
造
園
学
講
座
か
ら
花
卉
・

緑
地
計
画
学
研
究
室
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
だ
に
私
た
ち
か
ら
上
の
世
代
は
、

園
二
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
学
院
の
組
織
改
編

で
は
そ
れ
ま
で
の
作
物
生
産
を
主
体
と
し
た
枠

組
み
か
ら
離
れ
、
生
態
系
管
理
学
、
森
林
政
策

学
な
ど
か
ら
な
る
森
林
緑
地
管
理
学
と
い
う
ユ

ニ
ッ
ト
で
大
学
院
生
の
教
育
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
以
前
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ユ
リ
、

ラ
ン
な
ど
の
栽
培
や
育
種
と
い
っ
た
研
究
が
主

流
で
し
た
が
、
以
前
の
先
生
方
の
業
績
に
は
研

究
論
文
の
他
に
、
北
海
道
内
の
緑
地
の
計
画
や

公
園
の
設
計
に
様
々
な
形
で
係
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
観
賞
用
の
作
物
の

育
種
や
栽
培
を
研
究
す
る
花
卉
園
芸
学
と
、
花

卉
を
栽
培
す
る
場
所
と
な
る
公
園
や
緑
地
の
計

画
や
管
理
を
研
究
す
る
造
園
学
は
今
で
も
講
義

や
教
育
の
主
要
テ
ー
マ
で
す
。
学
生
の
就
職
先

は
、
国
土
交
通
省
や
環
境
省
と
い
っ
た
国
家
公

務
員
、
都
道
府
県
・
政
令
市
の
造
園
担
当
部
署
、

都
市
計
画
・
造
園
緑
化
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
環

境
調
査
会
社
な
ど
が
多
い
で
す
が
、
造
園
施
工

管
理
業
界
や
食
品
関
連
に
進
む
学
生
も
い
ま
す
。

圃
場
整
備
と
ジ
ン
パ

　緑
が
豊
か
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
「
ジ
ン
パ
」

で
し
ょ
う
か
。
6
月
か
ら
9
月
く
ら
い
に
か
け

て
、
学
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
炭
火
の
煙
と
香
ば
し
い

羊
肉
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
学

生
・
教
職
員
が
利
用
で
き
る
火
気
使
用
可
の
ス

ペ
ー
ス
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
と
い
く
つ
か
の

学
部
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
施
設

が
あ
る
の
は
北
大
く
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
研
究
室
の
仲
間

や
先
生
た
ち
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
む
の
は
北
大
生
の
思
い

出
に
残
る
体
験
で
す
。

　当
研
究
室
も
、
今
年
の
7
月
に
4
年
ぶ
り
に

恒
例
の
ジ
ン
パ
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
ジ
ン

パ
と
異
な
り
、
圃
場
（
実
験
農
場
）
で
の
庭
園

整
備
の
実
習
の
後
に
行
い
ま
す
。
7
月
末
は
札

幌
で
も
最
高
気
温
が
30
度
を
超
え
ま
す
。
午
前

中
に
2
時
間
ほ
ど
、
ポ
プ
ラ
並
木
前
に
あ
る
庭

園
で
樹
木
の
剪
定
や
除
草
な
ど
の
作
業
を
終
え

て
楽
し
む
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
ビ
ー
ル
は
格
別
の

味
わ
い
で
す
。
こ
の
整
備
は
、
2
0
0
6
年
に

研
究
室
を
卒
業
し
た
先
輩
方
の
助
け
が
あ
り
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
最
大
3
名
ほ
ど
い
た
技
官

の
配
置
減
や
教
員
・
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
変

化
に
と
も
な
い
、
手
入
れ
が
滞
っ
て
い
た
状
況

を
憂
え
た
先
輩
方
に
4
月
か
ら
11
月
ま
で
月
に

2
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
月
に
1
回
を
学
生
実
習
に
位
置
づ

け
、O
B
・
O
G
と
現
役
の
大
学
院
生
・
学
部
生
、

教
員
が
合
同
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真

1
）。
参
加
さ
れ
て
い
る
O
B
・
O
G
の
中
に
は
、

造
園
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
指
導
役
の
笠
康
三
郎
さ

ん
は
、
北
海
道
内
の
様
々
な
ガ
ー
デ
ン
の
計
画

や
ア
ド
バ
イ
ス
に
携
わ
ら
れ
て
き
た
方
で
、
技

術
的
な
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
業
の
合

間
の
先
輩
方
と
の
会
話
や
交
流
が
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
研
究
の
対

象
が
公
園
や
緑
地
で
す
か
ら
、
も
と
も
と
外
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
学
生
た
ち
に
は
様
々

な
機
会
を
と
お
し
て
、
多
く
の
体
験
や
交
流
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
私
が
最
も
重

視
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

造
園
を
学
ぶ

　さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
観
光
文
化
の
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

果
た
し
て
当
研
究
室
の
活
動
が
「
観
光
を
学

ぶ
」
と
い
う
連
載
の
趣
旨
に
あ
う
の
か
ど
う

か
自
信
が
持
て
ず
、
何
回
か
お
断
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
連
載
に
あ

っ
た
よ
う
な
先
生
方
の
ゼ
ミ
と
も
異
な
り
ま

す
が
、
い
わ
ば
旧
態
依
然
と
し
た
理
系
の
小

講
座
制
を
維
持
し
て
い
る
農
学
部
の
研
究
室

の
存
在
は
逆
に
珍
し
い
か
も
と
思
い
、
学
生

と
の
研
究
や
様
々
な
活
動
な
ど
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　札
幌
農
学
校
が
1
8
7
6
年
に
開
学
し
た
当

都市緑化フェア会場での花壇の造成（北海道知事、恵庭市長も応援に）【写真2】

圃場整備で花壇の手入れ【写真1】

代
々
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
准
教
授
の
私
、
講
師
の
松
島
肇
先

生
、博
士
研
究
員
、学
術
研
究
員
、社
会
人
博
士
、

博
士
課
程
学
生
2
名
（
1
名
は
中
国
か
ら
の
留

学
生
）、修
士
2
年
が
4
名
、修
士
1
年
が
1
名
、

学
部
4
年
生
が
4
名
、
3
年
生
が
5
名
、
韓
国

か
ら
の
交
換
留
学
生
1
名
と
い
う
体
制
で
す
。

松
島
先
生
は
、
私
の
後
輩
に
あ
た
り
ま
す
が
、

景
観
生
態
学
を
専
門
と
し
て
お
り
、
北
海
道
石

狩
浜
や
東
北
地
方
の
砂
浜
海
岸
の
海
岸
植
生
の

保
全
に
関
す
る
研
究
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
相

談
し
た
わ
け
で
も
な
い
で
す
が
、
山
と
海
に
棲

み
分
け
、
分
担
し
て
い
ま
す
。
卒
業
研
究
、
修

士
論
文
、学
位
論
文
の
主
担
当
は
決
め
ま
す
が
、

ゼ
ミ
は
全
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
研
究
か
ら

　こ
こ
で
い
く
つ
か
、
最
近
の
研
究
例
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
修
士
課
程
の
二
人
の
大
学
院

生
が
連
続
し
て
行
っ
て
き
た
研
究
は
、
大
雪
山

国
立
公
園
で
荒
廃
し
た
登
山
道
を
補
修
す
る
市

民
団
体
の
活
動
と
連
動
し
た
も
の
で
す
。
大
雪

山
の
主
峰
旭
岳
の
裾
野
に
チ
ン
グ
ル
マ
が
一
面

に
広
が
る
裾
合
平
や
黒
岳
石
室
近
く
の
風
衝
地

群
落
で
は
、
木
道
の
劣
化
や
豪
雨
に
よ
り
登
山

道
の
路
肩
が
洗
掘
さ
れ
、
植
生
も
荒
廃
し
て
い

ま
し
た
。
近
自
然
工
法
を
応
用
し
た
登
山
道
整

備
を
専
門
と
す
る
岡
崎
哲
三
さ
ん
が
代
表
を
つ

と
め
る
一
般
社
団
法
人
大
雪
山
・
山
守
隊
が
一

般
登
山
者
を
募
集
し
、
そ
の
路
肩
に
ヤ
シ
製
の

マ
ッ
ト
を
敷
設
し
、
土
壌
侵
食
を
防
止
し
て
、

高
山
植
物
の
種
子
を
補
足
し
て
植
生
回
復
を
期

待
す
る
施
工
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
そ

の
施
工
後
の
高
山
植
物
の
回
復
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。
現
地
に
複
数
の

調
査
区
を
設
け
て
、
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
、

マ
ッ
ト
上
の
実
生
の
数
や
サ
イ
ズ
を
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
登
山
者
も
係
わ
る
こ
の

協
働
の
国
立
公
園
管
理
の
取
り
組
み
に
お
い

て
、
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
同

時
に
、
学
生
た
ち
も
実
際
の
作
業
に
参
加
し
、

地
元
の
関
係
者
や
登
山
者
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
研
究
の
成
果
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
地
域
の
関
係
者
向
け
の
勉
強
会
で
共
有
し
て

い
ま
す
。

　知
床
国
立
公
園
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て

様
々
な
取
り
組
み
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
に
よ
る
知
床
五
湖

に
お
け
る
利
用
調
整
地
区
の
設
定
、
知
床
連
山

の
携
帯
ト
イ
レ
導
入
、
知
床
五
湖
の
駐
車
場
の

拡
張
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
へ
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
走
行
区
間
の
延
長
な
ど
で
す
。
私
自
身

が
知
床
世
界
自
然
遺
産
科
学
委
員
会
委
員
を
務

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
環
境
省
や
自
治
体
で

検
討
さ
れ
る
新
た
な
取
り
組
み
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
計
画
、
実
際
の
調

査
の
実
施
な
ど
を
引
き
受
け
て
、
そ
れ
を
研
究

室
の
学
生
が
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
、
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
か
ら
知
床
五
湖

の
区
間
に
も
延
長
す
る
と
い
う
2
0
2
0
年
か

ら
の
3
年
間
の
社
会
実
験
に
は
、
多
く
の
大
学

院
生
・
学
生
が
調
査
に
係
わ
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
中
心
的
に
社
会
実
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
担
当
し
た
修
士
課
程
の
大
学
院
生
は
、
夏

か
ら
秋
ま
で
知
床
財
団
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

雇
用
し
て
い
た
だ
き
、現
地
で
生
活
し
ま
し
た
。

　当
研
究
室
が
所
属
す
る
学
科
で
は
、
3
年
生

か
ら
研
究
室
に
分
属
さ
れ
ま
す
。
一
説
に
は
作

物
の
栽
培
で
人
手
が
多
く
必
要
だ
か
ら
と
言
わ

れ
、
他
の
学
科
よ
り
も
研
究
室
分
属
が
早
い
で

す
。
年
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
定
員
の
上
限
は

5
名
で
、
3
年
生
は
花
卉
園
芸
学
や
造
園
学
の

講
義
の
ほ
か
、
造
園
設
計
、
庭
園
管
理
の
実
習
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
専
門
書
や
論
文
の
読
解
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
造
園
設
計
の

実
習
で
取
り
組
む
花
壇
の
計
画
は
、
こ
こ
最
近

は
札
幌
市
み
ど
り
の
推
進
部
の
依
頼
も
あ
り
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
自
治
体
出
展
花
壇
の

構
想
を
た
て
て
い
ま
す
。
昨
年
、
恵
庭
市
で
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、

花
壇
の
施
工
に
も
学
生
・
教
員
が
携
わ
り
、
作

図
し
た
提
案
が
実
際
に
形
に
な
る
ま
で
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
2
）。

　4
年
生
に
な
る
と
大
学
院
生
と
一
緒
に
ゼ
ミ

を
行
い
、
卒
業
論
文
の
た
め
の
文
献
の
紹
介
、

自
身
の
研
究
の
計
画
や
進
捗
報
告
な
ど
を
行
い

ま
す
。
学
生
・
教
員
の
研
究
は
、
私
の
恩
師
で

あ
る
浅
川
昭
一
郎
先
生
が
教
授
に
な
っ
た
頃
か

ら
、
公
園
の
計
画
や
管
理
、
在
来
種
を
利
用
し

た
緑
化
、
生
態
学
的
な
景
観
計
画
な
ど
に
研
究

の
中
心
が
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
が

4
年
生
に
な
っ
た
1
9
8
9
年
に
、
当
時
の
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
の
小
野
有
五
先
生
と
浅

川
先
生
が
大
雪
山
の
適
正
収
容
力
の
共
同
研
究

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
私
が
博
士
課
程

ま
で
進
学
し
て
、
そ
の
ま
ま
助
手
と
し
て
採
用

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
雪
山
お
よ
び
山
岳
地

の
国
立
公
園
の
適
正
収
容
力
を
は
じ
め
と
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
は

彼
は
、
現
在
は
環
境
省
で
自
然
保
護
官
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
地
域
関
係
者

と
の
会
議
や
下
打
ち
合
わ
せ
に
も
参
加
し
ま
す

し
、
調
査
の
実
施
に
お
い
て
も
様
々
な
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
研
究
の
成

果
が
会
議
の
場
で
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
の
地
元

関
係
者
の
議
論
や
施
策
の
決
定
に
も
活
か
さ
れ

る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
貴
重
な
勉
強
な
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　北
海
道
余
市
町
に
、
持
続
可
能
な
暮
ら
し
と

社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
技
術
や
学
び
を
広
め

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
N
P
O
法
人
北
海

道
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
。
私
の
後
輩
で
、
当
研
究
室
の
卒
業
生
が

代
表
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、

修
学
旅
行
の
高
校
生
向
け
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
の
モ
ニ
タ
ー
役
、
研
修
参
加
者
や
N
P
O

法
人
の
会
員
の
意
識
調
査
の
実
施
と
分
析
、
ワ

イ
ン
ブ
ド
ウ
の
苗
を
植
え
る
た
め
の
畑
の
整
備

と
い
っ
た
肉
体
労
働
な
ど
、
様
々
な
形
で
学
生

も
係
わ
っ
て
い
ま
す
。
札
幌
か
ら
近
い
た
め
日

帰
り
も
可
能
で
す
が
、
宿
泊
で
き
る
施
設
も
あ

り
、
寝
食
を
と
も
に
し
、
余
市
の
食
材
や
自
分

た
ち
が
収
穫
し
た
山
野
草
を
調
理
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
や
薪
ス
ト
ー
ブ

に
も
学
生
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
（
写
真

4
）。
代
表
の
坂
本
純
科
さ
ん
は
、
当
研
究
室

を
卒
業
し
て
札
幌
市
役
所
で
の
13
年
の
造
園
職

の
勤
務
の
後
に
、
一
念
発
起
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡
り
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
学
び
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
日
本
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
坂
本
さ
ん
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
や
会
員
、

余
市
町
の
農
家
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
、
自

分
の
研
究
対
象
以
外
の
作
物
や
作
業
に
立
ち
会

う
こ
と
、
地
方
で
の
生
活
を
垣
間
見
る
機
会
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
札
幌
の
ま
ち
な
か
で

の
自
分
自
身
の
暮
ら
し
や
日
常
的
に
食
べ
て
い

る
も
の
の
由
来
に
つ
い
て
、
思
い
を
は
せ
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　他
に
も
、札
幌
市
に
お
け
る
公
園
の
再
整
備
、

公
園
が
少
な
い
地
域
で
の
子
ど
も
の
遊
び
場
づ

く
り
、
東
北
の
海
岸
に
お
け
る
砂
丘
植
生
の
復

元
な
ど
、
教
員
が
行
政
や
地
域
か
ら
依
頼
さ
れ

る
案
件
な
ど
を
研
究
の
ネ
タ
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
学
生
た
ち
の
体
験
の
機
会
と
し
て
と
ら

え
て
い
ま
す
。
研
究
室
の
取
り
組
み
自
体
が
、

学
生
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
や
観
光

の
あ
り
方
を
考
え
る
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
改
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

体
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

　冒
頭
で
紹
介
し
た
圃
場
整
備
後
の
ジ
ン
パ
で

す
が
、
今
年
は
準
備
段
階
か
ら
学
生
た
ち
が
苦

労
し
ま
し
た
。
考
え
て
み
る
と
4
年
生
の
入
学

が
2
0
2
0
年
で
す
か
ら
、
講
義
も
最
初
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
、
学
内
で
の
活
動
も
大
き
く
制
限

さ
れ
た
時
期
で
す
。
研
究
室
の
圃
場
整
備
も
、

2
0
2
1
年
か
ら
人
数
を
減
ら
し
て
再
開
し
、

高
齢
の
方
も
い
る
の
で
O
B
・
O
G
と
学
生
の

接
触
機
会
も
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま
し
た
。
4

年
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
圃
場
整
備

後
の
ジ
ン
パ
の
段
取
り
を
知
っ
て
い
た
の
は
、

博
士
2
年
生
と
教
員
の
3
名
の
み
で
し
た
。
ジ

ン
パ
を
行
う
に
も
、
参
加
者
の
人
数
確
認
、
お

肉
・
野
菜
・
炭
な
ど
の
買
い
出
し
、
七
輪
・
炭
・

鍋
の
準
備
、
場
所
の
用
意
、
火
起
こ
し
、
終
わ

っ
た
後
の
片
付
け
な
ど
様
々
な
手
間
が
か
か
り

ま
す
。
北
海
道
出
身
者
も
少
な
く
、
ジ
ン
パ
の

体
験
も
な
い
の
で
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
の
用
意

や
食
材
の
買
い
出
し
に
か
な
り
苦
労
し
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
多
発
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
網
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
し
く
、
買
い
出

し
に
も
や
し
が
な
か
っ
た
の
は
、
私
に
と
っ
て

は
衝
撃
で
し
た
。
い
つ
も
の
倍
以
上
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
七
輪
の
火
起
こ
し
や
、
鍋

に
野
菜
か
ら
の
せ
る
と
い
う
順
序
な
ど
を
先
輩

方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
ん
が
り
焼
け

た
肉
を
ほ
お
ば
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
た
ち

は
、
と
て
も
よ
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
（
写
真

5
）。　思

い
返
し
て
み
る
と
、
自
分
自
身
も
様
々
な

体
験
を
先
生
・
先
輩
方
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
か
に
は
結
構
無
茶
な
要
求
も
あ
り
、

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
必
死
で
、
新
た
な
技
術
や

知
識
を
身
に
つ
け
、
周
り
の
人
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
、
そ
れ
な
り
に
成
長
し
て
き
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
学
術
的
、
理
論
的
に
説
明
す

る
こ
と
は
私
に
は
無
理
で
す
が
、
と
に
か
く

様
々
な
体
験
が
多
く
の
引
き
出
し
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
と
い
う
の
は
、
学
生
た
ち
に
身
を
も
っ

て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
学

生
た
ち
と
様
々
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
新
し
い

研
究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

花
卉・緑
地
計
画
学
研
究
室

ほ
じ
ょ
う
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初
か
ら
園
芸
学
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
研
究
室
は
花
卉
学
と
造
園
学
を
教
育
・
研
究

す
る
園
芸
第
二
教
室
と
し
て
1
9
3
6
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
の
組
織
改

編
に
と
も
な
い
、
花
卉
造
園
学
講
座
か
ら
花
卉
・

緑
地
計
画
学
研
究
室
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
だ
に
私
た
ち
か
ら
上
の
世
代
は
、

園
二
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
学
院
の
組
織
改
編

で
は
そ
れ
ま
で
の
作
物
生
産
を
主
体
と
し
た
枠

組
み
か
ら
離
れ
、
生
態
系
管
理
学
、
森
林
政
策

学
な
ど
か
ら
な
る
森
林
緑
地
管
理
学
と
い
う
ユ

ニ
ッ
ト
で
大
学
院
生
の
教
育
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
以
前
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ユ
リ
、

ラ
ン
な
ど
の
栽
培
や
育
種
と
い
っ
た
研
究
が
主

流
で
し
た
が
、
以
前
の
先
生
方
の
業
績
に
は
研

究
論
文
の
他
に
、
北
海
道
内
の
緑
地
の
計
画
や

公
園
の
設
計
に
様
々
な
形
で
係
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
観
賞
用
の
作
物
の

育
種
や
栽
培
を
研
究
す
る
花
卉
園
芸
学
と
、
花

卉
を
栽
培
す
る
場
所
と
な
る
公
園
や
緑
地
の
計

画
や
管
理
を
研
究
す
る
造
園
学
は
今
で
も
講
義

や
教
育
の
主
要
テ
ー
マ
で
す
。
学
生
の
就
職
先

は
、
国
土
交
通
省
や
環
境
省
と
い
っ
た
国
家
公

務
員
、
都
道
府
県
・
政
令
市
の
造
園
担
当
部
署
、

都
市
計
画
・
造
園
緑
化
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
環

境
調
査
会
社
な
ど
が
多
い
で
す
が
、
造
園
施
工

管
理
業
界
や
食
品
関
連
に
進
む
学
生
も
い
ま
す
。

圃
場
整
備
と
ジ
ン
パ

　緑
が
豊
か
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
「
ジ
ン
パ
」

で
し
ょ
う
か
。
6
月
か
ら
9
月
く
ら
い
に
か
け

て
、
学
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
炭
火
の
煙
と
香
ば
し
い

羊
肉
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
学

生
・
教
職
員
が
利
用
で
き
る
火
気
使
用
可
の
ス

ペ
ー
ス
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
と
い
く
つ
か
の

学
部
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
施
設

が
あ
る
の
は
北
大
く
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
研
究
室
の
仲
間

や
先
生
た
ち
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
む
の
は
北
大
生
の
思
い

出
に
残
る
体
験
で
す
。

　当
研
究
室
も
、
今
年
の
7
月
に
4
年
ぶ
り
に

恒
例
の
ジ
ン
パ
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
ジ
ン

パ
と
異
な
り
、
圃
場
（
実
験
農
場
）
で
の
庭
園

整
備
の
実
習
の
後
に
行
い
ま
す
。
7
月
末
は
札

幌
で
も
最
高
気
温
が
30
度
を
超
え
ま
す
。
午
前

中
に
2
時
間
ほ
ど
、
ポ
プ
ラ
並
木
前
に
あ
る
庭

園
で
樹
木
の
剪
定
や
除
草
な
ど
の
作
業
を
終
え

て
楽
し
む
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
ビ
ー
ル
は
格
別
の

味
わ
い
で
す
。
こ
の
整
備
は
、
2
0
0
6
年
に

研
究
室
を
卒
業
し
た
先
輩
方
の
助
け
が
あ
り
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
最
大
3
名
ほ
ど
い
た
技
官

の
配
置
減
や
教
員
・
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
変

化
に
と
も
な
い
、
手
入
れ
が
滞
っ
て
い
た
状
況

を
憂
え
た
先
輩
方
に
4
月
か
ら
11
月
ま
で
月
に

2
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
月
に
1
回
を
学
生
実
習
に
位
置
づ

け
、O
B
・
O
G
と
現
役
の
大
学
院
生
・
学
部
生
、

教
員
が
合
同
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真

1
）。
参
加
さ
れ
て
い
る
O
B
・
O
G
の
中
に
は
、

造
園
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
指
導
役
の
笠
康
三
郎
さ

ん
は
、
北
海
道
内
の
様
々
な
ガ
ー
デ
ン
の
計
画

や
ア
ド
バ
イ
ス
に
携
わ
ら
れ
て
き
た
方
で
、
技

術
的
な
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
業
の
合

間
の
先
輩
方
と
の
会
話
や
交
流
が
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
研
究
の
対

象
が
公
園
や
緑
地
で
す
か
ら
、
も
と
も
と
外
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
学
生
た
ち
に
は
様
々

な
機
会
を
と
お
し
て
、
多
く
の
体
験
や
交
流
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
私
が
最
も
重

視
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

造
園
を
学
ぶ

　さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
観
光
文
化
の
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

果
た
し
て
当
研
究
室
の
活
動
が
「
観
光
を
学

ぶ
」
と
い
う
連
載
の
趣
旨
に
あ
う
の
か
ど
う

か
自
信
が
持
て
ず
、
何
回
か
お
断
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
連
載
に
あ

っ
た
よ
う
な
先
生
方
の
ゼ
ミ
と
も
異
な
り
ま

す
が
、
い
わ
ば
旧
態
依
然
と
し
た
理
系
の
小

講
座
制
を
維
持
し
て
い
る
農
学
部
の
研
究
室

の
存
在
は
逆
に
珍
し
い
か
も
と
思
い
、
学
生

と
の
研
究
や
様
々
な
活
動
な
ど
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　札
幌
農
学
校
が
1
8
7
6
年
に
開
学
し
た
当

圃場整備後の恒例のジンパ【写真5】

エコビレッジで山野草などで夕食【写真4】 大雪山での高山植物調査【写真3】

代
々
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
准
教
授
の
私
、
講
師
の
松
島
肇
先

生
、博
士
研
究
員
、学
術
研
究
員
、社
会
人
博
士
、

博
士
課
程
学
生
2
名
（
1
名
は
中
国
か
ら
の
留

学
生
）、修
士
2
年
が
4
名
、修
士
1
年
が
1
名
、

学
部
4
年
生
が
4
名
、
3
年
生
が
5
名
、
韓
国

か
ら
の
交
換
留
学
生
1
名
と
い
う
体
制
で
す
。

松
島
先
生
は
、
私
の
後
輩
に
あ
た
り
ま
す
が
、

景
観
生
態
学
を
専
門
と
し
て
お
り
、
北
海
道
石

狩
浜
や
東
北
地
方
の
砂
浜
海
岸
の
海
岸
植
生
の

保
全
に
関
す
る
研
究
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
相

談
し
た
わ
け
で
も
な
い
で
す
が
、
山
と
海
に
棲

み
分
け
、
分
担
し
て
い
ま
す
。
卒
業
研
究
、
修

士
論
文
、学
位
論
文
の
主
担
当
は
決
め
ま
す
が
、

ゼ
ミ
は
全
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
研
究
か
ら

　こ
こ
で
い
く
つ
か
、
最
近
の
研
究
例
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
修
士
課
程
の
二
人
の
大
学
院

生
が
連
続
し
て
行
っ
て
き
た
研
究
は
、
大
雪
山

国
立
公
園
で
荒
廃
し
た
登
山
道
を
補
修
す
る
市

民
団
体
の
活
動
と
連
動
し
た
も
の
で
す
。
大
雪

山
の
主
峰
旭
岳
の
裾
野
に
チ
ン
グ
ル
マ
が
一
面

に
広
が
る
裾
合
平
や
黒
岳
石
室
近
く
の
風
衝
地

群
落
で
は
、
木
道
の
劣
化
や
豪
雨
に
よ
り
登
山

道
の
路
肩
が
洗
掘
さ
れ
、
植
生
も
荒
廃
し
て
い

ま
し
た
。
近
自
然
工
法
を
応
用
し
た
登
山
道
整

備
を
専
門
と
す
る
岡
崎
哲
三
さ
ん
が
代
表
を
つ

と
め
る
一
般
社
団
法
人
大
雪
山
・
山
守
隊
が
一

般
登
山
者
を
募
集
し
、
そ
の
路
肩
に
ヤ
シ
製
の

マ
ッ
ト
を
敷
設
し
、
土
壌
侵
食
を
防
止
し
て
、

高
山
植
物
の
種
子
を
補
足
し
て
植
生
回
復
を
期

待
す
る
施
工
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
そ

の
施
工
後
の
高
山
植
物
の
回
復
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。
現
地
に
複
数
の

調
査
区
を
設
け
て
、
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
、

マ
ッ
ト
上
の
実
生
の
数
や
サ
イ
ズ
を
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
登
山
者
も
係
わ
る
こ
の

協
働
の
国
立
公
園
管
理
の
取
り
組
み
に
お
い

て
、
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
同

時
に
、
学
生
た
ち
も
実
際
の
作
業
に
参
加
し
、

地
元
の
関
係
者
や
登
山
者
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
研
究
の
成
果
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
地
域
の
関
係
者
向
け
の
勉
強
会
で
共
有
し
て

い
ま
す
。

　知
床
国
立
公
園
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て

様
々
な
取
り
組
み
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
に
よ
る
知
床
五
湖

に
お
け
る
利
用
調
整
地
区
の
設
定
、
知
床
連
山

の
携
帯
ト
イ
レ
導
入
、
知
床
五
湖
の
駐
車
場
の

拡
張
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
へ
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
走
行
区
間
の
延
長
な
ど
で
す
。
私
自
身

が
知
床
世
界
自
然
遺
産
科
学
委
員
会
委
員
を
務

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
環
境
省
や
自
治
体
で

検
討
さ
れ
る
新
た
な
取
り
組
み
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
計
画
、
実
際
の
調

査
の
実
施
な
ど
を
引
き
受
け
て
、
そ
れ
を
研
究

室
の
学
生
が
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
、
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
か
ら
知
床
五
湖

の
区
間
に
も
延
長
す
る
と
い
う
2
0
2
0
年
か

ら
の
3
年
間
の
社
会
実
験
に
は
、
多
く
の
大
学

院
生
・
学
生
が
調
査
に
係
わ
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
中
心
的
に
社
会
実
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
担
当
し
た
修
士
課
程
の
大
学
院
生
は
、
夏

か
ら
秋
ま
で
知
床
財
団
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

雇
用
し
て
い
た
だ
き
、現
地
で
生
活
し
ま
し
た
。

　当
研
究
室
が
所
属
す
る
学
科
で
は
、
3
年
生

か
ら
研
究
室
に
分
属
さ
れ
ま
す
。
一
説
に
は
作

物
の
栽
培
で
人
手
が
多
く
必
要
だ
か
ら
と
言
わ

れ
、
他
の
学
科
よ
り
も
研
究
室
分
属
が
早
い
で

す
。
年
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
定
員
の
上
限
は

5
名
で
、
3
年
生
は
花
卉
園
芸
学
や
造
園
学
の

講
義
の
ほ
か
、
造
園
設
計
、
庭
園
管
理
の
実
習
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
専
門
書
や
論
文
の
読
解
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
造
園
設
計
の

実
習
で
取
り
組
む
花
壇
の
計
画
は
、
こ
こ
最
近

は
札
幌
市
み
ど
り
の
推
進
部
の
依
頼
も
あ
り
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
自
治
体
出
展
花
壇
の

構
想
を
た
て
て
い
ま
す
。
昨
年
、
恵
庭
市
で
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、

花
壇
の
施
工
に
も
学
生
・
教
員
が
携
わ
り
、
作

図
し
た
提
案
が
実
際
に
形
に
な
る
ま
で
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
2
）。

　4
年
生
に
な
る
と
大
学
院
生
と
一
緒
に
ゼ
ミ

を
行
い
、
卒
業
論
文
の
た
め
の
文
献
の
紹
介
、

自
身
の
研
究
の
計
画
や
進
捗
報
告
な
ど
を
行
い

ま
す
。
学
生
・
教
員
の
研
究
は
、
私
の
恩
師
で

あ
る
浅
川
昭
一
郎
先
生
が
教
授
に
な
っ
た
頃
か

ら
、
公
園
の
計
画
や
管
理
、
在
来
種
を
利
用
し

た
緑
化
、
生
態
学
的
な
景
観
計
画
な
ど
に
研
究

の
中
心
が
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
が

4
年
生
に
な
っ
た
1
9
8
9
年
に
、
当
時
の
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
の
小
野
有
五
先
生
と
浅

川
先
生
が
大
雪
山
の
適
正
収
容
力
の
共
同
研
究

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
私
が
博
士
課
程

ま
で
進
学
し
て
、
そ
の
ま
ま
助
手
と
し
て
採
用

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
雪
山
お
よ
び
山
岳
地

の
国
立
公
園
の
適
正
収
容
力
を
は
じ
め
と
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
は

彼
は
、
現
在
は
環
境
省
で
自
然
保
護
官
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
地
域
関
係
者

と
の
会
議
や
下
打
ち
合
わ
せ
に
も
参
加
し
ま
す

し
、
調
査
の
実
施
に
お
い
て
も
様
々
な
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
研
究
の
成

果
が
会
議
の
場
で
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
の
地
元

関
係
者
の
議
論
や
施
策
の
決
定
に
も
活
か
さ
れ

る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
貴
重
な
勉
強
な
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　北
海
道
余
市
町
に
、
持
続
可
能
な
暮
ら
し
と

社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
技
術
や
学
び
を
広
め

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
N
P
O
法
人
北
海

道
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
。
私
の
後
輩
で
、
当
研
究
室
の
卒
業
生
が

代
表
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、

修
学
旅
行
の
高
校
生
向
け
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
の
モ
ニ
タ
ー
役
、
研
修
参
加
者
や
N
P
O

法
人
の
会
員
の
意
識
調
査
の
実
施
と
分
析
、
ワ

イ
ン
ブ
ド
ウ
の
苗
を
植
え
る
た
め
の
畑
の
整
備

と
い
っ
た
肉
体
労
働
な
ど
、
様
々
な
形
で
学
生

も
係
わ
っ
て
い
ま
す
。
札
幌
か
ら
近
い
た
め
日

帰
り
も
可
能
で
す
が
、
宿
泊
で
き
る
施
設
も
あ

り
、
寝
食
を
と
も
に
し
、
余
市
の
食
材
や
自
分

た
ち
が
収
穫
し
た
山
野
草
を
調
理
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
や
薪
ス
ト
ー
ブ

に
も
学
生
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
（
写
真

4
）。
代
表
の
坂
本
純
科
さ
ん
は
、
当
研
究
室

を
卒
業
し
て
札
幌
市
役
所
で
の
13
年
の
造
園
職

の
勤
務
の
後
に
、
一
念
発
起
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡
り
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
学
び
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
日
本
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
坂
本
さ
ん
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
や
会
員
、

余
市
町
の
農
家
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
、
自

分
の
研
究
対
象
以
外
の
作
物
や
作
業
に
立
ち
会

う
こ
と
、
地
方
で
の
生
活
を
垣
間
見
る
機
会
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
札
幌
の
ま
ち
な
か
で

の
自
分
自
身
の
暮
ら
し
や
日
常
的
に
食
べ
て
い

る
も
の
の
由
来
に
つ
い
て
、
思
い
を
は
せ
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　他
に
も
、札
幌
市
に
お
け
る
公
園
の
再
整
備
、

公
園
が
少
な
い
地
域
で
の
子
ど
も
の
遊
び
場
づ

く
り
、
東
北
の
海
岸
に
お
け
る
砂
丘
植
生
の
復

元
な
ど
、
教
員
が
行
政
や
地
域
か
ら
依
頼
さ
れ

る
案
件
な
ど
を
研
究
の
ネ
タ
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
学
生
た
ち
の
体
験
の
機
会
と
し
て
と
ら

え
て
い
ま
す
。
研
究
室
の
取
り
組
み
自
体
が
、

学
生
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
や
観
光

の
あ
り
方
を
考
え
る
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
改
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

体
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

　冒
頭
で
紹
介
し
た
圃
場
整
備
後
の
ジ
ン
パ
で

す
が
、
今
年
は
準
備
段
階
か
ら
学
生
た
ち
が
苦

労
し
ま
し
た
。
考
え
て
み
る
と
4
年
生
の
入
学

が
2
0
2
0
年
で
す
か
ら
、
講
義
も
最
初
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
、
学
内
で
の
活
動
も
大
き
く
制
限

さ
れ
た
時
期
で
す
。
研
究
室
の
圃
場
整
備
も
、

2
0
2
1
年
か
ら
人
数
を
減
ら
し
て
再
開
し
、

高
齢
の
方
も
い
る
の
で
O
B
・
O
G
と
学
生
の

接
触
機
会
も
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま
し
た
。
4

年
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
圃
場
整
備

後
の
ジ
ン
パ
の
段
取
り
を
知
っ
て
い
た
の
は
、

博
士
2
年
生
と
教
員
の
3
名
の
み
で
し
た
。
ジ

ン
パ
を
行
う
に
も
、
参
加
者
の
人
数
確
認
、
お

肉
・
野
菜
・
炭
な
ど
の
買
い
出
し
、
七
輪
・
炭
・

鍋
の
準
備
、
場
所
の
用
意
、
火
起
こ
し
、
終
わ

っ
た
後
の
片
付
け
な
ど
様
々
な
手
間
が
か
か
り

ま
す
。
北
海
道
出
身
者
も
少
な
く
、
ジ
ン
パ
の

体
験
も
な
い
の
で
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
の
用
意

や
食
材
の
買
い
出
し
に
か
な
り
苦
労
し
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
多
発
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
網
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
し
く
、
買
い
出

し
に
も
や
し
が
な
か
っ
た
の
は
、
私
に
と
っ
て

は
衝
撃
で
し
た
。
い
つ
も
の
倍
以
上
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
七
輪
の
火
起
こ
し
や
、
鍋

に
野
菜
か
ら
の
せ
る
と
い
う
順
序
な
ど
を
先
輩

方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
ん
が
り
焼
け

た
肉
を
ほ
お
ば
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
た
ち

は
、
と
て
も
よ
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
（
写
真

5
）。　思

い
返
し
て
み
る
と
、
自
分
自
身
も
様
々
な

体
験
を
先
生
・
先
輩
方
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
か
に
は
結
構
無
茶
な
要
求
も
あ
り
、

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
必
死
で
、
新
た
な
技
術
や

知
識
を
身
に
つ
け
、
周
り
の
人
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
、
そ
れ
な
り
に
成
長
し
て
き
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
学
術
的
、
理
論
的
に
説
明
す

る
こ
と
は
私
に
は
無
理
で
す
が
、
と
に
か
く

様
々
な
体
験
が
多
く
の
引
き
出
し
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
と
い
う
の
は
、
学
生
た
ち
に
身
を
も
っ

て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
学

生
た
ち
と
様
々
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
新
し
い

研
究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

み
し
ょ
う
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初
か
ら
園
芸
学
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
研
究
室
は
花
卉
学
と
造
園
学
を
教
育
・
研
究

す
る
園
芸
第
二
教
室
と
し
て
1
9
3
6
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
の
組
織
改

編
に
と
も
な
い
、
花
卉
造
園
学
講
座
か
ら
花
卉
・

緑
地
計
画
学
研
究
室
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
だ
に
私
た
ち
か
ら
上
の
世
代
は
、

園
二
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
大
学
院
の
組
織
改
編

で
は
そ
れ
ま
で
の
作
物
生
産
を
主
体
と
し
た
枠

組
み
か
ら
離
れ
、
生
態
系
管
理
学
、
森
林
政
策

学
な
ど
か
ら
な
る
森
林
緑
地
管
理
学
と
い
う
ユ

ニ
ッ
ト
で
大
学
院
生
の
教
育
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
以
前
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ユ
リ
、

ラ
ン
な
ど
の
栽
培
や
育
種
と
い
っ
た
研
究
が
主

流
で
し
た
が
、
以
前
の
先
生
方
の
業
績
に
は
研

究
論
文
の
他
に
、
北
海
道
内
の
緑
地
の
計
画
や

公
園
の
設
計
に
様
々
な
形
で
係
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
観
賞
用
の
作
物
の

育
種
や
栽
培
を
研
究
す
る
花
卉
園
芸
学
と
、
花

卉
を
栽
培
す
る
場
所
と
な
る
公
園
や
緑
地
の
計

画
や
管
理
を
研
究
す
る
造
園
学
は
今
で
も
講
義

や
教
育
の
主
要
テ
ー
マ
で
す
。
学
生
の
就
職
先

は
、
国
土
交
通
省
や
環
境
省
と
い
っ
た
国
家
公

務
員
、
都
道
府
県
・
政
令
市
の
造
園
担
当
部
署
、

都
市
計
画
・
造
園
緑
化
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
環

境
調
査
会
社
な
ど
が
多
い
で
す
が
、
造
園
施
工

管
理
業
界
や
食
品
関
連
に
進
む
学
生
も
い
ま
す
。

圃
場
整
備
と
ジ
ン
パ

　緑
が
豊
か
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
「
ジ
ン
パ
」

で
し
ょ
う
か
。
6
月
か
ら
9
月
く
ら
い
に
か
け

て
、
学
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
炭
火
の
煙
と
香
ば
し
い

羊
肉
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
学

生
・
教
職
員
が
利
用
で
き
る
火
気
使
用
可
の
ス

ペ
ー
ス
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
と
い
く
つ
か
の

学
部
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
施
設

が
あ
る
の
は
北
大
く
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
研
究
室
の
仲
間

や
先
生
た
ち
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
む
の
は
北
大
生
の
思
い

出
に
残
る
体
験
で
す
。

　当
研
究
室
も
、
今
年
の
7
月
に
4
年
ぶ
り
に

恒
例
の
ジ
ン
パ
を
再
開
し
ま
し
た
。
他
の
ジ
ン

パ
と
異
な
り
、
圃
場
（
実
験
農
場
）
で
の
庭
園

整
備
の
実
習
の
後
に
行
い
ま
す
。
7
月
末
は
札

幌
で
も
最
高
気
温
が
30
度
を
超
え
ま
す
。
午
前

中
に
2
時
間
ほ
ど
、
ポ
プ
ラ
並
木
前
に
あ
る
庭

園
で
樹
木
の
剪
定
や
除
草
な
ど
の
作
業
を
終
え

て
楽
し
む
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
ビ
ー
ル
は
格
別
の

味
わ
い
で
す
。
こ
の
整
備
は
、
2
0
0
6
年
に

研
究
室
を
卒
業
し
た
先
輩
方
の
助
け
が
あ
り
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
最
大
3
名
ほ
ど
い
た
技
官

の
配
置
減
や
教
員
・
学
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
変

化
に
と
も
な
い
、
手
入
れ
が
滞
っ
て
い
た
状
況

を
憂
え
た
先
輩
方
に
4
月
か
ら
11
月
ま
で
月
に

2
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
月
に
1
回
を
学
生
実
習
に
位
置
づ

け
、O
B
・
O
G
と
現
役
の
大
学
院
生
・
学
部
生
、

教
員
が
合
同
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真

1
）。
参
加
さ
れ
て
い
る
O
B
・
O
G
の
中
に
は
、

造
園
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
指
導
役
の
笠
康
三
郎
さ

ん
は
、
北
海
道
内
の
様
々
な
ガ
ー
デ
ン
の
計
画

や
ア
ド
バ
イ
ス
に
携
わ
ら
れ
て
き
た
方
で
、
技

術
的
な
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
業
の
合

間
の
先
輩
方
と
の
会
話
や
交
流
が
学
生
た
ち
に

と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
研
究
の
対

象
が
公
園
や
緑
地
で
す
か
ら
、
も
と
も
と
外
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
学
生
た
ち
に
は
様
々

な
機
会
を
と
お
し
て
、
多
く
の
体
験
や
交
流
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
私
が
最
も
重

視
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

造
園
を
学
ぶ

　さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
観
光
文
化
の
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

果
た
し
て
当
研
究
室
の
活
動
が
「
観
光
を
学

ぶ
」
と
い
う
連
載
の
趣
旨
に
あ
う
の
か
ど
う

か
自
信
が
持
て
ず
、
何
回
か
お
断
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
連
載
に
あ

っ
た
よ
う
な
先
生
方
の
ゼ
ミ
と
も
異
な
り
ま

す
が
、
い
わ
ば
旧
態
依
然
と
し
た
理
系
の
小

講
座
制
を
維
持
し
て
い
る
農
学
部
の
研
究
室

の
存
在
は
逆
に
珍
し
い
か
も
と
思
い
、
学
生

と
の
研
究
や
様
々
な
活
動
な
ど
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　札
幌
農
学
校
が
1
8
7
6
年
に
開
学
し
た
当

圃場整備後の恒例のジンパ【写真5】

エコビレッジで山野草などで夕食【写真4】 大雪山での高山植物調査【写真3】

代
々
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
准
教
授
の
私
、
講
師
の
松
島
肇
先

生
、博
士
研
究
員
、学
術
研
究
員
、社
会
人
博
士
、

博
士
課
程
学
生
2
名
（
1
名
は
中
国
か
ら
の
留

学
生
）、修
士
2
年
が
4
名
、修
士
1
年
が
1
名
、

学
部
4
年
生
が
4
名
、
3
年
生
が
5
名
、
韓
国

か
ら
の
交
換
留
学
生
1
名
と
い
う
体
制
で
す
。

松
島
先
生
は
、
私
の
後
輩
に
あ
た
り
ま
す
が
、

景
観
生
態
学
を
専
門
と
し
て
お
り
、
北
海
道
石

狩
浜
や
東
北
地
方
の
砂
浜
海
岸
の
海
岸
植
生
の

保
全
に
関
す
る
研
究
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
相

談
し
た
わ
け
で
も
な
い
で
す
が
、
山
と
海
に
棲

み
分
け
、
分
担
し
て
い
ま
す
。
卒
業
研
究
、
修

士
論
文
、学
位
論
文
の
主
担
当
は
決
め
ま
す
が
、

ゼ
ミ
は
全
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
研
究
か
ら

　こ
こ
で
い
く
つ
か
、
最
近
の
研
究
例
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
修
士
課
程
の
二
人
の
大
学
院

生
が
連
続
し
て
行
っ
て
き
た
研
究
は
、
大
雪
山

国
立
公
園
で
荒
廃
し
た
登
山
道
を
補
修
す
る
市

民
団
体
の
活
動
と
連
動
し
た
も
の
で
す
。
大
雪

山
の
主
峰
旭
岳
の
裾
野
に
チ
ン
グ
ル
マ
が
一
面

に
広
が
る
裾
合
平
や
黒
岳
石
室
近
く
の
風
衝
地

群
落
で
は
、
木
道
の
劣
化
や
豪
雨
に
よ
り
登
山

道
の
路
肩
が
洗
掘
さ
れ
、
植
生
も
荒
廃
し
て
い

ま
し
た
。
近
自
然
工
法
を
応
用
し
た
登
山
道
整

備
を
専
門
と
す
る
岡
崎
哲
三
さ
ん
が
代
表
を
つ

と
め
る
一
般
社
団
法
人
大
雪
山
・
山
守
隊
が
一

般
登
山
者
を
募
集
し
、
そ
の
路
肩
に
ヤ
シ
製
の

マ
ッ
ト
を
敷
設
し
、
土
壌
侵
食
を
防
止
し
て
、

高
山
植
物
の
種
子
を
補
足
し
て
植
生
回
復
を
期

待
す
る
施
工
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
そ

の
施
工
後
の
高
山
植
物
の
回
復
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。
現
地
に
複
数
の

調
査
区
を
設
け
て
、
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
、

マ
ッ
ト
上
の
実
生
の
数
や
サ
イ
ズ
を
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
登
山
者
も
係
わ
る
こ
の

協
働
の
国
立
公
園
管
理
の
取
り
組
み
に
お
い

て
、
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
同

時
に
、
学
生
た
ち
も
実
際
の
作
業
に
参
加
し
、

地
元
の
関
係
者
や
登
山
者
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
研
究
の
成
果
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
地
域
の
関
係
者
向
け
の
勉
強
会
で
共
有
し
て

い
ま
す
。

　知
床
国
立
公
園
に
お
い
て
も
、
継
続
し
て

様
々
な
取
り
組
み
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
協
力
し

て
き
ま
し
た
。
自
然
公
園
法
に
よ
る
知
床
五
湖

に
お
け
る
利
用
調
整
地
区
の
設
定
、
知
床
連
山

の
携
帯
ト
イ
レ
導
入
、
知
床
五
湖
の
駐
車
場
の

拡
張
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
へ
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
走
行
区
間
の
延
長
な
ど
で
す
。
私
自
身

が
知
床
世
界
自
然
遺
産
科
学
委
員
会
委
員
を
務

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
環
境
省
や
自
治
体
で

検
討
さ
れ
る
新
た
な
取
り
組
み
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
計
画
、
実
際
の
調

査
の
実
施
な
ど
を
引
き
受
け
て
、
そ
れ
を
研
究

室
の
学
生
が
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
、
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
か
ら
知
床
五
湖

の
区
間
に
も
延
長
す
る
と
い
う
2
0
2
0
年
か

ら
の
3
年
間
の
社
会
実
験
に
は
、
多
く
の
大
学

院
生
・
学
生
が
調
査
に
係
わ
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
中
心
的
に
社
会
実
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
担
当
し
た
修
士
課
程
の
大
学
院
生
は
、
夏

か
ら
秋
ま
で
知
床
財
団
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て

雇
用
し
て
い
た
だ
き
、現
地
で
生
活
し
ま
し
た
。

　当
研
究
室
が
所
属
す
る
学
科
で
は
、
3
年
生

か
ら
研
究
室
に
分
属
さ
れ
ま
す
。
一
説
に
は
作

物
の
栽
培
で
人
手
が
多
く
必
要
だ
か
ら
と
言
わ

れ
、
他
の
学
科
よ
り
も
研
究
室
分
属
が
早
い
で

す
。
年
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
定
員
の
上
限
は

5
名
で
、
3
年
生
は
花
卉
園
芸
学
や
造
園
学
の

講
義
の
ほ
か
、
造
園
設
計
、
庭
園
管
理
の
実
習
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
専
門
書
や
論
文
の
読
解
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
造
園
設
計
の

実
習
で
取
り
組
む
花
壇
の
計
画
は
、
こ
こ
最
近

は
札
幌
市
み
ど
り
の
推
進
部
の
依
頼
も
あ
り
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
自
治
体
出
展
花
壇
の

構
想
を
た
て
て
い
ま
す
。
昨
年
、
恵
庭
市
で
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、

花
壇
の
施
工
に
も
学
生
・
教
員
が
携
わ
り
、
作

図
し
た
提
案
が
実
際
に
形
に
な
る
ま
で
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
2
）。

　4
年
生
に
な
る
と
大
学
院
生
と
一
緒
に
ゼ
ミ

を
行
い
、
卒
業
論
文
の
た
め
の
文
献
の
紹
介
、

自
身
の
研
究
の
計
画
や
進
捗
報
告
な
ど
を
行
い

ま
す
。
学
生
・
教
員
の
研
究
は
、
私
の
恩
師
で

あ
る
浅
川
昭
一
郎
先
生
が
教
授
に
な
っ
た
頃
か

ら
、
公
園
の
計
画
や
管
理
、
在
来
種
を
利
用
し

た
緑
化
、
生
態
学
的
な
景
観
計
画
な
ど
に
研
究

の
中
心
が
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
が

4
年
生
に
な
っ
た
1
9
8
9
年
に
、
当
時
の
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
の
小
野
有
五
先
生
と
浅

川
先
生
が
大
雪
山
の
適
正
収
容
力
の
共
同
研
究

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
私
が
博
士
課
程

ま
で
進
学
し
て
、
そ
の
ま
ま
助
手
と
し
て
採
用

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
雪
山
お
よ
び
山
岳
地

の
国
立
公
園
の
適
正
収
容
力
を
は
じ
め
と
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
は

彼
は
、
現
在
は
環
境
省
で
自
然
保
護
官
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
地
域
関
係
者

と
の
会
議
や
下
打
ち
合
わ
せ
に
も
参
加
し
ま
す

し
、
調
査
の
実
施
に
お
い
て
も
様
々
な
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
研
究
の
成

果
が
会
議
の
場
で
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
の
地
元

関
係
者
の
議
論
や
施
策
の
決
定
に
も
活
か
さ
れ

る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
貴
重
な
勉
強
な
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　北
海
道
余
市
町
に
、
持
続
可
能
な
暮
ら
し
と

社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
技
術
や
学
び
を
広
め

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
N
P
O
法
人
北
海

道
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
。
私
の
後
輩
で
、
当
研
究
室
の
卒
業
生
が

代
表
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、

修
学
旅
行
の
高
校
生
向
け
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
の
モ
ニ
タ
ー
役
、
研
修
参
加
者
や
N
P
O

法
人
の
会
員
の
意
識
調
査
の
実
施
と
分
析
、
ワ

イ
ン
ブ
ド
ウ
の
苗
を
植
え
る
た
め
の
畑
の
整
備

と
い
っ
た
肉
体
労
働
な
ど
、
様
々
な
形
で
学
生

も
係
わ
っ
て
い
ま
す
。
札
幌
か
ら
近
い
た
め
日

帰
り
も
可
能
で
す
が
、
宿
泊
で
き
る
施
設
も
あ

り
、
寝
食
を
と
も
に
し
、
余
市
の
食
材
や
自
分

た
ち
が
収
穫
し
た
山
野
草
を
調
理
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
や
薪
ス
ト
ー
ブ

に
も
学
生
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
（
写
真

4
）。
代
表
の
坂
本
純
科
さ
ん
は
、
当
研
究
室

を
卒
業
し
て
札
幌
市
役
所
で
の
13
年
の
造
園
職

の
勤
務
の
後
に
、
一
念
発
起
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡
り
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
学
び
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
日
本
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
坂
本
さ
ん
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
や
会
員
、

余
市
町
の
農
家
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
、
自

分
の
研
究
対
象
以
外
の
作
物
や
作
業
に
立
ち
会

う
こ
と
、
地
方
で
の
生
活
を
垣
間
見
る
機
会
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
札
幌
の
ま
ち
な
か
で

の
自
分
自
身
の
暮
ら
し
や
日
常
的
に
食
べ
て
い

る
も
の
の
由
来
に
つ
い
て
、
思
い
を
は
せ
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　他
に
も
、札
幌
市
に
お
け
る
公
園
の
再
整
備
、

公
園
が
少
な
い
地
域
で
の
子
ど
も
の
遊
び
場
づ

く
り
、
東
北
の
海
岸
に
お
け
る
砂
丘
植
生
の
復

元
な
ど
、
教
員
が
行
政
や
地
域
か
ら
依
頼
さ
れ

る
案
件
な
ど
を
研
究
の
ネ
タ
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
学
生
た
ち
の
体
験
の
機
会
と
し
て
と
ら

え
て
い
ま
す
。
研
究
室
の
取
り
組
み
自
体
が
、

学
生
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
や
観
光

の
あ
り
方
を
考
え
る
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
改
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

体
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

　冒
頭
で
紹
介
し
た
圃
場
整
備
後
の
ジ
ン
パ
で

す
が
、
今
年
は
準
備
段
階
か
ら
学
生
た
ち
が
苦

労
し
ま
し
た
。
考
え
て
み
る
と
4
年
生
の
入
学

が
2
0
2
0
年
で
す
か
ら
、
講
義
も
最
初
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
、
学
内
で
の
活
動
も
大
き
く
制
限

さ
れ
た
時
期
で
す
。
研
究
室
の
圃
場
整
備
も
、

2
0
2
1
年
か
ら
人
数
を
減
ら
し
て
再
開
し
、

高
齢
の
方
も
い
る
の
で
O
B
・
O
G
と
学
生
の

接
触
機
会
も
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま
し
た
。
4

年
ぶ
り
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
圃
場
整
備

後
の
ジ
ン
パ
の
段
取
り
を
知
っ
て
い
た
の
は
、

博
士
2
年
生
と
教
員
の
3
名
の
み
で
し
た
。
ジ

ン
パ
を
行
う
に
も
、
参
加
者
の
人
数
確
認
、
お

肉
・
野
菜
・
炭
な
ど
の
買
い
出
し
、
七
輪
・
炭
・

鍋
の
準
備
、
場
所
の
用
意
、
火
起
こ
し
、
終
わ

っ
た
後
の
片
付
け
な
ど
様
々
な
手
間
が
か
か
り

ま
す
。
北
海
道
出
身
者
も
少
な
く
、
ジ
ン
パ
の

体
験
も
な
い
の
で
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
の
用
意

や
食
材
の
買
い
出
し
に
か
な
り
苦
労
し
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
多
発
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
網
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
し
く
、
買
い
出

し
に
も
や
し
が
な
か
っ
た
の
は
、
私
に
と
っ
て

は
衝
撃
で
し
た
。
い
つ
も
の
倍
以
上
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
七
輪
の
火
起
こ
し
や
、
鍋

に
野
菜
か
ら
の
せ
る
と
い
う
順
序
な
ど
を
先
輩

方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
ん
が
り
焼
け

た
肉
を
ほ
お
ば
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
た
ち

は
、
と
て
も
よ
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
（
写
真

5
）。　思

い
返
し
て
み
る
と
、
自
分
自
身
も
様
々
な

体
験
を
先
生
・
先
輩
方
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
か
に
は
結
構
無
茶
な
要
求
も
あ
り
、

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
必
死
で
、
新
た
な
技
術
や

知
識
を
身
に
つ
け
、
周
り
の
人
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
、
そ
れ
な
り
に
成
長
し
て
き
た
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。
学
術
的
、
理
論
的
に
説
明
す

る
こ
と
は
私
に
は
無
理
で
す
が
、
と
に
か
く

様
々
な
体
験
が
多
く
の
引
き
出
し
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
と
い
う
の
は
、
学
生
た
ち
に
身
を
も
っ

て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
学

生
た
ち
と
様
々
な
体
験
を
し
な
が
ら
、
新
し
い

研
究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

み
し
ょ
う
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「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は発行とほぼ同時に当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。

また、241号（2019年4月発行）からは、PDF版に加えてWEB版での全文公開も開始。
スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申し込みも承っております。
当財団ホームページからお申し込みください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全文公開と購 読 のご案 内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予めご了承ください。
※お申し込みの確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化 編集室までお願いいたします。
E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp FAX:03‒5770‒8359 
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小笠原エコツーリズムは
「Ogasawara SMILE Tourism」へ
渋谷正昭（小笠原村長）

エコツーリズム
普及と定着にかけた思い
中島慶二（江戸川大学）

日本型
エコツーリズムを語る
～復興エコツーリズムからの
気づき～
海津ゆりえ（文教大学）
堀上 勝（環境省）
山本清龍（東京大学）
菅野正洋（JTBF）

巻頭言

特集 1

特集 2

エコツーリズムが
もたらすこと
～地域づくりへの貢献
経済そしてコミュニケーション～
岡野隆宏（環境省）
細野顕宏（日本エコツーリズム協会）
五木田玲子（JTBF）

特集 3

私たちにとって
エコツーとは
何だったのか
～日本、北から南

10エリアで
現場の声を聴く～

特集 4

❶北海道 弟子屈町
白石奈津美

❷福島県 相馬市
（松川浦地区）

管野貴拓／久田浩之／井島順子
❸宮城県 塩竈市

（浦戸諸島）
遠藤 勝

❹埼玉県 飯能市
村中 翔

❺東京都 小笠原村
吉井信秋

❻岐阜県 白川村
加藤忠利

❼京都府 南丹市
(美山町)
青田真樹

❽宮崎県 串間市
秋田 優

❾鹿児島県 屋久島町
小原比呂志

10沖縄県 竹富町
（西表島）
通事太一郎

視座

エコツーリズムの本質を問う
出会い、つながり、そして「こころざしの共感」

寺崎竜雄（JTBF）

連載

観光を学ぶということ 第18回
北海道大学 大学院農学研究院
花卉・緑地計画学研究室
愛甲哲也（北海道大学）

わたしの1冊 第30回
『深夜特急』
沢木耕太郎 著 新潮社
佐々 木文明（藤里町長）

特
集エコツ
ー
リズムの本

質

エコツ
ー
リズムの本

質

August
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